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 １.報告（令和３年度垂水市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について） ····  １２ 

 １.報告第４号～報告第８号 一括上程 ······························································  １３ 

   報告、質疑、討論、表決 

 １.議案第２８号 上程 ······················································································  １９ 

   説明、質疑、総務文教委員会付託 

 １.議案第２９号 上程 ······················································································  １９ 

   説明、休憩、全協、質疑、討論、表決 

 １.議案第３０号 上程 ······················································································  ２０ 

   説明、質疑、総務文教委員会付託 

 １.議案第３１号 上程 ······················································································  ２１ 

   説明、質疑、各常任委員会付託 

 １.議案第３２号・議案第３３号 一括上程 ·······················································  ２３ 

   説明、質疑、産業厚生委員会付託 

 １.請願第８号・陳情第１４号～陳情第１８号 一括上程···································  ２４ 

   総務文教委員会付託 

 １.鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について ····························  ２４ 

 １.決議案第３号 ································································································  ２６ 

   休憩、議運、説明、質疑、討論、表決 

 １.契約保証金検査特別委員会設置について ·······················································  ２９ 

 １.日程報告 ·······································································································  ２９ 

 １.散  会 ·······································································································  ２９ 

    癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

第２号（６月２１日）（火曜日） 

 １.開  議 ·······································································································  ３２ 

 １.一般質問 ·······································································································  ３２ 



 

 

－２－ 

   堀内 貴志 議員 ·························································································  ３２ 

   １ 公金の取扱いについて 

    （１）事件発生から発覚までの経緯について 

       ～何故に発覚と発表が遅れたのか～ 

    （２）市民への説明責任の在り方について 

   ２ 垂水中央運動公園について 

    （１）今後の運動公園の改修計画について 

    （２）施設の改修または修繕の方向性について 

       特に庭球場の修繕はどうなっているのか 

   ３ 新型コロナウイルス感染症予防対策について 

    （１）本市の感染状況 

    （２）厚労省からマスクの着用緩和について、本市ではどのように変わる 

       のか 

    （３）ワクチン接種４回目の実施について 

    （４）ワクチン接種に伴う副反応の現状 

   森  武一 議員 ·························································································  ４２ 

   １ 交流人口の経済効果について 

    （１）交流人口２００万人の経済効果の考え方について 

   ２ 日常生活に支障をきたしている継続的な治療が必要な子育て世代への支 

     援について 

    （１）支援の必要性についての考えは 

   ３ 不明金について 

    （１）不明金の経緯及び当局の対応について 

    （２）今後の再発防止策は 

   ４ 公民館設置条例と各地区公民館館則との関係について 

    （１）各地区公民館館則をどう位置づけているのか 

   ５ 夢の翼について 

    （１）事業再開はいつを目指すのか 

   梅木  勇 議員 ·························································································  ５４ 

   １ 防災について 

    （１）要配慮者避難支援について 

      ア 業務委託は 

      イ 個別計画について 

      ウ 避難支援者について 



 

 

－３－ 

    （２）市木地区の急傾斜地・治山等災害復旧、対策は 

      ア 城山地域について 

      イ 要望箇所推進状況は 

   ２ 市道元垂水・原田線の工事について 

    （１）今年度の工事箇所は 

    （２）道路改良事業について 

   前田  隆 議員 ·························································································  ６２ 

   １ 個人情報保護条例の見直しについて 

    （１）国の個人情報保護法に一元化される個人情報保護条例のガイドライ 

       ンに対し本市の条文見直しはどのような項目を準備検討し進めてい 

       るのか、提出はいつか伺う 

    （２）ルール統一される個人情報保護制度の改正の概要について以下の点 

       を伺う 

      ア 個人情報の定義は要配慮個人情報のどんな点が一元化されるのか 

      イ 個人情報の取扱いは国と同じ規律を適用と聞くが利用及び提供の 

        制限等について伺う 

      ウ 自己情報の開示、訂正及び利用停止の請求は法律で規定とされる 

        が開示等の請求権等の内容についてどうなっているか伺う 

      エ 個人情報保護委員会と地方公共団体の関係について、今後どうな 

        るのか伺う 

      オ 災害時の行方不明者の公表基準について現状認識と対応を伺う 

   ２ 本市のＤＸ推進について 

    （１）本年度の取組予定事業（ＬＩＮＥアプリを活用した事業）の内容と 

       それによる効果、予算及び今後の展開について伺う 

    （２）マイナンバーカードによるワンストップ化事業について伺う 

    （３）マイナンバーカード普及の必要性と具体的展開について 

    （４）保険証の読み取り機の設置状況と支援について 

   ３ 本城川の寄り州除去について 

    （１）令和３年度の本城川の寄り州除去の件数・除去数量及び事業費につ 

       いて伺う 

    （２）本城川の寄り州除去の予算や予定について伺う 

   新原  勇 議員 ·························································································  ７２ 

   １ 令和３年度重機借り上げについて 

    （１）重機借り上げの執行金額は（件数と金額） 



 

 

－４－ 

    （２）仕事の振り分けの決まりごとは 

    （３）近辺の仕事と関連ではできないのか 

   ２ 期日前投票について 

    （１）期日前投票場所としての市民の不満は 

    （２）駐車場の確保 

    （３）市民館の活用は 

    （４）移動期日前投票所の問題は 

   ３ 堆肥センターについて 

    （１）堆肥センターの現状と課題について 

    （２）今後の運営について 

   ４ 子供の健康について 

    （１）うつの子どもたちの現状の把握は 

   ５ 県農業試験場跡地について 

    （１）締結の会社の内容と、市としてどのように携わるのか 

   川畑 三郎 議員 ·························································································  ７８ 

   １ 梅雨・台風による災害対策 

    （１）梅雨入りしたが対策は 

   ２ 農業振興について 

    （１）非農地の判断はどのようにして行うのか 

    （２）農林業物価等高騰対策事業 

   ３ 教職員住宅の現状は 

    （１）現在の入居率は 

    （２）使用されていない教職員住宅の活用は 

   ４ 水産振興について 

    （１）水産事業 

    （２）モジャコ漁の現状と人工種苗 

    （３）コロナ支援対策事業 

   北方 貞明 議員 ·························································································  ８７ 

   １ メロディーロードについて 

    （１）当地垂水ゆかりの瀬戸口藤吉翁の「軍艦行進曲」のメロディー 

       を国道２２０号に刻む（設施）ことはできないか 

   ２ ウクライナ支援について 

    （１）本市ではウクライナからの避難民に対して市営住宅１５部屋準備し 

       ているが、他にどのような準備をしているのか 



 

 

－５－ 

   ３ 防災対策について 

    （１）災害対策準備に対して様々な配慮が必要と思うが避難者には女性も 

       多いと思うが、これに対してどのような対応をとっているか 

   ４ 公金、不明金について 

    （１）発覚してから警察に被害届を出す間、当時の役職何人で調査された 

       のか。その結果はなぜ被害届を出した時、公表しなかったのか。４ 

       月２８日全員協議会で報告した意図は 

 １.日程報告 ·······································································································  ９６ 

 １.散  会 ·······································································································  ９６ 

    癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

第３号（６月２２日）（水曜日） 

 １.開  議 ·······································································································  ９８ 

 １.一般質問 ·······································································································  ９８ 

   篠原 則 議員 ·························································································  ９８ 

   １ 農政について 

    （１）南州エコプロジェクト株式会社との包括協定について 

    （２）山田水産北側耕作放棄地の意向調査の結果について 

    （３）南州エコプロジェクトの今後の計画について 

    （４）山腹崩壊箇所の現状と復旧状況は 

   ２ 人口減少対策について 

    （１）人口減対策と地方創生について 

    （２）企業誘致について 

       県・国の機関の誘致について（公共施設など） 

   持留 良一 議員 ························································································· １０４ 

   １ 深刻な物価高騰から、暮らしと営業を守る取組について 

    （１）「地方単独事業分の２２年度繰越分」と「物価高騰対応分」の交付 

       限度額は 

    （２）「原油価格・物価高騰等総合緊急対策」との関係で 

      ア コロナ禍において物価高騰等に直面する生活困窮者等への支援 

       （ア）「ひとり親家庭等の子どもの食事支援事業の強化」 

          学用品・生活必需品の提供なども行うとなっている。生活実 

          態からも対策の必要性があるのではないか 

       （イ）学校給食費等の負担軽減等について 

          地方創生臨時交付金は１年限り。栄養バランスや量を保った 



 

 

－６－ 

         学校給食が求められている中、この目的を達成していくため 

         の今後の考え方について 

       （ウ）物価高騰の中でも年金削減。高齢者（低所得者）支援の検 

         討はなかったのか 

      イ 畜産農家及び農家等への支援 

       （ア）飼料高等で経営の困難に直面している畜産農家及び農家等 

          への支援は問題ないか。国等への支援の要望は 

    （３）コロナ支援金と収入認定～生活を守るために 

      ア 公営住宅家賃の収入認定で、協力金が収入認定され、公営住宅 

        家賃が引き上げられるのではないか。コロナ支援の給付金、協 

        力金など自治体の判断で給付金等が除外可することが可能であ 

        る（昭和３６年通知・収入認定の特例）。それは、家賃決定の 

        算定外となる「一時的な収入」として取り扱うことは「公営住 

        宅の事業主体の判断」となっている。本市の対応は 

   ２ 子育て世代にやさしいまちづくりをさらに目指して 

    （１）子どもの均等割の負担軽減の実施を。低所得世帯にとっては特に 

       大きな負担になっている。対策が求められている 

      ア 国保に加入する全て家族に定額の負担がかかる。子どもの均等 

        割は、子どもの貧困対策にも、子育て支援にも逆行するという 

        認識はあるか。対象者の数は 

      イ それぞれのケースでどのくらいの負担になるのか 

       （ア）本年度からの実施の「枠」を高校卒業時までに広げた場合は 

       （イ）第２子から減免した場合は 

       （ウ）第３子から減免した場合は 

      ウ 国も本年度から子どもの均等割の負担軽減を始めた。しかし、 

        小学校入学前に限定された。子育て世代にやさしいまちづくり 

        を目指す市長としても政治姿勢が問われる問題ではないか。子 

        どもの均等割を減免する考えはないか 

   ３ 公金等管理問題について～会計処理の適正化と事故防止 

    （１）平成２２年度の「問題」後、再発防止策として「垂水市公金管理 

       適正化基本方針」に基づき、公金管理マニュアルが策定された 

      ア 役割・機能は果たしているか。目的との関係ではどうだったか 

      イ 課題をどのように見ているか。対策の必要性はあるか 

      ウ 行政監査はどのようにされているか 



 

 

－７－ 

    （２）準公金等の取扱いについて、どのような管理になっているか 

      ア 「準公金等の取扱いについての要綱」はあるのか。なければ、作 

        成の必要性はないか 

      イ 行政監査は、実施しているのか 

  感王寺耕造 議員 ··························································································· １１７ 

   １ 公金の不明金について 

    （１）「事件」なのか「事故」なのか。発覚後、なぜ速やかに公表しなか 

       ったのか 

    （２）何が原因で今回の事件が発生したと考えられるか。また今後の対策 

       は 

    （３）当時の市長、副市長、関係課長の責任は果たされたのか 

   ２ 空き家を活用した定住促進政策について 

     小中学校の維持対策について 

    （１）制度自体は、できたと考えるが、市行政、小中学校、教育委員会、 

       地域と協議をし、連携した人口増を図るべきでは 

    （２）教育委員会として小中学校の児童生徒数を増やす対策は果たされて 

       いるのか 

   ３ 合葬墓について 

    （１）改葬許可の法的根拠について 

    （２）少子化や核家族化を背景に墓の継承者がいない家庭や墓が持てない 

       家庭が増えている。合葬墓の開設の考えはないのか 

   ４ 老人会について 

    （１）県補助金３８,０００円/年は１団体３０人以上会員がいないと交付 

       されない。市単独補助金増額の考えはないのか 

  池山 節夫 議員 ··························································································· １２９ 

   １ 市政について 

    （１）４期目出馬表明での 

      ア ６次産業化の推進について 

      イ 交流人口のさらなる増加について 

    （２）新型コロナウイルス感染症対応 

       地方創生臨時交付金について 

      ア 本庁・地区公民館Ｗｉ癩Ｆｉ整備について 

      イ 商工業者支援金給付事業について 

      ウ 学校給食食材費臨時交付金について 



 

 

－８－ 

    （３）出生数と対策について 

    （４）孤独死について 

   ２ 学校教育について 

    （１）子どもの「うつ症状」について 

    （２）持続可能な部活動について 

  池田みすず 議員 ··························································································· １４１ 

   １ 成人式について 

    （１）成人年齢が１８歳となったが、本市の成人式はどうするのか 

   ２ 特別国民体育大会について 

    （１）令和４年度の取組について 

   ３ 販路拡大支援事業について 

    （１）ＪＡＬとの連携協定における取組について 

    （２）ＪＡＬＵＸとのＳＤＧｓの取組について 

    （３）令和４年度の計画について 

   ４ 鹿児島県総合防災訓練について 

    （１）垂水市の関わりについて 

   ５ 未来への挑戦 

     子育て支援の充実について 

    （１）公益財団法人慈愛会との包括連携協定について 

  德留 邦治 議員 ··························································································· １５０ 

   １ 市長の４期目の出馬意欲について 

    （１）過去の実績 

       これからの取組 

 １.日程報告 ······································································································· １５５ 

 １.散  会 ······································································································· １５５ 

    癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

第４号（７月１日）（金曜日） 

 １.開  議 ······································································································· １５８ 

 １.議案第２８号・議案第３０号～議案第３３号、請願第８号、陳情第１４号～ 

   陳情第１８号 一括上程 ··············································································· １５８ 

   委員長報告、質疑、討論、表決 

 １.意見書案第１８号～意見書案第２１号 一括上程 ········································· １６２ 

   質疑、討論、表決 

 １.議案第３４号・議案第３５号 一括上程 ······················································· １６３ 
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   公営企業決算特別委員会設置、付託、閉会中の継続審査 

 １.議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件について 上程 ························ １６４ 

   閉会中の継続調査 

 １.各常任委員会の閉会中の所管事務調査の件について 上程 ···························· １６４ 

   閉会中の継続調査 

 １.閉  会 ······································································································· １６５ 

 



 



－1－ 

令 和 ４ 年 第 ２ 回 垂 水 市 議 会 定 例 会  

 
１．会期日程 

 

月 日 曜 種 別 内 容 

６ ・１０ 金 本会議 

 
会期の決定、議案等上程、説明、質疑、討論、 

一部表決、一部委員会付託 

委員会 
庁舎整備検討特別委員会 

国道整備検討特別委員会 

６ ・１１ 土 休 会   

６ ・１２ 日 〃   

６ ・１３ 月 〃   

６ ・１４ 火 〃  （質問通告期限：正午） 

６ ・１５ 水 〃   

６ ・１６ 木 〃   

６ ・１７ 金 〃   

６ ・１８ 土 〃   

６ ・１９ 日 〃   

６ ・２０ 月 〃   

６ ・２１ 火 本会議  一般質問 

６ ・２２ 水 本会議 
 一般質問 

委員会 桜島火山活動対策特別委員会 

６ ・２３ 木 休 会 委員会 産業厚生委員会       （現地視察・議案審査） 

６ ・２４ 金 〃 委員会 総務文教委員会       （現地視察・議案審査） 

６ ・２５ 土 〃   

６ ・２６ 日 〃   

６ ・２７ 月 〃   

６ ・２８ 火 〃   

６ ・２９ 水 〃   

６ ・３０ 木 〃 委員会 議会運営委員会 

７ ・ １ 金 本会議  
委員長報告、質疑、討論、表決、議案等上程、説明、 

質疑、討論、一部表決、一部委員会付託 
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２．付議事件 

件            名 

 

報告     令和３年度垂水市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 

報告第 ４号 専決処分の承認を求めることについて（垂水市税条例の一部を改正する条例） 

報告第 ５号 専決処分の承認を求めることについて（垂水市国民健康保険税条例の一部を改正

する条例） 

報告第 ６号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度垂水市一般会計補正予算（第

１５号）） 

報告第 ７号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度垂水市一般会計補正予算（第

１号）） 

報告第 ８号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度垂水市老人保健施設特別会計

補正予算（第３号）） 

議案第２８号 垂水市総合開発審議会条例の一部を改正する条例 案 

議案第２９号 垂水市固定資産評価員の選任について 

議案第３０号 消防本部災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車の購入契約について 

議案第３１号 令和４年度垂水市一般会計補正予算（第２号） 案 

議案第３２号 令和４年度垂水市病院事業会計補正予算（第１号） 案 

議案第３３号 令和４年度垂水市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 案 

議案第３４号 令和３年度垂水市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 

議案第３５号 令和３年度垂水市病院事業会計決算の認定について 

意見書案第１８号 国民の祝日「海の日」を７月２０日に固定化する意見書 案 

意見書案第１９号 義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかるための、２０２３年度政

府予算に係る意見書 案 

意見書案第２０号 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、２０２３年度政府予

算に係る意見書 案 

意見書案第２１号 国民健康保険税の引き下げへの国の対応を求める意見書について 

決議案第 ３号 事務検査に関する特別委員会の設置を求める決議案 

選挙 鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 

 

請 願 

請願第 ８号 パートナーシップ制度の導入を求める請願 

 

陳 情 

陳情第１４号 女性トイレの維持及びその安心安全の確保について 

陳情第１５号 国民の祝日「海の日」を７月２０日に固定化する意見書の提出を求める陳情 
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陳情第１６号 沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策を求める意見書の提出を求める陳情 

陳情第１７号 義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかるための、２０２３年度政府予 

算に係る意見書採択の陳情について 

陳情第１８号 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、２０２３年度政府予算に 

係る意見書採択の陳情について 
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本会議第１号（６月１０日）（金曜） 

  出席議員  １４名 

       １番  新 原   勇              ８番  感王寺 耕 造 

       ２番  森   武 一              ９番  持 留 良 一 

       ３番  前 田   隆             １０番  北 方 貞 明 

       ４番  池 田 みすず             １１番  池 山 節 夫 

       ５番  梅 木   勇             １２番  德 留 邦 治 

       ６番  堀 内 貴 志             １３番  篠 原  則 

       ７番  川 越 信 男             １４番  川 畑 三 郎 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  欠席議員   ０名  

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  地方自治法第１２１条による出席者 

   市    長  尾 脇 雅 弥          生活環境課長  紺 屋 昭 男 

   副  市  長  益 山 純 徳          農 林 課 長  森   秀 和 

   総 務 課 長  濵   久 志          併    任          

   企画政策課長  二 川 隆 志          農業委員会          

   主幹兼財務係長  野 元   悟          事 務 局 長          

   税 務 課 長  篠 原 彰 治          土 木 課 長  東   弘 幸 

   市 民 課 長  松 尾 智 信          水 道 課 長  福 島 哲 朗 

   併    任                   会 計 課 長  岡 山 洋 恵 

   選 挙 管 理                   監査事務局長  榎 園 雅 司 

   委 員 会                   消 防 長  後 迫 浩一郎 

   事 務 局 長                   次長兼消防署長  田 中 昭 弘 

   保 健 課 長  草 野 浩 一          教育総務課長  野 村 宏 治 

   福 祉 課 長  森 永 公 洋          学校教育課長  今 井   誠 

   水 産 商 工  大 山   昭          社会教育課長  港   耕 作 

   観 光 課 長                   国体推進課長  米 田 昭 嗣 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議会事務局出席者 

   事 務 局 長  橘   圭一郎          書    記  瀬 脇 恵 寿 

                            書    記  末 松 博 昭 
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令和４年６月10日午前10時開会 

 

 

   △開  会 

○議長（川越信男）  おはようございます。定

刻、定足数に達しておりますので、ただいまか

ら令和４年第２回垂水市議会定例会を開会しま

す。 

   △執行部紹介 

○議長（川越信男）  ここで、去る４月１日付

定期異動により課長等に異動があり、紹介のた

めの発言の申出がありますので、順次、これを

許可いたします。 

○総務課長（濵 久志）  おはようございます。

総務課長を拝命いたしました濵久志でございま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○福祉課長（森永公洋）  おはようございます。

福祉課長兼福祉事務所長を拝命いたしました森

永公洋でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

○監査事務局長（榎園雅司）  おはようござい

ます。監査事務局長を拝命いたしました榎園雅

司でございます。よろしくお願いいたします。 

○社会教育課長（港 耕作）  おはようござい

ます。社会教育課長兼図書館長兼文化館館長兼

運動公園長を拝命いたしました港耕作です。よ

ろしくお願いいたします。 

○国体推進課長（米田昭嗣）  おはようござい

ます。国体推進課長を拝命いたしました米田昭

嗣でございます。引き続きよろしくお願いいた

します。 

○税務課長（篠原彰治）  おはようございます。

税務課長を拝命いたしました篠原彰治です。よ

ろしくお願いいたします。 

○水道課長（福島哲朗）  おはようございます。

水道課長を拝命いたしました福島哲朗でござい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○会計課長（岡山洋恵）  おはようございます。

会計管理者兼会計課長を拝命いたしました岡山

洋恵です。よろしくお願いいたします。 

○消防署長（田中昭弘）  おはようございます。

次長兼消防署長を拝命いたしました田中昭弘と

申します。よろしくお願いいたします。 

   △開  議 

○議長（川越信男）  これより本日の会議を開

きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付いたしたと

おりであります。 

   △会議録署名議員の指名 

○議長（川越信男）  日程第１、会議録署名議

員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第80条の規定に

より、議長において、堀内貴志議員、川畑三郎

議員を指名いたします。 

   △会期の決定 

○議長（川越信男）  日程第２、会期の決定を

議題といたします。 

 去る６月３日、議会運営委員会が開催され、

協議がなされた結果、本定例会の会期をお手元

の会期日程表のとおり、本日から７月１日まで

の22日間とすることに意見の一致を見ておりま

す。 

 これに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。 

 よって、会期は、本日から７月１日までの22

日間と決定しました。 

   △諸般の報告 

○議長（川越信男）  日程第３、諸般の報告を

行います。 

 この際、議長の報告を行います。 

 地方自治法第243条の３第２項の規定により、

垂水市土地開発公社に係る令和３年度の補正予

算書、事業報告書及び決算諸表並びに令和４年

度の事業計画書及び予算書の提出がありました

ので、お手元に配付しておきましたから御了承
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願います。 

 次に、監査委員から令和４年２月、３月及び

４月分の出納検査結果報告がありましたので、

写しをお手元に配付しておきましたから御了承

願います。 

 次に、去る５月25日、東京都の東京国際フ

ォーラムにおいて、第98回全国市議会議長会定

期総会が開催され、本市議会から篠原 則議員

が議員在職35年以上の特別表彰を、德留邦治議

員が議員在職30年以上の特別表彰を授与されま

したので、ここに御報告し、お喜びを申し上げ

ます。 

 なお、議会散会後に表彰状の伝達式を行いま

すので、議場にいらっしゃる皆様方はしばらく

お残りください。 

 以上で、議長報告を終わります。 

   ［市長尾脇雅弥登壇］ 

○市長（尾脇雅弥）  皆さん、おはようござい

ます。先日開催をされました令和４年第１回定

例会後の議会に報告すべき主な事項につきまし

て御報告いたします。 

 初めに、新型コロナウイルスにつきまして御

報告をいたします。 

 まず、本市における発生状況についてでござ

います。本市におきましては、６月９日現在、

459名の感染が確認をされております。 

 次に、新型コロナウイルスワクチン接種関連

につきまして御報告をいたします。 

 ４回目接種についてでございます。本市にお

きましては、３回目接種を完了いたしました60

歳以上の医療従事者に対しまして、今月４日か

ら接種を開始したところでございます。今後、

施設入所者や一般高齢者に対しまして、順次、

接種券の発送を行ってまいります。 

 本市といたしましては、希望される方ができ

るだけ早く接種できるよう、現在、肝属郡医師

会などと調整を行っているところでございます。 

 国におきましては、４回目接種を受けること

により、高い重症化予防効果が得られるとされ

ておりますことから、市民の皆様に対しまして

は正確な情報をお伝えいたしますとともに、速

やかにワクチン接種ができるよう今後も努めて

まいります。 

 次に、経済対策について御報告いたします。 

 商工業者への支援対策であります「盛り上げ

ようたるみずプレミアム付商品券」、いわゆる

「こもんそ商品券」につきましては、４月20日

から５月20日までの間、約2,700件のお申込み

をいただいたところであり、今月１日からは商

品券の販売を開始したところでございます。 

 本事業を通じまして、消費意欲の喚起が図ら

れますとともに、市内への資金循環により商工

業の景気回復につながっていくものと考えてお

ります。 

 また、今般の原油価格、物価高騰への対応と

いたしましては、水産業、商工業を下支えする

ための補正予算を今議会に上程させていただい

ております。 

 次に、農林関係につきまして御報告いたしま

す。 

 新型コロナウイルス感染拡大やコロナ禍にお

ける原油価格高騰などへの対応といたしまして

は、農林業者を下支えするための補正予算を今

議会に上程させていただいております。この農

林水産業及び商工業への経済対策につきまして

は、議員の皆様方の御理解を得た上で速やかに

執行させていただければと考えております。 

 次に、コロナ関連以外の事項につきまして御

報告をいたします。 

 初めに、総務関係についてでございます。令

和４年４月１日付人事異動についてでございま

す。今回の人事異動では、庁舎改修を含めた財

産管理を一元化する目的から、企画政策課庁舎

建設係と財政課契約管財係を整理統合し、財政

課契約・財産管理係としたところでございます。 

 また、学校給食センターの民間委託に伴い、
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調理、配送及び労務管理が軽減し、施設管理等

の面から、学校教育課学校給食係を教育総務課

へ移管したところでございます。 

 そのほか各種重点施策の充実を図る観点から、

社会教育課と国体推進課を分離するとともに、

保健課健康増進係を保健課健康増進・元気プロ

ジェクト係に、水産商工観光課観光推進係を水

産商工観光課観光・ジオパーク係に名称を変更

したところでございます。 

 なお、令和４年４月１日現在の職員数は、行

政改革大綱の目標値である235名以内に対し、

234名でございます。このほか、再任用職員を

10名配置したところでございます。 

 次に、安心・安全なまちづくりについてでご

ざいます。例年、出水期前に実施しております

防災点検と総合防災訓練につきまして、先月末

までに完了したところでございます。防災点検

につきましては、先月24日に災害復旧箇所の工

事進捗の確認などを、国土交通省、自衛隊、県、

警察などの関係機関と合同で行ったところでご

ざいます。 

 次に、総合防災訓練につきましては、先月27

日と28日の２日間、水之上小学校を主な会場と

して実施したところでございます。 

 まず27日につきましては、水之上小学校の全

児童78名を対象に訓練が行われ、鹿児島地方気

象台の気象情報官による防災や雨雲に関する特

別講話をはじめ、降雨体験機や土石流実験機、

ＶＲによる桜島火山の映像視聴など多彩な体験

メニューを盛り込んだ形で実施したところでご

ざいます。児童たちは、早めの避難の大切さな

どを真剣に、また、楽しみながら学習していた

ものと感じたところでございます。 

 次に、翌日28日につきましては、地域の方々

を対象に訓練が行われ、前日と同様の内容に加

えて、地元消防分団による警戒訓練や市内全消

防分団が参加した水防工法訓練も併せて実施さ

れたところであり、２日間の参加者数は延べ人

数で233名でございました。本格的な出水期と

台風シーズンに備え、今後もこうした取組を継

続しながら、市民の皆様の防災意識の向上を図

り、安心・安全の確保に努めてまいりたいと考

えております。 

 次に、企画政策関連についてでございます。 

 去る３月17日、明治安田生命保険相互会社様

と、本市におきまして包括連携協定の締結式を

行ったところでございます。今後、この協定に

基づきまして、新型コロナウイルスに関する啓

発活動や本市の特産品や観光、イベントなどの

ＰＲ、将来を担う子供たちの健全育成などに関

する様々な取組が進められますとともに、この

ような取組を通じまして、市民の皆様の生活環

境のさらなる充実につながりますことを期待し

ているところでございます。 

 また、先月10日には、公益財団法人慈愛会様

と包括連携協定の締結式を行ったところでござ

います。締結式に際しましては、鹿児島県の産

科、婦人科医療の中心を担っておられるお立場

から多くの御助言をいただきました鹿児島大学

病院副病院長の小林裕明教授と、健康長寿・子

育て支援につきまして専門的見地から御助言を

いただいております本市スーパーバイザーの大

石充鹿児島大学教授に立会人として出席をいた

だいたところでございます。 

 今後、この協定に基づきまして、子育て支援

や医療に関する様々な連携を行いますほか、妊

婦健診や産後の診療、婦人病の検査など、市外

の総合病院の協力の下、本市にいながら産婦人

科に関する診療が受けられるような県内でも例

を見ない新しい地域医療の仕組みづくりを目指

してまいります。 

 今回の総合病院との連携協定により、産前・

産後、また妊娠期から子育て期にわたり、切れ

目のない支援を行うなど、安心して子育てがで

きるための環境の充実が今後図られていくもの

と期待をしているところでございます。 
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 次に、地域振興対策についてでございます。 

 昨年度、大野地区で地域振興計画の第２期大

野づくり計画が策定をされました。この計画に

おける事業の実施に当たり、申請を行っており

ました総務省の国庫補助金、過疎地域等集落ネ

ットワーク圏形成支援事業につきましては、地

元選出の衆議院議員森山先生をはじめ、関係各

位の特段の御尽力を賜り、先月12日付で交付に

係る内示を頂き、近々交付決定がなされる見込

みでございます。 

 今議会に、当該事業に関する補正予算を上程

しており、議員の皆様方の御理解を得た上で、

大野地区の関係者の皆様方と連携をし、地域振

興の具現化を図ってまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、会計関係についてでございます。住民

票、税証明などの交付手数料につきましては、

昨年度よりスマホアプリ決済を導入しておりま

すが、本年４月から市民課以外の窓口でも各種

手数料や使用料につきましてスマホアプリによ

る納付が可能となったところでございます。 

 具体的には、ふるさと納税の納付や垂水中央

運動公園等の施設使用料が、スマホアプリのＰ

ａｙＰａｙにより納付できるようになったもの

であり、これにより市民の皆様のさらなる利便

性の向上が図られたばかりでなく、感染防止対

策の面におきましても、その効果が期待される

ところでございます。 

 次に、保健関係についてでございます。 

 「たるみず元気プロジェクト・健康チェッ

ク」につきまして、昨年度の実施状況を御報告

いたします。 

 昨年度は、新型コロナウイルス感染防止対策

を講じた上で計９回開催し、566名の皆様に御

参加をいただきました。同事業の満足度につき

ましては、参加された95.1％の方々から、「よ

かった」との評価を頂いたところでございます。

また、この健康チェックにより、ステージ０の

超早期の口腔がんが見つかった方がおられるな

ど、疾病の早期発見にも寄与しているものと考

えております。 

 今後も、市民の皆様の健康寿命の延伸を図る

ため、引き続き鹿児島大学と連携して事業を推

進してまいります。 

 次に、自殺対策についてでございます。子供

のＳＯＳ受け止め講演会につきましては、去る

４月24日に文化会館におきまして開催いたしま

したところ、保護者や子育て支援等に関係する

方々など約200名の御参加をいただいたところ

でございます。当日参加された方々にアンケー

トを行いましたところ、開催時期や講演内容に

ついて、全員から「よかった」との評価を頂い

たところでございます。 

 今後とも、このような事業を通じまして、感

情表現が成長過程である児童生徒に、知識や表

現する力をしっかり身につけさせますとともに、

その受け皿となる保護者や教職員につきまして

も、この内容を少しでも役立てていただければ

と考えているところでございます。 

 次に、福祉関係についてでございます。 

 低所得者の独り親世帯や、低所得の子育て世

帯への支援策についてでございます。国が行う

経済対策である低所得の子育て世帯に対する子

育て世帯生活支援特別給付金につきましては、

今月中旬から児童一人当たり５万円を支給でき

るよう、現在、準備を進めているところでござ

います。 

 また、国の給料金の対象とならない子育て世

帯につきましては、市が独自に児童１人当たり

５万円を給付することにより、本市の全ての子

育て世帯の経済的な負担軽減を図りたいと考え

ているところでございます。 

 このため、今議会に当該事業に関する補正予

算を上程しており、議員の皆様方の御理解を得

た上で、速やかに執行させていただければと考

えております。 
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 次に、土木関係についてでございます。 

 まず防災工事につきましては、垂水市強靭化

地域計画に基づき、市道元垂水原田線と桜島口

牛根麓線の実施設計業務を発注したところでご

ざいます。また、舗装の傷みが激しい市道や補

修が必要な橋梁につきましては、市道高野線や

浜平大都線など12路線の舗装工事と、小森橋や

第２井川橋など３橋の実施設計を今年度中に行

うこととしております。 

 次に、災害対策につきましては、大雨等によ

る被災を未然に防ぐため対策が必要な箇所につ

きまして、側溝の土砂除去や土嚢による補強な

どが本日までに完了しているところでございま

す。 

 次に、農林関係についてでございます。 

 先月９日から21日にかけまして、県や垂水市

土地改良区と合同で農業用施設、林道・治山施

設等の点検を行ったところでございます。点検

後は、草払いや側溝の土砂除去など出水期に備

えた事前対策を行ったところでございます。 

 また、新たに作成したため池ハザードマップ

の配布や、ホームページへの掲載により防災・

減災に向けた市民への広報周知も行っていると

ころでございます。土木、農林施設の災害対応

につきましては、引き続き迅速な対応を心がけ、

安心・安全に努めてまいります。 

 次に、水産商工観光関係でございます。 

 本市は、昨年７月に、日本航空株式会社様と

連携協定を締結したところでございます。この

連携協定の成果の一つといたしまして、株式会

社ＪＡＬＵＸが進めております環境配慮型素材

のショッピングバッグの導入に対しまして本市

が協賛したところでございます。これに伴いま

して、４月14日から16日までの３日間、羽田空

港内の店舗におきまして、本市特産品を展示販

売する垂水市フェアを開催したところでござい

ます。 

 現在、本市の特産品がデザインされた環境配

慮型素材のショッピングバッグが鹿児島空港内

の店舗「ブルースカイ」におきまして、お客様

に提供されております。これにより、本市で生

産された特産品のイメージアップを図りますと

ともに、今後とも同社と連携しながら、市特産

品の販売促進と観光ＰＲを推進してまいります。 

 次に、大型連休における主な観光事業、観光

拠点の状況について御報告をいたします。 

 例年実施しております垂水カンパチ祭は延期

となりましたが、たるみず春フェスタなどの、

ほかのイベントにつきましては、コロナ禍の中、

感染防止対策を講じた上で規模を縮小し、開催

したところでございます。 

 道の駅たるみずにおきましては、射的や指定

管理者による特別販売、ビワ等の地元特産品の

販売が行われたところでございます。 

 また、道の駅たるみずはまびらにおきまして

は、キッチンカーフェスやお子様向けのランニ

ングバイク体験会、サップ体験などが開催され

たところであり、来場者につきましては、両会

場とも、昨年と比較して大幅に増加したとの報

告を受けているところでございます。 

 森の駅たるみずにおきましては、マス釣りや

笛作りなどの体験が行なわれ、期間中、約770

名の方々に訪れていただいたところでございま

す。 

 高峠つつじケ丘公園につきましては、４月29

日から５月５日までの間、約2,200名の方々に

訪れていただいたところでございます。 

 次に、スポーツ合宿につきましては、４月か

ら５月にかけまして、鹿児島実業高校サッカー

部をはじめ、フェンシング日本代表フルーレ、

アンダー17、アンダー20、アンダー23の合宿が

行なわれたところであり、これにより３団体で

滞在延べ人数368名を数え、本市にとりまして

大きな経済効果の一つとなったと考えておりま

す。 

 今後も引き続き、感染防止対策を講じた上で、
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周辺地域の活性化につながるよう交流人口の増

加に取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、学校教育関係でございます。各学校に

おきましては、去る４月６日に入学式が行われ、

小学１年生72名、中学１年生98名が、新入生と

して希望を持って各学校の門をくぐったところ

でございます。幸いなことに、本市では学校ク

ラスターが発生しておらず、今年度は既に中学

校の修学旅行や小学校の集団宿泊学習などの、

子供たちの思い出に残る学校行事を終えること

ができたところでございます。 

 次に、中学１年生を対象とした「夢の実現！

学びの教室」につきましては、去る４月23日に

実施したところ、23名の生徒に受講していただ

いたところでございます。また、英語に慣れ親

しみ、確かな英語力の基礎を培うため、小学

５・６年生を対象として行っております「小学

生英語教室垂水キッズ・イングリッシュクラ

ブ」につきましては、同日に実施したところで

ございます。 

 昨年度から全国で始まりましたＧＩＧＡス

クール構想につきましては、垂水の子供たちの

豊かな創造性を育み、生きる力を培うため、先

生方の指導方法の改善が進められているところ

でございます。本市の取組は、これまでテレビ

や新聞の報道で数多く取り上げられ、県内でも

ＧＩＧＡスクールの先進地として高く評価され

ており、昨年度から市教育委員会への問合せや、

学校に直接視察に来られる市外からの訪問が増

えているところでございます。 

 また、今年度から、児童生徒をはじめ、教職

員や保護者における機器の活用スキルの向上等

を図りますためＧＩＧＡスクールアドバイザー

招聘事業を立ち上げ、教育の情報化において全

国的に活躍をされておられる鹿児島女子短期大

学の渡邉准教授をアドバイザーとしてお迎えし

ております。先生のお力もお借りしながら、２

年目を迎えた垂水市の取組が、さらに前進する

ことが期待されるところでございます。 

 次に、社会教育関係でございます。 

 今年度の生涯学習につきましては、先月、15

日に市民館におきましてオープニングフェアを

開催したところでございます。当日は、関係者

を含め100名を超える方の参加をいただいたと

ころでございます。今後、この事業を通じて、

市民の皆様方の学びのニーズに応え、生涯にお

いて学びの場を提供できるものと考えておりま

す。 

 垂水おもてなし少女・少年隊につきましては、

先月21日に市民館におきまして結団式を行った

ところでございます。今後、市主催のイベント

などでおもてなし活動を予定しているところで

ございます。 

 次に、新小学校１年生を対象としたセカンド

ブック事業につきましては、今月７日に柊原小

学校におきまして贈呈式を行ったところでござ

います。本を贈呈された児童たちは、大変喜ん

でいる様子でありました。 

 また、新中学校１年生を対象としたサードブ

ック事業につきましては、今月29日に垂水中央

中学校におきまして贈呈式を行う予定としてい

るところでございます。引き続き、この事業を

通じまして、子供たちの読書への関心を深めて

いくこととしております。 

 次に、瀬戸口藤吉翁記念行進曲特別コンサー

トにつきましては、今月４日に文化会館で行わ

れたところであり、当日は、垂水小学校金管バ

ンド、垂水中央中学校吹奏楽部、垂水高等学校

吹奏楽部、垂水吹奏楽団が演奏を行い、その美

しい音色が、来場された皆様方を楽しませてい

ただいたものと感じております。 

 また、海上自衛隊佐世保音楽隊による瀬戸口

藤吉翁記念ふるさとコンサートにつきましては、

今月11日に、文化会館におきまして、その実施

が予定をされているところでございます。今後

も感染防止対策を講じながら、市民の皆様の生
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きがいづくりや文化芸術、スポーツの振興と地

域の活性化に寄与できるような様々な取組を進

めてまいりたいと考えております。 

 最後に、５月14日付の南日本新聞に掲載をさ

れました公金に関する記事につきまして御報告

をいたします。 

 本件は、平成29年から平成30年までの期間で、

本市発注の公共工事を受注した事業者が本市に

対して納付した契約保証金約285万円が不明と

なっているものであり、令和元年５月に発覚し、

同年11月に警察へ被害届を提出したものであり

ます。記事にもありましたとおり、警察による

捜査が現在も行われているところでございます。 

 市といたしましては、今後とも警察の捜査に

全面的に協力することで、事案の解明に努めた

いと考えているところでございます。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

○議長（川越信男）  以上で、諸般の報告を終

わります。 

   △報告（令和３年度垂水市一般会計繰越

明許費繰越計算書の報告について） 

○議長（川越信男）  日程第４、報告を行いま

す。 

 令和３年度垂水市一般会計繰越明許費繰越計

算書の報告について報告を求めます。 

○主幹兼財務係長（野元 悟）  令和３年度垂

水市一般会計繰越明許費繰越計算書につきまし

て御報告申し上げます。 

 令和３年度の歳出予算の経費のうち、年度内

にその支出を終わらない見込みのものにつきま

して、地方自治法第213条の規定により、令和

４年度に繰り越して使用しますことを、第１回

定例会において令和３年度補正予算（第14号）

で御承認いただき、この後、補正予算（第15

号）でも繰越明許費の補正を御報告いたします

が、その繰越明許費について、同法施行令第

146条第２項の規定に基づき、繰越計算書を御

報告申し上げるものでございます。 

 繰り越された経費は、配付しております令和

３年度垂水市一般会計繰越明許費繰越計算書に

記載しているとおりでございます。 

 繰越事業の内容でございますが、２款総務費

３項戸籍住民基本台帳費のマイナンバーカード

所有者の転出・転入手続のワンストップ化事業

は、国より令和３年度補正予算で計上し、繰越

しで対応することとされているもので、令和４

年度へ繰り越すものでございます。 

 ３款民生費１項社会福祉費の非課税世帯等臨

時特別給付金事業は、申請期限が令和４年９月

末日までとなっているため令和４年度へ繰り越

すものでございます。 

 同じく２項児童福祉費の子育て世帯への臨時

特別給付は、令和４年度３月31日に生まれた新

生児等については支給事務の終了が令和４年度

となるため、令和４年度へ繰り越すものでござ

います。 

 ６款農林水産業費１項農業費の情報収集等業

務効率化支援事業は、全国農業会議所が落札し

た調達業者と各農業委員会が令和４年３月22日

に契約を行い、３月31日までにタブレットを導

入する計画としておりましたが、半導体不足の

影響により国内在庫が不足し、令和４年３月31

日までに事業完了することが困難となったこと

から、令和４年度への繰越しが必要となったも

のでございます。 

 同項農道松尾線横断暗渠改修工事は、沢部の

横断暗渠改修中に降雨等の影響により作業中断

の期間が発生し、年度内完成が困難となりまし

たことから、令和４年度へ繰越しを行うもので

ございます。 

 10款教育費２項小学校費及び３項中学校費の

学校保健特別対策事業は、国の補正予算に係る

もので、年度内の完了が見込めないことから、

令和４年度へ繰越しを行うものでございます。 

 11款災害復旧費１項農林水産施設災害復旧費

の林業用施設単独災害復旧事業及び林業施設現
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年発生補助災害復旧事業は、白山線地滑り災害

復旧工事の監理等業務委託及び工事請負費で、

12月中旬に災害査定を完了し、その後、工事発

注となったため年度内での標準工期を確保でき

ないことから、令和４年度へ繰越しを行うもの

でございます。 

 ２項公共土木施設災害復旧費の道路橋梁河川

現年発生補助災害復旧事業は、令和３年８月の

停滞前線により被災しました高峠線道路災害復

旧工事に係るもので、11月に災害査定を受検し、

災害復旧事業の認定を受けたことから、12月中

旬より発注準備し、工事発注を行いましたが、

標準工期を確保できていないことから令和４年

度へ繰越しを行うものでございます。 

 繰越明許費全体としまして、９事業、総額４

億4,691万4,000円でございますが、繰越しに要

する財源は国県支出金、地方債、一般財源でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（川越信男）  以上で、日程第４、令和

３年度垂水市一般会計繰越明許費繰越計算書の

報告についての報告を終わりました。 

 ただいまの報告は、地方自治法施行令第146

条第２項の規定により報告されるものですので、

御承知おき願います。 

   △報告第４号～報告第８号一括上程 

○議長（川越信男）  日程第５、報告第４号か

ら日程第９、報告第８号までの報告５件を一括

議題といたします。 

 件名の朗読を省略いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

報告第４号 専決処分の承認を求めることにつ

いて（垂水市税条例の一部を改正する条

例） 

報告第５号 専決処分の承認を求めることにつ

いて（垂水市国民健康保険税条例の一部

を改正する条例） 

報告第６号 専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和３年度垂水市一般会計補正予

算（第15号）） 

報告第７号 専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和４年度垂水市一般会計補正予

算（第１号）） 

報告第８号 専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和３年度垂水市老人保健施設特

別会計補正予算（第３号）） 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○税務課長（篠原彰治）  議員の皆様、おはよ

うございます。 

 それでは、報告第４号専決処分の承認を求め

ることにつきまして御説明申し上げます。 

 令和４年度税制改正の大綱を受け、地方税法

等の一部を改正する法律、地方税法施行令等の

一部を改正する政令及び地方税法施行規則等の

一部を改正する省令が、令和４年３月31日にそ

れぞれ公布され、原則として同年４月１日から

施行されることとなりました。 

 このことを受けて、令和４年度の市税の賦課

に急施を要しましたので、垂水市税条例の一部

を改正する条例を、地方自治法第179条第１項

の規定により専決処分とし、４月１日から施行

したところでございます。そのため、地方自治

法第179条第３項の規定に基づき、御報告申し

上げ、承認を求めようとするものでございます。 

 今回の市税条例の改正につきましては、令和

４年度の地方税制の改正に伴う法律改正による

項ずれの反映、省エネ改修工事を行った住宅に

おける特例の拡充に伴う改正及び固定資産税の

負担調整措置に伴う改正に関するものが主な内

容でございます。 

 なお、他の改正につきましては、施行日が令

和５年１月以降であることから、第３回定例会

への上程を予定しております。 

 説明につきましては、お手元の新旧対照表に

て主要な改正につきまして御説明申し上げます。 

 １ページを御覧ください。１ページの第48条
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第９項及び第15号につきましては、法律改正に

よる項ずれを、それぞれ反映させたものでござ

います。 

 第73条の２及び第73条の３につきましては、

法律改正に伴い、ただし書きの規定を追加する

ものでございます。 

 ２ページから３ページを御覧ください。附則

第10条の２第２号につきましては、法律改正に

併せて、わがまち特例の割合を４分の３から５

分の４に改め、３号から第24号までの改正につ

きましては、法律改正に伴う項ずれをそれぞれ

反映させ、25号の次に、新たに貯留機能保全区

域の指定を受けた土地に係る課税標準の特例措

置のわがまち特例の割合を定める規定を26号と

して加え、改正前の26号を27号に改正するもの

でございます。 

 ４ページをお開きください。附則第10条の３

につきましては、法律改正に併せて省エネ改修

工事を行った住宅に係る特例の拡充等に伴い、

改正するものでございます。 

 附則第12条につきましては、法律改正に併せ

て、令和４年度に限り、商業地等に係る課税標

準額の上昇幅の2.5％とする改正でございます。 

 以上で、垂水市税条例の一部を改正する条例

の専決処分について報告を終わりますが、御承

認いただきますようよろしくお願い申し上げま

す。 

○市民課長（松尾智信）  おはようございます。 

 それでは、報告第５号垂水市国民健康保険税

条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を

求めることについて御説明申し上げます。 

 地方税法施行令等の一部を改正する政令が、

令和４年３月31日に公布され、令和４年４月１

日から施行されたことに伴い、令和４年度の国

民健康保険税の賦課に急施を要しましたので、

地方自治法第179条第１項の規定により、垂水

市国民健康保険税条例の一部を改正する条例を

令和４年３月31日に専決処分し、４月１日から

施行いたしました。 

 このことにつきましては、地方自治法第179

条第３項の規定により、御報告を申し上げ、承

認を求めようとするものでございます。 

 それでは、改正の内容を新旧対照表で御説明

申し上げます。下線を引いたところが改正部分

でございます。 

 第２条第２項は、国民健康保険税の基礎課税

額の上限を63万円から65万円へ引き上げており

ます。 

 第２条第３項は、後期高齢者支援金等分の上

限を19万円から20万円へ引き上げております。 

 第23条は、低所得世帯に適用される国保税の

減額後の賦課限度額について、第２条と同様に、

国民健康保険税の基礎課税額の上限を63万円か

ら65万円へ引き上げ、後期高齢者支援金等分の

上限を19万円から20万円へ引き上げるものです。 

 附則第３項については、文言を適正にするた

め、改正を行っております。 

 次に、条例案の最後のほうの附則を御覧くだ

さい。附則第１項は、この条例を令和４年４月

１日から施行しようとするものでございます。

第２項は、改正後の規定の適用区分を定めるも

のでございます。 

 以上で報告を終わりますが、御承認いただき

ますようよろしくお願い申し上げます。 

○主幹兼財務係長（野元 悟）  報告第６号専

決処分の承認を求めることについて御説明申し

上げます。 

 特別交付税及びふるさと応援寄附金等の確定

に伴い、令和３年度内に行う各基金への積立て

及び老人保健施設特別会計への繰出金の執行に

急施を要しましたので、令和４年３月31日に、

令和３年度垂水市一般会計補正予算（第15号）

を、地方自治法第179条第１項の規定により専

決処分し、同条第３項の規定により御報告を申

し上げ、承認を求めようとするものでございま

す。 
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 今回、歳入歳出とも３億6,812万7,000円を増

額いたしましたので、これによります補正後の

歳入歳出予算額は133億2,266万円になります。 

 補正の款項の区分及び区分ごとの金額並びに

補正後の歳入歳出予算の金額は、２ページの第

１表、歳入歳出予算補正に掲げてあるとおりで

ございます。 

 繰越明許費にも補正がありましたので、４

ページの第２表、繰越明許費の補正を御覧くだ

さい。追加の内容でございますが、非課税世帯

等臨時特別給付金事業は、申請期限が令和４年

９月末日までとなっているため、令和４年度へ

繰り越すものでございます。 

 子育て世帯への臨時特別給付は、令和４年３

月31日に生まれた新生児等については、支給事

務の終了が令和４年度となるため、令和４年度

へ繰り越すものでございます。 

 次に、情報収集等業務効率化支援事業は、全

国農業会議所が落札した調達業者と各農業委員

会が、令和４年３月22日に契約を行い、３月31

日までにタブレットを導入する計画としており

ましたが、半導体不足の影響により国内在庫が

不足し、令和４年３月31日までに事業完了する

ことが困難となったことから、令和４年度への

繰越しが必要となったものでございます。 

 農道松尾線横断暗渠改修工事は、沢部の横断

暗渠改修中に降雨等の影響により作業中断の期

間が発生し、年度内完成が困難となりましたこ

とから、令和４年度へ繰越しを行うものでござ

います。 

 地方債にも補正がありましたので、５ページ

の第３表、地方債の補正を御覧ください。変更

の内容でございますが、住宅安全対策事業及び

高等学校振興対策事業の過疎債は、事業費の確

定に伴い、限度額を組み替えるものでございま

す。 

 同じく、現年発生補助災害復旧事業及び現年

発生単独災害復旧事業の災害復旧事業債につき

ましても、事業費の確定に伴う限度額の組替え

でございます。 

 続きまして、事項別明細を御説明いたします。

９ページをお開きください。 

 ２款総務費１項総務管理費８目財産管理費の

積立金は、財政調整基金及び市有施設整備基金

積立金でございます。同じく16目諸費の償還金、

利子及び割引料は、過年度事業における国庫支

出金の清算を行い、返還が生じたものについて

返還金として国に支出するものでございます。

18目ふるさと納税制度事業費の積立金は、ふる

さと応援基金への積立金でございます。 

 ３款民生費１項社会福祉費13目介護老人保健

施設費の繰出金は、老人保健施設特別会計にお

いて、令和３年度の資金不足を解消するため、

特別減収対策企業債を発行する計画で、地方債

届出事務手続を行っておりましたが、令和３年

度においては地方債届出手続が行えないことが

判明したため、緊急的に一般会計から老人保健

施設特別会計へ繰り出しを行ったものでござい

ます。 

 ６款農林水産業費２項林業費２目林業振興費

は、森林環境譲与税事業の執行額の確定に伴い、

基金積立金へ組み替えるものでございます。 

 10ページをお開きください。 

 ８款土木費と10款教育費は、先ほど地方債の

補正で御説明いたしました住宅安全対策事業及

び高等学校振興対策事業の事業費確定に伴う過

疎債の財源組替えでございます。これらに対す

る歳入は、６ページの事項別明細書の総括表及

び８ページの歳入明細にお示ししてありますと

おり、地方消費税交付金、地方特例交付金、地

方交付税、寄附金を増額補正して、収支の均衡

を図っております。 

 以上で報告を終わりますが、御承認いただき

ますようよろしくお願い申し上げます。 

 引き続きまして、報告第７号専決処分の承認

を求めることについて御説明申し上げます。 
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 国の子育て世帯生活支援特別給付金支給の執

行に急施を要しましたので、令和４年５月30日

に、令和４年度垂水市一般会計補正予算（第１

号）を、地方自治法第179条第１項の規定によ

り専決処分し、同条第３項の規定により御報告

を申し上げ、承認を求めようとするものでござ

います。 

 今回、歳入歳出とも1,876万7,000円を増額い

たしましたので、これによります補正後の歳入

歳出予算額は115億4,076万7,000円となります。

補正の款項の区分及び区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、２ページの第１

表、歳入歳出予算補正に掲げてあるとおりでご

ざいます。 

 次に、歳出の事項別明細について御説明いた

します。７ページをお開きください。 

 ３款民生費２項児童福祉費１目児童福祉総務

費の需用費から扶助費は、子育て世帯生活支援

特別給付金の支給に要する経費でございます。

これらに対する歳入は、戻りまして４ページの

歳入明細にありますとおり、全額国庫支出金を

充て、収支の均衡を図っております。 

 以上で報告を終わりますが、御承認いただき

ますようよろしくお願い申し上げます。 

○保健課長（草野浩一）  報告第８号専決処分

の承認を求めることについて御説明申し上げま

す。 

 令和３年度の資金不足を解消するため、予算

編成を緊急的に行う必要が生じたことから、令

和４年３月31日に令和３年度垂水市老人保健施

設特別会計補正予算（第３号）を、地方自治法

第179条第１項の規定により専決処分し、同条

第３項の規定により御報告申し上げ、承認を求

めようとするものでございます。 

 当初、資金不足の対応については、令和４年

３月の令和４年第１回市議会定例会にて議決を

いただきました令和３年度垂水市老人保健施設

特別会計補正予算（第２号）において、特別減

収対策企業債を発行し、解消する予定でござい

ました。そのため、議決後、即時に特別減収対

策企業債を発行するための地方債届出事務手続

に入ったところでございますが、その手続中に、

令和２年度において資金不足を解消するために

借り入れた特別減収対策企業債は、地方財政法

において、建設改良費以外の経費の財源に充て

るために起こした地方債扱いとなり、地方財政

法において、令和３年度は資金不足は解消され

ていない状況とみなされ、令和３年度の特別減

収対策企業債を借り入れるための地方債届出手

続が行えないことが判明しました。 

 その後、令和３年度の資金不足に対応する手

続について、国県との協議を幾度と重ねてまい

りましたが、協議が整わないうちに期限である

３月31日を迎えることとなり、令和３年度の資

金不足を解消するため予算編成を緊急的に行っ

たところでございます。 

 補正の内容でございますが、補正予算（第２

号）で特別減収対策企業債を発行予定であった

金額について、一般会計から繰り入れるもので

ございます。今回、歳入歳出とも増減はないこ

とから、歳入歳出予算総額について変更はなく、

６億4,497万1,000円となります。 

 ２ページをお開きください。先ほど申し上げ

ました理由により、市債から一般会計繰入金へ

の財源更正を行うとともに、３ページの第２表

におきまして地方債の変更を行っております。 

 次に、歳入予算事項別明細書により財源更正

の内容について御説明申し上げます。５ページ

をお開きください。 

 ６款繰入金２項１目一般会計繰入金を増額し、

８款１項市債１目老人保健施設事業債の特別減

収対策企業債を同額減額し、財源更正を行って

おります。 

 以上で報告を終わりますが、御承認いただき

ますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（川越信男）  ただいまの報告に対し、
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これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○持留良一議員  報告第４号についてお聞きし

ますけども、まずですね。これは緩和措置とい

うことで、この法律が施行されているんですけ

れども、来年度もまた条例の改正の中身が提案

されることになるのかどうか。いわゆる、今標

準額が2.5％でしたけども、現行５％、これは

緩和したということだと思うんですけれども、

この部分で来年度、その条例との関係では、ど

んなふうになるのかということをお聞きしたい

と思います。 

 というのは、結果として負担が増えるという、

将来的にはですね。据え置かれたとしても将来

的には負担が増えるということになるんで、そ

の点についてお聞きしたいと思います。これは

国保税の一部の改正する条例ですけれども、今

回、限度額の見直しがあったわけですけども、

なぜこの最高限度額を見直すのか。もう本当に、

今後さらに限度額はどんどん引き上げられてい

く状況なのかどうなのかですね、この点が一つ

あります。そのことによって、財政的な影響に

ついては、どんなことになるのか、この点をお

聞きしたいというふうに思います。 

 それと、令和３年度一般会計補正予算のとこ

ろの財産管理費なんですけども、この基準です

ね。庁舎等の関係等から、あと財政調整基金の

ところですけども、この基準はどこにあったの

か、ちょっとお聞きしたいというふうに思いま

す。 

 それとあと、報告第８号、老人保健施設のこ

とですけども。先ほど、公営企業における特別

減収対策企業債の発行ができなかったというこ

とだったんですけれども、これができていれば、

どんな形で本市にとって効果的だったのか。そ

してまた、一般会計を入れたことで、当然、一

般会計への影響があると思うんですけども、こ

の点についてお聞きをしたいと思います。 

○税務課長（篠原彰治）  先ほどの御質問です

が、負担調整措置についての御質問だと思うん

ですけれども、先ほどありましたように、評価

額の５％相当額の増額となるところを、令和４

年度に限り、評価額の2.5％分の増加とするよ

うに、国のほうの地方税法の改正に伴い、市税

条例を今回改正したところでございます。 

 そのことから、現在のところ、来年について

は通常の５％に戻るということで御理解してい

ただければと思います。 

 以上でございます。 

○市民課長（松尾智信）  保険料の引上げ理由

と限度額引上げによる影響、それから、その引

上げの財源はという質問だったと思いますけれ

ども、これまで国保の上限額を99万円でしてお

りまして、これを３万円引き上げまして、今回

102万円に改定をするものでございます。 

 引上げの理由でございますけれども、国保保

険料の限度額については、これまで被用者保険

のルールとのバランスを考慮しまして、賦課限

度額超過世帯割合が1.5％に近づくように段階

的に引き上げております。 

 今回は、医療費給付等の税額が見込まれる中

で、限度額の超過世帯割合を1.5％台になるよ

うに限度額を引き上げることによって、中間所

得世帯と高所得世帯の引上げ幅の公平を図る上

で、上限を３万円に引き上げたということでご

ざいます。 

 このことにつきましては、厚労省が諮問機関

であります社会保障審査会医療保険部会に提案

し、提案され、令和４年２月に閣議決定された

ところでございます。これを受けまして、令和

４年３月31日に公布されましたことから、条例

の一部を専決で行ったところでございます。 

 また、限度額引上げによる影響でございます

けれども、こちらにつきましては、令和４年度

の国保税の課税が７月１日に可決いたしますこ

とから、令和３年度の賦課算定時における被保

険者情報資産割廃止による税率改定の試算前で
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お答えいたしますけれども、医療分につきまし

ては２万円の増となります。2,530世帯中、増

減世帯が18世帯で、割合で申し上げますと

0.71％、影響合計金額は18世帯掛ける２万円と

いうことで36万円になるようでございます。 

 それから、後期高齢者支援金等分につきまし

ては１万円の増で、2,538世帯中、増額世帯数

が16世帯、割合で申し上げますと0.63％でござ

います。それから影響合計金額は16世帯掛けの

１万円で16万円となるようでございます。 

 それから、その財源なんですけれども、上限

を３万円に引き上げることについては、増減分

については個人の負担と。そして、今回、軽減

負担分の２割、５割、７割に改正はございませ

んけれども、こちらにつきましては保険基盤安

定制度により、全額公費が補痾されるというこ

とになっております。 

 以上でございます。 

○主幹兼財務係長（野元 悟）  財政調整基金

と市有施設整備基金の積立割合につきましてで

すが、財政調整基金につきましては、かねてよ

り目標額を15億円としておりますことから、今

回の補正につきましては、財政調整基金を15億

円となる形で積み立て、残額を市有施設整備基

金へ積み立てたものでございます。 

 以上でございます。 

○保健課長（草野浩一）  特別減収対策企業債

を借り入れることができたら、市としてどのよ

うに効果的であったかという御質問だろうと思

いますが、まずこの企業債につきましては交付

税措置がございます。利子の２分の１の80％が

交付税措置されるということでございますので、

その分、市のほうに財源が入ってくるというこ

とでございます。 

 ですので、まず一般財源を借りるよりも、そ

の企業債を借りることで市の負担を軽くすると

いうこと、また長期的に借り入れることで負担

の軽減を図るということでございます。 

 以上でございます。 

○持留良一議員  国保の問題なんですけれども、

先ほど言いましたとおり、中間層との関係でし

たよね。本市にとって、今回、この限度額を上

げたことによって、その辺りのいわゆる緩和策

になるのかどうなのか。国全体はそういう考え

方だろうけども、地方において、はたしてそれ

が、そういう役割、目的を達成していく内容な

のかどうなのかということなんですけど。 

 そうすると、もう今後ますます最高限度額が

引き上げられていく構造に、中間層の負担の割

合を減らしていくんだとなると、そうなってく

るんですが、その辺りの懸念は、このことでは

ないのかどうなのかということだけお聞きしま

す。 

○市民課長（松尾智信）  今後の引上げについ

てなんですけれども、これまで一、二年間隔で

上限が引き上げられておりますことから、今後

の国保の情勢、また国保の動向により、引き上

げられていくのではないかと考えているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（川越信男）  よろしいですか。ほかに

ありませんか。 

○前田 隆議員  報告第６号の補正予算（第15

号）のこの中の積立金。先ほどは、財政調整基

金は１億2,000万円積んで、最終10億円だった

ということですが、もう１点のほうの市有施設

整備基金、これは9,100万円ほど積み立てるん

ですが、最終金額は幾らだったかだけ教えてく

ださい。 

○主幹兼財務係長（野元 悟）  令和３年度末

におきます財政調整基金の年度末残高見込みは

約15億円です。市有施設整備基金につきまして

は19億7,700万円ほどとなる見込みでございま

す。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  分かりました。ありがとうご
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ざいます。 

○議長（川越信男）  ほかにありませんか。 

  ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  質疑なしと認めます。こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りいたします。報告第４号から報告第８

号までの報告５件については、会議規則第37条

第３項の規定により、委員会負託を省略したい

と思います。これに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。よ

って、報告第４号から報告第８号までの報告５

件については、委員会の付託を省略することに

決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありません

か。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  討論なしと認めます。こ

れで討論を終わります。 

 お諮りいたします。報告第４号から報告第８

号までの報告５件を承認することに御異議あり

ませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。よ

って、報告第４号から報告第８号までの報告５

件については、いずれも承認することに決定し

ました。 

   △議案第28号上程 

○議長（川越信男）  日程第10、議案第28号垂

水市総合開発審議会条例の一部を改正する条例

案を議題といたします。 

 説明を求めます。 

○企画政策課長（二川隆志）  議案第28号垂水

市総合開発審議会条例の一部を改正する条例案

について御説明申し上げます。 

 本市の最上位計画であります垂水市総合計画

につきましては、平成30年度より10年間を計画

期間とする第５次総合計画が作成されており、

令和４年度末で前期基本計画が終了し、令和５

年度より後期基本計画を策定する計画でござい

ます。そのため、垂水市総合計画及び総合計画

に密接な関係を有する事項について審議する機

関でございます垂水市総合開発審議会を招集し、

後期基本計画の策定について御審議いただく必

要がございます。 

 第５次総合計画策定以降、コロナ禍やロシア

のウクライナ侵攻等、社会情勢は大きく変容し、

ＤＸをはじめとする新たな施策の検討が求めら

れております。このような状況を鑑み、より多

様な立場の方からより多様な意見を反映させる

べく委員の増加を目的として、垂水市総合開発

審議会条例の一部を改正しようとするものでご

ざいます。 

 それでは、改正の内容について、添付してお

ります新旧対照表で御説明いたします。 

 今回の改正におきましては、第３条のみを対

象といたします。委員数を現行の10人から15人

へと変更いたします。また、委員の選抜に際し、

現行では学識経験を有する者とその他市長が必

要と認めた者のうちからの選定となっておりま

すが、より公平性を期するために公募による者

を追加し、任命の文言を委嘱へと変更するもの

でございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（川越信男）  ただいまの説明に対し、

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  質疑なしと認めます。こ

れで質疑を終わります。 

 ただいまの議案については、総務文教委員会

に付託いたします。 

   △議案第29号上程 

○議長（川越信男）  日程第11、議案第29号垂

水市固定資産評価員の選任についてを議題とい

たします。 
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 説明を求めます。 

   ［市長尾脇雅弥登壇］ 

○市長（尾脇雅弥）  議案第29号の垂水市固定

資産評価員の選任について御説明を申し上げま

す。 

 前任者の税務課長が人事異動により辞任をし、

新たに垂水市固定資産評価委員を選任する必要

が生じましたので、地方税法第404条第２項の

規定に基づき、議会の同意を求めるものでござ

います。 

 選任しようとする者は、垂水市税務課長の篠

原彰治でございます。住所は、垂水市旭町52番

地３、生年月日は、昭和37年10月24日でござい

ます。 

 御同意いただきますようよろしくお願いを申

し上げます。 

○議長（川越信男）  ここで暫時休憩いたしま

す。 

 休憩時間中、全員協議会室におきまして全員

協議会を開きますので、ただいまの議案を持っ

て御参集願います。 

     午前11時８分休憩 

 

     午前11時20分開議 

○議長（川越信男）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 先ほど議題としました議案に対し、これから

質疑を行います。質疑はありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  質疑なしと認めます。こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りいたします。議案第29号については、

会議規則第37条第３項の規定により委員会付託

を省略したいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。よ

って、議案第29号については、委員会の付託を

省略することに決定しました。 

 先ほど議題としました議案に対し、これから

討論を行います。討論はありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  討論なしと認めます。こ

れで討論を終わります。 

 お諮りいたします。議案第29号については、

同意することに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。よ

って、議案第29号については、同意することに

決定しました。 

   △議案第30号上程 

○議長（川越信男）  日程第12、議案第30号消

防本部災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車の

購入契約についてを議題といたします。 

 説明を求めます。 

○消防長（後迫浩一郎）  議案第30号消防本部

災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車の購入契

約につきまして御説明申し上げます。 

 現在の消防本部水槽付消防ポンプ自動車は、

平成19年１月に購入したもので、約15年が経過

し、平成19年４月には緊急消防援助隊に登録し、

東日本大震災及び熊本地震へ緊急消防援助隊と

して出動した車両で、通常の火災の消火活動は

もとより、ドクターヘリの支援活動等、様々な

消防活動に貢献してきました。現在では、車両

の老朽化、ポンプ性能の低下等も見られ、今後

の消防業務及び緊急消防援助隊活動に支障を来

さないためにも更新の必要がございます。 

 今回更新する車両は、水を1,500リットル積

載し、緊急消防援助隊として県外等へ出動の際、

派遣職員の負担軽減を図るために必要な乗車ス

ペースを確保した仕様としております。 

 去る５月27日に入札を実施いたしまして、現

在、仮契約の締結をさせていただいているとこ

ろでございます。 

 また、今回の水槽付消防ポンプ自動車は、引



－21－ 

き続き緊急消防援助隊の登録車両とするもので、

緊急消防援助隊設備整備費補助事業を活用する

ものであり、名称も災害対応特殊水槽付消防ポ

ンプ自動車となります。ただし、契約金額が

2,000万円以上につきましては議会の議決を必

要とするため、議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定

に基づき、指名競争入札に係る契約による災害

対応特殊水槽付消防ポンプ自動車購入について、

以下説明しますとおり物品購入契約を締結する

ため議会の議決を求めるものでございます。 

 契約の目的は、災害対応特殊水槽付消防ポン

プ自動車購入、入札の方法は、指名競争入札で

ございます。契約金額は5,753万円、うち消費

税は523万円でございます。契約の相手方は、

鹿児島県鹿児島市松原町12番32号、鹿児島森田

ポンプ株式会社代表取締役尾曲昭二でございま

す。 

 なお、契約日は議会の議決日となっておりま

す。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願いを申し上げます。 

○議長（川越信男）  ただいまの説明に対し、

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  質疑なしと認めます。こ

れで質疑を終わります。 

 ただいまの議案については、総務文教委員会

に付託いたします。 

   △議案第31号上程 

○議長（川越信男）  日程第13、議案第31号令

和４年度垂水市一般会計補正予算（第２号）案

を議題といたします。 

 説明を求めます。 

○主幹兼財務係長（野元 悟）  議案第31号令

和４年度垂水市一般会計補正予算（第２号）案

を御説明申し上げます。 

 主な補正の内容を記載いたしました参考資料

をお配りしておりますので、併せて御覧くださ

い。 

 今回の補正の主な理由でございますが、過疎

地域等集落ネットワーク圏形成支援事業、新型

コロナワクチン接種事業、新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金事業の通常分及

び原油価格・物価高騰対応分に係る増額補正に

よるものでございます。 

 補正は、歳入歳出とも２億7,703万2,000円を

増額し、補正後の歳入歳出予算総額は118億

1,779万9,000円となります。補正の款項の区分

及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、２ページから４ページまでの

第１表、歳入歳出予算補正に掲げてあるとおり

でございます。 

 次に、５ページの第２表、地方債の補正を御

覧ください。追加の内容でございますが、垂水

港改良事業費予算額内定に伴う増額に併せ、公

共事業等債から過疎債への組替えに伴うもので

ございます。 

 ６ページをお開きください。変更の内容でご

ざいますが、公共事業等債は、過疎債への組替

えに伴う減額、道路整備事業の辺地債は、大野

原３号線舗装工事について辺地債での対応が可

能となったことに伴う財源更正、林業基盤整備

事業の過疎債は、牛根麓線辺田川橋梁補修工事

に係る単価・歩掛改正に伴う増額によるもので

ございます。今回の変更に伴う起債額を右の欄

に示しております限度額に変更し、本年度の借

入限度額を７億7,860万円にするものでござい

ます。 

 続いて、歳出の事項別明細で主なものを御説

明申し上げます。11ページをお開きください。 

 ２款総務費１項総務管理費10目企画費の負担

金、補助及び交付金のうち、コミュニティ助成

事業は、境地区７振興会で防犯灯を設置するも

のでございます。まちづくり交付金は、各地区

公民館が策定した地域振興計画に基づく事業に



－22－ 

対するものでございます。 

 同じく過疎地域等集落ネットワーク圏形成支

援事業交付金は、大野地区の総務省事業で「う

のばい魂！知る・来る・住むの６プラン」に係

るものでございます。 

 11目電算費の役務費及び委託料は、新型コロ

ナウイルスの感染拡大防止対策を目的に、本町

及び９地区公民館に公衆無線ＬＡＮを整備する

もので、財源は、地方創生臨時交付金でござい

ます。 

 ３款民生費２項児童福祉費１目児童福祉総務

費の需用費から扶助費は、原油価格高騰及び物

価高騰の影響を受ける子育て世帯を支援するた

め、国の子育て世帯生活支援特別給付金の対象

外となる子育て世帯について、児童１人当たり

５万円を給付するもので、財源は、地方創生臨

時交付金でございます。 

 ４款衛生費１項保健衛生費３目予防費の報酬

から12ページの委託料は、新型コロナワクチン

の４回目接種に要する経費でございます。 

 ８目健康増進費の扶助費は、県の新規事業に

伴うもので、がん患者ウィッグ購入費及び造血

細胞移植後ワクチン再接種費用の助成に係るも

のでございます。 

 次に、３項病院費１目病院費の負担金、補助

及び交付金は、新型コロナウイルス感染症が、

より感染力の高いものに変異している状況にお

いて、院内感染対策をさらに強化するための院

内整備に要する経費で、財源は地方創生臨時交

付金でございます。 

 13ページを御覧ください。 

 ６款農林水産業費１項農業費５目農業振興費

の需用費から負担金、補助及び交付金は、新型

コロナウイルス感染拡大の影響やコロナ禍にお

ける原油価格等の高騰により、農林業を行うた

めの資材等が高騰し、農林業者の経営が圧迫さ

れていることから、持続可能な生産体制を維持、

経営の安定化を図るための支援として事業継続

に必要な資材等の購入費用の一部を補助するも

ので、財源は、地方創生臨時交付金でございま

す。 

 ２項林業費７目林業整備事業の工事請負費は、

牛根麓線辺田川橋梁補修工事に係る単価・歩掛

改正に伴う増額でございます。 

 ３項水産業費２目水産業振興費の需用費から

負担金、補助及び交付金は、コロナ禍における

原油価格等の高騰は漁業者にとって大きな負担

となっていることから、漁船に使用する燃料代

の一部を補助することにより漁業者等の負担を

軽減することを目的とするもので、財源は、地

方創生臨時交付金でございます。 

 14ページをお開きください。 

 ７款商工費１項商工費２目商工業振興費の需

用費から負担金、補助及び交付金は、コロナ禍

における原油価格・物価高騰の影響は、商工業

者にとって、移動、機械稼働、原材料及び商品

仕入れ等々全ての事業活動に及ぶため、その影

響を緩和することを目的として市内商工業事業

者に対して支援金を速やかに給付するもので、

財源は、地方創生臨時交付金でございます。 

 ８款土木費１項土木管理費１目土木総務費の

備品購入費は、砂防施設や橋梁点検を想定し、

カメラの可動域が広いドローンの購入に要する

経費でございます。 

 ２項道路橋梁費１目道路維持費は、大野原３

号線舗装工事について、辺地債での対応が可能

となったことによる財源更正でございます。 

 ４項港湾費１目港湾管理費の負担金、補助及

び交付金は、垂水港改良事業費予算額内定に伴

う増額に合わせ、公共事業等債から過疎債への

組替えに伴うものでございます。 

 ６項住宅費１目住宅管理費の工事請負費は、

市住脇田団地の解体工事に係るものでございま

す。 

 15ページを御覧ください。 

 10款教育費１項教育総務費３目学校教育事務
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費の委託料は、新型コロナ感染症により今後登

校できない児童生徒数の増加が予想される中で、

オンライン授業の提供や個別最適な学びを保障

するとともに、学校間のオンラインによる交流

学習を円滑に行うため、機器の不具合等、緊急

対応できる人的環境を整えるもので、財源は、

地方創生臨時交付金でございます。 

 16ページをお開きください。 

 ６項保健体育費３目学校給食費の負担金、補

助及び交付金は、学校給食に係る食材料費の高

騰などにより、学校給食の質や栄養バランスの

低下を防ぎ、また、食育の推進、安心・安全な

学校給食を維持することが難しい状況となった

ことから、学校給食費の値上げを行わないため

に要する経費を補助するもので、財源は、地方

創生臨時交付金でございます。 

 以上が、歳出の主なものでございますが、こ

れらに対する歳入は、前に戻っていただきまし

て、７ページの事項別明細書の総括表及９ペー

ジからの歳入明細にお示ししてありますように、

それぞれの事務事業に伴う国県支出金、諸収入、

市債などの特定財源と財政調整基金繰入金を補

正し、収支の均衡を図るものでございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（川越信男）  ただいまの説明に対し、

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  質疑なしと認めます。こ

れで質疑を終わります。 

 本案については、所管の各常任委員会に付託

いたします。 

   △議案第32号・議案第33号一括上程 

○議長（川越信男）  日程第14、議案第32号及

び日程第15、議案第33号の議案２件を一括議題

といたします。 

 件名の朗読を省略いたします。説明を求めま

す。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

議案第32号 令和４年度垂水市病院事業会計補

正予算（第１号）案 

議案第33号 令和４年度垂水市簡易水道事業特

別会計補正予算（第１号）案 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○保健課長（草野浩一）  議案第32号令和４年

度垂水市病院事業会計補正予算（第１号）案に

ついて御説明申し上げます。 

 今回の補正の理由でございますが、県内での

新型コロナウイルス感染症の新規感染者数につ

きましては、大型連休を経た後も高い水準で推

移している状況となっており、本市においても、

今日まで連日、感染が確認されている状況にあ

ります。今後もさらなる拡大が続いた場合には、

高齢者への感染拡大、重症者の増加及び医療提

供体制への影響が懸念されるところでございま

す。そのため、本市の中核的医療機関を担って

いる垂水中央病院において、そのような状況に

対応できるよう、これまで行ってきた病院設備

等の感染対策に加え、数量を増やすなど追加対

策をすることで、さらなる感染対策の強化を図

ろうとするものでございます。今回、収益的収

入及び支出を、それぞれ1,035万円増額するも

のでございます。 

 ２ページをお開きください。実施計画でござ

います。収益的収入及び支出につきまして御説

明申し上げます。 

 収益的収入において、１款病院事業収益２項

医業外収益２目他会計負担金を1,035万円増額

し、支出において、１款病院事業費用１項医業

費用１目経費を政策的医療交付金として、同額

の1,035万円増額するものでございます。 

 次に、内容につきまして御説明申し上げます。

４ページをお開きください。 

 初めに、収益的収入から御説明申し上げます。 

 １款病院事業収益２項医業外収益２目他会計

負担金の一般会計負担金は、冒頭申し上げまし
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た垂水中央病院のさらなる感染症対策強化を図

ることを目的とし、国から本市へ交付されます

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金の一部を、一般会計から病院事業会計へ繰

入れようとするものでございます。 

 次に、支出につきまして御説明申し上げます。 

 １款病院事業費用１項医療費用１目経費の政

策的医療交付金は、収益的収入で申し上げまし

た国から本市へ交付されます新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金を財源とし、

垂水中央病院におけるさらなる感染対策の強化

として、ＰＣＲ検査装置の追加購入や発熱専用

外来の環境整備、透析室内の水道蛇口をセン

サー式自動水栓への交換などを行おうとするも

のでございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

○水道課長（福島哲朗）  議案第33号令和４年

度垂水市簡易水道事業特別会計補正予算（第１

号）案について御説明申し上げます。 

 今回の補正でございますが、人事異動に伴う

人件費を整理するものでございます。 

 １ページを御覧ください。 

 今回の補正額は、歳入歳出それぞれ75万

9,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳

入歳出それぞれ5,567万7,000円とするものでご

ざいます。 

 それでは、歳出から、事項別明細書により御

説明申し上げます。７ページをお開きください。 

 １款総務費１項１目一般管理費の１節報酬、

２節給料、３節職員手当等、４節共済費、８節

旅費の各節につきまして、再任用職員に関わる

費用を減額補正し、会計年度任用職員に関わる

費用を増額補正するものでございます。 

 次に、歳入でございますが、６ページを御覧

ください。 

 ２款繰入金１項１目一般会計繰入金の１節一

般会計繰入金は、一般会計からの繰入金を、歳

出の減額に伴い減額補正いたしまして、収支の

均衡を図っております。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（川越信男）  ただいまの説明に対し、

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  質疑なしと認めます。こ

れで質疑を終わります。 

 ただいまの議案２件については、いずれも産

業厚生常任委員会に付託いたします。 

   △請願第８号・陳情第14号～陳情第18号

一括上程 

○議長（川越信男）  日程第16、請願第８号

パートナーシップ制度の導入を求める請願及び

日程第17、陳情第14号から日程第21、陳情第18

号の陳情５件を一括議題といたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

請願第８号 パートナーシップ制度の導入を求

める請願 

陳情第14号 女性トイレの維持及びその安心安

全の確保について 

陳情第15号 国民の祝日「海の日」を７月20日

に固定化する意見書の提出を求める陳情 

陳情第16号 沖縄を「捨て石」にしない安全保

障政策を求める意見書の提出を求める陳

情 

陳情第17号 義務教育費国庫負担制度負担率の

引き上げをはかるための、2023年度政府

予算に係る意見書採択の陳情について 

陳情第18号 ゆたかな学びの実現・教職員定数

改善をはかるための、2023年度政府予算

に係る意見書採択の陳情について 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（川越信男）  ただいまの請願及び陳情

については、総務文教委員会に付託いたします。 

   △鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会

議員の選挙について 
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○議長（川越信男）  日程第22、鹿児島県後期

高齢者医療広域連合議会議員の選挙を行います。 

 鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会議員は、

県内市町村の長及び議員のうちから市長区分６

人、市議会議員区分６人、町村長区分４人、町

村議会議員区分４人から構成されています。現

在の広域連合議会議員のうち、市議会議員から

選出する議員について１人の欠員が生じている

ため、広域連合規約第９条第３項及び広域連合

議会の議員の選挙に関する規則の規定に基づき、

選挙の告示を行い、候補者の届出を締め切った

ところ、市議会議員から選出すべき人数を超え

る２人の候補者がありましたので、広域連合規

約第８条第２項の規定により選挙を行います。 

 この選挙は、同条第４項の規定により、全て

の市議会の選挙における得票総数の多い順に当

選人を決定することになりますので、会議規則

第32条の規定に基づく選挙結果の報告のうち、

当選人の報告及び当選人の告知は行いません。 

 そこでお諮りいたします。選挙結果の報告に

ついては、会議規則第32条の規定に関わらず、

有効投票のうち候補者の得票数までを報告する

こととしたいと思いますが、御異議ありません

か。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。よ

って、選挙結果の報告については、会議規則第

32条の規定に関わらず、有効投票のうち候補者

の得票数までを報告することに決定いたしまし

た。 

 選挙は投票で行います。 

 議場の出入口を閉めます。 

   ［議場閉鎖］ 

○議長（川越信男）  ただいまの出席議員数は

14人です。 

 次に、立会人を指名します。 

 会議規則第31条の規定によって、立会人に、

堀内貴志議員、感王寺耕造議員、持留良一議員

の３名を指名します。 

 候補者名簿を配ります。 

   ［候補者名簿配付］ 

○議長（川越信男）  候補者名簿の配付漏れは

ありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  配付漏れなしと認めます。 

 投票用紙を配ります。 

 念のため申し上げます。投票は単記無記名で

す。 

   ［投票用紙配付］ 

○議長（川越信男）  投票用紙の配付漏れはあ

りませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検します。 

   ［投票箱点検］ 

○議長（川越信男）  ただいまから投票を行い

ます。 

 投票は、１番議員から順番に投票願います。 

 それでは、順次、投票を願います。 

   ［１番議員から順次投票］ 

   １番  新 原   勇 議員 

   ２番  森   武 一 議員 

   ３番  前 田   隆 議員 

   ４番  池 田 みすず 議員 

   ５番  梅 木   勇 議員 

   ６番  堀 内 貴 志 議員 

   ７番  川 越 信 男 議員 

   ８番  感王寺 耕 造 議員 

   ９番  持 留 良 一 議員 

   10番  北 方 貞 明 議員 

   11番  池 山 節 夫 議員 

   12番  德 留 邦 治 議員 

   13番  篠 原  則 議員 

   14番  川 畑 三 郎 議員 

○議長（川越信男）  投票漏れはありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 
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○議長（川越信男）  投票漏れなしと認めます。 

 投票を終わります。 

 開票を行います。 

 立会人の堀内貴志議員、感王寺耕造議員及び

持留良一議員は、開票の立会いをお願いいたし

ます。 

   ［開票］ 

○議長（川越信男）  選挙の結果を報告します。 

 投票総数 14票 

 うち 

  有効投票 14票 

  無効投票 ０票 

 有効投票総数のうち 

  下川床泉君 12票 

  畑中香子君 ２票 

 以上のとおりです。 

 議場の出入口を開きます。 

   ［議場開鎖］ 

   △決議案第３号上程 

○議長（川越信男）  先ほど持留良一議員から

決議案第３号事務検査に関する特別委員会の設

置を求める決議が提出されました。 

 この動議は、会議規則第14条の規定による賛

同者がおりますので成立いたしております。 

 決議案第３号事務検査に関する特別委員会の

設置を求める決議を日程に追加し、追加日程第

１として議題とすることについて採決します。 

 この動議を日程に追加し、追加日程第１とし

て、直ちに議題とすることに御異議ありません

か。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。し

たがって、この動議を日程に追加し、追加日程

第１として議題とすることに決定しました。 

 ここで暫時休憩します。休憩時間中、委員会

室におきまして、議会運営委員会を開きますの

で、委員の皆様は御参集願います。 

     午前11時52分休憩 

 

     午後０時１分開議 

○議長（川越信男）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 追加日程第１、決議案第３号事務検査に関す

る特別委員会の設置を求める決議案を議題とい

たします。 

 提出者の説明を求めます。 

○持留良一議員  それでは、事務検査に関する

特別委員会の設置を求める決議案を提案したい

と思います。 

 皆さんのほうに文書も届いているかと思いま

すので、決議案、本議会は、地方自治法98条第

１項の規定により次の事項について事務検査を

行うものとする。一つは、検査事項、本議会は

次の事項について検査をするものとする。契約

保証金の紛失に関する一切の事項について。２、

検査方法、（１）本市に在する関係書類及び証

拠書類の提出を求める。（２）本検査は、地方

自治法第109条及び垂水市議会委員会条例第６

条の規定により、委員13人からなる契約保証金

検査特別委員会を設置し、これに付託して行う。

３、検査権限、本議会は、１に掲げる事項の検

査を行うため、地方自治法98条第１項の権限を

上記特別委員会に委任する。４、調査権限、上

記特別調査委員会は、１に掲げる調査が終了す

るまで、閉会中もなお調査を行うことができる

とするということを提案したいと思います。 

 そして、提案理由の中身について、３点お話

しをしたいというふうに思います。 

 １つは、皆さんも御存じでしょう、５月23日

の地元新聞に書かれた記事がありました。なぜ

湧き上がるのに市側の態度は今のままでは不明

金が発生する構造的な問題があるのかないのか、

市民も検証のしようもない。まず、この検証の

しようもないということが一つです。そして、

市政への不信が広がり、納税の意欲が削がれて

もおかしくない、こういうことが書かれて、そ
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して最後に、再発防止策を一緒に考える契機に

なるのではないかという、私たちもここのとこ

ろを最大の目的とするわけです。 

 そこで、今の中で重要な点が指摘されていま

す。いわゆる市民は検証のしようもないという

問題点です。そのことが、今、１点目は議会の

責任と役割が求められているんだということ、

私たちは市民から、その点では負託を受けてい

ます。議会に対して、この点については、市民

の皆さんからも、なぜそうなんだと様々な声も

あります、不満もあります。そして、当然、市

に対しては、そういう政治に対する不信、これ

も広がってきています。やはりこれらを解決す

るために、市は、議会は、その役割、責任があ

るんだというところが１点です。 

 ２点目は、では、そうなってきたときに、議

会は何ができるのか、このようなときは、どの

ような権限があるのかという問題であります。

議会には検査権が保障されています。このよう

に書かれています。議会には、住民代表の機関

としての立場にあることから、法的に検査権が

与えられている、事務に関する書類及び計算書

を検閲すること、あるいは市長等の執行機関か

ら報告を請求して、事務の管理、議決の執行及

び出納検査する権限であると。書面による検査

を行い、実地調査をすることはできないと、こ

んな形で地方自治法98条第１項に検査権がうた

われています。 

 そして、大事な点は、私たちの最終的なこと

というのは、再発防止策に向けたこのことに関

して私たちが提案をしながら全体としての市民

の信頼を取り戻す、このことは、やはり私は議

会の最大の責務だというふうに思います。不正

防止や事故防止など再発防止を速やかに講ずる

必要があると考えます。これらを目的とした事

務検査に関する調査特別委員会を設置すること、

このことが非常に今重要になっているというこ

とであります。そのことを提案理由としたいと

思います。 

 以上です。 

○議長（川越信男）  これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

○池山節夫議員  順番にお伺いします。 

 まず今３点目に、特別委員会の設置が求めら

れていると、それはそれでいいと思うんですが、

１番、２番、聞きました。検査権も与えられて

いる。 

 まず１回目の質問として、議会には検査権と

して、その98条の以前に、常任委員会、議会運

営委員会、その委員会で、ある程度の検査権は

あるわけですよ。それで不足と思われたそこの

ところを、もう一回御説明いただきたいという

のと、あと一般質問というのも、その検査権の

うちに入るような、まあ入ると思うんですよね。

だから、今日の冒頭、本会議でなくて、一般質

問が終わった後に委員会の設置を、こういう決

議を出されるということは考えられなかったの

か、まずここを１回お伺いします。 

○持留良一議員  重要な指摘だろうというふう

に思います。ただ、私たちが一般質問、それに

委員会等は、ある程度、拘束を受ける部分もあ

ると思うんですよね。例えば、今回のこの調査

の視点として考えられることは何かと考えたと

きに、いわゆる契約保証金の現状はどうなって

いるのか……（「もう一回」の声あり）契約保

証金の現状ですね。そうすると、関わる部分だ

けしか委員会は制約されてしまうという問題も

あるんです。では、管理と実態はどうなってい

るのか、セキュリティ対策はどうなっているの

か、危機管理費と職員の問題意識はどうなって

いるのか、様々、そういう点を聞かなきゃなり

ません。そして、あと通常の委員会だと制限さ

れる可能性が強くあるということが一つあると

いうことで、その辺りは、やっぱり調査特別委

員会が、その役割を果たすんじゃないかという

点であります。 
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 これだけでしたっけ。（発言する者あり）当

初いろいろ考えたんですけども、ひとつは、や

っぱり皆さんとの問題意識の共有を図ったほう

がいいということ。あとで出して、確かに深ま

る点もあるかと思いますけども、やはり私は大

事なのは、今、問題提起、それからみんなが入

る導入、そういう点で意識を高めて、そしてみ

んなでやっていこうじゃないかという、この問

題に対して、議会の役割、責任があるんだとい

うことをしっかりと受け止めていただければと

いうことです。 

 以上です。 

○池山節夫議員  非常に分かりやすかったです。 

 今の質問に対する今のお答えですとですよ、

98条による委員会設置じゃなくて、私はもう

100条による委員会設置でよかったんじゃない

かなと思うんですけど、なぜ98条にされたのか、

100条にされなかったのか、そこのところをい

いですか。 

○持留良一議員  百条委員会というのは非常に

権限が強いですよね。地方自治法第100条に基

づき、地方議会の議決により委任を受けた特別

委員会のことを今指すと思いますけれども、こ

の委員会は権限が、関係者の出頭、証言、記録

の提出を請求することができるとなっています。

正当でなく拒否した場合や、虚偽の陳述をした

場合には罰則がある。しかし、この私たちの提

案している調査権というのは、関係者を罰する

ことではなくて、問題の、私は真相解明、そし

て提言ということが非常に重要な目的だという

ふうに思いますので、百条委員会とは、ちょっ

と性格が異なるのかなというふうに思います。 

○池山節夫議員  まあ、性格が異なる癩癩異な

るんだけど、まあいいです、もう３回目ですか

らね。この提案されたこの文章について、ちょ

っとお伺いしますけど。３番目のところに検査

権限、２番目に検査方法ですね。それで３番目

に検査権限、４番目に調査権限というのもある

んですよ。私は、ちょっと98条を見た限りでは、

間違っていたらごめんなさいね。私が見た限り

では、98条による委員会は、その資料の提出と

かそういう検査しかできないと思うんですよ。

100条になると調査の権限があると思っている

んですけど、この辺のこの検査権限の、本議会

は１に掲げる事項の調査を行うためって、この

「調査」という言葉を使うのはどうなのかなと

思うんですけど、私はこれは「検査を」って替

えないといけないんじゃないかと私は思うわけ

です。そこについて１点。 

 それと、下の「調査権限」って、これ98条の

委員会に調査の権限があるのかという、その疑

問があるんですけど、そこについて伺いたい。 

○持留良一議員  調査、これは私も、様々いろ

んなところの出している議会のを調べてみたら、

やっぱりそれを参考にしたら、やっぱり調査と

いう文言が使われて、そういう形で議案が提案

されているということで、私のほうもこれを活

用をしたということです。 

 あと何でしたっけ。（「調査権限があるかっ

ということ」の声あり）調査権限です。いや、

調査権限、先ほどちょっと述べましたけども、

この部分については、事務に関する書類及び計

算書を検閲すること、あるいは市長等の執行機

関からの報告を請求して、事務の管理、議決の

執行及び出納検査をする権限ということになり

ます。そうなってくると、さっき言ったとおり、

書面による検査を行い、実地調査することはで

きないという制約がある中で、そういう形で与

えられた権限というのは、そういう検閲だとか、

報告を求めることができることだとか、そうい

う感じで書かれていますので、私たちはこれを

行使して、検査、調査を行っていくということ

になるかと思います。 

○議長（川越信男）  ほかにありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  質疑なしと認めます。こ
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れで質疑を終わります。 

 本件につきましては、委員会の審査を省略し

たいと思います。これに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。よ

って、本件については、委員会の付託を省略す

ることに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありません

か。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  討論なしと認めます。こ

れで討論を終わります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり決

することに賛成の方の起立を求めます。 

   ［賛成者起立］ 

○議長（川越信男）  賛成多数でございます。

よって、決議案第３号事務検査に関する特別委

員会の設置を求める決議案は、原案のとおり可

決されました。 

   △契約保証金検査特別委員会設置について 

○議長（川越信男）  ただいま決議案第３号が

可決され、特別委員会が設置されたところです。

この委員会の名称につきましては、提案されて

いますとおり、契約保証金検査特別委員会とし

たいと思います。これに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。よ

って、この特別委員会の名称は、契約保証金検

査特別委員会と決定いたしました。 

 引き続いて、特別委員会の選任を行います。

特別委員の選任を行います。 

 お諮りいたします。特別委員の選任につきま

しては、委員会条例第８条第１項の規定により、

新原勇議員、森武一議員、前田隆議員、池田み

すず議員、梅木勇議員、堀内貴志議員、感王寺

耕造議員、持留良一議員、北方貞明議員、池山

節夫議員、德留邦治議員、篠原 則議員、川畑

三郎議員、以上の13名を指名いたしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。よ

って、ただいま指名いたしました13名を契約保

証金検査特別委員会委員に選任することに決定

いたしました。 

 ただいま選任いたしました契約保証金検査特

別委員会委員の方々は、次の休憩時間中に正副

委員長の互選を行い、その結果を報告願います。 

 ここで暫時休憩します。 

 休憩時間中、全員協議会室におきまして全員

協議会を開きますので、ただいまの議案を持っ

て御参集願います。 

     午後０時16分休憩 

 

     午後０時19分開議 

○議長（川越信男）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 契約保証金検査特別委員会における正副委員

長の互選の結果について、報告がありましたの

で、お知らせいたします。 

 契約保証金検査特別委員会委員長、感王寺耕

造議員、副委員長、池山節夫議員、以上でござ

います。 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

   △日程報告 

○議長（川越信男）  明11日から６月20日まで

は議事の都合により休会といたします。 

 次の本会議は、６月21日及び22日の午前９時

半から開きます。一般質問を行います。 

 なお、質問者は会議規則第62条第２項の規定

により、本会議終了後の全員協議会終了後から

14日の正午までに質問事項を具体的に記載の上、

文書で議会事務局へ提出願います。 

   △散  会 

○議長（川越信男）  本日は、これをもちまし

て散会いたします。 

     午後０時21分散会 
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令和４年６月21日午前９時30分開議 

 

 

   △開  議 

○議長（川越信男）  おはようございます。定

刻、定足数に達しておりますので、ただいまか

ら休会明けの本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付いたしまし

たとおりであります。 

   △一般質問 

○議長（川越信男）  日程第１、これより一般

質問を行います。 

 １回目の質問は登壇して行い、再質問は質問

席からお願いします。 

 なお、質問時間は答弁時間を含めて１時間以

内とし、質問回数については無制限といたしま

す。 

 また、いずれも初回の発言時間を20分以内に

制限しますので、御協力をお願いいたします。 

 それでは、通告に従って順次質問を許可しま

す。 

 最初に、６番、堀内貴志議員の質問を許可し

ます。 

   ［堀内貴志議員登壇］ 

○堀内貴志議員  おはようございます。垂水の

稔り生む風の堀内貴志でございます。 

 今回の質問、私にとりまして３期目、44回目

という回数になりますけれども、本日も市長、

副市長、そして関係各課の皆さんは積極的に御

答弁をよろしくお願いいたします。 

 さて、コロナ禍の中で、最近ではウィズコロ

ナとか、アフターコロナとかいう言葉をよく使

われるようになってきました。ウィズコロナと

はコロナと共存する社会、アフターコロナは治

療法など、対策がある程度確立された状態の時

期ということです。４回目のワクチン接種が実

施される中で、その治療法が確立されてきたの

でしょうか。 

 そんな中で、官公庁は６月末を期限としてい

ました県民割支援について、７月14日まで延長

すると発表しました。県民限定の県内旅行の割

引、県民割から、今年の４月には全国を関東、

九州、近畿など６ブロックに分けて、そのブロ

ック内の居住者についてはその管内で旅行すれ

ば地域ブロック割になるということで、旅行の

誘致をしました。そして、来月７月前半からは

全国旅行支援として全国に拡大します。国もウ

ィズコロナとして、経済を回していこうという

動きに変わってきました。 

 この全国旅行支援について、補助率でいきま

すと従来の50％から40％に引き下げる一方で、

新幹線やフライト等でセットになった旅行では、

補助額の上限を現在の１人１泊5,000円から

8,000円に引き上げるということです。さらに

2,000円のクーポン券は、この全国旅行支援を

使いますと、平日の場合3,000円に引き上げら

れるということですから、この全国旅行支援を

利用すると最大で１万1,000円もお得になると

いうことですから、どうかお得感満載でありま

すので、どうか皆さんもこの機会に旅行を計画

してはどうかというふうに思います。 

 では、早速ですけれども質問に入ってきます

が、まず、大きな１つ目は、契約保証金に係る

不明金についてお尋ねをいたします。 

 最初に話しておきますが、この契約保証金に

係る不明金のことについては、今回の議会開会

日に議長を除く議員13名で構成する特別委員会

をつくり、地方自治法第98条に基づく調査をす

るということが決定しております。ですから、

私を含めて13名の全議員が特別委員会のメン

バーということになりますので、その際に執行

部や監査、場合によっては関係ある対象者に対

して、その詳細について報告を求めるというこ

とになろうかと思いますが、一般質問のトップ

バッターとして、この事件の背景や経緯につい

てお聞きしたいと考えていますので、御承知お
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きください。 

 今回の事件は、５月14日の南日本新聞に、続

いて５月17日の朝日新聞に事件の概要が掲載さ

れ、市民の知るところとなりました。その新聞

記事によりますと、不明となった契約保証金の

額は合計で285万円であった。その時期は2017

年から2018年の４回にわたり納付されたものだ

った。そして執行部が認知したのは2019年５月

であったとありますが、その事実で間違いない

のでしょうか。 

 我々議会に対して説明があったのは、今年

2022年４月の全員協議会でした。執行部が認知

してから約３年近くが経過をしています。執行

部は、その全員協議会の中で我々議員に対して

初めて明らかにしました。そして、公表しなか

った理由を、関係職員の人権侵害や名誉棄損、

また警察の捜査に支障があることを理由として

いました。 

 今日、この本会議ではインターネットでライ

ブ配信がされており、また昨年から録画配信も

されるようになりました。ですから、この一般

質問も多くの市民の方が傍聴されていることに

なります。そして今回、新聞記事で掲載された

ことと併せて、この議会で執行部が答弁するこ

とで、市が公表したことと同等の影響があると

思います。 

 改めて今回の事件をよくよく考えてみますと、

なぜこのような事件が発生したのか、なぜに事

件発生から事件の認知まで時間を要したのか、

なぜに議会に対しても含めて公表が遅れたのか

など、多くの疑問点があります。その点を含め

て、この一般質問の場を生かし、現時点で分か

る範囲で結構ですから、今回の事件の背景や経

緯について正確な情報を教えてください。 

 また、この事件の大きな問題点は、事件の発

生から執行部の認知まで時間を要したというこ

とです。なぜ認知が遅れたのかについては、経

緯で答弁されると思いますが、今回、今後執行

部として同じようなことを繰り返してはいけな

いということです。今回の事件を踏まえて、再

発防止を十分に検討し対策を講じたのかお尋ね

をいたします。 

 次に、垂水中央運動公園についてお尋ねをい

たします。 

 陸上競技場が多目的グラウンドとして整備さ

れ、グラウンドゴルフ、サッカー、また市内の

各種大会やイベントなどに利用され、さらに市

外の学校や団体のスポーツ合宿など、多くの目

的で活用がされております。そのほかにも、国

体のフェンシング会場となる体育館の改修がさ

れるなど、整備が進められてきました。この運

動公園については、これまでどのような改修が

されてきたのかをお尋ねいたします。 

 また、大規模な改修工事をしなければならな

い施設もあると思いますが、今後の改修計画に

ついてお聞きをいたします。 

 最後は、新型コロナウイルス感染症予防対策

についてお聞きをいたします。 

 県内の感染者数は依然厳しい状況にあると感

じていますが、垂水市の状況を見ても、まん延

防止等措置が発令されていたときよりも感染者

が多くなっているように思います。 

 まずは、新型コロナウイルスの感染状況につ

いて答弁を求めます。 

 今日は土砂降り、大雨が降っていますが、鹿

児島気象台は今月の11日に九州南部が梅雨入り

したと発表しました。災害がないことを祈るば

かりです。梅雨が終わると夏本番の蒸し暑い

日々との戦いになりますが、最近では既にマス

ク着用について息苦しく感じているときがあり

ます。これからの時期、できればマスクを着用

したくないと考えている方も多いと思います。 

 そんな中で、厚労省はマスク着用の緩和につ

いて発表し、本市においても、それを受けてこ

のチラシを配布しました。マスクの着用につい

て本市ではどのように変わるのか教えてくださ
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い。 

 以上で、１回目の質問を終わります。 

○総務課長（濵 久志）  おはようございます。

背景、経緯、事案発生後に行った再発防止策に

つきましてお答えいたします。 

 ４月28日木曜日の全員協議会において、議員

の皆様にお伝えいたしました契約保証金に係る

不明金につきまして、改めて、本会議におきま

して御説明いたします。 

 まず、契約保証金とは、公共工事の請負契約

締結において、請負者の義務の履行を確保する

ために、請負者が発注者に納付する担保金のこ

とで、契約金額の10％以上としており、工事完

了後、全額返還するもので、雑部金口座とは、

契約保証金をはじめ、職員の共済掛金や所得税

などを一時的に保管する口座でございます。 

 経緯について御説明いたします。 

 令和元年５月22日、会計課にて契約保証金の

返還を雑部金口座より支出しようとしたところ、

指定金融機関より残高不足との連絡があり、会

計課にて原因について調査したところ、市が収

入処理していない契約保証金に対し、返還して

いる事例が４件あることが判明いたしました。 

 その後の調査により、収入処理をしていない

４件については、会計課領収印押印済みの領収

書の写しが、所管課の契約書に添付されていた

ことから、本市会計課の窓口で現金が支払われ

領収書が発行されているものと推測されますが、

市側で保管すべき領収書の原本は、４件とも存

在しておりません。 

 不明金は平成29年12月から平成30年３月まで

の契約保証金で、不明金の総額は、４件で285

万3,560円でございます。不明金の処理につい

ては、現段階では公費からの補痾は行っており

ません。口座内には、ほかの雑部金も入ってお

り、常に口座に残高がある状態ですので、当面

資金繰りが困難になることはございません。

（発言する者あり） 

 発覚後、令和元年６月から８月にかけて、総

務課により庁内関係者に聞き取り調査をするも

問題解決に至らず、令和元年８月に市顧問弁護

士に相談の上、同年11月15日に鹿屋警察署に被

害届を提出したところでございます。 

 現在は、警察の捜査状況を見守っている状況

が続いているところですが、今回４月28日の全

員協議会におきまして、議員の皆様に現時点で

分かる範囲の正確な情報をお伝えすることとし

たものでございます。 

 全員協議会で説明した理由でございますが、

関係職員への警察による事情聴取が先般行われ、

関係者と思われる職員が警察による捜査を認知

し、これにより家族等への相談等が行われた場

合に、当該情報や不確定なうわさ等が市中に広

まるおそれがあったことや、警察に公表につい

て相談したところ、市民等からの警察への問合

せなどデメリットはあるが、最終的には市の判

断であるとの見解を頂いたことから、議員の皆

様に現時点で分かる範囲の正確な情報をお伝え

したところでございます。 

 なお、全員協議会におきましては、今回の内

容は議員の皆様のみにお伝えするものであり、

この情報が外部に漏れることで、関係職員への

人権侵害や名誉棄損、警察の捜査に支障がある

ことも考えられることから、情報の取扱いには

十分に御注意いただきますようお願いしたとこ

ろでございます。 

 当該事案につきましては、警察による捜査が

現在も行われていることから、市といたしまし

ては、今後とも警察の捜査に全面的に協力する

ことで、事案の解明に努めたいと考えておりま

す。 

 次に、事案発生後に行った再発防止策につい

ては、発覚後の令和元年６月より、会計課執務

室の出入口扉に鍵を設置し、会計課職員のみが

鍵を持つこととし、閉庁時は施錠すること。領

収印は会計課に１個とし、昼休みや閉庁時は、
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会計課内の金庫に保管し施錠すること。契約保

証金や住宅敷金などの大口なものは、会計課窓

口では取り扱わず、金融機関の窓口での納入を

お願いすること。歳計外現金のうち、契約保証

金、住宅敷金については、１件ごとの事前調定

を徹底すること。契約保証金の返還請求時の添

付書類として、会計書類確認のため納入時の領

収書の写しを添付すること。それぞれの収納に

対する払出しを台帳化し、漏れや間違いを防止

すること。などの再発防止策を行っております。 

 以上でございます。 

○社会教育課長（港 耕作）  今後の運動公園

の改修計画につきましてお答えいたします。 

 垂水中央運動公園は、現在、７つのスポーツ

施設がございます。 

 平成29年度から令和３年度までに実施した主

な改修状況でございますが、平成29年度に旧陸

上競技場を多目的グラウンドとして天然芝化し、

令和元年度には体育館の耐震補強を含む外装、

内装の改修を行ったところでございます。また、

令和２年度に体育館に隣接する遊戯広場を児童

公園として、噴水跡地を中央広場として整備を

実施したところでございます。令和３年度には

体育館の空調設備の整備を行ったところでござ

います。令和４年度におきましては、多目的屋

内ホールの照明機器のＬＥＤ化と野球場スコア

ボードの老朽化による撤去を計画しているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○保健課長（草野浩一）  本市の感染状況につ

きましてお答えいたします。 

 初めに、全国の感染状況につきましては、６

月８日に開催された厚生労働省の第87回新型コ

ロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード

資料によりますと、直近の感染状況として、直

近の１週間では10万人当たり約97人となり、年

代別の新規感染者数は、全ての年代において減

少が続いているとされており、全国の新規感染

者数の減少に伴い、療養者数及び重症者数は減

少が続くとともに、横ばいで推移していた死亡

者数も減少に転じていると評価されております。 

 また、新規感染者数に占める各年代の割合を

見てみると、10代以下が34％と最も多く、20代

は14％程度、30代は17％程度、40代が15％程度、

50代は８％程度となっており、20代以下で約半

数を占めていると評価されております。 

 また、今後の感染状況として、ワクチンの３

回目接種と感染により獲得された免疫は徐々に

減衰していくこと。６月は梅雨の時期であり、

人流は比較的抑制される傾向にあるが、７月以

降は夏休みの影響もあり、接触の増加等が予想

されること。オミクロン株の新たな系統への置

き換わりの可能性もあること等から、夏頃には

感染者数の増加も懸念されるところであり、医

療提供体制への影響も含めて注視していく必要

があるとされております。 

 次に、県内においては、県発表の記者発表資

料を基に見てみますと、直近１週間の新規感染

者の各年代の割合は、10歳未満が24％、10代が

16％、20代が９％、30代が15％、40代が14％、

50代が７％、60代以上が15％となっております。

全国と同様10代以下が最も多く、また30代以下

の若年層において全体の割合の64％を占めてお

ります。 

 そのような中、本市の感染状況でございます

が、昨日20日時点で469名の感染が確認されて

おります。直近１週間の感染者を見てみますと、

各年代１人、もしくは感染者なしであることか

ら比較が困難であるため、本年４月以降の感染

者の割合で見てみますと、10歳未満が16％、10

代が12％、20代が17％、30代が19％、40代が

11％、50代が10％、60代以上が15％となってお

り、本市においても国、県と同様10代以下が最

も多く、30代以下の若年層が全体の約64％を占

めております。 

 以上でございます。 
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 続きまして、マスク着用について本市ではど

のように変わるのかにつきましてお答えいたし

ます。 

 初めに、マスク着用の考え方に関する国の方

針につきましては、本年５月23日に変更されま

した新型コロナウイルス感染症対策の基本的対

処方針におきまして、屋内、屋外、乳幼児等の

マスク着用についての推奨事項が示されたとこ

ろでございます。 

 具体的には、屋内において、他者と２メート

ル以上を目安とした身体的距離が取れていない

場合、他者と距離が取れるが会話を行う場合、

屋外において、他者と距離が取れず会話を行う

場合、また高齢者等との面会時や病院内など、

重症化リスクの高い者と接する場合にはマスク

の着用を推奨し、マスクは不織布マスクを推奨

するとされております。 

 また、屋内において、他者と身体的距離が取

れて会話をほとんど行わない場合はマスク着用

は必要ないとされ、屋外において、他者と身体

的距離が確保できる場合、他者と距離が取れて

いない場合であっても会話をほとんど行わない

場合はマスクの着用は必要なく、特に夏場につ

いては、熱中症予防の観点からマスクを外すこ

とが推奨されております。 

 また、小学校に上がる前の乳幼児のマスクの

着用には注意が必要であり、特に２歳未満では

推奨されないとなっております。２歳以上の就

学前の子供についても、個々の発達の状況や体

調等を踏まえる必要があることから、他者との

身体的距離にかかわらず、マスク着用を一律に

は推奨しないとされ、本人の体調がすぐれず持

続的なマスクの着用が難しい場合は、無理に着

用する必要はなく、マスクを着用する場合には、

保護者や周りの大人が子供の体調に十分注意し

た上で着用するとされております。 

 本市においては、この国の方針に基づき、マ

スク着用の考え方について、今月１日に厚生労

働省より提供されたマスク着用についてのリー

フレットを全戸配布し、併せてホームページに

おいても周知を図ったところでございます。 

 以上でございます。 

○堀内貴志議員  一問一答方式で、公金の取扱

いについてから２回目の質問をしたいと思いま

す。 

 今、経緯、概要について説明がありましたけ

れども、今回、この事件について議会に報告が

あったのは４月28日、全員協議会でした。その

とき既に警察に被害の届出がしてあり、捜査に

支障があり、また関係職員が誹謗や中傷を受け

るおそれがあるために情報の取扱いには十分注

意しなさいと、いわゆる他言しないようにとい

うことでありました。それから２週間経過後の

５月14日に、そして５月17日に、それぞれ新聞

に事件の概要が掲載された。 

 今回の事件、執行部が認知してから３年近く、

この情報が議員を含めて外に漏れることはなか

った。当然私、議員としても知らなかったし、

ほかの議員も知らなかったと思いますが、全協

で執行部から説明があってから情報が漏れて記

事になりました。思うことは、記者の情報の入

手能力、これはすごいなと。今日も記者が来ら

れておりますけど、記者の情報入手能力という

のはすごいなというふうに感じたところでした。 

 その記事のおかげさまをもちまして、市民の

知るところとなりました。執行部はこれまで、

何回も言いますけど、関係職員の人権侵害や名

誉棄損、また警察の捜査に支障を来すという理

由で公表しなかったと話していますが、この新

聞記事で市が公表したのと同等の影響が出たと

いうふうに思います。 

 そのことも踏まえて、先ほど、この事件の背

景、経緯について、あえてこの一般質問の場で

質問をし、そして答弁を頂きました。 

 執行部としては、私の質問に対して、先ほど

と同じことを理由にして答弁を拒むこともでき
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たわけですけれども、あえてこの一般質問の場

で公表したことに対して、公表するに至った経

緯についてお聞きしたいと思います。 

○総務課長（濵 久志）  今回答弁したことに

より市民に公表したことになるが、今回の答弁

に至った経緯はにつきましてお答えいたします。 

 先ほど、議員が述べられたように、市として

は、関係職員の人権侵害や名誉棄損、警察の捜

査に支障があることを理由に（発言する者あ

り）公表をしておりませんでした。しかしなが

ら、先般、新聞等に事案の概要が掲載され、こ

のことで市が公表したことと同等の影響がある

ものと考えました。このような状況の変化等を

踏まえまして、現時点で分かる正確な情報を答

弁という形で公表したものでございます。 

 以上でございます。（発言する者あり） 

○堀内貴志議員  この事件は、特別委員会をつ

くりましたので、そこで詳細について聞くこと

になると思いますけれども。 

 最後です、この質問。市長もしくは副市長に

答弁を求めます。 

 再発防止はしっかりされたということですけ

れども、今回この事件、初めて執行部としてこ

の議会の場で公表したということになりますが、

このことで市民に対する説明責任を果たしたと

思っているのかということ。 

 また、不明金について、保証金相当額、今、

補痾しなくて口座は回転しているということで

すから、仮に犯人が捕まった場合には被害弁償

ということもあり得るでしょう。そのことも含

めて、今後どのように対応していくのか、その

見解についてお聞きしたいと思います。（発言

する者あり） 

○副市長（益山純徳）  ただいまの市民への説

明責任の在り方について御答弁いたします。 

 先ほど、総務課長からも説明がございました

が、この件につきましては警察へ被害届を提出

し、現在、捜査が進められているところでござ

います。慎重に捜査が進められている状況でご

ざいますので、警察の捜査に支障があることな

ども考え、まずは議員の皆様へ報告として、４

月28日の全員協議会で説明させていただいたと

ころでございます。 

 この件は、事務処理のいずれかの段階で、何

らかの事故が起こったのではないかということ

に加えまして、事件性についても警察に相談し

ている状況ではありますが、預り金が不明とな

っていること自体は事実であり、市民の皆様に

市行政に対する不信感を抱かせていることに加

えて、御心配もおかけしておりますことから、

この事態を厳しく受け止めるとともに、引き続

き、警察の捜査に全面的に協力し、事案の解明

に努めていくこととしております。 

 議会におかれましては、今回の事案に関しま

して、事務検査における特別委員会が設置され

たところであり、今後、この特別委員会により

様々な検査が行われることとなります。この検

査により新たな事実が判明した場合は、議会の

御議論も踏まえた上で、市民の皆様にも公表で

きるように努めてまいりたいと考えるところで

ございます。 

 また、事案発生後の再発防止策につきまして

は、先ほど総務課長が答弁いたしましたとおり

でございますが、議会におきましては、先ほど

申し上げましたように、事案に関して事務検査

における特別委員会が設置されたところであり、

今後この特別委員会による議論を踏まえまして、

今後の再発防止策についても検討したいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○堀内貴志議員  ありがとうございます。 

 冒頭でも話しましたし、今副市長の話の中で

も出ました。これについては議員13名で構成す

る特別委員会を設置しましたので、今後この特

別委員会で調査、追及することになろうかと思

います。これ以上の質問は控えるべきであろう
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と思いますので、この場での質問はこれで終わ

りにしたいと思います。 

 次のテーマに移ります。垂水中央運動公園に

ついてであります。 

 先ほど、多目的グラウンド、体育館、あと公

園施設の遊具の整備などなどされた。また、屋

外等での整備もされている。段階的に整備を進

めているというお話でありました。しかしなが

ら、まだ残っている施設、７つ施設ありますけ

れども、野球場と庭球場の整備計画について話

がなかったように思います。 

 私ごとですけど、数年前、中央公園の整備計

画について当時の担当課長に尋ねたときには、

体育館の改修が行われている時期だったと思い

ますけれども、野球場も庭球場も順に改修する

計画がありますと。特に庭球場については全面

的に改修していかなければならないなどと話さ

れたことを記憶しております。 

 そのときに中央運動公園を利用する市民の方

から、施設の整備、そして改修を願う強い要望

がありまして、このことを当時の担当課長に尋

ねた。そうすると、段階的に整備していくとい

うことでありましたので、その市民の方には納

得を得ていただいた。しかしながら整備がされ

ていない。そして、今計画にもない。 

 この施設を利用する市民の方、もしくは市外

から来られる方、様々な不満があるというふう

に聞いております。例えば、庭球場において言

わせてもらいますと、トイレ、洋式化になって

いない。近くだと体育館だとか、あとキララ

ドームの前の屋外トイレ、洋式になっています

ので、そこまで行く人もいる。もしくはだいわ

までわざわざトイレに駆け込む人もいる。特に

女子にとっては大変不便だというふうで、早く

改修してほしいという要望がありました。 

 あとスタンド内のひび割れ、ところどころあ

ります。そのひび割れの部分にそのひび割れた

石ころが転がっている。施設を利用する人とい

うのは家族で来ます。幼児もおります。お兄ち

ゃんお姉ちゃんの競技を応援する中で、その石

ころを拾って投げたりする人も見受けられたと

いうことでありますので、大変危険であります。 

 あと消火栓、２個ありますが、これから夏を

迎えます。常に散水しなきゃいけない。だけれ

ども、２個あるんだけれどもホースは１個だけ

というふうな状況らしいです。私も確認しまし

た。 

 あとネットポールのねじ穴が壊れている、ネ

ット自体も破れている箇所が何か所かある。 

 あと庭球場のナイター設備、これについても

照明がつかないものがあるということです。野

球場についてもしかりだと思います。 

 要するに、全面的に改修する計画があるので

あれば待つこともできます。しかしながら、整

備する計画がないのであれば日々点検をしてい

ただいて、修理するところは修理をするといっ

たことが必要ではないかと思いますけれども、

まだ整備されていないスポーツ施設についてど

のような見解かをお聞きします。 

○社会教育課長（港 耕作）  施設の改修、ま

たは修繕の方向性につきましてお答えいたしま

す。 

 庭球場及び野球場につきましては、一定の改

修の必要性は認識しているところでありますが、

具体的な改修内容及び時期について計画が策定

されていないことから、改めて検討を行う必要

があると考えております。 

 施設の点検状況と修繕につきましても、これ

までも公営施設管理公社職員や会計年度任用職

員による通常の管理作業時の確認や、利用者か

らの連絡等により対応しているところでありま

す。 

 今後も毎月の安全点検を確実に実施し、利用

者が安全かつ安心してスポーツ施設を使用でき

るよう努めてまいります。 

 以上でございます。 
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○堀内貴志議員  最後、せっかくですから教育

長に質問します。 

 先週ですけど、地区中学校総合体育大会が行

われ、中央中学校、唯一の中学校、多くの部活

が県大会出場を決めたということを聞きました。

大変うれしいことだと思います。 

 垂水市唯一の中学校、各種スポーツの部活も

この運動公園を利用して日々トレーニングに励

んでいると聞いています。だからこそいい成績

を残したのではないかというふうに思います。 

 今後、県大会でなく、九州大会、そして全国

大会で戦えるスポーツ選手を育てるためにも、

中央運動公園がより利用しやすく、改善もしく

は改修する必要があると思いますけれども、教

育長の見解をお聞きしたいと思います。 

○教育長（坂元裕人）  議会開会日は御迷惑を

おかけしました。元気になりましたので、今日

は張り切って答弁をさせていただきたいと思い

ます。 

 ただいま御指摘がございましたように、７つ

の施設、いろいろと課題がございますけれども、

一方できちっと整備が済んだところもございま

す。 

 そして、今御指摘の例えば庭球場、あるいは

野球場、いろいろ入場者数、あるいは使用者数

を調べてみますと、一番使われている時期、例

えば平成30年は、庭球場は２万5,000人超えて

いるんですね。それからコロナ禍ということも

ございまして、だんだんいわゆる使われる方々

の数が減ってきているという状況でございます。

野球場につきましても同じように、ピークが平

成30年、8,000人を超えております。それから

次第に減ってきているという状況でございます。 

 そういう中で、議員御指摘の例えばトイレの

洋式化であるとか、スタンドのひび割れである

とか、いわゆる利便性の問題と安全性の問題、

御指摘のとおりでございます。 

 したがいまして、まずはやはりスポーツ施設

は安全でなければならない、そして気持ちよく

使えなければならないというところはもう同感

でございます。 

 加えて、市内の中央中学校、非常に今部活が

元気でございます。テニスにしてもバレーボー

ルにしても卓球にしても、様々なスポーツで結

果を出してきております。そういうことで、ま

た今後、この７つの施設整備を進めながらやっ

ていきたいと思いますけども、大きな大きな予

算が伴います。 

 したがいまして、先ほど社会教育課長から答

弁がございましたように、まずはきめ細かな安

全点検、あるいは補修、そういったものを定期

的にきちっとやりながら、まず安全を担保し、

そしてまた使いやすさを担保しながら使用して

いきたいと思います。 

 今後の大きな計画につきまして、先ほど議員

の御指摘がございましたけれども、改めてまた

お示しする場を設けなきゃいけないとは思って

おります。 

 以上でございます。 

○堀内貴志議員  中央運動公園、様々なスポー

ツ大会も開催されています。市内はもちろん、

市外からも多くの方が、そしてその家族が垂水

を訪れている。 

 市外の方で垂水フェリーを利用してくる方々

にとっては、フェリー乗り場から歩いて行ける

距離に施設が点在しているということから、利

便性があるということです。 

 それに加えて、施設がきれいで使いやすいと

いうことになりますと、もっともっと多くの大

会が垂水市で開催されることになると思います。

あるいはスポーツ合宿でも垂水を利用したいと

いう団体も多くなるだろうと思います。 

 これは、市長が常日頃言われている、要は交

流人口にも大きく影響してくると思っています

ので、ぜひとも改善すべきところは早急に改修

してほしいということをお願いして、この質問
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は終わりたいと思います。 

 続いて、コロナウイルスの感染症予防対策。 

 マスクの着用について今説明もありました。

いわゆる屋外では人との距離が２メートル以上

確保できる場合、距離が確保できなくても会話

は行わない場合、あといわゆる１人で散歩、ラ

ンニング、サイクリングする場合はつけなくて

オーケーなんだよということ。屋内でも会話を

しない、いわゆる距離を確保して行う図書館で

の読書、芸術鑑賞はつけなくていいですよと。

あと体育の授業、運動部の部活などあります。 

 基本的にはマスクをつけなければいけません

けれども、マスクを着用するときと着用しなく

ていいときの区別、今回限定的ですけど厚労省

が明確にしてくれたということです。 

 私はこれをもっと市民に理解していただきた

いと、要は市民にもっと広報していただきたい

ということです。 

 要するに、一部の方がこの緩和に賛同してそ

の行動を取った場合、緩和に賛成しない人たち

に、あの子はマスクをつけてないだとかいうふ

うに非難や中傷をされることがあってはいけな

いと思うんです。例えば、マスクをつけなくて

ランニングしている、散歩している、その方に

対して非難するということはあってはならない。 

 厚労省は緩和を進めているマスク緩和につい

ては、もっと市民に浸透する必要がありますの

で、そういう非難、中傷をされることがないよ

うな広報の仕方、市としてどのように考えてい

るのかお聞きしたいと思います。 

○保健課長（草野浩一）  マスク着用に係る誹

謗中傷の対策につきましてお答えいたします。 

 今回、国が作成した屋外、屋内でのマスク着

用についてのリーフレットを全戸配布等し、周

知を図っていることから、市民の皆様におかれ

ましては、これから夏を迎えることや熱中症予

防対策として、日常生活においてマスクの着用、

非着用の場面を考えた行動の変化が少なからず

生じることと思います。 

 その中において、議員御指摘のとおり、この

日常生活の変化に伴うマスクの着用、非着用で

誹謗中傷があってはならないことでございます。 

 そこで、保健課といたしましては、今後も国

の方針について市民の皆様にあらゆる場面での

周知をするだけでなく、保育所や学校等を所管

する関係課を通じても周知の徹底をお願いする

こととしております。 

 また、持病や体調等によりマスクの着用が困

難な方がおられることや、マスクだけでなく、

新型コロナウイルス感染症に関する差別や偏見、

誹謗中傷が生じることのないよう、改めてＦＭ

放送等を通じて周知を図りたいと考えていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○堀内貴志議員  このマスクの着用、個人の自

覚なんですよね。いわゆる何でこれを推奨する

かというと、要は夏場、熱中症防止の観点から

ということなんですよ。だけど基本的にマスク

をつけなさい、熱中症防止のためにマスクはつ

けなくていいよと。 

 ただ、これに従ってマスクをつけなかった人

に対して、そんな非難するようなことがあって

はならない。このことを注意していただきたい

ということですので、その点はしっかりと進め

ていただきたいと思います。 

 ３回目の質問、ワクチンの４回目が始まりま

した。本市で現在どのように進んでいるのか。

また、今後どのように進めていくのか。 

 そしてワクチンの副反応についてお聞きしま

す。 

 １回目よりも２回目、２回目よりも３回目と

副反応の症状が出る方が多いように感じていま

す。実際、自分自身も２回目より３回目のほう

が癩癩２回目は全然出ませんでしたけれども、

３回目を打ったときには体に倦怠感を感じたと

いうことであります。まあ、年齢的なこともあ
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るかもしれませんが。 

 コロナ禍の中、日常生活の中ではワクチン接

種の有無にかかわらず、様々な事象が偶発的に

発生しています。死亡や急病に至ったという事

象も発生しているのは事実です。 

 ワクチン接種の後に生じた事象、それだけで

ワクチン接種と因果関係があるかどうかという

のは分からないと思います。しかしながら、本

市では副反応の現状について調査し、副反応の

出ている方についてはそれなりの支援をしなけ

ればいけないと思いますが、垂水市ではどのよ

うな対応をしているのかお聞きしたいと思いま

す。 

○保健課長（草野浩一）  ４回目のワクチン接

種につきましてお答えいたします。 

 ４回目接種につきましては、国の通知に基づ

き60歳以上の方、18歳以上で基礎疾患を有する

など、重症化リスクの高い方を対象に、３回目

の接種完了日から５か月経過した方に対し接種

を行うことになっております。 

 本市におきましては、昨年12月末までに３回

目接種を完了した60歳以上の医療従事者に対し、

先月31日から接種券を発送し、接種を今月４日

から開始しております。 

 現在、60歳以上の一般高齢者などに対し、３

回目の接種完了日から５か月を経過する日に合

わせて接種券を順次発送しており、一般高齢者

の接種開始時期につきましては、来月初旬から

市内各医療機関等で接種を受けていただく予定

となっております。 

 国は、４回目接種を受けることにより高い重

症化予防効果が得られるとしていることから、

４回目接種を希望される方ができるだけ早く接

種できるよう、現在関係機関と調整を行ってい

るところでございます。 

 続きまして、ワクチン接種に伴う副反応の現

状につきましてお答えいたします。 

 新型コロナワクチンについては、デルタ株等

に対して発症予防効果等があり、３回目接種に

より低下した発症予防効果や重症化予防効果等

を高める効果があるとされ、４回目接種におい

ては、オミクロン株流行下において高い重症化

予防効果があるとされておりますが、接種後、

副反応として様々な症状が現れることがありま

す。こうした症状の大部分は、接種の翌日を

ピークに発現することが多く、数日以内に回復

していくとされております。 

 この副反応に対し、本市では接種した医師の

判断で接種後15分から30分の間、接種した医療

機関において経過観察を行う体制を取っており

ますが、その後、症状が重い場合や症状が長引

く場合に備えて、接種された方に対処方法をお

伝えすることや、医療機関にすぐに連絡するこ

とを伝えるなどの対応を行っているところでご

ざいます。 

 また、副反応疑いの情報につきましては、接

種した医師や主治医等がワクチン接種後に生じ

る副反応を疑う症状として診断した場合は、接

種した医療機関から独立行政法人医薬品医療機

器総合機構を経由して厚生労働省へ報告され、

厚生労働省の審議会において専門家による評価

が行われた後、結果が公表されるようになって

おります。 

 その公表後、厚生労働省から県を経由して、

当該報告について接種された方の居住市町村に

情報提供される流れとなっております。 

 以上でございます。 

○堀内貴志議員  ４回目のワクチン接種、打つ、

打たないはその本人の意思です、希望です。周

りの状況を見てみますと、副反応が怖いから４

回目は打たないと考えている人も多いというふ

うに聞いております。私個人としては、やはり

感染拡大防止、そして重症化を防ぐためにも４

回目接種は必要だと感じています。 

 市として、この副反応についてしっかりと調

査した上で、そして症状が出た人についてもし
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っかり対応するというようなことを十分説明し

た上で、今後進めていただきたいということを

お願いして、本日の私の質問を終わりたいと思

います。ありがとうございました。 

○議長（川越信男）  ここで、暫時休憩いたし

ます。次は、10時35分から再開いたします。 

     午前10時24分休憩 

 

     午前10時35分開議 

○議長（川越信男）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 次に、２番、森武一議員の質問を許可します。 

   ［森 武一議員登壇］ 

○森 武一議員  議長の許可をいただきました

ので、通告順に質疑いたします。 

 まず、交流人口の経済効果についてというこ

とで、これまで交流人口の増加による経済効果

は、国内宿泊者20人で定住人口の１人分である

と述べ、200万人で2万4,000人分の経済効果が

あると、議会はもとより市民に対しても様々な

ところで説明してきましたが、この考えは現在

も堅持しているのか伺います。 

 次に、日常生活に支障を来している継続的な

治療が必要な子育て世代への支援について伺い

ます。 

 例えば、子育て中のがんと診断された方は、

がんになったからといって子育てがなくなるわ

けではありません。がんと診断されたその日も

治療を続けていく中で、体調が悪い日も診断前

と同じように、今までどおりの子育てが続いて

いきます。子供を育てている世代は働いている

方も多く、私が調べた中では子供の世話をどう

しよう、急な通院時に一時的な預かりをしてく

れる場所があるのだろうか、生活の質を保つこ

とができるのだろうか、仕事との両立は等々、

様々な課題に直面します。特に近くに支えてく

ださる方がいればいいですが、いない方は体調

が悪い中でも御飯を作り、子供の世話をし、家

事をしなければならず、それは大変なものだと

想像します。また体調や病状によっては、仕事

との両立が難しくなり、仕事を辞めざるを得な

い方もいらっしゃると思います。その中でも子

育ては続いていき、当事者の不安も続いていき

ます。 

 私が、この問題に気づいてから、私なりに調

べる限りにおいては、継続的な治療が必要な子

育て世代への支援は議論すら始まっていません。 

 今月の市報にも、仕事と子育ての両立と子育

て世代の経済的負担軽減等サービスの充実が重

点施策であるとも書かれていました。私はこの

ような境遇に立たされた方への支援が必要だと

考えますが、現在ある支援策と執行部の考えを

伺います。 

 次に、不明金について伺います。 

 先ほどの堀内議員の質疑で概要は理解しまし

たが、私はこの件が発生した平成29年12月から

発覚したとされる令和元年５月までの間に日々

の集計、また毎月の集計等で発見できなかった

のか、また発覚自体、残金がマイナスになって

気づいたという体制、そして発覚してから約３

年もの間、なぜ市民に秘密にしてきたのか、執

行部の対応に問題がなかったのか等々、様々な

問題があります。 

 今回特別委員会が設置されましたことから、

特別委員会での論点整理の一つという位置づけ

で質疑いたしたいと思います。 

 まず、事件なのか事故なのか、また不明金を

認識してから、庁内でどのような調査を行った

のか伺います。 

 次に、公民館設置条例と各地区公民館館則と

の関係について伺います。 

 公民館設置条例で各地区公民館に館長及び主

事を置くと規定されており、各地区公民館館則

に館長及び主事の選出方法を規定している地区

もあります。これは法令に照らし合わせたとき

に整合性が取れない状態であり、将来のもめご
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との種と危惧しますが、どのように関係を整理

しているのか伺います。 

 最後に、夢の翼について伺います。 

 各国で、コロナ禍による旅行者の受入れ規制

の緩和が進み、我が国でも段階的に水際対策の

緩和が進み、海外旅行の再開の報道があります。 

 そこで、夢の翼についてですが、丸２年行っ

ておりませんが、私は子供たちに変え難い体験

を与え、可能性を広げる事業であり、１日でも

早く再開をできればと考えますが、再開に向け

てのお考えを伺い１回目の質問といたします。 

○水産商工観光課長（大山 昭）  交流人口

200万人の経済効果の考え方につきまして、お

答えいたします。 

 交流人口につきましては、これまでどおり延

べ人数ではございますが、県の観光統計に基づ

き算出することとし、定住人口につきましては、

県と同様、公表しない対応をしたいと考えてお

ります。 

 なお、道の駅たるみず、道の駅たるみずはま

びら、森の駅たるみずの３つの拠点を中心とし

た交流人口200万人を目指し、経済効果増加に

向けて取り組んでいきたいと考えているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○福祉課長（森永公洋）  日常生活に支障を来

している継続的な治療が必要な子育て世代への

支援策につきまして、お答えいたします。 

 継続的な治療が必要な子育て世帯は、通院治

療をしながら家事や子育てをしなければならず、

大変な思いをされていることとお察しいたしま

す。 

 現状では子育て支援センターでのファミリー

サポートセンター事業による、乳児・幼児の子

供を一時的に預かる支援があります。利用につ

いては、子育て応援券がありますので、その方

の状況に応じて利用されるとよいと考えており

ます。 

 また、子供の保育所等入所などが考えられま

す。現状、幼稚園、保育園、認定こども園等を

利用する３歳から５歳までは保育料は無料です。

ゼロ歳から２歳までの住民税非課税世帯も無料

となっております。子育てについては、このよ

うな支援を利用していただけると考えます。 

 また、本市では、児童福祉法に規定する要保

護児童、要支援児童、特別妊婦等の早期発見や

適切な保護を図り、経済的な支援を行うことを

目的として、垂水市要保護児童対策地域協議会

を設置しております。継続的な治療により日常

生活に支障を来しており、育児や困難な状況に

ある児童や保護者、妊産婦等につきましては、

大隅児童相談所をはじめとした垂水市要保護児

童対策地域協議会の関係機関において情報を共

有し、一時保護、施設入所等措置など必要な支

援を行うことができるものと考えております。 

 経済面においては、治療により仕事が難しく

なり収入が減って心配であるのであれば、最後

のとりででありますが、生活保護の申請をされ

ることも検討されればと考えております。 

 以上でございます。 

○保健課長（草野浩一）  保健課におきまして

は、まず支援を必要とする方の相談窓口を整え

ることが重要と考えております。 

 議員御承知のとおり、現在保健課窓口をはじ

め、子育て世代包括支援センターちゃいたるや、

母子健診時、妊産婦・子育てオンライン相談な

ど、主に保健師での相談対応や寄りそい心の相

談事業における電話、ＬＩＮＥを活用した24時

間での相談を行っており、お寄せいただいた相

談内容に応じて庁内外の関係機関と情報を共有

し、連携を図っております。 

 また、治療が必要な御本人だけでなく、その

御家族におかれましても様々な不安を抱えるこ

ととなります。特に子供は、心のケアが必要と

なりますことから、少しでも寄り添いながら心

のサポートができるよう努めなければならない
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と考えているところでございます。 

 具体的な個別の支援といたしましては、産後

１年未満の産婦及び生後１年未満の乳児等が対

象となる産後ケア事業がございます。産後ケア

事業は医療機関等において日帰りや宿泊で身体

的ケアや心理的ケアなどを受けていただくこと

ができます。今回のように対象者に疾患がある

場合は、その状態に応じ条件はございますが、

産後ケア事業の利用が可能となる場合がござい

ます。 

 また、がん患者に対する支援といたしまして

は、本議会に上程しております造血細胞移植後

ワクチン再接種費用助成事業や、がん患者ウィ

ッグ購入費助成事業を通じて経済的負担の軽減

と治療への支援を行ってまいりたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○総務課長（濵 久志）  不明金につきまして、

事件なのか、事故なのかの認識は、内部調査の

内容につきましてお答えいたします。 

 事務処理のいずれかの段階で、何らかの事故

が起こったのではないかとの観点で調査を行う

とともに、事件性の可能性もあり警察に相談し

ている状況であり、また、現在も警察の捜査中

でありますので、事件なのか事故なのかは、原

因が特定されていない段階ですので、申し上げ

られないところでございます。 

 次に、内部調査の内容でございますが、事件

発覚後、令和元年６月より８月にかけて、関係

業者と関係職員に聞き取りによる面談等を行っ

ております。関係業者へは、契約保証金の領収

書の確認、契約保証金の支払い場所の確認等を

行い、関係職員へは、不明金が発生した日の出

勤状況、当時の公金事務の流れ、当時の記憶等

を確認しましたが、解決には至らなかったとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○社会教育課長（港 耕作）  公民館設置条例

と各地区公民館則との関係につきましてお答え

いたします。 

 議員御指摘のとおり、垂水市公民館設置及び

管理に関する条例では、公民館に館長を置き、

主事及びその他必要な職員を置くことができる

と規定されております。そして主事は令和２年

４月１日から、館長は令和４年４月１日から会

計年度任用職員となり、どちらも公募制となっ

ております。 

 しかしながら、各地区公民館の館則では館長

及び主事について、選出方法を規定している地

区もあることから、公募制になっている市の会

計年度任用職員の制度と地区公民館の館長及び

主事の選出方法が混在している状況にあります。

今後、各地区公民館と地区公民館連絡協議会な

どで協議を行いながら館長及び主事の選出につ

いては、適切に対応することとしております。 

 以上でございます。 

○学校教育課長（今井 誠）  夢の翼事業再開

はいつを目指すのかにつきましてお答えいたし

ます。 

 青少年海外派遣事業、夢の翼は垂水中央中学

校２年生を対象として、外国の文化や歴史、自

然に触れる体験を通して国際感覚を養うととも

に、ふるさと垂水のよさを再確認する機会とす

ること、現地での外国語、英語によるコミュニ

ケーション活動を通して語学力の重要性を知り、

その向上を図ろうとする契機とするとともに、

国際社会で活躍しようとする意識を高める機会

とすることを目的に、平成30年度に市制60周年

を記念して立ち上げた事業でございます。 

 １回目は８月に英語面接と作文の選考試験を

実施し、選ばれた10人を平成31年１月に３泊４

日の日程で中国の香港に派遣しました。 

 生徒たちは現地の中学校を訪問しての授業参

加、中学生との交流、歴史や文化体験などを英

会話により経験したことで、それぞれの生徒が

それ以後の学校生活で明確な目的意識を持ち、
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目標に向かって努力するようになり、学力も向

上するとともに、学校のリーダーとして生徒会

活動等でも活躍してくれたと先生方から伺って

おります。 

 ２回目は、令和２年２月に１回目と同じ訪問

国、日程で実施する予定で派遣生徒10人も選考

し、実施に向けた準備を進めておりましたが、

派遣先の香港で大規模なデモが発生したり、市

民集会を香港警察が強制排除したりするなどの

混乱が発生し、治安悪化の状態が続いておりま

したことから、生徒たちの安全を最優先に考え

派遣を見送る苦渋の判断をいたしました。 

 令和２年度、３年度の派遣につきましては、

新型コロナウイルス感染症が全世界で広がり、

外国への派遣が難しかったことから中止せざる

を得ませんでした。今年度も実施の可能性を検

討しておりますが、日本でも今月10日に外国人

の受入れが始まったばかりであり、現状はまだ

厳しいと考えているところでございます。 

 しかしながら、青少年海外派遣事業は、明日

の垂水市を担う人材の育成に大きく寄与する大

切な事業でございます。事業再開につきまして

は、県内の高等学校等の海外への修学旅行の再

開や各自治体が実施しております青少年の海外

派遣事業の再開などを一つの目安としながらも、

何より派遣する中学生の安全が十分確保できる

ことが保障される派遣国の情勢が確認でき、派

遣する中学生の保護者や中学校の理解を得るこ

とができましたら、その実施時期を決定してま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○森 武一議員  それでは、一問一答方式で進

めさせていただきたいと思います。 

 交流人口の経済効果についてなんですが、今

回、御答弁いただいたところで、県に従い公表

していかないと。まあ私に言わせれば、公表で

きないんじゃないかと思っております。それは

もうその計算方法等考えると、もう公表が難し

いというのは明らかなことだと思っています。

ただ今回、その公表しないっていうことになっ

た場合に、課題になってくるというところが、

今までこの2015年で人口が１万5,000人のとき

に、垂水市の域内総生産っていうのは、576億

円あったと。２万4,000人ということは1.6倍、

約922億円、200万になれば経済効果があるんだ

ということで、南の拠点に土地開発公社、また

ＰＦＩ事業含めて９億円を投資してきたと。ま

た、土地開発公社にしても、議会の議決を経る

ことがない先行取得という形で進めてきた。ま

た様々な観光投資を進めてきている中で費用対

効果等の話がまた大分違ってくると思いますの

で、あの今日はですね、すいません。あの課長

には、本当は質問したかったんですが、ちょっ

と不明金等もありますので、今回も次の課題と

いうことで、ここに関して、私はこういうとこ

ろに問題があると思っていますので、今後また

そういうところを議論していきたいと思ってお

ります。 

 次ですね、日常生活に支障を来している継続

的な治療が必要な子育て世代への支援について

ということで、日常生活に支障を来している継

続的な、お答えいただいた内容としては、現状

の支援として、最後、生活保護、児童相談所に

預けるということだと思っておりますが、様々

な現状のサービスに関しても非課税世帯が対象

であったりとか、様々な課題があると思います。 

 私が、今回の質疑を通してお伝えしたいこと

は、既存の支援の網にかからない方がいるんじ

ゃないかと。既存の網では手を差し伸べること

ができない方がいるのではないかということで、

例えば、今回の質問の内容を市民の方にお話を

させてもらったときに、ある方は、私だったら

毎日３食の御飯の準備を心配するとお話をされ

ていました。またヤングケアラーの観点からも

必要なのではないかというお話がありました。

この御飯については、例えば市で高齢者向けに
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訪問給食サービスの事業を行っていますが、こ

の事業の対象を広げることで、この方がおっし

ゃった不安は解消するのではないかと思ってい

ます。子育て応援券が10枚あるというお話でし

たが、これは１日３時間子育て支援センターに

預けたら、３日分ちょっとにしかありません。

使い切った後、この収入が減っている中で預け

るしかない方、大変不安になられるのでないか

と思います。 

 私が、何を言わんかとすると言うと、支援の

網から漏れた方は支援の網から漏れているから

支援が必要ないということではなくて、支援は

やはり必要だということです。現状はこの部分

への支援についての調査研究すら始まっていな

いと、議論にすら着手できていないということ

だと思います。全て、行政で面倒を見るという

ことは難しいと思います。しかし、まずは調査

研究から始めることが必要だと考えますが、お

考えのほどよろしくお伺いします。 

○福祉課長（森永公洋）  先ほどの答弁で、間

違っていましたので訂正をさせていただきます。 

 効果的な支援を行うことを目的として垂水市

要保護児童対策地域協議会を設置しております

と言わないといけないところ、経済的な支援を

行うということで間違った言い方をいたしまし

た。すいませんでした。 

 それでは、答弁させていただきます。支援の

網にかからない人への支援策につきましてお答

えいたします。 

 継続的な治療が必要な子育て世帯は、通院治

療をしながら家事や子育てをしなければならず、

大変な思いをされていることとお察しします。

先ほどの答弁の一部繰り返しとなりますが、現

状ではファミリーサポートセンター事業による

乳児・幼児の子供を一時的に預かる支援、子供

の保育所等入所などが考えられます。また状況

により、大隅児童相談所と連携した一時保護施

設入所等措置などの支援を行うことができるも

のと考えております。 

 経済面においては、生活保護の申請をされる

ことも検討されればと考えております。 

 しかしながら、森議員から質問をいただいた

こともありますので、まずは大隅地区の４市５

町の支援の状況について調査したいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○森 武一議員  他市の事例を調査をしていた

だけるということで、まずは、その他市の事例

等を含めてしっかり調査していただいて、また

実際どういう方が支援を必要とされているのか

等ですね、なかなかこう先行事例というのが、

私が調べる中では、まあ見つけることも難しか

ったところもありますので、必要性のことを認

識していただいたのであれば、そこはしっかり

と調査をしていただくようお願いし、次に進み

たいと思います。 

 不明金についてということで、先ほどのとこ

ろで警察の調査を待ってからという話だったか

と思います。なのでこれが事件なのか事故なの

か分かっていないということだったかと思うん

ですが、これそうするとですね、何て言えばい

いんですかね。補償金を預かった段階で、ただ

の紛失なのか、故意でなくしたのか、それとも

その事務的なただのミスなのか等、何も分かっ

ていないということなんでしょうか。 

○総務課長（濵 久志）  今、森議員が言われ

たとおり、そこに関しましても警察に捜査をお

願いしているというところです。 

 以上です。 

○森 武一議員  そうすると、もしかしたら事

件ではなくて、ただ記帳漏れ、そして何かの偶

然でお金をなくしてしまったということも考え、

想定し得るということなんですかね。それはや

っぱりおかしいんじゃないかと。御説明いただ

いたところで、そこはなかなか難しい、考え難

いというところだと思いますので、そうすると、
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おのずと原因って絞られてくるということがあ

ると思います。この間、発覚してから、認知し

てから３年ほどたっている中で、自治体の組織

としての自浄作用というところで、調査という

のはしっかりとやって、そこでどうやって対応

していくのかという調査がない限り、次のその

対応策というのが難しくなってくると思うんで

すけど、そこについてはどういうふうにお考え

になっているんでしょうか。 

○総務課長（濵 久志）  今、森議員の御質問、

内部調査のことですね。先ほど、内部調査につ

きましては、関係業者には契約保証金の領収証

の確認であったり、支払い場所の確認等行って

おります。それと関係職員につきましては、発

生したその日にちに対する出勤状況であったり、

公金事務の流れがどういう流れであったのか、

それと当時の記憶もちょっと年数が経過してお

りますので、その担当職員であった方々に記憶

等を確認したというところで内部調査を行いま

したが、解決までには至らなかったというとこ

ろです。 

 この結果として、警察に被害届を提出したと

いう流れでございます。 

 以上です。（発言する者あり） 

○森 武一議員  今ですね、後ろのほうから、

ということは事件じゃないかと。私もそう思う

んです。そうなってきたら事件として、組織と

して対応していくことが必要だったと思うんで

すが、ここに関しては、またここで議論をして

いても平行線になっていくと思うので、次に進

めさせていただきたいと思うんですが、今回、

その日計表、月例検査等ですね、日計表に関し

てはその日の出金または入金、それをその日ま

たは翌日の早い段階で集計をされると思います。 

 月例検査に関しても、その月の出金、入金等

を集計されて、台帳をつけてらっしゃると。こ

れはまあその発生をした段階でもこのような形

で処理をされていたかと思います。一般的に考

えて、月の頭の預金通帳額と、月末の預金通帳

額、その間の台帳の出入金の差から、大体こう

月末の預金通帳額と台帳の数字が合えば、問題

がないというふうに監査等やっていくと思うん

ですが、そのような形にはなっていなかったの

かというのをお伺いしたいと思います。 

○総務課長（濵 久志）  今の森議員の御質問

は、日計表とか例月検査で分からなかったのか

ということでよろしいですかね。 

 当該事案につきましては、会計課で収入処理

を行っていない案件でございます。預り金、市

側の領収書原本の両方とも存在していないとこ

ろでございます。市側の領収書だけがあり、現

金がない場合やその逆の場合などは、会計課で

毎日作成する日計表が合致せず、すぐに認知が

可能となりますが、預かった保証金、市側の領

収書原本の両方とも存在していないため、日計

表も合致していたということでございます。 

 また、例月出納検査時に会計課が提出する歳

計外収支月計総括表では、その他目の契約保証

金には、随時、ほかの工事に係る契約保証金が

預り金として入金されております。 

 事案発生時においては、当月残高がマイナス

とならなかったため、例月出納検査でも認知さ

れなかったと考えられるところでございます。 

 以上です。 

○森 武一議員  日計表のところなんですが、

確かにその預り金を預かった段階においては計

上され、記入をしていないし、見つけることが

難しいというような御説明としたら分かるとこ

ろがあります。ただ預り金を返金した段階です。

預り金を返金した段階で、帳簿と通帳上の金額

というのは、そごが出てくるんじゃないか、こ

れは月計表も同じだと思いますね。そこがなぜ

分からなかったのかという。なので教えていた

だければと思います。 

○総務課長（濵 久志）  今の御質問はバラン

スシートのことでよろしいんでしょうかね。 
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○森 武一議員  いや、違います。 

○総務課長（濵 久志）  それとは違いますか。 

○森 武一議員  月例検査が判明しなかった理

由のところで…… 

○総務課長（濵 久志）  先ほど御説明したと

おり、収入処理を、まずされていなかったと。

収入処理をされていなければ、会計処理として

は、入金があったという数字は上がってきませ

ん。それで当然、支出、入金がなくても、支出

は当然できるわけですので、そこでそごは生じ

ないということになります。 

○森 武一議員  私のその一般的な感覚という

か、普通の感覚として振興会であったり、だか

ら様々な段階で公会計処理をするときに、最初

のお金とその間の収支で残金が出てくると。そ

れが、帳簿と残金が合っていれば問題がないと

いう考え方だと思うんですけど、今回、帳簿と

帳簿処理はちゃんとしているし、しているけど

気づかなかったというのがいまいち分からない

んですね。（発言する者あり）入金がないとい

うところで問題が、帳簿は合ってない話なんで

すけど、ただ帳簿上も出金と入金は同じように

処理をされているわけじゃないですか。そうす

ると、バランスしないんじゃないかというとこ

ろがあるんです。ここに関しては、また改めて

特別委員会のところでさせていただきたいと思

うんですが、ただ、あの現状、その当時でも日

計表、月計表で管理をしていたというところが

あると思うんですが、それでも分からなかった

というところがあると思うんですが。そうする

と私ちょっと疑問があるんですが、今回の件だ

けなんですか。これ、まあ不明金が、要はもう

その帳簿であったりとか、日計表のシステム上

分からないということなわけじゃないですか。

今回の４件だけというところでは、明確に言え

るんでしょうか。 

○総務課長（濵 久志）  ちょっとバランス

シートについて、今ここで答弁させていただき

たいんですけど、結果的にバランスシートに影

響するものですので、バランスシートの歳計外

現金の記載につきましては、流動資産の現金預

金には当該年度末の現金預金の残高を記載しま

す。流動負債の預り金には、当該年度末の歳計

外収支月計総括表の年度末残高を記載すること

となっているところです。 

 当該事案につきましては、会計課で収入処理

を行っていない案件でございます。預り金、市

側の領収書原本の両方とも存在していないとこ

ろでございます。このことから、現金預金は、

契約保証金を含む歳計外現金の収入処理や返還

処理により増減いたします。これに合わせて、

預り金も同様に増減しますので、バランスがと

れているということですので、日計表、例月検

査では、そこは通帳のマイナスが出てこないと

認知ができないということでございます。 

 以上です。 

○森 武一議員  バランスシートのところは、

また、後ほどお伺いしますけど、先ほどの質問、

要は先ほどの日計表、月計表のところでは分か

らないとの御説明だったと思います。そうする

と、ではほかに不正はなかったのかというのが

疑問として上がるんです。そこに関してはもう

ないと言え切るんですか。市長、それはもうな

いということでよろしいんでしょうか。 

○市長（尾脇雅弥）  今、説明したような状況

でありますので、今のところにおいてはないと

（「もっと大きな声でお願いします」の声あ

り）ないということでございます。 

○森 武一議員  今の説明したような形なので

ないというふうに言えるというところだと思う

んですが、それは今の御説明というのは、日計

表、月計表のところでは把握ができないとの説

明だったと思うんです。それがないにつながる

ということは分からないんです。それに関して、

ほかのもうないというところを何か調査であっ

たりとか、調べるということはされたんでしょ
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うか。 

○総務課長（濵 久志）  今の御質問ですが、

事案が発覚したとき、何年か遡って収入の状況

をまず調べました。契約保証金が入っているか

どうかっていうのを全て調べました。それに対

する支出が間違いないかっていうのを全部、突

合かけたところです。そうした結果、その４件

だけが収入がなかったということですので、こ

れ以外はないと認識しております。 

 以上です。 

○森 武一議員  それはその契約保証金という

のは、工事の契約保証金ということですよね。

ほかの保証金に関してはあの台帳等処理されて

いると思うんです。そこに関して調べているの

かというところは大きい課題だと思うんですが、

そこに関してはいかがでしょうか。 

○総務課長（濵 久志）  その他の科目、費目

については、ここではっきり回答できないんで

すが、調べているかどうか、ちょっと後もって

調査をしたいと考えておりますが、契約保証金

については、調査をしておりますので間違いな

いというところでございます。 

○森 武一議員  今回のところ、日程表、月例

検査のところで、見つけることができなかった

と、ここに関してはすごく大きい課題というか

問題点だったかと思っています。今回そのお話

をお伺いする限りにおいては、帳簿の管理、も

う一度整備をしたりとか、調定をしっかりする

であったりとかというお話だったかと思うんで

すが、調定等に関しても法令等でしっかりとそ

の負担額が定まらないと支出することができな

いというふうに書いてあるわけなので、本来で

あればこの発覚する前、事件が起こる前にやっ

ておくべきことだったと私は思っております。

ここに関しては、また特別委員会等でやらせて

いただければと思います。 

 次に、財務書類がバランスをしている理由と

いうところで、先ほど転記をしているというと

ころでバランスをしているんだというお話だっ

たと思うんですが、令和元年までのところで、

バランスしている理由としては、まあなかなか

こうなぜなのかというのは、私はまだちょっと

納得できないところであるんですが。まあそれ

は踏まえた上で、令和元年以降、財務書類等つ

くっていらっしゃるかと思います。それバラン

スシートでバランスしていると、貸借対照表と

いうところで負債と資産というところでバラン

スをするようになっているかと思うんですが、

令和元年度以降もこれバランスしているんです

が、これは問題がないんでしょうか。 

○総務課長（濵 久志）  それにつきましては、

先ほど答弁したとおりです。元年以降もバラン

スシートは、ちゃんとバランスは取れておりま

す。 

 以上です。 

○森 武一議員  すいません。聞こえなかった

ので……。 

○総務課長（濵 久志）  バランスシートはち

ゃんとバランスが取れております。 

○森 武一議員  そうすると、今回書類上、不

明金自体が存在し得ないことになってしまうと

思うんですけど、バランスシートはそこら辺の

資産と負債のところが、バランスが崩れた場合

に、じゃあここにおかしいところがありますよ

ねとかというのが分かるものだと思っているの

で、なってきたときにそれが原理的に分からな

いで、それも計上されないということになって

くると、例えば議会だったりとか、今後、市民

に対してこういう同じような事例が起こったと

きに、まあ気づくきっかけというものが、なか

なか見い出だせないと思うんですけど、そこに

関してはどのようにお考えになりますか。 

○総務課長（濵 久志）  確かに今、森議員が

言われるとおりなんですが、バランスシートに

つきましては、先ほど申し上げたとおりバラン

スはちゃんと取れております。ただ、それを確
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認する一つの材料として、今回発覚後の対策と

して契約保証金については、管理台帳を作成し

て入りと出をちゃんとチェックをかけるように

対策を打っております。ですので、今後、契約

保証金について、こういう事案が発生すること

はないというふうに考えております。 

 以上です。 

○森 武一議員  今、対応策をお話しいただい

たと思うんですけど、ただ今回のその私が質問

したいことというのは、月例検査のところので

す。監査事務局に提出をするところもそうなん

ですが、不正が分かった、不正というか不明金

を認知した後ですね、不明金を認知した後も監

査事務局等から何か課題がありますということ、

今回の４月分ですかね。そこには載っていたん

ですが、問題があるということで１枚書いてあ

りましたが、それ以前に関しては載っていない。

また、その財務書類等にも載っていない。これ

を認知した後に監査事務局等に、言うことが必

要だったと思うんですけど、そこら辺に関して、

市長、どのようにお考えになりますか。 

○市長（尾脇雅弥）  今、森議員から御質問あ

ったことは、私のほうから答弁させていただき

ます。 

 監査委員への報告につきましては、例月出納

検査において、必要な書類、調書資料等を提出

し検査を受けております。議員がお話しされる

ことにつきましては、そのような形でこちらの

ほうとしては、監査報告について、必要な書

類・資料をきちんと提出して検査を受けており

ます。 

 以上です。 

○森 武一議員  今、ちゃんと資料提出してい

るので問題がないとお話しだったと思うんです

けど、ただですね、今総務課長のほうで説明を

いただいたように、これ台帳であったりとか月

例出納帳のところでは、判明しないということ

が分かったわけじゃないですか。執行部として。

分かっていて、監査事務局のほうに提出をした

ら、それは分からないという話だと思うんです

けど、そこに関してこういう不明金が発生して

いますよということを、お伝えすることは必要

だったんじゃないかと思うんですが、その件に

ついて、市長、どのように思いますか。 

○副市長（益山純徳）  森議員の質問に対して

お答えします。 

 先ほど、答弁一部繰り返しになりますが、監

査委員への方につきましては、例月出納検査時

におきまして、必要な調書、資料をきちっと提

出して検査を受けております。 

 以上です。 

○森 武一議員  そうすると、監査のほうで気

づかないから問題がないというところなんです

かね。事務局長すいません。通知をしていない

ので、お答えいただければと思うんですが、そ

こら辺、その通知をしなくても問題はないんで

しょうか。 

○監査事務局長（榎園雅司）  執行部からの問

題点の監査事務局への通知ですが、調べました

ところ、通知をしなければいけないという記載

は見つけられなかったところです。 

 以上です。 

○森 武一議員  どこかに記載がないので不明

金が発生していても通知をしなかったとなって

くると、今回、まあ書類上でもなかなか気づく

ことができない、これは今回の不明金以外にも、

もしかしたら制度上の欠陥として何かあり得る

かもしれないとなってきたときに、執行部とし

ては分かっているけど出さないとなってくると、

我々がこう気づくことができないで、その結果

の監査報告であったりとか月例出納であったり

とかというものの、じゃあそれはどういう書類

になるのか、その信頼性というところが揺らい

でくると思うんですよね。そこに関してしっか

りと市民に対しての説明責任であったりとか、

そこの監査報告への信頼性というのを維持する
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ためには、制度として問題があったというふう

に認識されていたわけじゃないですか。そこに

関しては、しっかりと説明をするべきだったと

思うんですが、市長どう思いますか。 

○市長（尾脇雅弥）  それに関しては、今監査

事務局長からあったように、監査事務局長のほ

うから詳しく説明をさせます。 

○監査事務局長（榎園雅司）  公金管理につき

まして監査事務局のほうから、御説明をいたし

ます。 

 公金管理につきましては例月出納検査を実施

しておりますが、これは現金出納機関の毎月の

事務処理が適法かつ正確に行われているか検討

することでございます。その内容は会計管理者

提出の各種の提出資料によって計数の正確性を

確かめ現金、預金の管理状況が適切であるか否

かを検査し、現金残高を預金通帳や証書により

確認するものでございます。このため通帳の月

末残高と提出書類の提出資料の金額が一致して

いたため例月出納検査における現金出納事務は

的確適正に処理していたと報告をしたところで

ありますが、令和４年４月分の例月出納検査提

出書類において、歳計外収支月計総括表のその

他目の当月残高に負数が記入されていたことか

ら、関係職員にこの件について尋ね状況把握に

努めましたが、警察が捜査中であり、現時点に

おいて詳細が明らかになっていない状況であり

ます。 

 今後、適切な時期に捜査結果を踏まえた事実

関係を、監査委員へ報告するように意見を付し

ました文書を市長、議長宛に提出をしたところ

です。 

 監査委員といたしましては、今後警察の捜査

状況を踏まえつつ、当該不明金について監査を

行うという観点からも、状況に応じた対応を行

うこととしております。 

 また今回の事案を受けて、過去の例月出納検

査提出書類を確認しましたところ、令和４年４

月分の歳計外収支月計総括表と同様に令和２年

４月分の歳計外収支月計総括表の、その他目の

当月残高が負数となっていることが判明をいた

しましたが、令和２年４月分の例月出納検査時

においては、監査委員から特段の指摘はなされ

ておりません。 

 なお、令和元年５月の事案発覚時において提

出された例月出納検査書類の計数には負数は生

じていなかったことを申し添えます。 

 以上でございます。 

○森 武一議員  大分堂々巡りになってきてい

るので、指摘をさせていただければと思うんで

すど、今回、要は執行部としてこれは気づくこ

とが難しいということが分かった上で、監査事

務局のほうには何も言わなかった。書類をちゃ

んと提出しているから問題がないというお話だ

と思うんです。私は、そこにすごく大きい問題

があると思います。これは、もう市民への説明

責任で、今まで二元代表制の下で議会と一緒に

やっていくというお話だったと思います。議会

に対して早急に、これ３年間なぜ説明してこな

かったのかというところにつながってくる話だ

と思うんですけど、この不明金が分からないと

いうことを分かった上で説明をしないというこ

とは、すごく大きい問題だと私は指摘をさせて

いただいて、次の議題ところですね。 

 市長への報告は、いつ誰がどのような報告を

行い、市長からどのような指示があったのかに

ついてお伺いしたいと思います。 

○総務課長（濵 久志）  市長への不明金の報

告につきましてお答えいたします。 

 不明金の判明後、令和元年５月24日に、当時

の副市長と総務課長が状況を報告し、市長より

原因究明と会計処理の見直しを早急に図るよう

に指示があったと聞いております。 

 以上でございます。 

○森 武一議員  原因究明を早急に図るように

と御答弁だったかと思います。 
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 これは、すいません。ちょっと聞き漏らした

んですけど、これは５月22日当日でよろしかっ

たんでしょうか。 

○総務課長（濵 久志）  ５月24日です。 

○森 武一議員  そしたらですね、市長、すい

ません。ここで24日の日に原因究明を図るよう

にというお話だったと思うんですけど、市民へ

の説明、議会への説明については、その際指示

されなかったんでしょうか。なぜ指示をされな

かったのかお伺いさせていただければと思いま

す。 

○市長（尾脇雅弥）  ５月24日に原因究明の会

計書類見直しを早急に図るようにという指示は

いたしました。公表しない理由は、先ほどから

お話をしておりますような事情によって、状況

を見守っていたということでございます。 

○森 武一議員  先ほどからの説明というのは、

警察に被害届を出しているからというお話だっ

たと思うんですが、被害届を出されたのは11月

15日であって５月24日の段階では、まだ被害届

を出されていないというふうに思います。そう

なってきたときに市民への説明責任というもの

は必要だと思うんですが、改めて市長自ら（発

言する者あり）市長で。はい。市長自ら市長説

明するべきだと思うんですが、いかがお考えで

しょうか。 

○市長（尾脇雅弥）  この中身は、先ほど申し

上げたような明確ではないです。人権の問題、

人権侵害、名誉毀損いろいろございますので、

先ほど申し上げたようなプロセスを踏んで、原

因究明、今のところできておりませんので、専

門機関である警察にお願いをして、今現在に至

って、なかなか現状としてもそういう状況、明

確になっていないということでありますので、

先ほど申し上げたような理由で、議会の皆様に

お話をさせていただいて、結果として、この議

会の中でその状況を確認して、また、特別委員

会を設置いただきましたので、その中で、原因

究明と加えて、今後の対策ということを、しっ

かりとやっていきたいというふうに考えており

ます。 

○森 武一議員  まだ原因が明確でもない中で

というお話だと思うんですけど、先ほどの質疑

の中で、ほぼその人為的なものであろうと、犯

罪性が高いであろうということがあるからこそ、

警察に被害届を出されたわけじゃないですか。

それはもう早い段階で分かってらっしゃると。

先ほどちょっと副市長の御答弁の中で、堀内議

員のところで、市民に適正な時期を見て、また

公表させていただきたいというお話だったと思

うんですけど、今回のその一般質問通して、こ

れは執行部として正式に市民に公表したという

スタンスなんでしょうか。それともまだ非公表

というスタンスなんでしょうか。 

○副市長（益山純徳）  森議員の質問に対して

お答えします。 

 先ほど、堀内議員の質問に対しまして、総務

課長が答弁したことを、一部繰り返しになりま

すが、議員が述べられたように、市としては関

係職員の人権侵害、名誉毀損、警察の捜査に支

障があることを理由に、公表しておりませんで

した。しかしながら先般、新聞等に事案の概要

が掲載され、このことで市が公表したことと同

等の影響があるものと考えました。 

 このような状況の変化を踏まえまして、現時

点で分かる正確な情報を答弁という形で公表し

たというものでございます。 

 以上です。 

○森 武一議員  市長、私ですね、市長の広報

力をすごくこう高く評価しているんです。ＦＭ

たるみずであったり、広報誌を通して、市政の

課題であったりとか、現状で今取り組んでいる

課題等、自らお話になっていらっしゃる。そこ

はすごく広報力高いなというふうに思うんです。

今回の件に関しても、しっかりと市民に対して、

現状、こういう不明金が発生していますと。不
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明金が発生していて警察に被害届を出していま

す。被害届を出しているので現状警察の捜査を

見守ってやっていきます、ただそれに関して、

垂水市としてはこういうふうに考えております

等の説明を、市長自らすることが必要だと思う

んですけど、されませんか、どうでしょうか。 

○市長（尾脇雅弥）  基本的には、様々な状況

がございますので、先ほど申し上げたような理

由で、これまで公表しなかったわけでありませ

んけれども、現状を踏まえて、今議会の場でそ

のような形で、今分かることはお話しをしてお

りますので、明確に原因も分かっておりません

ので、当然そこがはっきりすれば、何らかの対

応というのは当然すべきことでありますけれど

も、推察等々で、冒頭繰り返しますけども人権

侵害とか名誉棄損とか、別な問題もありますの

で、そこも十分配慮しなければいけないという

ことでございます。 

○森 武一議員  ちょっと時間がそろそろなく

なり始めているので、最後質問させていただけ

ればと思うんですけど、まぁ今回その事件の可

能性が高いということで警察に被害届を出され

ていると。該当するのを考えたときに、長くて

も７年程度の時効なんじゃないかと思うんです

ね。警察のほうが結論出さなかった場合等、ま

た時効が来た場合、この不明金に関して現状そ

の穴が開いたまんまだと、補痾をしていないと

いうことで穴が開いているというところだと思

うんですが、この不明金をどうしてどういうふ

うに処理をしていくのか、また、警察のほうで

答えが出なかったときに、執行部として、もう

総務課長も４月に移って来られたばかりで、そ

の当時の担当ではないということで責任を取る

方とは、市長ぐらいしかいらっしゃらないと思

うんですけど、そこら辺に関してどのように責

任をとっていくのかということをお伺いできれ

ばと思います。 

○市長（尾脇雅弥）  議員がおっしゃるその責

任の取り方ということですけども、現在警察の

捜査が行われているわけですね。この捜査によ

りまして事業の事案、解明された時点で改めて

私を含めた職員の責任について、議会の議論を

しっかりと踏まえながら考えてまいりたいと考

えているところでございます。 

○森 武一議員  もう時間がないので、先ほど

お答えいただけなかったところで、その結論が

出なかったときにどういうふうに、その補痾を

していくのかということに関してはお答えいた

だけなかったので、また改めて特別委員会等で

できればやっていきたいと思っております。 

 次ですね、公民館の設置条例と各地区公民館

との関係についてということで、今回指摘をさ

せていただいた問題というのは、残っていると、

地区公民館から推薦をされた方、これが館長ま

たは主事を行政側の選考で蹴るということが、

まあ採用しないということが考えられるわけで

す。そうすると行政とその地区との関係性が悪

くなるということも考えられますので、来年度

に間に合うように、これはもう今年度は済んで

いるところですので、来年度に間に合うように

地域の声をしっかりと聞いた上で解決していた

だければと思います。 

 これは、お答えは結構ですので、次の夢の翼

の質問に入らせていただければと思います。 

 この夢の翼に関して、私が高校１年生の頃だ

ったと思っています。垂水市の事業で韓国のほ

うに１週間ホームステイをさせていただいて、

また韓国のほうからも大学生がこちらのほうに

いらっしゃって交流をしたという経験がありま

す。その経験をした後に大学に進学をしてから

韓国語を学び始め、また国際交流サークルであ

ったりとか、また自分自身も留学をしたりとい

うふうに、すごくこういろいろな自分の幅が広

がった。すごく貴重な体験をさせていただいた。

一緒に行った子、大人なので方なんですが、あ

の行った方も現状でも、まだその方と、その当
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時使用させていただいたところにお伺いをして

交流が続いていると。これは子供たちの可能性

をすごくこう広げる、すごく重要な大切な事業

だと思います。教育長、来年やっていくんだと

いうお気持ちを、あと残り少ないところではあ

るんですけど、はい、お伺いしたいと思います。 

○教育長（坂元裕人）  ありがとうございます。 

 青少年海外派遣事業のいわゆる事業効果、あ

るいは教育的にはいいというところから話をさ

せていただきたいと思います。 

 平成30年度に行った子供たちが実は今、高校

３年生なんですよ。まあ、よく成長しています

ね。当時はそんなに、いわゆる学歴の高い子供

たちじゃなかったんですけれども、実は、夢の

翼派遣事業、行ってからその該当の子供を始め、

その学年の子供まで英語のいわゆる受験率、英

語検定の受験率、合格率ナンバーワンなんです

ね。ということ、それぐらいやはり効果がある、

インパクトがあったというわけですね。我々が

非常にあのとき心したのは、行った子供たちだ

けの得ではなくて、それをどう広げるかという

ところを考えたところでございます。様々派遣

の理由、あるいは教育的意義というのはあると

思うんですけど、今も議員がおっしゃったこと

とも関連しますけれども、やっぱり広い視野を

持つそういうきっかけになりますね。 

 もう一つは、若いうちの異文化体験、この重

要性。それがまさにこう未来を開くという、可

能性広げるという、おっしゃったことと同様で

ございます。 

 それとやはり過去行った子供たちを見ており

ますと、大きく変わっていくきっかけになると

いうことですね。 

 そして４点目は、やはり大きな夢を持って自

信につながると。こういうことからやはり私は、

今後もこの事業は継続すべきだというふうに思

っております。子供たちのために継続するべき

だと思っております。 

 あと、様々あるんですけれども、色々とこう

海外とつながる方法として、今オンライン等も

ございますね。もし、まだ海外への道が難しい

というのであれば、オンラインという方法で、

まずはいろんな国の子供たちとつながっていけ

ればなあということも、今、実は構想している

んです。相手様方からも、実はそういう話も伺

っているんですね。そういうところで、今本市

が進めておりますＧＩＧＡスクールとも絡めて

海外の子供とのそういう交流から始めて、そし

てまた対面型の現地に赴いての交流ができれば

いいなと思っております。 

 いずれにせよ、今後もこの事業は非常に子供

にとって意義のある事業でございますので、ぜ

ひぜひ今年度、もし可能なら行きたいと思いま

すし、来年以降できれば、ぜひぜひ行きたいと

思っております。 

 以上でございます。 

○森 武一議員  今、教育長のほうでお答えい

ただいた、私としてもすごくこう本当に続けて

いってほしいという事業だと思ってます。 

 また先ほどのＧＩＧＡスクールのところでも、

ＧＩＧＡスクールともすごく相性がいいんじゃ

ないかと思っています。ＧＩＧＡスクールで遠

隔通信での事業、交流を重ねていって、最後に

その交流を続けていった方、子供たちと会うと。

これはすごくこうその当地のことをしっかり学

べるであったりとか、代え難い経験になってい

くと思いますんで、しっかりと続けていくとい

うことでやっていただければと思います。 

 これで質問を終わらせていただきたいと思い

ます。ありがとうございます。 

○議長（川越信男）  次に、５番、梅木勇議員

の質問を許可します。 

   ［梅木 勇議員登壇］ 

○梅木 勇議員  お疲れさまです。新型コロナ

ウイルス感染が全国的に継続発生している状況

の中、新聞を見ますと鹿児島県関係では、我が
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垂水市も毎日のように１人から複数の発生数字

が掲載され、数字のない日はまれのようであり

ますが、新型コロナウイルス感染が発生した当

初の頃から見れば、緊張感や警戒感が薄れてき

たように感じます。 

 私の住んでいる市木地区では、４月20日から

通称三森の水場で５月下旬まで、ひと月以上蛍

が飛び楽しんだところです。これは10年ほど前

から有志グループが繁殖に取り組んだもので、

昨年の飛んだ状況と今年の状況から確実に自然

繁殖につながったと確信したところです。話を

聞き、地区外から見に来た人たちもありました。

５月８日には農道等の草払い作業を行い、美化

清掃、通行状況の向上が図られたところです。 

 梅雨となり数日前から雨がしとしと降り続き、

梅雨特有の天候となってまいりましたが、田ん

ぼの大型ハウスではサヤインゲンの収穫が終わ

り、その後ゴーヤの収穫が続いていますが、他

の田んぼでは田植えはほぼ終わってきました。

秋の豊作を願うところです。 

 畑では獣害の被害があり、最近は時期的にイ

ノシシの被害がひどく、畑をはじめ土手、農道

の路肩などところ構わずほじくり返し、元に戻

すのに途方にくれるところもあります。市木地

区の近況をお話ししましたが、当局の皆様には

これからも当地区の持続活性化に御協力をいた

だきますようお願いいたします。 

 それでは議長の許可いただきましたので、さ

きに通告しておりました質問に入らせていただ

きますので、御答弁よろしくお願いいたします。 

 まず、１問目、防災について質問いたします。 

 鹿児島地方気象台は今月の11日、九州南部が

梅雨入りしたと見られると発表した。平年より

12日、観測史上２番目に早かった昨年の５月11

日より１か月遅いと６月12日の新聞にありまし

た。大雨や集中豪雨、台風が発生し、接近して

被害や災害の起こる時期となりました。 

 今議会開会日の市長の諸般報告では、５月24

日、県や関係機関と合同の防災点検を行った。

５月27日から28日は水之上地区で児童や地元住

民なども参加した防災訓練を行ったとの報告が

ありましたが、国では昨年、災害対策基本法等

の一部が改正され、令和３年５月20日施行され

ました。 

 改正内容として災害時における円滑、迅速な

避難の確保として１点目に避難勧告指示の一本

化など、本来避難すべき避難勧告のタイミング

で避難せず逃げ遅れにより被災するものが多数

発生。避難勧告と指示の違いも十分に理解され

ていないという課題を、対応として避難勧告指

示を一本化し、従来の勧告の段階から避難指示

を行うこととし、避難情報のあり方を包括的に

見直した。 

 ２点目に個別避難計画の作成。 

 平成25年に作成義務化された避難行動要支援

者名簿は、約99％の市町村において作成される

など普及が進んだものの、いまだ災害により多

くの高齢者が被害を受けており、避難の実効性

の確保が課題であると。対応として避難行動要

支援者の円滑かつ迅速な避難を図る観点から個

別避難計画について市町村に作成努力義務化さ

れたと内閣府の資料にあります。 

 そこで１点目。大雨や台風時等に避難指示が

発令され、避難をしなければならないとき、１

人では避難が困難な要配慮者避難支援について

伺います。 

 今年度の予算に要配慮者個別計画作成支援業

務委託費が251万9,000円計上されており、事業

概要として自主防災組織単位でのワークショッ

プで個別計画策定対象者の絞り込み、計画作成

のための調査となっており、３月議会でも質問

したところ年度が変わり次第、委託契約をする

という答弁であったが、委託契約がなされたの

か。なされておれば業者名や事業開始時期など

内容をお聞かせください。 

 次に、市道元垂水原田線の工事について質問
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いたします。 

 国道220号線元垂水から下市木、中市木、上

市木、野久妻、田上を通り、上原田、南方神社

までの市道が元垂水原田線となっていますが、

これらの地域にとっては生活産業道路として欠

かせない重要な道路であります。この道路の改

良工事が地域の要望によって、まず南方神社か

ら野久妻までの工事が始まり、この区間の改良

工事が終わり、その後、元垂水から上市木まで

の区間の改良工事が始まりました。まだ水迫市

長のときでありましたが、そのときの計画では

確か５年で終了する計画であると記憶しており

ます。 

 工事は元垂水から始まり、上市木まで延長さ

れていく工事でありますが、工事年数がかかっ

ていることから上市木などから我々のところの

工事はいつになるのかとの声を受け、工事を２

工区に分割し、上市木側からも改良工事が行わ

れてきたところですが、今年はこの元垂水原田

線について数箇所の工事計画があるようですが、

工事箇所と概要を伺います。 

 以上で１回目の質問を終わります。 

○総務課長（濵 久志）  業務委託はにつきま

してお答えいたします。 

 本取組は、災害時における迅速な避難誘導及

び安否確認等を行う前提となる個別支援計画の

作成支援を、専門性を有する事業者に委託する

もので、令和４年度の新規事業として取り組む

ものでございます。これにより計画作成を加速

しようとするものでございます。 

 契約については、既に締結済みでございます

が、本年４月１日から令和５年３月31日までの

１年間としております。 

 契約の相手方であります受託事業者につきま

しては、特定非営利活動法人アユダールでござ

います。４月以降受託事業者と総務課との間で

複数回の打合せを行ったほか、契約上で定めま

した仕様書に基づき、６月以降取組が先行して

いる牛根の３校区において、ワークショップを

３回実施しております。 

 ワークショップにおいては、自主防災組織を

はじめとした地域の方々とともに課題等を出し

合いながら、避難行動要支援者に対する円滑な

避難誘導や救護方法など、要支援者ごとの対策

を検討し、その結果を基に、今後要支援者が自

ら作成する個別計画について、受託事業者であ

るアユダールが支援を行うこととしております。 

 以上でございます。 

○土木課長（東 弘幸）  元垂水原田線の今年

度の工事箇所につきましてお答えいたします。 

 本年度予定しております元垂水原田線に関す

る工事は３か所ございます。 

 １か所目は、社会資本整備総合交付金を活用

し、継続して実施しております元垂水原田線の

改良工事。 

 ２か所目は、大字田神地内の田上地区で発生

しました、令和４年災害の地すべり災害復旧工

事。 

 ３か所目は、地すべり災害に隣接する平成28

年度に崩れました山腹につきまして、防災工事

を実施するための測量設計業務となっておりま

す。 

 なお、３か所目の防災工事につきましては、

設計が完了次第、工事を発注する予定としてお

ります。 

 以上でございます。 

○梅木 勇議員  それでは、２回目以降一問一

答式でお願いいたします。 

 １回目の防災について総務課長から答弁をい

ただきましたけれども、４月１日から、もう業

者に委託して契約をして、来年の３月31日まで

が契約期間だというようなことでありましたけ

れど、今現在、答弁では牛根地区の３防災組織

でワークショップを３回ほど行っているという

ようなことですけれども。この１年間に垂水市

全体をこの事業はされていくと思うんですけれ
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ども、今回は、今現在まで牛根地区だというよ

うなことということですけれども、この事業が

垂水市内全域、この事業で行うには、どのぐら

いの期間を見ているのか、お聞かせください。 

○総務課長（濵 久志）  本年度につきまして

は、牛根３地区の実施計画をする予定でござい

ます。あと、ほかの地区につきましては、状況

見ながらになりますが、４年間ぐらいをめどに

策定を完了しようと、今、計画しているところ

でございます。 

 以上です。 

○梅木 勇議員  ４年間で、市内全体でこの事

業を進めていくということですけど、今年はと

りあえず最初の年で牛根地区の３地区をという

ことですけれども、この契約期間は来年３月ま

での１年間ということで、この３地区だけでも

う具体的にワークショップを行うということで

すけれども、もうちょっと踏み込んだこの事業

の取組といいますか、それぞれの自主防災組織

で関係者の方々が集まってワークショップをし

ていくと。それを何回も繰り返しながら、最終

的には目的である１人１人の個別計画を作成し

ていくというのが目標でしょうけれども、もう

ちょっと具体的に、この１年間かけて牛根地区

でやっていくということですけれども、もうち

ょっと具体的にお聞かせいただきます。 

○総務課長（濵 久志）  個別計画につきまし

てお答えします。 

 個別計画の内容ですが、発災時に避難支援を

行う者や、本人の状態に応じた避難支援上の留

意点、補助具や医薬品などの持ち出し品などを

記載することとしております。また支援を受け

られる本人と具体的な避難支援等の方法につい

て打合せを行う必要がございます。受託事業者

が対象者本人を訪問することとしております。

なお、計画には当然個人情報が含まれますので、

対象者本人の同意が必要になることとなります。

今後、個別支援計画作成推進業務委託事業を活

用しまして、要支援者の個別計画の作成に取り

組むことで実効性のある避難支援等がなされる

ように努めてまいりたいと考えております。 

 このようなことから、１人の個別計画を作成

するのに結構時間が要するということですので、

単年度で全地区を完了することはちょっと想定

していないというところです。 

 以上です。 

○梅木 勇議員  この質問については先ほども

申しましたように、今年の３月議会でも質問し

ているところですけれども、その時点で令和２

年度末時点で、要配慮者避難支援名簿登録者が

518人、それともう既に個別計画ができている

のが61名というようなふうになっておりますけ

ど、ただ今の、私はこの個別作成を、どこで誰

が関わっていくのかということを聞きたかった

んですけど、ただ今の答弁の中で支援を受ける

本人そのものが作成をすると。そして今回、契

約によって事業を受けた業者が本人宅まで行っ

て、聞き取りとか話をしながらこの計画書を作

っているということで理解しましたけど、それ

でよろしいんでしょうか。そういう関係者も交

えて、その地域の。 

○総務課長（濵 久志）  梅木議員が今申され

たとおり、なかなか高齢者が対象ですので、御

自身で個別計画を作成というのは、なかなか難

しいところもございますので、受託事業者が自

宅に伺いまして計画の作成の支援をするという

事業でございます。 

 以上です。 

○梅木 勇議員  大体作成の仕方というのがど

ういうふうになるんだろうかなと思い入れが強

かったんですけれども、今の説明等でもですね、

はっきりと受け入れることができました。そう

しますと、この計画書にはどのような情報が記

載されるのか、そこ辺りをお聞かせいただきた

い。 

○総務課長（濵 久志）  先ほど答弁しました
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ほかに、後方支援計画の計画個表という帳票が

ございます。この中に支援者の連絡先とか、例

えば民生委員であったり、ケアマネジャーであ

ったり、地域の支援者。地域の支援者というの

は、主に自主防災組織の方々ということにはな

りますが、その方の名前であったり連絡先であ

ったり、その個人の方々を支援する全ての情報

が入れ込まれる帳票がございます。 

 それと、この帳票個別個表の中には、本人の

同意書も同時に入っておりますので、この様式

で全て賄えるということになっております。 

 以上です。 

○梅木 勇議員  個別計画書の中には、避難先

あるいは支援者、そういうのが記載されるよう

ですけれども、この支援をする支援者も個別ご

とに記載されるということですけれども、この

支援者は、例えばこの支援については、避難支

援の個別計画では具体的に避難を支援する人を

決めることとしていますが、支援者はあくまで

も善意と地域の助け合いにより支援を行っても

らうものであり、災害時に支援ができなかった

り事故等が発生したりしても責任を伴うもので

はありませんとあります。そうすると別に支援

者になっているけれども、この避難指示が出さ

れた段階で支援をしなければならない人のとこ

ろに行けなかったと。それでも責任は問いませ

んよということですけれども、そういうふうに

考えていくと、この支援者の要支援者に対して、

１人だけではちょっとどうかと思うんですよ。

だから個別計画の支援者はですね、複数の記載

が必要ではないかとこういうふうに思いますけ

ど、そこ辺りも加味されて、この計画書は作ら

れるだろうと思いますけれども、そこ辺りの対

応と、もしこの支援をする方々が支援活動中に

けがなど負傷した場合は、この支援者に対する

対応というのはどうなっているのかをお聞かせ

ください。 

○総務課長（濵 久志）  今議員が申された要

支援者に対するけが等した場合の…… 

○梅木 勇議員  支援者が支援中に、転んでけ

がをしたとかそういう事故等が起こった場合の

支援者に対する補償等は何かあるのかと…… 

○総務課長（濵 久志）  先日、あの新聞報道

でもございました避難支援者保険というのが掲

載されました。これはあの民間の損保会社が本

年６月から自治体向けに販売されるということ

の記事でございました。 

 当該保険の被保険者は、個別支援計画の支援

者や地区防災計画に基づき、災害時に避難支援

に従事する役割が決まっている方が対象になる

保険のようでございます。本市におきましても、

本保険に加入することにより、現在取り組んで

おります個別計画の作成推進や自主防災組織の

活動推進を図る上でも、市民の方々の活動参加

を後押しする環境をつくることができるのでは

ないかと考えております。今度、損保会社から

資料を取り寄せるなどしまして、補償内容や費

用面など調査を行うとともに、他市の状況等も

踏まえ検討してまいりたいと考えているところ

です。 

 以上です。 

○梅木 勇議員  今現在、市民課の相談係が窓

口になっております、例えばあの振興会で地域

の草払い、美化活動なんかをした場合には、そ

ういう活動中に負傷をした場合は、今私が申し

上げた相談係が窓口になっている通称ボランテ

ィア保険というのがありますよね。そういうこ

とで振興会の活動、いろいろな団体の活動は、

そのボランティア保険でそういうことが起こっ

た場合は対応しているということなんですけど

も、市民活動賠償傷害補償制度取扱要綱という

のが制定されておりまして、その第１条により

ますと、市内の市民活動における市民団体及び

代表者等が過失により参加者または第三者の身

体、財物及び保管物に損害を与え、法律上の賠

償責任を負う場合における賠償責任補償及び代
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表者等又は参加者が市民活動中に負傷し又は死

亡した場合における傷害補償について必要な事

項を定め、もって市民活動の振興を図るととも

に市民参加による明るいまちづくりを推進する

ことを目的とするとうたわれておりますが、こ

の今言っている避難に対する支援者の行動も全

くこれと同様だと私は思うわけです。それで今

現在あるこのボランティア保険を適用すること

はできないのか、この活動が。 

○総務課長（濵 久志）  ボランティア保険に

つきましては、相談係とちょっと協議もしたと

ころですが、まず、日にちを特定する必要がご

ざいます。いついつボランティアをしますので

ということで、保険をかけると。今回、災害に

つきましてはいつ災害が起こるか分からない状

況でございますので、このボランティア保険に

は、現時点では該当はしないんじゃないかとい

う認識でおります。先ほど説明した損保会社が

新たに保険を作りましたので、これにつきまし

ても、今、損保会社と連絡等をとって、どのよ

うな補償内容なのかという確認を取っている段

階ですので、今この場で、どういう保険だとい

うことはちょっと説明できませんが、前向きに

そちらのほうを支援者のために必要なものだと

考えておりますので、検討してまいりたいと考

えています。 

 以上です。 

○梅木 勇議員  今、私が申し上げたボランテ

ィア保険ではちょっと該当しないんじゃないか

というようなことですので、それで今、課長が

言われますこの新たな保険が、損保会社が保険

をつくったということですけれど、これについ

て、私もこの記事は読んでおります。それで、

今申し上げたとおりに、現在のボランティア保

険が該当しないのであれば早めに、今、課長が

答弁されましたけれども、調査研究をしてこの

支援者は安心して活動できるように早めにこう

いう保険の導入をしていただきたいとお願いし

ます。 

 これでこの件については終わります。 

 次に、市木地区の急傾斜地・治山等災害復旧

対策、城山地区についてでありますが、下市木

自治公民館前南の急傾斜地等は、平成28年台風

16号により起きた山崩れ災害は発生から５年が

過ぎました。昨年６月議会でも復旧取組状況を

質問いたしましたが、その後について質問いた

します。 

 昨年の土木課長の答弁では、平成31年度に予

備調査を経て事業認可され、令和２年度に測量

及び実施設計が完了しており、大隅地域振興局

から提供された城山地区急傾斜地崩壊対策事業

計画書では、事業目的についてシラス層からな

る崖高72メートル、傾斜度30度の急斜面で、斜

面下部に隣接した人家10戸が危険な状態にある

ことから、ハード対策を行い、人命の保護及び

警戒避難体制の確保を図ることとなっておりま

す。 

 事業の実施計画は令和２年度から７年度であ

り、本年度より着手するようでございますとな

っていますが、その後現場では工事が始まった

状況はないことから、昨年の11月末頃、土木課

長に工事の発注等を問い合わせたところ、12月

に対象人家に工事の説明をするようにしている

とのことだったので、その旨要望書に署名され

た人家の方々に伝えたところですが、いまだ説

明や工事が始まる様子が見えず、工事説明のこ

とを伝えた方々には申し訳ない気持ちでいると

ころです。年度も変わりましたが、説明や工事

開始はどうなっているのか。令和３年度の工事

予算は不要額とされたのか、繰越しがなされた

のかお聞かせください。 

○土木課長（東 弘幸）  急傾斜地崩壊対策工

事城山地区につきましてお答えをいたします。 

 お尋ねの城山地区につきましては、昨年６月

議会において梅木議員により、これまでの取り

組み状況や復旧計画についての御質問を受け、
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その中で令和３年度中に工事に着手する旨の答

弁をいたしました。 

 その後の進捗につきまして、振興局へ問い合

わせましたところ、工事費については昨年度の

予算を繰り越しており、また現在、用地交渉を

行っているとのことでございました。 

 地元の皆様におかれましては、早期の着手を

期待されておられたと思いますので、私どもと

いたしましても振興局と連絡を密にして協力し

てまいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○梅木 勇議員  昨年度の工事予算は今年度に

繰り越されたというようなことですけれど、改

めて今年４年度の計画、今は昨年度工事予定の

ところと合わせて、また新たな今年度の予算が

出て、それと合わせて工事がなされるんだろう

と思いますけど、工事計画を聞かせてください。 

○土木課長（東 弘幸）  今後の城山地区の計

画につきましてお答えいたします。 

 先ほど工事費用を繰り越していましたという

ことを申しましたが、用地交渉が整い次第、早

急に工事を発注したいという連絡を受けており

まして、大隅地域振興局からの情報でございま

すけども、令和２年度に現地調査及び測量設計

を行っておりますが、工事につきましては着手

してから５か年での完成を予定しているとのこ

とでございました。 

 以上でございます。 

○梅木 勇議員  ありがとうございます。それ

で工事に先立って、昨年そういう関係者に、関

係住民の皆さんに説明をするという言葉もあり

ましたけれども、この説明を工事の着手する前

までに必ず地域の皆さんに説明をしていただき

たいと思いますがどうですか。 

○土木課長（東 弘幸）  その説明会について

もちょっと問合せをしました。ただコロナ禍の

状況でございましたので、なかなか説明会とい

うのができなかったということでございます。

今後についてもその状況を見ながら、判断して

いくということになっているようでございます。 

 以上でございます。 

○梅木 勇議員  ありがとうございます。 

 次に、またこの場所は治山でも工事を行わな

ければならないというようなふうになってるよ

うですけれども、これに先ほども申しましたよ

うに、これも絡めて昨年の６月議会で質問して

おりますけども、当時の農林課長の答弁では、

この崩壊箇所は急傾斜特別警戒区域の西側一部

が保安林に指定されていたので、鹿児島県へ治

山事業の要望を行っており、保安林内は治山工

事、保安林以外は急傾斜地崩壊対策工事で実施

する旨、確認されている。保安林内は来年度よ

り林地荒廃防止事業で測量設計工事と順次実施

していく計画予定となっていると答弁されてお

りますが、その後についてお聞かせください。 

○農林課長（森 秀和）  その後の進捗状況に

つきましてお答えします。 

 要望箇所は、急傾斜特別警戒区域や一部が保

安林に指定されており、調整・協議に時間を要

しましたが、令和４年度に市木花子地区の林地

荒廃防止事業が採択され、これから測量設計・

工事と順次実施されていきます。 

 以上でございます。 

○梅木 勇議員  ありがとうございます。 

 こっちのほうにつきましては、計画予定どお

りのようですのでよろしくお願いいたします。 

 次に、要望箇所の進捗状況を伺います。 

 土砂崩れや山崩れのおそれのある急傾斜地対

策の要望が出されている中市木と令和２年７月

豪雨により山崩れした元垂水北迫地区の治山要

望箇所の推進状況をお聞かせください。 

○土木課長（東 弘幸）  中市木地区の推進状

況につきましてお答えいたします。 

 昨年６月議会でも同様の御質問をいただいて

おりますが、平成27年２月23日付で要望書を大

隅地域振興局建設部長宛提出いたしましたが、
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地権者１名の同意を得られておらず、引き続き

用地交渉を行う旨の答弁をしております。 

 本年度新規事業として中市木地区の測量設計

業務が決定し、いよいよ事業が開始されますが、

残り１名の地権者につきましては、先日、梅木

議員が自ら訪れ同意をもらったということでご

ざいました。感謝申し上げます。 

 以上でございます。 

○農林課長（森 秀和）  要望箇所の推進状況

につきましてお答えいたします。 

 御質問の北迫川北側の市木北迫地区は、令和

２年の梅雨前線豪雨で山腹が崩壊し、鹿児島県

へ治山事業の要望を行っておりました。 

 この要望箇所は山腹が崩壊し、人家のすぐ裏

を土砂が流れ出ており、早急な復旧を望まれて

おりました。災害復旧要望も多く、御希望の早

期着手に至っておりませんでしたが、今回事業

採択を受け、令和５年度より林地荒廃防止事業

で実施することとなっております。 

 以上でございます。 

○梅木 勇議員  ありがとうございます。 

 中市木は今年度から、北迫地区は５年度から

事業が始められるようでございます。 

 地域の皆さんには朗報となります。誠にあり

がとうございます。 

 次に、城山団地への入り口付近、道路北側の

急傾斜地の枯れ松について伺います。 

 現場は崖が高くそびえ、側面にコンクリート

が吹き付けられ、急傾斜地崩壊対策が行われて

います。崖の最上部には松の木等が生えており、

松が何本か枯れて小枝の飛散や倒木したりして、

１本は根元付近から折れたようで、かなり大き

く１本のままコンクリート吹付した崖の２段目

に落ち引っかかった状態で、下の路上に落ちる

まではかなりの高さがあります。強風が吹いて

落下すれば付近を通行する人や車両の事故につ

ながり、さらには家屋に落下するおそれがある

状態となっています。付近の方から危ないから

市役所の相談係に行ったとの話がありました。

相談係に行き、どの課に連絡したのかと聞いた

ところ、土木課へ連絡したとのことでありまし

たので、土木課へ行きましたら北方議員からも

枯れ松の撤去要望がなされており、急傾斜地の

ため県に連絡したところ、県が対応することと

なっているとのことでありましたが県の対応を

お聞かせください。 

○土木課長（東 弘幸）  城山団地入口の枯松

の伐採につきましてお答えいたします。 

 当箇所は既に完成している急傾斜内であり、

大隅地域振興局の河川港湾課へ要望し、現地で

立ち会った結果、枯れた松につきましては早急

に伐採を実施するとのことでございました。 

 また、枯れていないほかの松につきましても、

完成時の写真を確認したところ、完成後自然に

根付いた松であることから、今後伐採すること

を検討するとの回答いただいております。 

 以上でございます。 

○梅木 勇議員  ありがとうございます。この

件につきましては桜島の溶岩に生えている松が

ここ一、二年急激に枯れ始めております。城山

団地の松も枯れ始めて、今回のような倒木する

状況になったものと考えます。まだ枯れていな

い松も近いうちに枯れるのではと思うところで

す。松の木の切り株は他の木と比べ腐りが早く、

腐った根が穴となって松が流れ込み、土砂崩れ

につながりやすいと言われております。ただい

ま課長も答弁されましたけれども、今回の対策

で枯れている松ばかりではなく、現在枯れてい

ない松も伐採するということですので非常にあ

りがたいことだと思いますので（発言する者あ

り）（笑声）伐採されるよう改めて要望いたし

ます。ありがとうございます。 

 次に、市道元垂水原田線の工事について２回

目の質問をいたします。 

 １回目で今年度の工事箇所と概要を聞き、こ

の路線の安全環境が整備されて、地域の安全安
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心の貢献につながるようであります。 

 そこで道路改良事業についてでありますが、

１回目でも申しましたが、この道路改良工事は

水迫市長のときから始まり現在まできています

が、工事の終わった道路は、用水路と排水路も

整備され、蓋がされており、幅が広がり、道路

環境が高まり、通行の利便性が向上し、改良事

業の成果をつくづく実感しております。工事は

これまで元垂水から下市木３区までと上市木地

域は終わり、この工事計画期間も終盤になって

きたと認識しておりますが、今年の工事計画を

お聞かせください。 

○土木課長（東 弘幸）  元垂水原田線の改良

工事につきましてお答えいたします。 

 先ほど、議員からございましたとおり、元垂

水原田線は元垂水を起点とし上原田を終点とす

る全長7,350メートルの１級市道でございます。

１期工事につきましては終点から開始され、平

成23年度に野久妻地区までの改良を既に終えて

おります。同年に元垂水から上市木の中間部ま

での延長約2,800メーターを２期工事として計

画し、平成24年度より改良工事に着手しており

ます。昨年度までの改良率につきましては、計

画延長2,800メートルのうち2,066メートルが完

成しておりますので改良率は74％となっており、

国費の割当額にもよりますが、本年度を含め４

年ほどで完成する見込みでございます。本年度

も昨年同様２工区の発注を計画しており、発注

時期につきましては８月中旬から９月上旬頃を

予定しております。 

 ２期工事の残りの区間につきましても、幅員

が狭く舗装の状況も劣化しているため、御利用

される皆様が快適な通行ができるよう、早期の

完成に努めてまいります。 

 以上でございます。 

○梅木 勇議員  あとは、残りはあと４年ぐら

いで計画的に完了するということですよね。は

い、ありがとうございます。計画どおりに進捗

し、予定どおりの工事期間が終わるようでござ

いますので、頑張っていただきたいと思います。 

 これで、私の質問を終わります。ありがとう

ございました。 

○議長（川越信男）  ここで、暫時休憩いたし

ます。 

 次は、13時30分から再開いたします。 

     午後０時18分休憩 

 

     午後１時30分開議 

○議長（川越信男）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 ここで、教育長より発言の申出がありますの

で許可します。 

○教育長（坂元裕人）  先ほど森議員からお尋

ねの夢の翼の私の回答の中に、不適切な学力に

関する表現がございましたので、当該の学年の

学力が向上したというふうに訂正させていただ

きたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（川越信男）  次に、３番、前田隆議員

の質問を許可します。 

   ［前田 隆議員登壇］ 

○前田 隆議員  お疲れさまです。本日４番手

となります。午前中の一般質問では契約保証金

の問題が取り上げられております。また、議会

では市民の負託に応えるべく、真相解明と再発

防止等を目的に、契約保証金検査特別委員会を

設置いたしました。市当局にはこの問題が早く

解決するよう、警察への協力はもとより、議会

への情報提供や説明をきちんとしていただくよ

う要望しておきます。 

 それから、現在ウクライナでは、ロシアの軍

事侵攻で連日悲惨な報道がなされております。

無益な戦争が早く終わり、ウクライナに平和が

戻ることを祈りたいと思います。 

 また、我が国周辺にも北朝鮮など、軍事的脅

威が存在します。平和を維持するためには平和

外交に努めることは肝要ですが、国防を強化し
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抑止力を高めることも必要だと感じております。 

 それでは、議長の許可を頂きましたので、早

速質問に入っていきます。答弁をよろしくお願

いいたします。 

 １番目の個人情報保護条例の見直しについて。 

 デジタル改革関連法に盛り込まれた個人情報

保護法改正により、全ての自治体に国の機関と

同じ法制度が適用されることになり、2023年３

月までに個人情報保護条例の見直しが求められ

ています。 

 改正の最大の特徴は、官民に適用される法律

が一元化される点であります。今回はこのよう

なことから、１点目、国の法律に一元化される

個人情報保護条例のガイドラインに対し、本市

の条例見直しはどのような項目を準備、検討し

進めているか。提出はいつか伺います。 

 次に、２点目の本市のＤＸ推進について。 

 政府はデジタル田園都市国家構想実現に向け

て、官民挙げて取組を強化推進しております。

デジタル社会の目指す姿は、地方にあっては地

域の暮らしの向上、産業の活性化、持続可能な

社会の実現、幸福度の増大など、デジタル技術

の実装で地方が抱える問題を解決し、デジタル

化の恩恵をみんなが享受する社会であります。

その実現に向け、全国の自治体も取組を推進し

強化しております。 

 本市もＤＸ推進については、今年度、コンビ

ニ交付事業や議事録作成支援システム事業など

準備されておられます。 

 今回はその中の１つ、ＬＩＮＥアプリを活用

した事業の取組について、まず１点目伺います。 

 ＬＩＮＥアプリを活用した広報、プッシュ通

知、チャットボットの導入を予定されていると

聞きましたが、その内容とそれによる効果、予

算について伺います。 

 また、ＬＩＮＥアプリを活用した各種手続

サービス等の今後の展開についても教えてくだ

さい。 

 次に、３番目の本城川の寄り州除去について

質問いたします。 

 令和３年度は本城川や川崎川など、県管理河

川の寄り州除去を例年になくやっていただきま

した。地域住民は大変喜んでおります。 

 県は、20年度に創設された地方債、緊急浚渫

推進事業債を活用して、県単河川等防災事業を

推進しております。しかし、本城川に関しては

まだまだ除去が必要な箇所が多数あり、その量

も相当なものであります。 

 そこでまず、１点目の令和３年度の本城川の

寄り州除去の件数、除去数量及び事業費につい

て実績を伺います。 

 以上で、１回目の質問を終わります。 

○総務課長（濵 久志）  ガイドラインに対し、

本市の条文はどのような項目を準備、検討し進

めているのか、提出はいつかにつきましてお答

えいたします。 

 令和３年法の改正の趣旨は、社会全体のデジ

タル化に対応した個人情報保護とデータ流通の

両立を目的に、個人情報保護法、行政機関個人

情報保護法、独立行政法人等個人情報保護法の

３本の法律を個人情報保護法に一本化するとと

もに、全国的な共通ルールを規定し、全体の所

管を個人情報保護委員会に一元化するものと示

されているところでございます。 

 この改正に伴い、本市の個人情報保護条例に

ついても個人情報保護に係る定義を国と一元化

し、個人情報の取扱い、個人情報ファイル簿の

作成、公表等について、国と同じ規律を適用す

ることとなるものでございます。 

 条例改正案でございますが、国の定める定義

や個人情報の取扱い等、基本的に法の規定が直

接地方公共団体に適用されることになるため、

既存の個人情報保護条例の規定の大部分は削除

されることとなり、条例の改正が広範囲にわた

り、一部改正では改正が複雑で分かりにくくな

ることから、全面的に改める方式である全部改
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正の方式によるものになると考えております。 

 なお、条例案の提出は12月議会を考えている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○企画政策課長（二川隆志）  本市のＤＸの推

進について、本年度の取組予定事業、ＬＩＮＥ

アプリを活用した事業の内容とそれによる効果、

予算及び今後の展開についてお答えいたします。 

 本事業は公式ＬＩＮＥアカウントを導入し、

必要な情報を必要な人に分かりやすい形で、か

つリアルタイムでお届けすることを目的として

おり、垂水市公式ＬＩＮＥアカウント開設業務

として、本年４月15日に株式会社ロボネット・

コミュニケーションズと289万3,000円で業務委

託契約を締結し、７月１日の運用開始に向けま

して事務を進めているところでございます。 

 事業内容でございますが、これまでの広報媒

体にない次の４つの機能を活用し、垂水市公式

ウェブサイトの関連ページ等に誘導するなど、

既存の広報媒体と連携した広報事業を展開でき

るものと考えております。 

 １点目でございますが、前田議員の御質問に

もありましたとおり、特定の情報をその情報を

望む方に通知できるプッシュ通知と言われる機

能でございます。例えば、利用者が通知してほ

しい情報として、観光を御登録いただいた場合、

観光情報やイベント情報をその方へ自動的に通

知できるものでございます。 

 また、定期的な通知も可能であり、例えば、

通知してほしい情報としてごみ収集を御登録い

ただくことにより、ごみ収集日の前日19時に定

期的に収集されるごみの種類が通知されるもの

でございます。 

 この機能の活用効果といたしましては、リア

ルタイムにメッセージが受け取れること、アプ

リを起動しなくても最新情報が得られること、

プッシュ通知をクリックすることで詳細画面を

確認できることなどが考えられるところでござ

います。 

 次に、２点目でございますが、こちらにつき

ましても前田議員の御質問にありましたとおり、

利用者とＡＩによる自動会話が行えるチャット

ボット機能でございます。具体的には、利用者

がキーワードを入力することで自動会話機能が

起動し、利用者とシステムが会話を行いながら、

利用者が求める情報サイトへ誘導するものでご

ざいます。 

 この機能の活用効果といたしましては、24時

間対応可能であること、電話等での問合せ件数

の軽減が図られることなどが考えられるところ

でございます。 

 次に、３点目でございますが、知りたい情報

がどこにあるか一目で分かるリッチメニューと

言われる機能でございます。現在、スマートフ

ォンの限られた表示画面の中で、検索率の高い

コンテンツを視覚的に見やすく配置する予定で

ございます。 

 この機能の活用効果といたしましては、より

必要な情報をストレスなく検索できることなど

が考えられるところでございます。 

 次に、４点目ございますが、利用者が本市へ

直接メッセージを投稿することができるサーベ

イ機能でございます。例えば、災害時の被災状

況や、道路、河川などの危険箇所、有害鳥獣に

関する被害状況などの情報を、利用者が本市へ

直接画像を添付した上でメッセージ投稿できる

ものでございます。 

 この機能の活用効果といたしましては、広聴

機能の強化、利用者と本市におきまして、ＬＩ

ＮＥ上でメッセージや画像を交換することが可

能であることから、現場状況の確認及び対応を

迅速に実行できるようになることなどが考えら

れるところでございます。 

 以上の４つの機能に加えまして、防災メール

を登録していない方についても、メールと同様

の内容をＬＩＮＥにより通知する機能を付加す
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ることとしております。 

 この機能の活用効果といたしましては、防災

情報の迅速な情報提供、広報媒体の増強により

多くの方が正しい防災情報を共有できることな

どが考えられるところでございます。 

 また、運用開始後は、随時各コンテンツの動

作確認等を行い、機能改善を図ることで、利用

者がストレスなく使用できる環境の構築を目指

してまいります。 

 なお、今後の展開でございますが、他市の状

況を調査しましたところ、電子版目安箱の設置、

公共施設の予約機能、飲食店などで使用できる

割引クーポン機能、図書館蔵書の検索機能など

におきましてＬＩＮＥアプリの活用事例がある

ようでございます。 

 今後も引き続き、利用者のニーズや費用対効

果等を総合的に勘案し、ＬＩＮＥアプリを効果

的に活用してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○土木課長（東 弘幸）  令和３年度の本城川

寄り洲除去の実績につきましてお答えいたしま

す。 

 鹿児島県大隅地域振興局建設部河川港湾課か

ら頂きました実績でございますが、下本城橋付

近から井川合流部付近までの間、６工区８か所

の寄り州除去を実施したとのことでございます。 

 事業費が約１億6,000万円、実施延長1,120

メートル、寄り州除去量２万8,700立方メート

ル、これは10トンダンプトラックに換算して約

4,780台分になるようでございます。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  それでは、一問一答で２回目

の質問に入ります。 

 本市の個人情報保護条例見直しについて答弁

いただきました。 

 見直し条例の改正が広範囲にわたり、条文ご

とに見直す一部改正ではなく、現条例を全面的

に改める全部改正方式になるとのことでした。

また、提出は12月議会を考えているとのことで

した。いずれにせよ、見直しは早晩行われます

ので、その見直し項目について確認していきた

いと思います。 

 それでは、次の２点目のルール統一される個

人情報保護制度の改正の概要について質問に入

っていきます。 

 令和３年９月議会や令和４年３月議会で持留

議員がされた質問と重なるところもありますが、

以下の点について、ガイドラインに沿って現段

階の分かっている範囲で答弁をお願いいたしま

す。 

 まず、①の個人情報の定義は要配慮個人情報

のどんな点が一元化されるのかについて。 

 保護の対象となる個人情報の定義が統一され、

死者に関する情報は条例で個人情報に含まれる

ことはできない、この原則を示されたと聞いて

おりますが、そうなれば、またＤＶやＬＧＢＴ

は要配慮個人情報の対象に明記されるのかも教

えてください。 

○総務課長（濵 久志）  個人情報の定義は要

配慮個人情報のどんな点が一元化されるのかに

つきましてお答えいたします。 

 要配慮個人情報とは、不当な差別や偏見、そ

の他の不利益が生じないように、その取扱い等

に配慮を要するものとして政令で定める人種、

信条、社会的身分、病歴などの記述が含まれる

個人情報のことでございます。 

 また、条例要配慮個人情報とは、地方公共団

体の機関、または地方独立行政法人が保有する

個人情報のうち、地域の特性、その他の事情に

応じて本人に対する不当な差別、偏見、その他

の不利益が生じないようにその取扱いに特に配

慮を要する記述等として、地方公共団体の条例

で定める記述等が含まれる個人情報のことでご

ざいます。 

 例えば、地方公共団体等がそれぞれの施策に

際しまして保有することが想定される情報で、
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その取扱いに特に配慮が必要と考えられるもの

としまして、ＬＧＢＴに関する事項、生活保護

の受給などが考えられますが、これらの情報に

ついては、国の行政機関では保有することが想

定されておらず、政令等に規定はされておりま

せん。 

 しかしながら、その取扱いには要配慮個人情

報と同様に、特に配慮が必要な個人情報である

場合も想定されますことから、こうした個人情

報について不当な差別、偏見等のおそれが生じ

得る情報としまして、地方公共団体が条例によ

り要配慮個人情報として追加することができる

こととされております。 

 また、改正後の個人情報保護法では、個人情

報の取扱いに関連する個人の権利利益を保護す

ることを目的とするものであり、本人が関与す

ることなどにより、権利利益の保護を求めるこ

とができるのは生存する個人であることから、

個人情報の範囲に死者に関する情報は含まれて

おりません。 

 個人情報の定義の統一は、令和３年改正法の

目的である個人情報保護法に係る全国統一ルー

ルの根幹をなすものであり、これに反して死者

に関する情報を条例で個人情報に含めることは

できないとされております。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  個人情報の定義の一元化につ

いて説明いただきました。 

 ＬＧＢＴは国の要配慮個人情報には含まれず、

各自治体で対応とのことでした。条例では対応

が可能ということです。また、個人情報とは生

存する個人に関する情報とあることから、死者

は含まれない、個人情報対象外とのことでした。 

 個人情報は特定の個人を識別できる情報とい

うことで、映像や音声も含まれ、イメージは広

いことを認識しなければなりません。個人情報

の取扱いがどうなるかも重要です。 

 そこで、次に②の個人情報の取扱いが国と同

じ規律を適用と聞くが、利用及び提供の制限等

について教えてください。 

○総務課長（濵 久志）  個人情報の取扱いは

国と同じ規律を適用と聞くが利用及び提供の制

限等について伺うにつきましてお答えいたしま

す。 

 改正後の個人情報保護法第69条第１項で、行

政機関の長等は、法令に基づく場合を除き、利

用目的以外の目的のために保有個人情報を自ら

利用し、または提供してはならないと規定され

ております。 

 これは、保有個人情報が本来の目的以外の目

的のために利用、提供された場合、本人の予期

せぬ利用等による不安、懸念を生じさせるだけ

でなく、悪用によるプライバシーの侵害や、財

産上の権利侵害等につながる危険性を増大させ

てしまうことから、法令に基づく場合を除き、

利用目的以外の利用、提供を原則として禁止し

ているものでございます。 

 法令に基づく場合とは、法令に基づく情報の

利用、または提供が義務づけられている場合だ

けでなく、法令によって保護すべき権利利益が

明確で、その取扱いも法令の規定に照らして合

理的な範囲に限って行われるものであることか

ら、例外的に利用目的以外の目的のために保有

個人情報を利用及び提供することができること

とされております。 

 また、行政機関等の保有する個人情報につい

ては、個人の権利利益を不当に損なわない範囲

で、国民負担の軽減、行政サービスの向上、行

政運営の効率化などを図る観点から、他の行政

の遂行のために有効利用を図ることも必要なこ

とであり、また本人の利益や社会公共の利益の

ために利用目的以外に利用、提供することが要

請される場合もございます。このような場合に

あっては、個人の権利利益の保護の必要性と個

人情報の有用性を勘案し、例外的に利用目的以

外の利用、提供することができるとされており
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ます。 

 しかしながら、本人または第三者の権利利益

を不当に侵害するおそれがあると認められると

きは、保有する個人情報を利用、提供してはな

らないとされております。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  利用及び提供の制限等の内容

は分かりました。 

 法令に基づく場合を除き、利用目的以外の利

用、提供は原則禁止ですが、個人の権利利益を

不当に損なわない範囲で、例外的に利用、提供

もできることも示されました。 

 個人情報の取扱いは厳格にされなければなり

ません。個人情報の漏えいが発生し、個人の権

利利益を害するおそれがある場合、委員会への

報告や本人への通知が義務化され、また不適正

な方法による個人情報の利用は禁止されます。

デジタル化で個人情報が多様に活用されること

によるリスク対応として、保護の観点から自己

情報の開示、訂正、利用停止の請求権の見直し

が行われました。 

 そこで、③の自己情報の開示、訂正及び利用

停止の請求は法律で規定とされているが、開示

等の請求権等の内容についてどうなっているか

伺います。 

○総務課長（濵 久志）  自己情報の開示、訂

正及び利用停止の請求は法律で規定とされてい

るが、開示等の請求権等の内容についてどうな

っているかにつきましてお答えいたします。 

 国におきまして、自己情報の開示請求等の請

求権、要件、手続の主要な部分は、法律により

地方公共団体等の情報公開制度における開示に

係る規定との整合性を図る部分、手数料、処理

期間等は法律で一定の枠づけをした上で、条例

により規定することを可能とすることを検討す

ることが適当であると示されておりまして、こ

の考え方に基づき、個人情報保護法改正では、

統一的かつ基本的な規律を定めた上で、改正後

の個人情報保護法第108条において、この節の

規定は地方公共団体が保有個人情報の開示、訂

正及び利用停止の手続並びに審査請求の手続に

関する事項について、この節に違反しない限り、

条例で必要な規定を定めることを妨げるもので

はないと規定されており、保有個人情報の開示、

訂正及び利用停止の手続並びに審査請求の手続

に関する事項について、条例による独自の定め

を置くことが許容されております。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  開示等の請求権内容を説明い

ただきました。 

 改正法では、請求権等は現在の情報公開制度

との整合性を図り、統一的かつ基本的な規律を

定めた上、これに違反しない限り条例で定める

ことができるというようなことでした。情報開

示、訂正、利用停止の請求権が保障され、手続

等が条例で定められると分かりました。本市も

請求権等の要件、手続等について検討をお願い

し期待いたします。 

 次に、④の個人情報保護委員会と地方公共団

体の関係について、今後どうなるか質問いたし

ます。 

 一元化された個人情報の保護に関する法律の

解釈と執行は、国の独立機関である個人情報保

護委員会に集約される。また、地方公共団体の

個人情報保護制度についても、全体の所管が個

人情報保護委員会に一元化される。 

 この関係から、今後、制定、改廃する条例の

内容や扱いはどうなるのか、個人情報保護委員

会は、運用面を含めて自治体にどんな影響や権

限を持つことになるのか伺います。 

○総務課長（濵 久志）  個人情報保護委員会

と地方公共団体の関係について、今後どうなる

かにつきましてお答えいたします。 

 個人情報保護委員会は、民間事業者、国の行

政機関、独立行政法人等、地方公共団体の４者

における個人情報の取扱いを一元的に監視、監
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督することとなります。 

 この個人情報保護委員会と地方公共団体との

関係でございますが、地方公共団体は、個人情

報の適正な取扱いを確保するために必要である

と認めるときは、個人情報保護委員会に対し、

必要な情報の提供または技術的な助言を求める

ことができるものと規定されています。 

 また、地方公共団体の長は個人情報保護法の

規定に基づき、個人情報の保護に関する条例を

定めたときは、遅滞なく個人情報保護委員会に

届け出なければならないとしています。 

 そのほか、監視機能としまして、個人情報保

護委員会は、地方公共団体の機関及び地方独立

行政法人が行う個人情報等の取扱いのうち、条

例に基づくものであっても円滑な運用が図られ

ていないと判断した場合には、資料の提出の要

求及び実地調査、指導及び助言並びに勧告を行

うことができることも定められていることから、

地方公共団体のチェック機能を有しているもの

と位置づけられております。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  分かりました。自治体は個人

情報保護委員会に対し、個人情報の取扱いに関

して情報提供や助言を受けることができること、

独自の条例作成は個人情報保護委員会へ届出の

義務があること、また運用面で監視されること

などが示されました。個人情報保護委員会に権

限が集約され、運用面で自治体がチェックされ、

監視、監督されることになります。 

 最後に⑤の災害時の行方不明者の氏名公表基

準について、現状認識と対応を伺います。 

 ６月11日の南日本新聞の社説にも掲載されて

おりましたが、災害時の行方不明者の公表に際

して、家族の同意の有無で対応が分かれる点に

ついて問題提起しておりました。個人情報の取

扱いの問題と緊急性を要する人命救助との兼ね

合いの問題です。 

 公表基準に自治体で差異があり、国の求める

一元化で変更の可能性もあると報じられており

ますが、本市の行方不明者の公表基準について、

現状認識と対応をお聞かせください。 

○総務課長（濵 久志）  災害時の行方不明者

の公表基準について現状認識と対応を伺うにつ

きましてお答えいたします。 

 鹿児島県では、内閣府、消防庁からの通知に

基づき、令和３年度から災害時における安否不

明者の氏名等の公表方針につきまして、関係機

関との調整を行いながら検討し、本年５月に方

針として取りまとめ、同13日から運用を開始し

ております。行方不明者等の公表は、次の３つ

の要件を全て満たす場合に公表されるものでご

ざいます。 

 １つ目は、氏名等を公表することが救出、救

助活動の効率化、円滑化に資すること。 

 ２つ目は、住民基本台帳の閲覧制限措置がな

いこと。 

 ３つ目は、氏名等を公表することについて家

族等の同意が得られていることでございます。 

 ただし、同方針の中で、救出、救助活動のた

めに氏名等を公表する緊急性が認められる場合

は、家族等の同意が得られない状況であっても、

必要最小限の範囲で氏名等を公表するものとし

ております。 

 なお、公表した後に家族等から不同意の申出

があった場合は、その時点から非公表とするこ

とも定められております。 

 本市としまして、災害時における行方不明者

等の氏名等の公表につきましては、公表の基準

や個人情報の取扱いを含め、今般県が定めた公

表方針に準じて対応することとしております。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  鹿児島県の公表の基準を紹介

いただき、本市は個人情報を含めて県に準じて

対応するとのことでした。 

 行方不明者の氏名公表に関しては、人命救助

と個人情報保護の観点から難しい問題ですが、
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これも今回の個人情報保護の統一化で問われる

問題です。個人情報保護法は、身近で大事な問

題だということを訴えて、個人情報の見直しに

ついてはこれで終わります。 

 次に、２番目のＤＸ推進について、今年度の

取組予定事業について説明を頂きました。ＬＩ

ＮＥアプリを活用した事業の概要と効果、予算

は分かりました。 

 垂水市の公式アカウントを開設して、７月１

日の運用開始に向けて進めているとのことです。

垂水市のウェブサイトとも連携して、これまで

にない広報事業の展開を４つの機能で紹介いた

だきました。 

 事業費は289万円ということですが、これら

の機能により、本事業の目的である必要な情報

を必要な人に分かりやすい形で、かつリアルタ

イムで届けることが実現し、ＬＩＮＥ利用者の

利便性向上が図られるとのことでした。 

 本市のＤＸ推進事業として、とてもいい取組

だと評価いたします。スマホやタブレットの使

用が前提ですが、所有者も多くなっていますの

で、多様なサービスを用意し、市民サービスの

向上とオンライン化がさらに進むことを期待い

たします。 

 次に、２点目のマイナンバーカードによるワ

ンストップ化事業について伺います。 

 繰越事業として319万円計上されているマイ

ナンバーカード所有者の転入・転出手続のワン

ストップ化事業の目的、事業内容、実施予定に

ついて教えてください。 

○市民課長（松尾智信）  マイナンバーカード

によるワンストップ化事業についての質問にお

答えいたします。 

 ワンストップ化事業は、マイナンバーカード

所持者がマイナポータルからオンラインで転

出・転入予約を行い、転入地市区町村があらか

じめ通知された転出証明情報により事前準備を

行うことで、転入・転出手続の時間短縮化、ワ

ンストップを図る目的でございます。 

 現在、住民基本台帳制度における転出・転入

手続に当たりましては、転出地市区町村で転出

証明を受け取りまして、転入地市区町村で転入

届とともに提出する必要がありますが、住民の

来庁負担の軽減が課題であるほか、転入時にお

ける住民記録及び住民記録に関連の事務処理に

多くの時間を要しているところでございます。 

 ワンストップ化事業を導入することによりま

して、窓口で届出書を作成する手間の軽減、手

続に要する時間短縮による住民サービスの向上、

また窓口混雑が緩和されるとともに、あらかじ

め通知される提出証明書情報を活用した事前準

備により、転入手続当日の事務負担の軽減がさ

れることで、事務の効率化も図れるものでござ

います。 

 なお、本市におきましても、本年度国の社会

保障・税番号制度整備費補助金を活用いたしま

して、ワンストップ化事業に必要な住民記録シ

ステムの改修を行います。 

 また、国からの情報によりますと、窓口の繁

忙期を勘案し、年度内にサービス開始予定との

ことでございます。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  ありがとうございます。転

入・転出者のワンストップ化事業で、手続の時

間短縮、事務の効率化が図られ、マイナンバー

カードの利活用につながる有益な事業だと分か

りました。実施は年度内とのことですが、シス

テム等の整備が早く進み、繁忙期に利用が開始

されることを期待いたします。 

 次に、３点目のマイナンバーカードについて

質問に入ります。 

 マイナンバーカードは普及が遅れているよう

ですが、ＤＸ推進に欠かせないツールです。マ

イナンバーカードが健康保険証や運転免許証と

一体化される工程も公表されております。本市

のＤＸ推進のインフラツールとして重要なマイ
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ナンバーカードの普及の必要性と具体的展開に

ついて伺います。 

 マイナンバーカードは、今後どんな場面で利

活用ができ必要とされるのか、必要性の高まる

カード普及に対し、獲得の具体的展開などをお

聞かせください。 

○市民課長（松尾智信）  マイナンバーカード

普及の必要性と具体的な展開についての質問に

お答えいたします。 

 ６月７日に閣議決定されました経済財政運営

と改革の基本方針2022、いわゆる骨太方針に、

健康保険証をマイナンバーカードに一体化させ

マイナ保険証の利用を促すことで、将来的に保

険証の原則廃止を目指すことが明記されたとこ

ろでございます。 

 また、同方針では滞在外国人が所持しており

ます在留カードとマイナンバーカードとの一体

化の検討など、マイナンバーカード利活用の拡

大による利便性向上を高める取組が推進されて

いく見込みとなっております。 

 本市におきましても、コンビニエンスストア

での住民票等の交付を、令和５年３月の開始を

目指し事業を進めているところでございますが、

本事業におきましてもマイナンバーカードが必

須となっておりますことから、これまでにも説

明しておりますが、マイナンバーカードは今後

の生活に欠かせないツールになっていくものと

考えております。 

 また、普及への具体的な展開につきましては、

参議院議員通常選挙の期日前投票に合わせた臨

時開庁、７月６日水曜日及び７日木曜日には市

民館での出張申請による受付、さらに７月下旬

からは各地区公民館を８週間にわたり２回ずつ

巡回いたしまして、申請の受付を行う予定とし

ております。 

 このことにつきましては、６月16日の振興会

経由の文書発送で、冊子により通知を図ったと

ころです。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  マイナンバーカードの利活用

場面や必要性と普及策について説明いただきま

した。 

 カードの普及策については、先日冊子で各戸

に配布されたところでした。多くの応募がある

ことを祈ります。 

 それでは、参考に本市と似た状況にある他市

の普及策を紹介したいと思います。 

 マイナンバーカードの普及促進につなげよう

と、群馬県の長野原町はカード取得で１万円の

商品券を贈呈する独自の取組を12月まで展開し

ているとのことです。本市と同様、普及は４月

時点で39％と低く、年内にコンビニ交付事業も

行うことから、行政手続に同カードを活用する

場面も増えると予想し、取得を促し、取得済み

の人にも贈呈して、地域経済の活性化も同時に

図りながら、目標の85％普及を目指している取

組を知りました。本市も普及促進にこのような

取組を検討してはと提案いたします。 

 ただ、セキュリティーや個人情報保護に関し、

不安を感じている方が多いのも事実です。不安

やセキュリティー対策について安心安全である

ことの説明も必要と感じますので、周知徹底も

お願いいたします。 

 最後に、４点目のマイナンバーカードが健康

保険証として使用できるようになりましたが、

市内の病院、薬局の保険証の読み取り機の設置

状況と支援についてお聞かせください。 

○市民課長（松尾智信）  保険証の読み取り機

の設置状況と支援についての質問にお答えいた

します。 

 現在、市内に22の病院及び薬局の医療機関が

ございますが、そのうちの10医療機関が読み取

り機の導入が完了し、８医療機関がシステム改

修待ちの状態でございまして、残り４医療機関

につきましては設置未定とのことでございます。 

 また、機器設置に対する支援ですが、厚生労
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働省が直接医療機関等に支援いたします事業が

あるようでございます。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  分かりました。読み取り機の

設置促進も健康保険証としてマイナンバーカー

ドの利活用に必要と思います。機器設置の支援

は、厚労省が設置者へ直接支援を用意している

とのことで分かりました。 

 マイナンバーカードはデジタル社会実現に必

要なカードということで、カード普及が順調に

進展することを祈り、この件は終わります。 

 次に、３番目の本城川の寄り洲除去について、

令和３年度の実績は分かりました。 

 事業費が１億6,000万円で、６工区８か所の

寄り洲除去を実施したとのことでした。 

 令和４年度も３年度以上の実績、取組を期待

いたしまして、次に本年度の寄り洲除去の予算

や予定について伺います。 

 さきの県議会予算特別委員会では、県河川の

寄り洲除去について、令和４年度は当初予算で

は過去最多の200か所を除去する方針を示して

おります。本年度も水之上地区公民館は、活動

の一環として危険箇所を点検した後に、本城川

の寄り洲除去に対し、緊急性の高い箇所の要望

書を提出するものと思います。 

 現時点で当初予算に事業を重ねている箇所や

予算について教えてください。 

○土木課長（東 弘幸）  本年度の寄り洲除去

の予算と予定につきましてお答えいたします。 

 本年度の寄り洲除去は４工区計画されており、

下本城橋と上本城橋の中間点付近、恵光園付近、

今川原橋上流部、森の駅たるみず付近を実施す

るようでございますが、事業費が約6,500万円、

実施延長580メートル、寄り洲除去量１万1,900

立方メートル、10トンダンプで約2,000台分で

ございますが、除去する計画となっているよう

でございます。 

 本城川の寄り洲除去につきましては、大隅地

域行政懇話会や土木事業連絡会でも毎年要望し

ておりますが、昨年度は４月25日に開催されま

した「知事とのふれあい対話」終了後、上本城

橋付近と今川原付近の状況を説明し、さらなる

予算化と実施の要望を県知事に直接お願いした

ところでございます。 

 県におかれましても、本城川は土砂が堆積し

やすい河川であるとの認識があるようでござい

ますので、継続して寄り洲除去を計画していた

だけますよう、状況を確認しながら要望してま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  ありがとうございます。当初

予算としては事業費で約6,500万円。除去数量

は４工区で１万1,900立米ということでした。

これは既に出水期前に取り組んでいただいた分

であろうと思います。毎年、土木事業連絡会等

で要望していただいておりますことは感謝いた

しております。 

 答弁で表明いただきましたが、今年度もまた

地域の要望箇所や継続して要望している箇所の

事業化を働きかけていただき、地域住民の不安

を解消していただきたいと思います。 

 平成28年９月の台風では、新光寺から馬込、

井川など、本城川流域の各地で川が氾濫し、激

甚災害の指定を受けました。災害を受けた地域

の方は水害の怖さを知っております。あのよう

な水害がまた起こらないように、寄り洲除去事

業を大隅地域振興局へ進達をお願いいたしまし

て、以上で質問を終わります。ありがとうござ

います。 

○議長（川越信男）  ここで、暫時休憩いたし

ます。次は14時35分から再開いたします。 

     午後２時23分休憩 

 

     午後２時35分開議 

○議長（川越信男）  次に、１番、新原勇議員

の質問を許可します。 
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   ［新原 勇議員登壇］ 

○新原 勇議員  私は、３月議会で、ロシアの

一方的なウクライナ侵攻により罪のない方々が

お亡くなりになり、哀悼の意を捧げ、早く平和

な一日が来ることを一刻も早く願っていますと

発言してから、はや４か月が経とうとしていま

す。どこでどう終止符が図られるか、会議も正

義もない侵攻、皆目もありません。早くウクラ

イナに平和な日が来ることを望みます。 

 国内においては、24年ぶりの135円台の円安、

原油の高騰、そして、６月１日現在、１万品目

以上の値上げが続き、平均的な家族構成で、月

五、六千円の負担になり、市民生活にも大きく

響いています。他市町村では、緊急支援策を使

い、２か月下水道代無料や、愛知県や大阪市は、

全家庭、全事業の水道料金の基本料を半年間無

料としている自治体もあります。垂水市でも、

何らかの支援策が必要でしょう。今、垂水市で

は、こもんそ商品券のプレミアム20％の商品券

を実施しております。商工業の下支えと市民生

活の糧に、少しでも役に立てば、うれしい限り

です。 

 ７月には、はがき申し込みで販売しきれなか

った商品券の対面販売をしますので、大いに利

用していただきたい。漁業関係では、今年のモ

ジャコ漁は去年と比べ、前半奮わず休漁しまし

たが、再開してからは豊漁で、漁期も短く終わ

ったと聞きました。関係者も安堵したことでし

ょう。 

 また、垂水漁協のブランド養殖カンパチの海

の桜勘も、台湾スシローにて４月13日から６週

間提供されており、アジア圏での輸出強化の足

がかりとなることにさらなる期待をしておりま

す。 

 それでは、議長の許可を得ましたので、事前

通告しておりました質問に入ります。関係各課

よろしくお願いいたします。 

 令和３年度重機借上げについて。土木業者も

繁忙期などは、重機借上げをなかなか頼むほう

も大変ですが、仕事が一段落すると隣の仕事が

よく見えてきて、土木業者へ均等に仕事が発注

されているのか気になったりします。そこで、

去年の重機借上げの執行金額、件数と金額を教

えてください。 

 いよいよ明日から、参議院選挙が公示されま

す。期日前投票について、私が議員になってか

らも何人かの議員の方が質問をされています。

期日前投票場所として、市民の不満はどのよう

な声があるかお聞かせください。 

 堆肥センターについて。農家の方々から、以

前と比べて注文してから散布してもらうまで時

間がかかるようになったと。当然農家さんの皆

さんが使用する時期は偏りがあり、集中するの

は当然ですが、以前は散布車も数台だと言われ

ましたが、現在堆肥センターの現状と課題につ

いてお聞かせください。 

 子供の健康について、４月24日髙橋聡美先生

の講演で、子供のＳＯＳ受け止め方講演会、サ

ブタイトルが、心の引き出しが少し増える春の

１時間として、このようにパンフレットも見開

きで、春の穏やかさが出たおしゃれな１冊です。

講演後の５月６日の南日本新聞の記事の中に、

成育医療研究センターの調査で新型コロナウイ

ルスの流行は、子供の生活や健康に与える影響

について調査したところ、小学校高学年から中

学生の子供に１割から２割の鬱症状が見られた

ことが報告されてます。家庭内で抱え込む傾向

が浮き彫りとなり、研究センターに対し、担当

者が正しく理解しＳＯＳを出してほしいと呼び

かけていますが、垂水市において、鬱の子供た

ちの現状の把握ができているのか教えてくださ

い。 

 県農業試験場跡地について。皆さんが果樹試

験場と呼ばれているところですが、今回県と売

買契約が締結した話を聞きましたが、締結会社

の内容はどのようなことをしていくのか、市と
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してどのように携わっていくのかお聞かせくだ

さい。 

 以上、１回目の質問を終わります。 

○土木課長（東 弘幸）  重機借上げの件数と

金額につきましてお答えいたします。 

 御質問の重機借上げは、主に各振興会の奉仕

作業後の土砂や草木の収集、運搬や大雨後の緊

急を要する土砂除去などの応急対策、舗装や側

溝などの構造物の補修等におきまして、建設業

の皆様に依頼し、早急な対応ができるよう予算

化しているところであります。 

 昨年度の実績件数と金額でございますが、道

路の重機借上げが35件約750万円、河川が12件

約650万円、災害対応が54件約3,450万円、港湾

３件約390万円です。 

 以上でございます。 

○農林課長（森 秀和）  令和３年度の重機借

上げについて、農林課所管の執行件数と金額に

ついてお答えいたします。 

 件数97件の4,272万9,000円となっております。

内訳としましては、農業用施設や農道の農地費

分が計26件の934万5,000円となっております。

治山や林道の林業費分が計７件の251万2,000円

となっております。そのほか、農業用施設、林

業用施設の災害復旧費分が、計64件の3,087万

2,000円となっております。  

 以上でございます。 

○市民課長（松尾智信）  期日前投票場所とし

ての市民の不満はについての質問にお答えいた

します。 

 現在、各選挙に起きましては、公示日または

告示日翌日から選挙期日前日までの期間、選挙

期日当日に投票に行けない方などを対象に、期

日前投票を市役所、庁舎別館裏駐車場に仮設プ

レハブを設置し実施しております。期日前投票

場所としての市民からの不満については、現在

のところ上がっていないところでございます。 

 以上でございます。 

○農林課長（森 秀和）  堆肥センターの現状

と課題についてお答えします。 

 本市の堆肥センターは、平成14年４月本格稼

動し、地域有機資源である生ごみ、し尿、と場

汚泥を活用した良質堆肥生産を行うことで、畜

産農家と耕種農家の連携を促進し、環境保全型

農業の確立、並びに有機質資源リサイクルの推

進による循環型農業を目指した取組が進められ

てきております。 

 また、家庭から排出される生ごみを堆肥化す

る施設として注目を集め、行政・関係機関の視

察も受け入れてきたところでございます。現在、

技術と知識を有した公営施設管理公社職員３名、

会計年度任用職員３名の計６名により、良好な

運営に努めているところでございます。 

 およそ20年が経過する中で、施設設備に経年

劣化が見られ、毎年多くの修繕費用が発生して

いる状況でございます。堆肥販売状況について

は、令和３年度の売上げが数量で609トン、金

額で275万2,060円です。平成27年度実績の数量

1,024トン、金額456万1,640円と比較しますと、

数量、販売額とも、約60％までに落ち込んでき

ている状況となっているところでございます。 

 このことから、堆肥散布車については、昨年

度まで２台で運用していたところですが、今年

度から１台で運用しているところでございます。 

 その一方で、生ごみの搬入量は令和３年度実

績が1,067トンです。販売状況と同様に平成27

年度と比較しますと、平成27年度の搬入実績が

1,093トンで、年により若干の変動はございま

すが、ほぼ横ばいで推移しております。現状と

しては、堆肥の販売は減少してきているが、処

理すべき生ごみは減っていない状況にあり、農

地還元できない堆肥が発生してきている状況と

言えます。堆肥センターの課題としましては、

施設機器の更新が必要となっていること、生ご

み処理に関する臭気対策や、作業員の作業環境

が挙げられます。 
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 これらの課題を踏まえ、また、堆肥需要の状

況や生ごみの処理をどのようにしていくのかを

見極めながら、今後堆肥センターの方向性を検

討していかなければならないと考えているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○学校教育課長（今井 誠）  鬱の子供たちの

現状の把握はにつきましてお答えいたします。 

 近年、災害や子供が巻き込まれる事件、事故

等が発生し、子供の心身の健康に大きな影響を

与えております。また、コロナ禍をはじめ、子

供を取り巻く社会環境や生活環境の急激な変化

により日常の生活においても、生活習慣の乱れ、

いじめ、不登校、児童虐待などの、心の健康問

題が顕在化しております。 

 子供が危機に直面した場合、不安や不眠など

のストレス症状が現れることが多く、長期化す

ると、その後の成長や発達に大きな障害となる

こともございます。そのため、学校におきまし

ては、心のケアを危機管理の一環として位置付

け、日頃から子供の健康観察を徹底し、未然防

止に努めるとともに、学級担任や養護教諭をは

じめとする教職員、スクールカウンセラー、ス

クールソーシャルワーカー及び地域の関係機関

が連携できる体制を整備するなどして、早期発

見に努め、組織で適切な対応と支援を行ってい

るところでございます。 

 子供の現在かかっている病気や既往症、子供

の健康問題など、学校は保護者から毎年４月に

提出されます保健調査票により把握しておりま

す。また、学年途中にかかった病気で、学習活

動や集団生活に支障を来す可能性のある疾患に

つきましては、その都度調査票に記録し、その

後の適切な対応に生かすようにしております。

現在、本市の小中学校には、鬱と診断された子

供は一人もおりません。 

 以上でございます。 

○農林課長（森 秀和）  締結の会社の内容と

市としてどのように携わるのかにつきましてお

答えいたします。 

 令和４年３月３日に県庁で行われた果樹部跡

地の入札については、鹿児島市に本社を置くＫ

Ｂ食品株式会社の関連企業であるカメリア農園

株式会社が1,921万円で落札されました。 

 同社の計画では、３万本の椿を植栽し、椿油

を採取し、販売する予定となっております。ま

た、将来的には観光農園も行いたいとお聞きし

ております。 

 また、ＫＢ食品株式会社は、食品の加工販売

だけでなく、複数のホテルや温泉を経営してお

り、全国各地に販路を持っていることから、垂

水市の食材を紹介し、販路拡大につなげられな

いか、今後協議を行ってまいります。 

 以上でございます。 

○新原 勇議員  一問一答方式でお願いいたし

ます。 

 重機借上げと、その金額の件数は分かりまし

た。また、打合せの中で、土木資材も高騰し３

割り増しとか聞きました。各課の仕事の配分も

苦労するかと思いますが、この重機借上げの発

注の仕事の振り分けの決まりごととは、決まっ

ているのか、どのようにやっているのかお聞か

せください。 

○土木課長（東 弘幸）  仕事の振り分けの決

まりごとにつきましてお答えいたします。 

 重機借上げにつきましては、緊急的に発生す

る災害対応や小規模な補修など、早急に対応す

る業務でありますことから、地元との調整を図

りながら、地域性を重視することを基本として

依頼しております。 

 しかしながら、場合によりましては、繁忙期

などいくつかの仕事を抱えており、作業依頼を

辞退されることもございますので、地域性を重

視した依頼ではございますが、早急に対応して

いただける地域外の建設業者を選定し、お願い

する場合もございます。 
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 以上でございます。 

○新原 勇議員  ありがとうございます。一般

入札で本工事が終わるのを待って、重機借上げ

で、ほかの会社が近くの工事をしたりすること

がたまにあると、ある話を聞きますが、近辺の

仕事と同じ会社が関連で仕事はできないのかお

聞かせください。 

○土木課長（東 弘幸）  工事現場から近い場

所であれば、地域性ではなくその建設業者へ頼

むことはできないのかとのことでございますが、

重機借上げを依頼する場合は、地域性を重視す

ることは先ほど申しましたとおりでございます。

しかしながら、重機借上げでの対応が必要とな

った場合、近辺で工事を行っている建設業者が

重機を保有していることから、早急な作業が可

能となるため、関連付けて依頼することもござ

います。 

 以上でございます。 

○新原 勇議員  打合せの中で、補正で予算が

ついたり、日程のやりくりをされたり、業者に

も大分配慮をされていることが分かりましたの

で、次の質問に入ります。また、同業業者に満

遍なく仕事が回るよう、本当よろしくお願いい

たします。 

 期日前投票の場所として、不満はないと答え

られましたけれども、本当でしょうか。（笑い

声）不満があるので、いろんな議員が質問して

るわけで、例えば、駐車場の問題が一番多いで

す。狭いし、混雑をしている。なかなか空かな

い。また、牛根境地区、新城地区でも、ほかの

場所でもやってほしいと、私たちの耳には聞こ

えてきますけども、そこで一番の問題が駐車場。

立会いの方なども車で来られ、駐車場がますま

す少なくなりますが、駐車場の確保は、今回ど

うしているのかお聞かせください。 

○市民課長（松尾智信）  駐車場の確保につい

ての質問にお答えいたします。期日前投票に自

家用車で来られる方につきましては、市役所に

ほかの用事等で来庁される方同様、来客者用駐

車場を御利用していただいているところでござ

います。本庁におきましては、平時から会議や

手続等に来庁される方の時間帯が重なったりす

るなど、来庁者が集中した場合、一時的に駐車

場不足が発生し、駐車場が空くのを待つことが

あるようでございます。選挙管理委員会としま

しても、駐車場確保には大変苦慮しているとこ

ろでございますが、別館裏駐車場や本庁舎西側

公用車駐車場を、期日前投票者の専用駐車場と

するなど、できる限り駐車場確保に努めている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○新原 勇議員  ありがとうございます。この

近辺の駐車場というのは、限りがあるとは思い

ます。駐車場問題、そして車椅子でも雨降りで

も大丈夫ということで、市民館の活用というの

は今回考えられなかったのか、お聞かせくださ

い。 

○市民課長（松尾智信）  市民館の活用はにつ

いての質問にお答えいたします。 

 選挙管理委員会事務局におきましては、期日

前投票所として、市民館を活用することについ

て検討したことがございます。これは、先ほど

の御質問とも関連しますが、より快適な駐車場

確保の観点から検討したものでございます。 

 市民館においては、大ホールなど館内を使用

する方法が考えられますが、参院選や知事選で

は、期日前投票所として少なくとも16日間、衆

院選においては少なくとも11日間、毎日朝８時

30分から午後８時まで使用されることとなりま

す。市民館においては、２か月前から使用予約

の受付を行っているため、大ホールなどについ

ては、あまり空きがなく、現実的には使用は困

難ではないかと考えられます。 

 また、市民館駐車場の一角に仮設プレハブを

設置する方法については、設置自体は可能なよ

うでございますが、運用面において様々な課題
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があるようです。期日前投票所来所者への質疑

応答、代理記載者への対応、引き続き証明の確

認など特殊なケースがあるため、通常選管事務

所で来客者や電話対応している正規職員が、随

時プレハブに駆けつけ対応していますが、これ

ら選管事務所と期日前投票所が近接しているた

め可能であり、場所が市民館になりますと、正

規職員が期間中仮設プレハブに張りつくことと

なり、その間選管事務所での来客対応、電話対

応、兼任の相談係窓口対応・電話対応にも支障

が生じることとなります。 

 また、投票用紙の補充対応、投票箱の保管に

ついても、選管事務所と期日前投票所が近接し

ていることにより、安全で迅速な対応が可能と

なっておりますが、仮設プレハブ設置場所を変

更した場合、人員的なものや業務の効率化、安

全面等の課題が発生するという結論に至りまし

たので、現状では困難であると判断したところ

でございます。 

 以上でございます。 

○新原 勇議員  市民館では、別に大ホールで

なくても、今、街角ギャラリーで使っているロ

ビーを間切りするだけでも十分な広さだと私は

思います。また、街角ギャラリーの横には、社

会教育課もあるし、電話対応にも不自由しない、

オンライン環境もいい、みんなが集まれる場所

なので期日前投票率も上がります。そして、組

立て式の間切りにしておけば、毎回借りる仮設

プレハブ代より安くつくのではないですか。ま

た、市民館の検討を考えてくださるよう要望し

ておきます。 

 次に、移動期日前投票の問題についてですが、

県内でも去年の衆議院選挙から南九州市が小型

バスを使って移動式期日前投票を行いました。

今回も日置市が県内５例目として、小型バスを

使って移動式投票をやります。日置市のホーム

ページを見ますと、東市来、伊集院、日吉、吹

上地域と、４地域を３日間にかけて、31か所を

数台のバスで運行しているようです。 

 垂水市も大分高齢化率が上がってきておりま

す。牛根境から新城麓まで交通の便の少ない高

齢者にとって支えとなる取組だと思いますが、

今、牛根から新城麓まで、光ケーブルも開設さ

れました。移動期日前投票として、どのような

課題があるのかお聞かせください。 

○市民課長（松尾智信）  移動期日前投票の問

題はについての質問にお答えいたします。 

 いわゆる期日前投票車と呼ばれるもののこと

でございますが、これにつきましては、令和３

年12月議会の堀内議員の質問にも答弁しており

ますが、移動投票所を実施するに当たっては、

人員の確保や投票スペースの確保、移動期日前

投票車の確保、オンライン環境が整っていない

ことでの二重投票防止など、多くの課題がござ

います。 

 高齢化が進む中、投票者の利便性を図ること

の重要性は十分認識しております。併せて、選

挙においては、常に正確性、公平性、厳格性が

要求されますので、移動期日前投票車について

は、これらを総合的に判断しながら、検討する

必要があると考えております。 

 以上でございます。 

○新原 勇議員  二重防止とオンラインに課題

があると。しかしながら、やられている自治体

と何が違うのか、本当に垂水市はできないのか

疑問に思います。仮に移動式バスを借りるとし

たら、レンタル料は幾らになるかお聞かせくだ

さい。 

○市民課長（松尾智信）  移動期日前投票車を

借り上げた場合に、費用はどれくらいかかるの

かについての質問にお答えいたします。 

 移動期日前投票車として、バスを借り上げた

場合、１日当たり７万円の費用が発生するよう

でございます。ただし、先ほども答弁いたしま

したが、オンライン環境が整っていないことで

の二重投票防止など、多くの課題がございます。 
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 以上でございます。 

○新原 勇議員  ありがとうございます。レン

タルバス、思ったより安いですね。参議院の後

は来年、市長選、県議選、市会議員選挙と、垂

水市は立て続けに選挙があります。特に、市長

選と市議選は、期日前投票は、当日の投票より

多いんです。選管に問い合わせたところ、前回

市長選で期日前は5,121人、当日は4,547人、市

議選が期日前は4,865人、当日は4,593人と圧倒

的に期日前投票が多いデータがあります。これ

だけの人が期日前に来られるわけですので、駐

車場が足りないはずです。 

 また、移動式期日前投票があれば、投票の分

散もできますし、コロナ対策もできます。また、

高齢者の方も長距離移動をしなくて、体の負担

も少なくなるのではないかと思います。これこ

そ、市民サービスだと思いますが、仮にバスを

出すとしても、１日ないし２日間くらいだと推

測しますが、職員が足りないのは２日間だけ、

２日間だけは課を越えて協力してほしいです。

移動式期日前投票について、市長はどうお考え

に考えになりますかお聞かせください。 

○市長（尾脇雅弥）  基本的には、担当課長が

お答えしたとおりだと思います。それぞれ、御

提案の意味は分かりますけれども、メリット、

デメリットもあって、今の状況になっていると

いうことでございますので、私自身もある意味、

皆さんもそうですけど、対象者の一人ですから、

どうがいい、こうがいいってことは、専門的な

皆さん方の客観的な意見を聞きながら、検討を

進めていくべきだろうというふうに思っており

ます。 

○新原 勇議員  ありがとうございました。市

民のよりよいサービスの検討をよろしくお願い

します。投票率を、皆さん、参議院の投票率を、

皆さんで盛り上げるよう、やっていきましょう。

皆さん、よろしくお願いします。 

 次に、堆肥センターですが、課題はたくさん

あるようです。センターが稼動されてもう20年。

20年経ち、そして生ごみの量は変わらずに、消

費されている堆肥は落ち込んでいると。私の周

りにも、堆肥センターのことを聞いたら、いや

市の堆肥センター使っていない、別なところか

ら使っているという声も聞いております。そこ

で、ここで働いている方、本当頭が下がるくら

いの、本当すごいです。臭いはきついし、微粒

子は舞うし、熱は熱いし、劣悪な環境です。あ

る方に聞いたら、作業着に臭いが染みつききつ

いので、自宅の外の専用の洗濯機が置いてある

そうです。また、堆肥センターの隣の畑で豆の

収穫のアルバイトをお願いしたら、その方は、

明日からもう２度とここの場所に来ないと言わ

れるぐらい、マスクをしても臭いがきつかった

らしいです。 

 ＳＤＧｓの取組として、生ごみから堆肥を作

り、作物を育てて、それを消費する。その活動

はいいのですが、人員、機械の修理、環境など、

今後の運営についてお聞かせください。 

○農林課長（森 秀和）  今後の堆肥センター

の運営につきましてお答えいたします。 

 堆肥センターの運営については、先ほど課題

等も申し上げたところですが、今後の運営の方

向性については、これまでも庁内で協議がなさ

れてきたところですが、現在のところ、今後の

方向性を決定するに至っておりません。今後の

運営の方向性を決めるためには、堆肥センター

が環境センターの汚泥等の堆肥化施設としての

位置付けであること、廃棄物の減量化、資源化

の取組を推進する必要があること、豚、鳥のふ

んを利用した堆肥の供給を継続する必要がある

こと、これまで畜産ふんを搬入してきた事業者

等への負担を増加させないこと、公社職員の雇

用の確保を考えなければならないことなどの課

題を解決する必要があると考えております。 

 いずれにせよ、堆肥センターの運営について

は、引き続き関係課と協議していきたいと考え
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ているところです。 

 以上でございます。 

○新原 勇議員  今後の運営も、堆肥センター

というのは機械も特殊な機械であります。大分

修理しても、いろんな部品を交換するにも、大

きなお金がかかるとは思っております。 

 今後もいろんな農家の方にも、堆肥を使って

もらうよう努力して、売上げを上げてもらうの

が一番筋だと思います。そういうことで、まだ

いろんな課題がある感じもしますけど、その課

題を一つ一つクリアしていただけるようお願い

いたします。 

 子供の鬱について。子供たちが、保健調査票

から皆元気だという報告があり、ありがとうご

ざいました。心のケアも早期にやって未然に防

ぐ対策もできていると、大人の鬱でも曖昧な病

名で、風邪を引いたり熱が出たと、分かりやす

い病気なら対処はできますが、新聞や報道が子

供たちの鬱に対して、隠れで一、二割はいます

よと言われれば、親としても、少し元気がなけ

ればうちの子は鬱だろうか、友達付き合いは大

丈夫だろうかとか、とにかく気苦労いたします。

報道に惑わされず、これからも、元気でたくま

しく健やかに育つようお願いいたします。 

 次に、果樹試験場ですけども、先ほど答弁が

ありましたとおり、親会社がＫＢ食品、そのカ

メリア農園が入るということなんですけど、親

会社のＫＢ食品は、先週17日の南日本新聞に、

阿蘇白雲山荘６月17日プレオープンと広告が掲

載されたのを御存知だと思います。垂水市にと

っても、また一つ関係会社が増えたことで、垂

水のＰＲと、カメリア農園株式会社を通じて、

垂水の発展に寄与することを願い質問を終わり

ます。 

 ありがとうございます。 

○議長（川越信男）  次に、14番、川畑三郎議

員の質問を許可します。 

   ［川畑三郎議員登壇］ 

○川畑三郎議員  梅雨入りが昨年より遅くなり、

農家の方々の田植の水不足が心配された中、梅

雨入りが発表されました。恵みの雨であります

が、大雨による災害の心配もされます。台風の

発生時期でもあります。災害に対する防災対策

はどうなっているのかお伺いいたします。 

 農林水産省から、鹿児島県へ非農地判断の徹

底についての文書通達があり、各農業委員会は

非農地判断に係る事態処理について、迅速かつ

適切に遂行していただきたいとのことのようで

ありますが、垂水市農林課、農業委員会として、

非農地の判断はどのようにして行うのかお伺い

いたします。 

 生徒児童数も減少傾向にあります。小学校は、

地域にとってなくてはならないと考える中、教

職員の数も減少しております。教職員住宅も入

居されていない状況があると考えます。現在の

教職員住宅の状況と入居率についてお知らせく

ださい。 

 水産振興について。水産業においては、これ

まで新型コロナウイルス感染拡大により、飲食

店の売上げ減少に伴う水産物の低迷や輸送機関

の減便から輸出量も減少しており、さらに昨年

はモジャコが不漁に終わるなど大きなダメージ

となっている状況であります。現在は、徐々に

売上げも増加傾向にあり、輸出も少量で継続し

ていたものが増加するなど、回復に向かってい

ると聞いているところであります。 

 水産業は、本市においては、重要な基幹産業

であり、従事されている市民も多数おられ、経

営が安定するように、様々な事業が必要であり

ますことから、水産振興について伺います。 

 まず１つ目は、令和４年度水産事業の主な事

業内容について。２つ目はモジャコ漁の現状に

ついてですが、昨年のモジャコ漁は不漁に終わ

り、今年は採捕期間の対応を検討され、例年ど

おり採捕されたとのことですが、今年度のモジ

ャコ漁の現状と併せて、人工種苗についてお聞
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きいたします。３つ目はコロナ支援事業につい

て。昨年より原油価格が高騰し、船舶が必要不

可欠である水産業にとって大きな問題でありま

す。本議会において、燃油高騰対策事業補助金

が上程されております。その内容についてお聞

きします。まずは、令和４年度の水産事業の主

な事業内容についてお聞きいたし、１回目の質

問を終わります。 

○総務課長（濵 久志）  梅雨入りしたが対策

はにつきましてお答えいたします。 

 鹿児島地方気象台は、６月11日に九州南部が

梅雨入りしたと見られると発表しました。これ

は平年より12日遅く、また昨年より31日遅い梅

雨入りとのことでございます。こうした中、出

水期前の取組として、毎年実施しております防

災点検と総合防災訓練を今年度も５月に実施い

たしましたので、その内容を御報告いたします。 

 まず、防災点検につきましては、災害復旧箇

所の工事進捗及び情報共有を図るため、市長、

副市長をはじめ、国土交通省、自衛隊、県、警

察など関係機関、市関係課とともに、５月24日

に実施いたしました。令和２年度から、復旧治

山事業を実施中の新城諏訪地区の現地や、市道

元垂水原田線ののり面復旧及び地すべり対策中

の現地など計３か所を巡回し、所管課からの説

明を受け点検を行ったところでございます。 

 次に、総合防災訓練は、防災意識の醸成を

テーマに水之上小学校を主な会場として、５月

27日から28日まで２日間にわたって実施いたし

ました。昨年度に引き続き、新型コロナの影響

により規模を縮小して実施しましたとともに、

なるべく人との接触機会を避ける形での実施と

しましたが、27日には、水之上小全児童78名を

対象とした防災講話等を行いました。下級生と

上級生に分けた講話では、講師を務められた鹿

児島地方気象台の気象情報官から、年代別に分

かりやすいお話があり、子供たちは早めの避難

の大切さなどを学びました。また、国土交通省

大隅河川国道事務所の御協力をいただき、降雨

体験機や土石流実験機、ＶＲによる桜島火山の

映像視聴など多彩な体験メニューを組んだこと

から、子供たちにとりましては、楽しみながら

本気で取り組める訓練を実施できたのではない

かと考えております。28日には、地域の方々を

対象に前日と同様の訓練を実施しましたほか、

地元消防分団による警戒訓練等や市内全消防分

団が参加した水防工法訓練も実施され、２日間

の訓練参加者数は、延べ人数で233名でござい

ました。 

 本格的な梅雨と、これからの台風シーズンに

備え、防災訓練や防災点検の継続と併せまして、

市民の皆様の防災意識の向上を図り、安心安全

の確保に努めてまいります。 

 以上でございます。 

○土木課長（東 弘幸）  土木課の災害対策に

つきましてお答えいたします。 

 梅雨・台風への対策でございますが、まず、

道路につきましては、市道点検パトロール計画

を作成しており、この計画に基づきまして定期

的にパトロールを実施しておりますが、損傷箇

所を発見した場合は規模や程度、緊急性を確認

し、被害が拡大しないよう建設業者や環境整備

班で、側溝の土砂除去や路肩補強のための土の

うを設置するなどの対策を行っております。 

 次に、河川でございますが、毎年、出水期前

の点検を実施しており、補修が必要な箇所があ

りましたら、拡大崩壊防止のため対策を講じて

いるところでございます。今後も台風通過後や

大雨後の災害調査や道路、河川の定期点検を行

い、防災対策に努めてまいります。 

 以上でございます。 

○農林課長（森 秀和）  農林課の災害対策に

つきましてお答えいたします。 

 今年度も、鹿児島県や垂水市土地改良区と合

同で、農業用施設、林道、治山施設等の防災巡

視を５月９日から21日にかけて実施いたしまし
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た。点検後は、草払いや側溝の土砂除去など、

出水期に備えた事前対策を行ったところでござ

います。 

 そのほか、本市には決壊した場合に、人的被

害を与えるおそれのある防災重点ため池に５施

設が選定されておりますことから、ハザードマ

ップの配布やホームページへの掲載など広報周

知に努めております。引き続き迅速な対応に心

がけ、防災・減災に取り組んでまいります。 

 以上でございます。 

○消防長（後迫浩一郎）  梅雨入りしたが対策

はにつきまして、総務課長の答弁と重なる部分

もありますが、消防本部の取組につきましてお

答えいたします。 

 去る５月24日には、市の防災点検に同行しま

して、災害復旧工事の進捗状況を確認したとこ

ろでございます。さらに５月28日には、垂水市

総合防災訓練が水之上地区で行われ、消防団に

よる避難広報及び避難誘導訓練、警戒監視訓練

を実施しております。その後引き続き、市内全

分団を対象に水之上地区体育館前駐車場におき

まして、水防工法訓練を実施しております。 

 今回の訓練は、新型コロナウイルス感染を考

慮しまして、昨年同様、参加人員を通常の半数

にて実施しましたが、河川災害に対する工法を

再確認し、土砂災害等への認識及び対応が図ら

れた訓練であったと思います。 

 このような訓練により、消防本部、消防団、

関係機関等の情報共有が図られ、連携を深めて

いくことが、災害を未然に防ぎ、市民の安心安

全につながるものと考えております。 

 また、消防職員によります土砂災害区域の確

認、河川調査及び消防本部、消防団の水防資機

材の保有状況等の調査を実施し、不足する資機

材については補充を行っております。防災対策

につきましては、消防団との連携が最も重要で

ございます。特に災害が市内全域に発生した場

合、消防本部だけでは対応は困難になり、消防

団との連携が必要になります。具体的には消防

本部から消防団に対し、管轄地域の危険箇所の

調査、確認等を依頼するとともに、特に危険な

場所につきましては、関係機関と情報を共有し、

避難指示が発令された場合においては、必要に

応じて消防本部と消防団とが連携して、全世帯

を巡回することとしているところでございます。 

 これから、大雨、台風シーズンになりますの

で、これまでの災害を教訓に、消防本部、消防

団の出動体制の確立を図るとともに、関係機関

と密接な連携を図り、各種情報を共有し、市民

の皆様には、正確な情報を伝達して、早めの避

難を呼びかけ、人的被害ゼロに努めてまいりま

す。 

 以上でございます。 

○農林課長（森 秀和）  農地面積と荒廃農地

につきましてお答えいたします。 

 国から、令和３年４月１日付で発出された、

「非農地判断の徹底について」において、非農

地判断の手続の迅速化に関する記述があり、農

地法第30条に基づく利用状況調査の結果、調査

した農地が、土地が森林の様相を呈しているな

ど、農地に復元することが著しく困難であるも

の、周囲の状況から見て、その土地を農地とし

て復元しても継続して利用することができない

と見込まれるものに該当する場合は、原則とし

て当該調査を行った年内に、非農地判断を行う

こととされたところである。このため、令和４

年３月までに、再生利用が困難な農地を再度調

査し、644ヘクタールの農地を非農地判断し、

結果、令和３年度の農地面積は1,374ヘクター

ル、うち荒廃農地が382ヘクタールとなってお

ります。 

 以上でございます。 

○教育総務課長（野村宏治）  教職員住宅の現

状及び入居率につきましてお答えいたします。 

 教育委員会では、転任の多い教職員に対して、

安定的かつ良好な移住先を確保する目的で、教
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職員住宅の整備を行ってきたところでございま

す。現在の設置状況につきましては、世帯向け

の一戸建て住宅が、市内各学校周辺に21戸、単

身用住宅が錦町単身用教職員用住宅として２棟

16戸、南松原単身用教職員住宅として１棟８戸

設置されております。一戸建て住宅は、主に各

学校の校長、教頭の管理職が入居されておりま

すが、建築後40年を超える建物もあり、改修等

が必要となった住宅については、入居を停止し、

各学校周辺で空き家となっている民間住宅に入

居していただいております。 

 入居状況につきましては、現在21戸中９戸に

入居されており、入居率は42.9％でございます。

一方、単身用住宅は、錦町単身用教職員住宅で

16戸中８戸に入居があり、南松原単身用教職員

住宅では８戸中３戸の入居で、入居率は45.8％

でございまして、全体といたしましては、

44.4％の入居率でございます。 

 社会情勢が変化する中、共働き世帯が増加し、

それぞれの職場への通勤距離や子供の就学状況

など、個々の事情に応じて、居住先を選択され

ていると思われますことから、近年教職員住宅

への入居者が減少し、空き室があるところでご

ざいます。 

 錦町単身用教職員住宅につきましては、平成

７年度から８年度に建設され、26年が経過して

おり、これまでは、入居者の申出に応じて修繕

を行っておりましたが、老朽化も進んでいるこ

とから、昨年度から順次傷んでいる箇所の修復

として、壁クロス張り替え、床フローリングの

張り替え、玄関ドアの塗装や調整、ふすま張り

替え調整及び畳部屋のフローリング化などを行

い、より快適な住宅として入居いただいている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○水産商工観光課長（大山 昭）  令和４年度

の水産事業につきましてお答えいたします。 

 なお、事業内容につきましては、主なものを

御説明いたします。まず、種子島周辺漁業対策

事業につきましては、種子島からのロケット打

ち上げによる漁業者への影響を緩和するための

事業であり、垂水市漁協においては、水産加工

処理施設へ全自動深絞り真空包装機の設置、牛

根漁協においては、牛根麓漁港内船揚げ台車の

整備を計画しており、これにより販路の拡大並

びに水産業者の安全確保が図られるものでござ

います。漁港整備事業につきましては、県事業

であり、海潟漁港の高潮対策、牛根麓漁港の岸

壁整備並びに浮き桟橋の設置、境漁港の高潮対

策が計画されているところであり、いずれも長

期間の事業となりますことから、両漁協並びに

地元の市民の意向を尊重し、県と協議を進めて

いるところでございます。 

 次に、垂水市単独の事業につきましては、垂

水市漁協においては、６次産業化施設整備事業

により、加工場に殺菌水生成装置を設置し、長

期間の鮮度安定化を図ることとしており、牛根

漁協においては、漁業施設整備支援事業により、

冷凍機入替え整備を計画しているところござい

ます。 

 そのほか、６次産業化支援事業や人工種苗購

入助成事業など、水産振興につながる様々な事

業を計画しているところでございます。 

 以上でございます。 

○川畑三郎議員  それでは、２回目は一問一答

式でお願いいたしたいと思います。 

 災害対策についてですけれども、総務、土木、

農林、消防のほうで、それぞれの対策のやって

きた状況、お知らせしていただきました。私は、

このことについては、毎年この時期に、一般質

問で尋ねるわけですけれども、昨年度は大きな

被害もなくて無事過ごされたわけですけれども、

いつ災害が起こるか分からないという状況はあ

ります。ですから、かねてから対策について、

やっぱり訓練とか、市民の方々に、災害に対す

る防災の周知をしていくというのが大事なこと
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であります。 

 今年も災害がないことを願うわけですけれど

も、一つ河床整備についてお伺いいたしたいと

思います。各地区の河床でも、竹草というんで

すか、あれがもうはびこっていると感じており

ます。私、海潟ですけれども、飛岡川もありま

して、毎年、土木課長のほうにも河床整備をお

願いしておるんですけれども、今年は今のとこ

ろまだされておりません。本朝、夕べ雨が強か

ったので、ちょっと田んぼを見回るために、飛

岡川に行ってみました。その竹草がものすごく

高かったんですけれども、昨日の雨で、大分こ

う倒れて、それでこの何ですか、枯れ木の流れ

出た草がね、木に覆いかぶさっておりました。

それがだんだん状況によって上がってくるんで

すよね。ですから、去年も一時してもらいまし

たので、まだ続きも、飛岡川は、上流のほうを

まだやらなければいけない状況があると思うん

ですけれども、課長、予定はどうなんでしょう

か。お願いします。 

○土木課長（東 弘幸）  御質問の飛岡川でご

ざいますけども、確かにおっしゃるとおり、竹

草とおっしゃいました。我々は暖竹と言ってま

すけど、この繁茂して、取っても、毎回取って

も、どんどん生えてくるというような状況で、

大雨時に水位が上がると、底に何かが引っ掛か

って、越水するんじゃないかとよく言われるん

ですが、あれは柔らかいものですので、すぐ倒

れるので、それが元で越水することはないと思

いますけども。暖竹が生えることによりまして、

土砂がたまりやすい河川であろうかと思ってお

ります。本年度、まだ対策をしておりません。

今のところ、飛岡川もですが、ほかのところも

暖竹が生えている河川がありましたので、そち

らのほうにちょっと先行して除去をしておりま

した。飛岡川につきましても、今後、点検をし

ているわけですけど、時期を見てしっかりと取

り組んでまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○川畑三郎議員  整備のほうをお願いしますけ

れども、先ほども新原議員のほうで、重機借上

げの問題が出ましたけれども、なかなかこれも、

やるところが多くて、すぐ予算を使えるという

状況じゃないと聞いていますので、それなら補

正、予算化してですよ、飛岡川もだけど、別の

河川もほうも、しっかりと整備できるように努

力していただきたいということをお願いして終

わりたいと思います。 

 次に、農業振興についてであります。非農地

の判断はどのようにしていくのかいうことなん

ですけれども、私も長いこと農業をしておりま

したので、非農地の状況はよく分かっておりま

す。大体農業振興地域内の土地、その中にある

農用地区域内とあるわけですけども、農用地区

域内は、荒廃地があってはいけないという状況

もあるんですけど、農振内のはずれも、そうい

う状況が非農地というか、そういうところが多

くあります。そして、それを外れた、また農地

ですね、そこはもう山林化して、早くこれはも

う非農地にしないといけないよという状況であ

るから、国のほうからも、そういうことはしっ

かり対応しなさいと来たと思いますけれども、

今年の、４年度の３月である程度そこを非農地

化すると、外したということのようです。でし

たよね。そういうことであれば、今後たくさん

そういう農地があると思うんですけれども、そ

れを今後どのようにして整理していくのか、大

事なことです。まあ、担い手も農地を使用する

のも少なくなったんですけれども、そういう土

地を今後どのように整理をしていくのか、そこ

ら辺を一つ御答弁をお願いいたしたいと思いま

す。 

○農林課長（森 秀和）  今後、どのように整

理していくのかにつきましてお答えいたします。 

 先ほど御答弁いたしました国の非農地判断の

決定についての通知において、再生利用が困難
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な農地と判断された場合は、農業委員会は、地

目登記変更の有無にかかわらず、当該調査後、

直ちに非農地として農家台帳から除外するもの

とされております。このようなことから、非農

地判断に当たりましては、守るべき農地を明確

に、農業委員会と関係機関が連携し、慎重に判

断し、農家台帳の整理を行ってまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○川畑三郎議員  非農地については、よく農業

委員会の議題として、非農地の申請が出たり、

小さくしたんですけども、そういうことでなく

ても、そういう状況があれば、まとめて非農地

化すると。農地は守らないといけないと僕は思

うんですよ。垂水の農地を守らないと、農家が

先に行きませんので、そこら辺を考えながら、

しっかりとして対処をしていただきたいと、こ

れをお願いしたいと思います。 

 次に、農林業物価等高騰対策事業について、

これは国の臨時交付金で賄うわけですけれども、

これからの対応をとられるわけですけれども、

対象者への知らせとか、申請の手続、期間、交

付の方法など、いろいろどうするかというのが

あると思うんですけれど、その方法については

どう考えてらっしゃるんですか。 

○農林課長（森 秀和）  対象者へのお知らせ、

申請等について、申請期間、交付の方法につい

て説明いたします。 

 この事業は、新型コロナウイルス感染拡大の

影響や、コロナ禍による原油価格の高騰により

農林業を行うための資材が高騰し、農林業者の

経営が圧迫されていることから、持続可能な生

産体制を維持、経営の安定化を図るため、資材

購入支援として、事業を構築したところでござ

います。 

 御質問の対象者へのお知らせ、申請手続、期

間、交付方法でございますが、本会議で議決い

ただいた後、ホームページ、ＦＭ放送、農林技

術協会だより等で周知し、申請受付、相談等を

農林課で実施する予定でございます。申請手続

につきましては、対象経費の領収書や納品書を

直近の税の申告書等を、原則農林課へ持参いた

だき申請となります。持参いただいた領収書の

合計額が補助金額となりますが、補助金には上

限を段階的に設けております。例えば、販売額

が400万円の農林業者の場合、上限は10万円と

なります。申請期限につきましては、９月11日

までとし、申請のあった書類等を確認し、交付

条件の適否について審査後、随時補助金を振り

込む予定としております。対象者の申請漏れが

ないよう、農林課及び農業委員会で開催する会

議にて、事業紹介するなど、徹底した周知に努

めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○川畑三郎議員  せっかくのこの交付金ですの

で、今おっしゃったように申請漏れがないよう

に一つ指導していただきたいということをお願

いして終わりたいと思いますが、それでいいで

すか。何かありますか。はいどうぞ。 

○農林課長（森 秀和）  すみません。先ほど

の答弁の中で、申請期限を私、11日と申し上げ

ました。訂正させていただきます。９月15日で

ございます。申し訳ございません。 

○川畑三郎議員  ありがとうございました。 

 それでは、次にもう行きたいと思います。 

 教職員住宅の現状についてです。今現在の入

居率等を課長のほうで説明していただきました。

昔は、先生たちもいっぱいいらっしゃって、先

生たちも地域に残って、子供の教育に頑張って

くださいよという、まあ我々の時代でしたけれ

ども。今はもうやっぱり家庭のある先生たちも

あって、車があったりすれば、地域になかなか

住み着くというのも難しい状況になってきてい

るようです。地域を見ますと、教職員住宅も古

いのが結構あったりして、空き家も結構ありま

す。そういう状況を見れば、ちょっと悲しい気
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もしますけれども、今のその使用されていない

教職員住宅の活用を、やっぱりそこら辺はどん

なふうに進めていくのかお聞かせください。 

○教育総務課長（野村宏治）  使用されていな

い教職員住宅の活用につきましてお答えいたし

ます。 

 今後の教職員住宅に在り方につきましては、

一戸建て住宅で、入居を停止した建物は、修繕

に要する費用と需要を検討の上、教職員住宅と

して使用しない場合には、老朽化の現状を踏ま

えた倉庫等の教育用財産としての活用や、庁内

において市有財産としての有効活用を関係課と

検討してまいります。特に協和小学校、旧協和

中学校に対して設置された中俣松元教職員住宅

につきましては、建築後43年が経過しており、

修繕等により入居いただける場合は入居を勧め

ていきつつ、一方で地域の防犯上の観点や、台

風等により周辺住宅に危険を及ぼすおそれのあ

る場合には、関係各課と連携しながら適切な対

応を図ってまいります。 

 また、単身用住宅につきましては、需要の把

握に努め、必要に応じて内部改修等を行い、そ

の活用を図ってまいります。特に新規採用で赴

任される教職員の方々に対しては、本市に居住

していただき、地域を知り、校区・地域での活

動にも、積極的に参加してもらいたいという思

いがございます。また、新任の先生方の経済的

負担の軽減、教職員同士の交流が図られるよう、

教職員住宅への入居について、計画的に勧奨し、

継続した入居者の確保に努めてまいります。 

 以上でございます。 

○川畑三郎議員  教職員住宅について、私も協

和地区の住宅を見て、現在はもう誰も入ってい

ない状況です。校長先生と教頭先生は、個人の

家を借りていらっしゃるという状況の中で、ま

だ使えるかなと思うんですけれども、今課長が

おっしゃたように、使える分は使うとなったら、

まだいろいろ改造しながら使っていただくと。

あそこも１棟はもう個人に売却して、１棟は解

体してありますので、今後どう活用されるか、

また今後の問題になってきますけれども、また

執行部とも話をしながら、しっかりとそこでは

対処していけばいいのではないかということを

お願いして終わりたいと思います。 

 次に、水産振興についてであります。課長の

ほうで説明していただきました。一応、４年度

の事業内容について説明していただきましたけ

れども、本当であれば３月でしてもよかったん

だけれど、ちょっと、僕は３月しなかったもん

だから、今回についてお願いしたところです。 

 両漁協と情報を、またいろいろ引き続き研究

して、水産物の販売に向けた対策に取り組んで

いただきたいと思います。漁港整備の中で、海

潟漁港の埋立ては、これまで数十年でしょうか

ね、かかったと思います。令和３年度に完成し

たところでありますけれども、今年度からは、

牛根麓漁港の岸壁整備並びに浮き桟橋の設置を

主として整備されるわけですが、長期的な整備

となりますので、毎年度計画的に実施されるよ

う、これは連携してやっていただきたいと思い

ます。 

 そこで、海潟漁港と、牛根境漁港の現在高潮

対策事業を計画されているということで、海潟

漁港のほうは迫田振興会の護岸部分と、牛根境

漁港は境地区の護岸部分の高潮対策だったと思

いますが、現在の進捗状況について、分かる範

囲でお聞かせください。 

○水産商工観光課長（大山 昭）  海潟漁港と

牛根境漁港の高潮対策につきましてお答えいた

します。 

 海潟漁港並びに牛根境漁港の高潮対策事業に

つきましては、県が実施する漁港整備となって

おり、まず海潟漁港の高潮対策につきましては、

平成24年度より測量設計業務、平成26年度より

整備が始まっております。全長で約550メート

ルの護岸の高潮対策としまして、従来の消波ブ
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ロックを２トンから４トンに変更することによ

り、現在の護岸から約１メーター高くなり、さ

らに沖へ消波ブロックを増やすことにより約10

メーター沖へ延長するものでございます。現在

約300メーター完了しておりますので、残り約

250メーターにつきましては、本年度含め、約

４年間で整備する計画となっているところでご

ざいます。 

 次に、牛根境漁港の高潮対策につきましては、

境地区の堤防から海への降り口である階段や消

波ブロックが老朽化により破損が生じているこ

とから、整備をするものでございます。全体で、

４か所の降り口があり、背後には住宅地が隣接

していることから、令和３年度に県により住民

説明があり、要望等を踏まえて整備が進められ

ることとなっております。 

 海潟漁港並びに牛根境漁港、いずれも長期間

の事業であり、両漁協並びに地元住民の意向を

尊重し、県と協議を進めているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○川畑三郎議員  海潟地区も牛根境地区も、ど

ちらも住宅が海岸から近く密集しているという

ことで、直接高潮被害のおそれがある場所であ

って、特に、私、海潟の迫田の奥から脇登のほ

うは心配していたところですけれども、去年か

ら始まったのかなあ。だから今年も繰越しでま

た続けているんですけれども、嵩上げをしたり

して、テトラポットを前に置いたりして、何と

いい事業をしてくれるなあと思っているところ

です。これは引き続き、また続けていくという

ことでありますので、市としても、いろいろ連

携をとりながら、地域の人とも話をしながらや

っていただきたいと思います。境のほうも一緒

ですけれども、境にもやっぱり立派な議員もい

らっしゃいますので、連携をとりながらやって

ください。お願いいたしたいと思います。 

 では、次の質問に入りたいと思います。 

 昨年不漁に終わったモジャコ漁についてです

けれども、水産業者から今年は昨年に比べると

流れ藻が多く、例年どおりのモジャコが採捕で

きたと聞いております。本年は昨年の状況を踏

まえ、採捕期間の対策を検討され、開始時期を

早めるなどの対応をされたとあります。今年度

モジャコ漁の現状についてをお聞かせください。 

 そしてまた、さらに人工種苗の取組と支援策

についてもお知らせください。 

○水産商工観光課長（大山 昭）  モジャコ漁

の現状と人工種苗につきましてお答えいたしま

す。 

 今年のモジャコ漁採捕期間につきましては、

昨年不漁に終わったことを踏まえ、関係機関に

おいて協議がなされ、例年より開始時期を早め

て３月７日から３月３１日までの25日間の採捕

期間としたところであり、垂水市漁協２業者、

牛根漁協の２業者、合計４水産業者によりモジ

ャコ漁が種子屋久沖で行われたところでござい

ます。その後、必要量が確保できず、３回の期

間延長を重ね、最終的には４月15日までの40日

間の採捕期間となり、両漁協の水産業者とも例

年どおりの必要な採捕量が確保され終了したと

ころでございます。 

 次に人工種苗の取組と支援についてでござい

ますが、人工種苗は、資源管理による持続可能

な産地を目指すとともに、輸出する際の生産履

歴の観点においても重要でありますことから、

養殖業者に必要性を御理解いただき、垂水市漁

協、牛根漁協において、定量供給に向けての情

報共有を行っているところでございます。 

 なお、令和３年度の人工種苗の購入匹数は、

カンパチ４万匹、ブリ９万匹となっておりまし

たが、令和４年度は、カンパチ７万5,000匹、

ブリ12万7,000匹と、どちらも購入匹数増加の

要望をしており、市としましても人工種苗購入

助成事業を増額するなど、人工種苗購入促進に

向けて支援しているところでございます。今後
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も人工種苗の促進・確保に向けて、県並びにか

ごしま豊かな海づくり協会と協議を進めていき

たいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○川畑三郎議員  ありがとうございました。昨

年のモジャコの不漁から関係機関において、採

捕期間についての対策を検討されたことが、例

年どおりの必要量の確保につながったものだと

思われ、養殖業者は一安心されたのではないか

と思います。昔と違って、養殖業者が少ないん

じゃなくて、採捕に行くモジャコ船の出漁が、

垂水漁協は２つ、牛根魚協は２つということで

すが、そういう頑張っている業者がおります。

市のモジャコ漁は、垂水市漁協、牛根漁協、全

体で100そう以上出たんじゃないかなと思いま

す。ここに議員がいらっしゃいます。新原議員

も若いときはモジャコ船に乗って網を引いて、

苦労をされたんじゃないですか。そういう方も

いらっしゃるし、我々も、やっぱりモジャコ船

に乗って捕りにいって、最後はトラック便で、

枕崎とか坊津町に取りにいって、トラックで運

んで来て、海潟の港で選別して、そして育てて

きて、みんな一生懸命な時期がありました。そ

の頃はやっぱりブリの状況がよくて、垂水の町

も活気があったんですけれども、そのブリが衰

退した中にカンパチが来たということで、それ

も流れにうまくこう垂水市は乗れてきたんじゃ

ないかと思います。 

 だけどそういう状況の中で、今、カンパチ、

ブリなんですけど、まあモジャコはそういうこ

となんですけど、人工種苗について、カンパチ

とブリは、去年かしら大分ちょっと増えている

けれども、このカンパチを今中国から輸入して

いるわけですよ。だから今の全体を見てみると、

これは、やっぱり危惧される面が、中国という

ことで、心配される面あるんじゃないかと思う

中で、今後垂水における試験場も、今徐々にこ

う来ているけど、私はまだまだあそこも、人を

入れて立派な魚をつくって、漁協に提供すると

いうことでないと、今の状況じゃ、ちょっと当

てにならないから。みんなあっちから買うので

あって、何人かはそれを利用していますけど、

将来を考えた場合は、ここの試験場をしっかり

としたものにしてやらないと、養殖はうまくい

かないと思いますので。市長、この分を今はい

いけど、将来を考えたら、ここの試験場を充実

したものにして、県と語って、種苗を生産する

と、話によれば近畿大学のカンパチなどは、質

が相当いいらしいですよ。だからやっぱり、そ

ういう面を考えるならば、もう少し本場である

この試験場をしっかりとしたものにして、垂水

市漁協もそれを、牛根漁協も使って養殖すると

いう方向に、一つ今後を考えなければならない

と思いますので、ちょっと頭に入れておいても

らいたいと思います。 

 そういうことで、市長、カンパチとモジャコ

はそれでいいです。それで次に、コロナ支援対

策事業。今、農漁業のほうにも、対策事業が出

ているんですけれども、昨年より原油の価格が

高騰して、水産業にとって大きな問題となって

おりますよね。本市の水産業は、養殖業、一本

釣り、とんとこ漁、小型底引き網の業種があり

ますが、全ての業種においても、船舶が必要不

可欠であると考えます。原油価格の高騰は大き

な痛手と今なっているわけですので、市として

も、基幹産業である水産業への何らかの支援策

が必要であると思っております。そこで、本議

会において、燃油高騰対策事業補助金が上程さ

れておりますが、その内容についてお知らせく

ださい。 

○水産商工観光課長（大山 昭）  コロナ対策

支援事業につきましてお答えいたします。原油

価格の高騰は、世界的な問題となっており、本

市水産業にとりましても、大きな痛手となって

いるところでございます。両漁協の養殖業者の

生けすと船舶数は異なっており、また経営規模
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も様々でありますが、養殖業者は平均で月約１

万リッター燃油を使用されており、また、一本

釣り、とんとこ漁事業者は、多い業者で月約

500リッター使用されている状況となっており

ます。 

 水産業におきましては、各事業者が、１リッ

ター当たり8.5円を積み立てることにより、原

油高が一定の基準を超えた場合、積立額に応じ

て助成を受けられる国のセーフティネット制度

を活用されており、両漁協の養殖業者のほとん

どが加入されている状況となっております。 

 このようなことを踏まえ、水産業者への燃油

高騰対策事業補助金としまして、両漁協の正組

合員を対象に、セーフティネット加入者の自己

負担分１リッター当たり8.5円のうち、５円以

内を補助するものでございます。なお、１本釣

り、とんとこ漁事業者などのセーフティネット

未加入者につきましても、加入者と同様、１リ

ットル当たり５円以内を補助することとしてお

ります。 

 今後も両漁協と情報共有し、水産業者の支援

対策に努めてまいりたいと考えているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○川畑三郎議員  ありがとうございました。原

油価格の高騰については、コロナ禍で売上げが

減収している中、水産業者にとっては大きな痛

手となっており、私も大変気になっているとこ

ろですけれども、課長の答弁で、本議会に上程

されている水産業者への支援策である燃油高騰

対策事業補助金の内容は理解しました。現時点

において、水産事業者への必要な支援策であり、

経営的にも助かるものだと思います。この水産

業をはじめとして、今回の議会の中で、地方創

生臨時交付金を利用して、水産業の燃油高騰対

策事業補助金、農林業物価高騰等対策補助金、

商工業支援金給付事業、学校給食食材費臨時支

援金、その他、上程されているわけですけれど

も、この使い道が、この前新聞に載っておりま

したよね。僕は持っているんですけれども、今

回は、独り親家庭や生活困窮者への給付金支給、

燃油高騰に苦しむ農林漁業者への経営支援など

が、今回付け加えられたということで、市とし

てもこれを取り入れてしっかりとした対応をさ

れていると。これは本当に執行部の考え、大変

よかったんだと思います。一部の新聞の中では、

新型コロナの収束祈願を目的とした花火大会の

開催や町役場の空調改修、議場の椅子の交換と

いった分に支給を利用しているところもあると。

これでいいのだろうかという新聞の報道である

中で、垂水市はそういうことをしっかりとした

支援金として与えるようにしているという、大

変僕はいいことだと思いますので、市長をはじ

めとして、こういう面も前向きに、垂水市のこ

とを考えていって、頑張っていってもらいたい

と思います。漁業は基幹産業である中で、課長

も一生懸命頑張っていらっしゃいます。そうい

うことで、今後、執行部、市長と一緒になって、

しっかり水産業も支えていってもらいたいと思

います。 

 そういうことで、今回私の質問をこれで終わ

ります。 

 ありがとうございました。 

○議長（川越信男）  ここで、暫時休憩します。 

 次は、16時10分から再開いたします。 

     午後４時３分休憩 

 

     午後４時10分開議 

○議長（川越信男）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 次に、10番、北方貞明議員の質問を許可しま

す。北方議員。 

   ［北方貞明議員登壇］ 

○北方貞明議員  皆さん、お疲れさま。今日の

最後の質問者になるようであります。どうか、

よろしくお願いいたします。 
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 それでは、早速質問をいたします。 

 メロディーロードについて。 

 メロディーロードは皆さんも通行され、体験

されて御存知のことと思います。車で走ると、

走行音が音響に聞こえ、道路、メロディーロー

ドの様相です。路面に深さや間隔の異なる溝を

刻み、その溝と車両のタイヤが接触したときに

生じる走行音がメロディーになって聞こえる仕

組みになっています。 

 日本全国にメロディーロードは28か所あると

聞いております。私は、これまで走行して聞い

たところは、滋賀県の琵琶湖大橋での「琵琶湖

周航の歌」、愛媛県伊方町佐田岬の「みかんの

花咲く丘」、大分県竹田市の「荒城の月」、そ

して地元鹿児島では、指宿スカイラインで長渕

剛の「乾杯」などを走行中に聞いたことがあり

ます。 

 メロディーロードは、その土地出身の作曲家

の曲が流れています。また、御当地ソングやア

ニメなどの曲もあるようであります。 

 我が垂水は、行進曲の父といわれる瀬戸口藤

吉翁の生誕地でもあり、今年も６月11日に、第

24回瀬戸口藤吉翁のふるさとコンサートが開催

されました。この有名な大作曲家の軍艦行進曲

のメロディーを国道220号線に刻み、設置はで

きないものか関係課の考えをお聞かせください。 

 次に、ウクライナ支援について。 

 ロシアがウクライナに侵攻したのが２月24日

で、約４か月になろうとしております。全国各

地で、ウクライナ支援の輪が広がっています。 

 私たち垂水市議会も募金に協力いたしました。

市民団体でウクライナ支援をする市民の会が、

元市長の水迫さんを中心に、募金活動・署名活

動が５月15日まで行われ、私も１日だけでした

けれども、道の駅で街頭活動をしました。その

ウクライナを支援する垂水市民の会では、募金

額は313万を超え、ウクライナ大使館へ送金さ

れたと聞いております。ウクライナ侵攻中止の

署名は、4,918筆をロシア大使館へ送られたと

も聞いております。 

 垂水市では、ウクライナから避難民受入れに

市営住宅15部屋を準備されているが、ほかにど

のような支援を準備されておられるか、お聞か

せください。 

 防災対策について。 

 先月５月28日の南日本新聞に、内閣府が、全

国調査による自治体の防災部署に女性職員ゼロ

が６割、鹿児島県内では29自治体が、女性職員

の配置がしていないと大きな記事が掲載されて

おりました。 

 本市の安心安全係として、災害対策準備に対

して様々な配慮が必要で、避難者、避難所には

女性の方が多いと思うが、これに対してどのよ

うな対応を取っているのかお聞かせください。 

 公金不明金について。 

 これは、これまで数人の方々も質問をされて

いましたが、大体は分かったつもりでおります

けれども、私の質問にも答えていただきたいと

思っております。 

 発覚から警察に被害届を出す間、当時の役職

員が何人で調査されたのか、その結果はどうで

あったのか、なぜ被害届を出したときに市民に

公表しなかったのか、４月28日に全員協議会で

私たちに報告されましたが、その意図は何だっ

たか、お聞かせください。 

 これで、１回目の質問を終わります。 

○土木課長（東 弘幸）  メロディーロードに

つきましてお答えいたします。 

 お尋ねのメロディーロードは、タイヤとの摩

擦で音を発生させるように、舗装路面に溝を切

り込み、路面上を一定の速度で走行すると音楽

が流れるよう細工を施した道路でございます。 

 その効果としまして、メロディーの効果を得

ようとする運転手が設定速度どおりに走行する

ことにより、速度超過を抑制することや、眠気

防止、地域に縁のある曲目を利用することによ
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り、観光資源の創出などにも期待できるようで

ありますが、一方では、騒音として感じるなど

の問題もあるようでございます。 

 以上のような効果や問題もあるようでござい

ますが、議員からこのような要望がありました

ことを垂水国道維持出張所へお伝えしたいと考

えているところでございます。 

 以上でございます。 

○水産商工観光課長（大山 昭）  メロディー

ロードにつきましてお答えいたします。 

 観光面からは、新たな観光資源になるものだ

と思われますが、一方では、様々な課題もある

かと思われます。垂水国道維持出張所並びに関

係課と協議が必要であると考えております。 

 以上でございます。 

○社会教育課長（港 耕作）  メロディーロー

ドにつきましてお答えいたします。 

 軍艦行進曲をメロディーロードとして設置す

るには、著作権法について確認する必要がある

こと、また、教育的観点から考えた場合、瀬戸

口藤吉翁には軍艦行進曲のほかにもすばらしい

曲が多数あり、幹線道路に流れる音楽としてど

の曲がふさわしいかなど、選曲の課題等がある

と思われます。 

 瀬戸口藤吉翁は垂水市出身の偉人であり、市

といたしましても、瀬戸口藤吉翁の記念碑を文

化会館に設置し、毎年開催している記念音楽祭

も先日行い、参加していただいた市民の方々に、

大変好評でございました。 

 今後も、様々な機会を捉えて瀬戸口藤吉翁を

顕彰し、市民に広く功績を周知していきたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○企画政策課長（二川隆志）  本市のウクライ

ナ避難民への支援につきましてお答えいたしま

す。 

 本市は、人道的観点から住居提供等の支援を

行うこととしており、国の支援申出窓口である

出入国在留管理庁に対しまして、避難民の受入

れを申し出ているところでございます。 

 具体的な支援内容でございますが、北方議員

の御質問にもありましたとおり、受入用住居支

援としまして、錦江町定住促進住宅に15部屋を

確保しているところでございます。 

 また、言語対応支援といたしまして、国や関

係機関等が提供するウクライナ語の電話通訳

サービスを活用することとしており、広報誌５

月号でこの取組を紹介したところでございます。 

 これらの支援のほかに、就学支援、就労支援、

保育支援、医療支援、日本語教育支援などが考

えられるところでございます。 

 本日現在、本市への避難民の受入れ打診はご

ざいませんが、今月10日付の南日本新聞の記事

によりますと、居住自治体や性別は非公表であ

りますが、県内には９人の避難者がいらっしゃ

るようであります。 

 国におきましては、避難民に対する生活支援

制度や、避難民を受け入れる地方公共団体に対

して、外国人受入環境整備交付金制度の特例措

置が講じられるなど、支援金の支給が受けられ

る方策が用意されているようでございます。 

 今後につきましては、避難民の受入れ打診が

あった時点で、要望や条件を把握した上で、国

や関係機関と連携しながら、様々な支援策につ

いて対応していきたいと考えているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○総務課長（濵 久志）  防災対策についてお

答えいたします。 

 避難所の機能としましては、避難者の生命の

安全が最優先でございますが、令和２年度以降

は、新型コロナ対応でもあるパーティションを

利用いただき、女性に限らず男女共に一定のプ

ライバシーを確保することができるようになっ

ております。 

 また、体育館のような広い場所において避難
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が長期に及ぶようなときは、パーティションに

加えまして、防災備蓄用の間仕切り等を使用し、

プライバシーを確保することが避難所運営マニ

ュアルに定められております。 

 防災備蓄品につきましては、令和３年度から

生理用品を常備するなど、取組を進めておりま

す。 

 避難所要員につきましては、男女ともに担当

し、避難所の運営管理及び避難者の支援に当た

っております。 

 これにより、女性や男性の避難者が健康上の

相談等を行いやすくなるなど、避難されている

間、安心して過ごせるような環境づくりに努め

ております。 

 しかしながら、避難所ごとの設備や環境も異

なりますことから、避難所運営や防災備蓄用品

に関して不足する部分などについては、今後、

確認等を行い、引き続き多様な避難者の視点に

立った取組を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

 引き続きまして、安心安全係として女性職員

の配置が必要だと思うが、どう考えるかについ

てお答えいたします。 

 本年１月に内閣府が行いました地方公共団体

における男女共同参画の視点からの防災・復興

に係る取組調査が５月27日に公表されました。

その中で、全国の市区町村の防災分野における

女性職員の配置割合が低い傾向にあるという調

査結果が示されたところでございます。 

 本市におきましては、同調査の調査時点で総

務課安心安全係に女性職員１名を配置しており

ましたが、本年４月の人事異動によりまして、

現在は女性職員を配置していないところでござ

います。 

 人事につきましては、個々の職員のキャリア

向上を図り、また、職員の将来を見据え、全体

のバランスを考えつつ配置するものと考えてお

ります。このような考え方に基づき、今後とも、

職員の適正配置に努めてまいります。 

 以上でございます。 

 引き続きまして、公金不明金について、発覚

してから警察に被害届を出す間、当時の役職何

人で調査されたのか、その結果はにつきまして

お答えいたします。 

 事案が発覚後、関係業者、関係職員に面談等

により聞き取りを行っております。課長２名、

係長２名、係員２名の６名で行い、問題の解決

には至らなかったところでございます。 

 以上でございます。 

 引き続きまして、なぜ被害届を出したとき、

公表しなかったのかにつきましてお答えいたし

ます。 

 事案発覚後の公表につきましては、警察の捜

査への支障が危惧されたため、また、関係職員

の人権侵害や名誉毀損、家族への誹謗中傷も懸

念されたため、公表を差し控えていたと聞いて

おります。 

 以上でございます。（発言する者あり） 

 ４月28日、全員協議会で報告した意図はにつ

きましてお答えいたします。 

 関係職員の警察による事情聴収が先般行われ、

関係者と思われる職員が警察による捜査を認知

し、これにより家族等への相談等が行われた場

合に、当該情報や不確定なうわさ等が市中に広

まるおそれがあったことや、警察に公表につい

て相談したところ、市民等からの警察への問合

わせなどのデメリットはあるが、最終的には市

の判断であるとの見解を頂いたことから、議員

の皆様に、現時点で分かる範囲の正確な情報を

お伝えしたところでございます。 

 以上でございます。 

○北方貞明議員  それでは、２回目の質問をさ

せていただきます。 

 メロディーロードなんですけども、先ほど、

３人の方から、それぞれの立場で答えていただ
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きました。土木課も言われましたけども、水産

商工観光課の方も言われましたけど、まず、こ

れをすることによって、私は垂水の知名度も上

がっていくんじゃないかと、そういうようなこ

とを思ったから、このような質問をしたわけな

んですけども、いろいろな、これに対してはク

リアする問題がいろいろとあると思います。そ

れも十分理解はしているつもりです。まず、土

木課にすれば、国道は国との交渉をせざるを得

ないということも十分分かっております。そし

て、社会教育課に対しましては、軍艦行進曲だ

けじゃないでしょうと、いろいろな作曲をされ

ていると、たしか童謡なんかも作曲されておる

とは私も知っております。その選曲に対して、

いろいろ問題もあるでしょう。 

 まず、今、我が垂水で、この瀬戸口藤吉翁、

これで軍艦行進曲を大々的にコンサートなんか

でやっておりますから、垂水の人たちは、ほか

の曲は知らなくても、この曲だけは誰しも知っ

てるなと思ったもんだから。こういう軍艦行進

曲と言いましたけども、先ほど言いましたが、

前、聞いたところによりますと、これをすれば

戦時中のとか、戦争当時とか、そういう話もち

らほら聞こえてきますけども、まずはこういう

ことを、みんなで取り組んでやろうかと、そし

て、垂水のイメージアップにかかろうかと、そ

ういう気持ちで私もこういうことをやっておる

わけです。 

 それで、ここまで、今、24回、このコンサー

ト、そしてコンクール僕は行きましたけども、

これは一番最初に南栄会といって、下宮の一帯

に商工会の下部のほうで組織があって、そこの

方々が、当時、岩下市長に、こうした同志で垂

水を盛り上げようかということで、岩下市長の

とき、このグループが進言したんです。そして、

第１回が矢野市長のときに始まって、今回まで

24回になっておるんです。こうして、民間の

方々の力で今この行進曲のコンサートは、ここ

まで発展してきたと思います。行政の方もいろ

んなことをされたんでしょうけども、まず発案

者としてその民間の方々から盛り上げてきたと

いうことは、みんな、知っている人は知ってい

るかもしれませんけど、御理解いただければと

思っております。 

 先ほども言いましたように、垂水をそういう

イメージアップとして、一体となって行政と取

り組んでいったら成功するんじゃないかと私は

思っておるから、こういう質問をした。 

 そこで、市長と教育長に伺いますけども、こ

ういう質問して、教育長、市長、どのような、

まあ一言でいいですから。この質問に対して一

言でもお答えいただければありがたいと思って

おります。 

○教育長（坂元裕人）  お答え申し上げます。 

 垂水のイメージアップという前に、私はやっ

ぱり顕彰の意味合いが強いんじゃないかなと思

うんですね。その心、その気持ちを醸成してい

くというのは、いわゆる教育的な観点ではない

かなと思っております。ですので、非常に発案

としては面白い、ユニークな発案でございます

けれども、選曲あるいは課題等を踏まえて、こ

こは慎重に対応をしていく必要があるなと。 

 ちなみに、せっかくここ顕彰碑等があるわけ

ですから、それを定期的に、例えば、子供たち

が清掃活動をすると。それだけでも私は顕彰に

つながるのかなと思っております。 

 以上でございます。 

○市長（尾脇雅弥）  北方議員の御質問に関し

ては、それぞれ担当課長が述べたような視点が

あって、そのことは御理解をいただいていると

いうことでございます。 

 瀬戸口藤吉翁に関しましては、行進曲の父と

言われまして、今、もともとの始まりからお話

をされて、24回目ということでございます。途

中いろいろ取りやめようかという時期もありま

したけれども、やっぱりしっかりと継続をする
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べきだということで、皆さんの御理解の下で今

日まで来ているわけでございます。 

 しかしながら、御自身もおっしゃったように、

例えば、軍艦に関してのいろいろ立場もあった

りしますので、その辺もよく考慮しながら、何

ができて何ができないのか、ただいま教育長が

言われたみたいに、顕彰をするという意味合い

では、数年前にしっかりとした石碑が文化会館

のところにもできましたので、そういったもの

のいろんな取組、あるいは関連する、まあ今、

道路の話が出ましたけれども、そこもそうなん

ですが、ほかに何か瀬戸口藤吉翁を顕彰するよ

うないろんなものはできないのかというのは、

今後の検討課題だというふうに思っております。 

○北方貞明議員  教育長、市長、前向きな答弁

だと理解しておきます。市長は施政方針なんか

でも未来への挑戦と、まあよく挑戦、挑戦とい

う言葉をよく使われますけども、本当に挑戦し

て、これを皆さんと一緒にできたらいいなと思

っておりますから、挑戦という気持ちで前へ進

んでいただければと思っております。 

 それで、これでこの質問に関しては終わりま

す。 

 ウクライナの支援についてですけども、先ほ

ど答弁がありましたように、住宅以外に、そし

て言語、言語か。言語を訳して、そういう機具

をもう用意していると。そういうことで、もし

県から、あるいは国からそういう要請があった

ら、いつでも対応できるというふうな準備はさ

れているというふうに認識しました。来る人に

よっては、いろんな条件の方がおられると思う

んですよね。一人で来る人もおれば、数人の家

族連れ、そういうような人に対して、家族連れ

だったら、学校行っているのか、就学している

のか、そういうことの対応もあるし、いろんな

準備等があると思うんですけども、そういうこ

とで、来た場合は万全に、受入れとしては万全

ですよというように、もう準備はできていると

いうふうに理解しました。 

 そこで、先ほど課長からも答弁がありました

ように、確かにこの間の県の一般質問の中で、

塩田知事が９名のウクライナ人が来ていると。

それは非公開でありましたけども、先ほども言

いました、もし垂水に来たときには、人道的な

支援をして、それで、垂水に来てよかったと思

われるような、避難民の気持ちに寄り添って支

援、サポートをお願いして、この質問はこれで

終わります。よろしくお願いしておきます。 

 防災対策に対して、女性の観点からといろい

ろな、昨年までは女性の方が１名おられて、今

回４月からはいないのですけども。そのとき、

多分その方がおられたから、先ほど課長が言わ

れました令和３年、生理用品も備蓄ができたと。

これも女性の方がおられたから、恐らくこうい

うふうな準備もできたんじゃないかと私は推測

するわけなんですけれども、この間の打合せの

中でもでしたけども、まあ僕らも知らなかった

わけなんですけれども、この生理用品というも

のに関しては、昼型というんですか。夜型とい

うんですか。そういう２種類があるということ

も僕も初めて知ったわけですけれども、こうい

うのも、やはり女性がいなくては、多分男の人

だけじゃ準備ができなかったんじゃないかと思

ってるんですけども、やっぱりこういうことを

考えましたら、やはり女性の意見、知恵を借り

て、こういうのも準備しなくてはならないかと

私は考えております。 

 そういう中で、避難所は、どこの避難所でも

女性が多いと感じています。それで、男性が気

づかないこと、今さっき言ったようなこともあ

りますから、安心安全係でも、今後やはり女性

の配置が必要と思いますので、それに対して、

来年度というか、今後はどうしても女性が必要

と私は感じていますから、やはり職員の配置を

どう思われますか、それに対して。 

○総務課長（濵 久志）  先ほどの答弁でも答
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弁いたしましたが、人事につきましては、市全

体のバランスを見て人事異動をかけてまいりま

す。ですので、女性職員をこの係に配置という

ことは、特別今の時点では考えてはいないとこ

ろでございます。ただ、北方議員の御意見も参

考にしながら、今後、適正配置には努めていき

たいとは考えているところです。 

 以上でございます。 

○北方貞明議員  今、人事のことでしたけども、

市の職員の配置、バランスを考えてということ

でしたけども、私のほうからは、安心安全係に

女性職員の配置を要望して、この項は終わりま

す。 

 公金の不明金についてですけども、作業で何

人でしたかという、調査されたかと。課長は２

名、係長２名というのは、課長は２名はちょっ

とはっきり分かったんですけども、もう一遍こ

のところをゆっくり教えてください。 

○総務課長（濵 久志）  課長２名、係長２名、

係員２名、合計６名でございます。 

 以上です。 

○北方貞明議員  調査をされて、その中には副

市長、市長は入っていないわけですね。課長、

係長、係員２名。なぜこの調査に市長とか副市

長は入っていないんでしょう。 

○総務課長（濵 久志）  この調査につきまし

ては、森議員の御質問でも答弁いたしましたが、

関係業者への聞き取り調査、それと、関係職員

への聞き取り調査でございます。これにつきま

しては、当然この課長２人というのは総務課長

と財政課長ということになりますが、調査に関

しましては、総務課長、財政課長で足りる調査

だということで、この６名で調査をしたんだと

いうことを聞いております。 

 以上です。 

○北方貞明議員  そしたら、この調査じゃこの

６名ですけど、それで、責任者は誰なんでしょ

う。こうなった場合は、こういう調査する責任

者。そしたら、この調査をされたら、当然副市

長か市長に報告をされると思うんですけども、

それで、警察へ届けるにはどういうふうに、こ

の６名の中の責任者が届けたんでしょうか。私

は、当然被害届ですから、垂水市長の名前で被

害届は出ていると思うんですけども、この６名

で責任者は、そして、誰なんですか。 

○副市長（益山純徳）  今、北方議員の質問に

対して御答弁いたします。 

 先ほどの森議員の質問に対する総務課長の答

弁に一部重なりますが、まず、内部調査の件に

ついてですが、事件発覚後、令和元年６月より

８月にかけて、関係業者と関係職員に聞き取り

による面談等を行っております。関係業者へは、

契約保証金の領収書の確認、契約保証金の支払

い場所の確認等を行い、関係職員へは不明金が

発生した日の出勤状況、当時の公金事務の流れ、

当時の記憶等を確認いたしました。先ほども答

弁いたしましたように、これで解決に至らなか

ったということでございます。 

 責任者というお話がございましたが、こうい

う内部の調査でございましたので、先ほど総務

課長が答弁いたしましたように、当時の総務課

長、財政課長トップで調査をしたというふうに

考えております。 

 また、市長への報告についてですが、不明金

判明後の、これも森議員の質問に対してお答え

しておりますが、令和元年５月２４日に、当時

の副市長と総務課長がその状況を報告し、市長

より原因究明と会計処理の見直しを早期に図る

よう指示があったというふうに聞いております。 

 以上です。 

○北方貞明議員  そしたら、この６名は、その

調査をするための６名が調査をしたということ

ですね。分かりました。そういうことを理解し

て、それでいいわけですね。６人で調査したと、

調査の確認をしたということでしょう。 

○副市長（益山純徳）  今、調査について御質
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問ございました。６名で調査をしたということ

ではなくて、総務課長、財政課長は調査してお

りますが、あとは、全員が参加というよりも、

係長がいないときに担当の職員が入ったりとか

という入れ替わりはあったというふうに聞いて

おります。 

 以上です。 

○北方貞明議員  それぞれ確認して、そういう

不明金が出たと。５月24日とか25日か。このと

き市長に報告され、そして、その年の、11月15

日でしたかね。そのとき警察へ被害届を出され

たわけですよね。その間、出すまでの間、全然、

６人が最初していたけども、報告してからその

間、市長まで入れて、副市長を交えて、どのよ

うな話になってたのか。 

○総務課長（濵 久志）  今、北方議員が言わ

れた５月24日の話ですが、５月24日は事案の発

覚を市長に報告を申し上げた日です。ですので、

調査につきましては、それ以後の調査となりま

す。それから、６月から８月にかけて職員であ

ったり、関係業者の聞き取り等の調査等をして

おります。その結果として、問題の解決に至ら

なかったことから、11月に警察に被害届を提出

したという流れでございます。 

 以上です。 

○北方貞明議員  そしたら、被害届を出した元

年の11月ですよね。警察に出されたのは。それ

からこの間、警察からどのような進捗状況であ

ったか。報告はあったのか。また、その間、な

かった場合、市側から現在どうなってるんです

かと、そういう依頼ですか。そういうことは何

回ほど意見交換があったのか、警察との。全然

なかったのか、その間。 

○総務課長（濵 久志）  被害届を出して以降

ですが、回数とかそういうことはちょっと記録

には残っていないんですが、随時警察に照会を

かけたり、警察を訪問したり、警察からこっち

に来ていただいたりっていうのはやっていたと

いう報告は受けております。 

 以上です。 

○副市長（益山純徳）  追加いたしまして、私

とここにいる濵総務課長になってからも、警察

のほうに出向いて状況のほうは確認に行ってお

ります。 

 以上です。 

○北方貞明議員  このことは、今お答えになっ

た総務課長、副市長は、この事件当時はまだそ

の部署におられなくて、全然分からなかった、

知らなかったと思うんですよ。まして副市長は

２年前来られて、その以前の話だから。市長、

市長はそういうのに対して、市長は一番この問

題には詳しいと思いますけども、市長は県警へ

どのような打診とか、確認を今までされたんで

すか。 

○市長（尾脇雅弥）  先ほど申し上げましたよ

うに、私に報告があって、しっかり原因究明を

して、再発防止に努めなさいと。その間、総務

課長も変わっていったり、いろいろします。内

部の取り調べ、調査の関係の報告はありますけ

れども、詳細全てを私が把握しているわけでは

ございませんので、その状況に応じて、適宜問

題解決に向けてまた調整していくようにという

ことで、歴代変わっていってるというのが現状

です。その状況も踏まえて、先般のような形で

お話をさしていただいたということでございま

す。 

○北方貞明議員  本当これ聞いても、また答も

堂々巡りするようなものでありますので、これ

は特別委員会も設置されたことだし、そこでも

またいろいろと質問していきたいと思います。 

 そういう中で、市長も新聞をよく見られると

思うんですけども、なぜ公表しなかったことに

ついてなんですけども。もう一つは、記者の目

という、見られたと思うんですけども、ここに

は、もったいないとかいうような表現がされて

おりました。このもったいないということに対
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して、市長は何がもったいないかをこれは言っ

ているものか、市長自身のお考えをお聞かせく

ださい。 

○市長（尾脇雅弥）  民間の新聞の記者の方の

記事ですね。民間の新聞記者の方の記事ですか

ら、その方の思いがあるというふうに思います

ので、それに対しては、コメントする立場には

ありません。 

○北方貞明議員  私はこの新聞の記事を見て、

何回も僕も読み返してみたんですよ。そしたら、

どうもその内容が、垂水市では立派な広報誌を

使っておられると。それで、誉め言葉ですね、

いいふうに使っておられる。そして、小学校や

中学校に取材した学校関係者の方々も、よくそ

の取材に協力してくださると、そういうような

内容だったと思うんですよね。そして、そうい

うような広報誌がありながら、なぜこのような

ことをその広報誌で現状を市民に知らせないの

か。せっかくいい広報誌を持っていながら、き

れいなことばっかり言って、マイナス点は言わ

ない。私は、マイナスなことを言っていいと思

うんですよ。私は以前もこのことを言ったはず

です。市長の、毎月広報誌の市長コラムに。あ

れを使ってでも、今回市民に知らせる、そうい

う考えはないですか。今の現状のままを報告し

たらいいんですよ。それをもう市民は待ってお

られると思います。あのように新聞報道もされ

たわけですから。正式にまだ市長は市民に対し

て公表、また記者会見、記者発表、そういうこ

とはされていませんよね。それで、今日のこの

一般質問が公表やというようなニュアンスで朝

方聞いていたら、私は受けているんですけども。

この議会ですか、今日でも。市長、公表とか記

者発表はされる気はないんでしょうか。 

○市長（尾脇雅弥）  まず、原因が明確ではな

いということは、これまで申し上げたところで

ございます。（「何が」の声あり）原因ですね。

（「原因」の声あり）はい。関係職員への警察

の事情聴取が先般行われて、関係者と思われる

職員が警察による捜査を認知して、これによる

家族等への相談等が行われた場合に、当該情報

や不確定なうわさ話が市中に広まるおそれがあ

ることや、警察に公表について相談をしたとこ

ろ、市民等から警察への問合せなどデメリット

はあるが、最終的には市の判断であるとの見解

をいただいて、議員の皆様に現時点で分かる範

囲で正確な情報をお伝えしたということでござ

いますので、答弁は同じになるんですけれども、

明確でない中で、今現状としては、お話しでき

ることはお話をさしていただいてるということ

でございます。 

○議長（川越信男）  本日の会議時間は、議事

の都合によりあらかじめこれを延長します。 

○北方貞明議員  私は犯人とかどうこう、犯人

という言葉は失礼で申し訳ないけど、職員が何

したと、それじゃなくして、今現在、こういう

ことが発生しているんだよということを市民に

知らせたらどうですかと言っているんです。現

実にあったわけですから。だから、公表しない

で、今こういうことで捜査中ですと。それでも

いいと思うんです。何ら市長からは市民に知ら

せていない。それはちょっとおかしいと思いま

す。 

 先ほども言いましたように、市長は広報紙を

うまく使っておられます。昨年度は11月の健康

特集という形で、市長は数ページを使って、市

民の皆様に訴えておられました。あれは本当に

いいことだと思います。健康でいてくださいと

御夫婦で出ておられました。そういうふうに知

らせているじゃないですか。健康でいてくださ

いと。運動をしてくださいと。 

 今回、このような事件が発生したら、こうい

う事件が発生した。皆さん、すみませんでした

と、市民の皆さん。ただそれだけでいいと思い

ます。なぜ私がこんなことを言うかといいます

と、その業者さんにまともにお金を入れて、工
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事が終わったらもらっているわけです。だけど、

そういう中でお金が足りなくなったから、その

財布の中で、あれ何というんですかね、雑部金

というんですか。雑部金の中は何項目も税金が

そこに入ってくるわけです。 

 そして、その今回発生したお金もその中に入

ってくるんです。10種類ぐらいのお金がばたば

たと入ってくる中で、その４件だけが抜かれて

いるんです。違いますか。私はそう思いますが。

そして、この雑部金の中のお金が最後のやつは、

百何万円のときに払ったときに足りなかったか

ら、これが分かってきたんですよね。 

 ということは、ほかの税金をそっちに流用し

たわけです。それだったら、なおさら、こうい

うことで保証金はこの中のお金から一時借りま

した。市民はこれを怒っていると思いますよ。 

 だから、そういうのがありながら、なぜ市長

はその事実を公表しないんですか。たった１

ページ、これぐらいのことを、そこに書くだけ

ですよ。こういう事由があって発生しました。

こういうことでお金を払いました。誠に市民の

皆さん、すみませんでしたと。それぐらいは、

市長、言うべきじゃないでしょうか。 

○副市長（益山純徳）  今の北方議員の質問に

対して、私のほうから御答弁申し上げます。 

 まず、背景・経緯、事件発生後に行った再発

防止策等については、本日の議会、堀内議員の

答弁において、全員協議会で説明した内容を詳

しく答弁をしております。 

 この答弁、先日、新聞等に事案の概要が掲載

されたことで、市が公表したことと同等の影響

があるものと考え、このような状況の変化等を

踏まえまして、現時点で分かる正確な情報を答

弁という形で公表させていただいております。 

 また、先ほどこれも堀内議員の答弁でお答え

しましたが、市民への説明責任の在り方という

ことで、議会におかれては今回の事案に関して、

事務検査における特別委員会、こういうものが

設置されております。今後、この特別委員会に

おいて様々な検査が行われることとなります。

この検査により新たな事実が判明した場合、議

会の議論も踏まえた上で、市民の皆様にも公表

できるように努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上です。 

○北方貞明議員  誠に寂しいお答えだったと僕

は思っております。 

 これはもう、先ほども言いましたように堂々

巡りにしかならないと。私が要望したいのは、

こういうのが新聞紙上にも出たわけですから、

来月の市報に事実だけを市長の口から市民のほ

うに、広報紙で知らせたほうがいいじゃないか

と思い、また要望もして、この質問を終わりま

す。 

○議長（川越信男）  本日は、以上で終了しま

す。 

   △日程報告 

○議長（川越信男）  次は、明日午前９時３０

分から本会議を開き、一般質問を続行します。 

   △散  会 

○議長（川越信男）  本日は、これにて散会し

ます。 

     午後５時２分散会 
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令和４年６月22日午前９時30分開議 

 

 

   △開  議 

○議長（川越信男）  おはようございます。定

刻、定足数に達しておりますので、ただいまか

ら本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付いたしたと

おりであります。 

   △一般質問 

○議長（川越信男）  日程第１、昨日に引き続

き一般質問を続行します。 

 それでは、通告に従って順次質問を許可しま

す。 

 最初に、13番、篠原 則議員の質問を許可し

ます。 

    

○篠原 則議員  皆さん、おはようございます。

梅雨ですね。気持ちがうっとうしい日が毎日続

いておりますけれども、災害のないことを願い

ながら質問をしたいと思います。また、今日６

月22日は参議院選の公示でもありまして、世界

が平和になりますよう戦争のない世界、そして

住みよい日本のためにも、みんなで投票に行き

たいと思います。それでは、質問しますので、

しばらくの間お付き合いをよろしくお願いいた

します。 

 １番目、南州エコプロジェクト株式会社との

包括連携協定についてをお尋ねいたします。世

界的な異常気象や原油価格の高騰、さらにはウ

クライナ情勢の影響を受け、日用品が値上がり

するなど日常生活に影響が出ております。農業

においても、バイオ燃料用のトウモロコシ需要

増やウクライナ情勢の長期化により、燃油や生

産資材が高騰し、農業経営は窮地に立たされて

おります。 

 また、肥料や飼料をはじめハウス資材など幅

広い農業資材価格が高止まりで、先行きの不透

明感が強くなっております。新聞報道によりま

すと、ＪＡ全農の４月から６月期の配合飼料価

格は、最高値を更新したことが報じられており

ます。さらに、肝属家畜市場の子牛取引価格が

下落してきておるそうでございます。畜産農家

からは、この状況が続けば、生産意欲が減退し

てしまうとの声も上がるようになってきている

そうでございます。 

 全国では、需要が減少した飼料用米に代わり、

トウモロコシの代わりとして使用される飼料用

米の作付に転換する動きもありますが、稲作農

家にとって追加の設備投資がいらないと、この

国の交付金により収入も食用米と同質になるこ

とから、全国各地でこの取組が加速していくの

ではないかと考えられております。今般の飼料

用原料価格の高騰を受け、国においても輸入に

頼らない国産へ置き換えする取組が始まってお

ります。 

 本市においても、昨年７月17日、南州エコプ

ロジェクト株式会社と包括連携協定が締結され

ておりますが、飼料増産に向けた連携、協力に

ついて、どうなっていくのかお聞かせいただき

たいと思います。 

 次に、人口減少対策について質問させていた

だきます。国勢調査の結果でも明らかなように、

全国の自治体においても人口減少の傾向が顕著

に表れており、本市をはじめそれぞれの自治体

で様々な対策に取り組んでおりますが、現状を

維持できればいいほうで、地方においては人口

減少が加速度に進行しているところも多く、本

市も似たような現状だと考えております。 

 人口減少は、将来に様々な問題を生じさせる

ことから、国、県をはじめ地方自治体や関係機

関において、喫緊の課題として様々な取組が行

われておりますが、本市においては現状をどの

ように分析し、人口減少対策についてどのよう

に考えていらっしゃるのか、お答えをお願いい

たします。 
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 これで１回目の質問を終わります。 

○農林課長（森 秀和）  おはようございます。

南州エコプロジェクト株式会社との包括連携協

定につきましてお答えいたします。 

 近年の異常気象や原油価格の影響を受け、生

産原価費の大半を占める飼料価格は年々高騰し、

輸入飼料に依存している畜産業の持続的安定経

営を行う上での不安要素となっております。 

 垂水市と南州エコプロジェクト株式会社は、

畜産飼料生産に係る諸問題を解決し、国産資料

を増産するため、昨年11月17日に調印式を行い、

その取組をスタートしております。南州エコプ

ロジェクト株式会社は、大隅半島で「かごしま

黒豚」をはじめとするブランド豚、牛の生産、

処理、加工、販売を一貫体制で展開されている

南州農場株式会社の関連会社でございます。 

 本協定により連携・協力する内容は、畜産飼

料等の生産に関すること、生産圃場の基盤整備

に関すること、遊休農地の利活用に関すること、

鳥獣被害対策に関することなどとなっておりま

す。飼料増産に当たっては、荒廃農地や後継者

のいない遊休農地を活用し、雇用創出など地域

の活性化も行っていく計画です。現在、ワーキ

ング会議を設置し、農業委員も参加し、耕作放

棄地解消や農地集積・集約に取り組んでいると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○企画政策課長（二川隆志）  おはようござい

ます。人口減少対策と地方創生についてお答え

いたします。 

 人口減少は、それ自体が深刻な問題であるこ

とに加え、地方においては都市部への一極集中、

特に若年層の人口流出により、生産年齢人口減

少による担い手不足、消費市場縮小による地域

経済の縮小、都市機能の維持困難といった様々

な危機が想定されるところであります。 

 本市におきましても、10代後半から30代前半

にかけての女性の転出者数が顕著であるという

分析結果が出ており、学びや雇用の場の確保が

喫緊の課題であると認識しているところでござ

います。 

 このような状況に対しまして、それぞれの地

域で住みよい環境を確保して、将来にわたって

活力ある日本社会を維持していくという地方創

生の考え方から、本市においても人口減少問題

への対策として、持続可能な垂水市を実現する

ため、垂水市まち・ひと・しごと創生総合戦略

を策定したところです。 

 令和２年３月に見直しを行いました第２期総

合戦略においては、「稼ぐ地域をつくるととも

に、安心して働けるようにする」、「垂水市へ

の新しいひとの流れをつくる」、「結婚・出

産・子育ての希望をかなえる」、「ひとが集う、

安心して暮らすことができる魅力的な地域をつ

くる」の４つを基本目標として掲げております。 

 また、この４つの基本目標に加え、横断的な

視点から「多様な人材の活躍を推進する」、

「新しい時代の流れを力にする」という２つの

目標も掲げられているところでございます。 

 本市におきましては、人口減少を和らげるた

めに、これらの基本目標に従い、妊娠期から子

育て期まで切れ目のない支援を実現することで

結婚・出産・子育ての希望をかなえ、生活面の

充実を図るとともに、文化や歴史、街並み等を

生かした暮らしやすさを追求するとともに、

様々な関係団体との連携体制を確立し、地方の

魅力を育み、人が集う地域の構築に取り組んで

まいります。 

 さらに、観光、農業、製造業など地域の特性

を生かして、域外から稼ぐとともに、地域の

隅々まで循環させることにより、地域経済を強

くすることが必要だと考えられます。 

 また、人口減少は、その歯止めに時間を要し、

歯止めをかけたとしても一定の人口減少が進ん

でいくと見込まれますことから、生活・経済圏

の維持・確保や生産性の向上等に取り組み、人
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口減少に適応した地域づくりを目指してまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○篠原 議員  それでは、南州エコプロジェ

クト株式会社との包括連携協定について、２回

目をお尋ねいたします。 

 さて、包括連携協定の協定内容にもあるよう

に、荒廃農地を再生し、畜産飼料を増産してい

くとのことでございますが、また、山田水産北

側の耕作放棄地を再生し、飼料作物の生産を行

う計画があるとお聞きしております。この地域

の荒廃農地を再生し、事業を推進していく上で

も地権者の理解が不可欠と考えておりますが、

そこで、土地収用者との意向調査についてを、

どうなっているのかお聞かせいただきたいと思

います。 

○農林課長（森 秀和）  耕作放棄地意向調査

の結果につきましてお答えいたします。 

 ワーキング会議の結果を踏まえ、荒廃化が進

みつつある山田水産北側の約2.9ヘクタールの

水田を再生し、飼料用米を作付する計画がござ

います。今年３月２日から農業委員、推進委員

と連携し、地権者へ趣旨や今後の手続について

説明を終え、御理解をいただいているところで

ございます。 

 現在、農地集積を開始したため、効果・成果

はこれからですが、耕作放棄地を解消したい、

飼料用作物を身近で安く確保したいという両者

の思いをうまくマッチングさせる取組として、

非常に期待しているところでございます。 

 以上でございます。 

○篠原 則議員  ありがとうございます。意向

調査が済んで、所有者の皆様からの理解がある

ようでございますけれども、今後、農地の貸し

借りの本契約に向けて頑張っていただきたいと

思いますが、本契約については、農業委員会の

利用権設定で行われるのか、また、県の中間管

理機構で行われるのか、ここら辺を教えていた

だきたいと思います。 

 それから、南州エコプロジェクト株式会社と

の包括連携協定について、最後となりますが、

南州エコプロジェクト株式会社は他市町村でも

包括連携されているようでございますが、今後

の計画についてお聞かせいただきたいと思いま

す。 

○農林課長（森 秀和）  まず、今後の農地の

貸し借りについてでございますが、農地の貸し

借りには農業経営基盤強化促進法の利用権設定

と農地法第３条による貸し借り許可による方法

で行われてきましたが、平成26年に中立的な立

場で農地の貸し借りの受皿となる農地中間管理

機構が全国に設置されております。一般的には

農地バンクとして浸透しております。最大20年

間の農地利用権の設定や賃借料のやり取りが不

要などメリットとなっております。このような

ことから、山田水産裏については、農地管理機

構で進めていきたいと考えております。 

 次に、今後の計画につきましてお答えいたし

ます。南州エコプロジェクト株式会社は、現在、

包括連携を結んだ市町、垂水市、錦江町、南大

隅町で大豆、子実用トウモロコシの実証栽培を

開始しております。 

 本市での実証栽培においては、上野台地の圃

場面積18アールに子実用トウモロコシを栽培し、

堆肥と化学肥料を使用した生育比較や火山灰の

影響について、そのデータの収集を行っている

ところでございます。 

 また、山田水産北側での飼料用米生産につき

ましては、その生産に向け、再生費用や土地改

良区の賦課金など課題もございますので、南州

エコプロジェクト株式会社と相互に連携した綿

密な協議を行い、課題を解決してまいります。

山田水産北側での農地再生がモデルとなり、飼

料増産や耕作放棄地の解消につながればと期待

しております。 

 以上でございます。 
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○篠原 則議員  これで農政については終わら

せていただきますが、一つ要望をさせていただ

きたいと思います。昨日、新原議員の質問で、

果樹試験場跡地がどうなっているかと質問があ

ったと思いますけれども、私あの辺よく通るわ

けですけれども、立木癩癩防風林です。防風林

とか圃場の中も結構荒れているようでございま

して、鳥獣が、猿、イノシシのすみかになって

しまうんじゃなかろうかと考えておりますので、

そこら辺もこの対策を考えていただきたいと思

っております。よろしくお願いをいたします。 

 それでは次に、山腹崩壊箇所の現状と復旧状

況についてお尋ねをいたします。 

 さて、九州南部は、６月11日梅雨入りしまし

たと気象庁から発表がございました。本市にお

きましては、近年の梅雨前線豪雨や台風により

山が崩れるなど山腹崩壊がございます。市民か

らの要望も多いと思いますが、事業主体である

鹿児島県と調整など災害箇所の復旧に御尽力さ

れていると思っております。そこで、山腹崩壊

箇所の現状と復旧状況についてお聞かせいただ

きたいと思います。 

○農林課長（森 秀和）  これまでの大雨によ

る災害についての御質問に、農林課所管につき

ましてお答えいたします。 

 これまでの大雨により崩壊した山腹について

は、治山事業による復旧・整備など、総合的な

対策を講じていただくよう鹿児島県に対し58か

所を申請しているところでございます。 

 現在の進捗状況としましては、鹿児島県に現

地調査をしていただき、令和３年度で新規地区

５か所、継続地区３か所、令和４年度で新規地

区２か所、継続地区１か所、令和５年度で新規

地区４か所、継続地区５か所の事業採択をいた

だいているところでございます。そのほかの箇

所につきましても、早期に復旧・整備等、総合

的な対策をしていただけるよう引き続き要望し

てまいります。 

 以上でございます。 

○篠原 則議員  災害箇所が過年度災害58か所

あるということでございまして、20か所が採択

をされたと。あと28か所の採択に向けて頑張っ

ているということでございますが、ひとつ一か

所でも多く復旧できるよう頑張っていただきた

いと思います。 

 それから、農家の方からお願いがございまし

て、牧農道でございますけれど、果樹試験場の

通りでございます。ここに山腹崩壊が４か所あ

るそうでございます。復旧の見通しといいます

か、分かっておれば御答弁をよろしくお願いし

ます。 

○農林課長（森 秀和）  上野台地に上がる牧

農道だと思いますが、この農道につきましては

令和２年の７月豪雨で山腹が一部崩壊して、応

急は行っているところでございます。今、民地

等もあることから調整は行っておりますが、再

度現地確認を行い、対策を練ってまいりたいと

思います。 

 以上でございます。 

○篠原 則議員  どこの農道もですけれども、

ここは特にまた果樹試験場口の開発が進めば、

大型トラックとか通行するのではなかろうかと

思っておりますので、復旧をよろしくお願いを

いたします。 

 それから、市内あちこちで市道、農道、二次

災害を防ぐための大型土のうが設置されている

ようでございますが、これは大事なことだと考

えております。しかし、もしこの大型土のうが

原因で交通事故でもあればというお話を聞きま

したので、そのときは設置者の責任なのか、ひ

とつお答えをよろしくお願いいたします。 

○農林課長（森 秀和）  大型土のうにつきま

しては、先ほど答弁しました山腹崩壊等の災害

が、大雨、豪雨等により起こっております。鹿

児島県のほうに要望をしているわけでございま

すが、その応急処置として道路、農地の土砂流
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出を防ぐための対策としてやっております。 

 今、議員から御質問がございました責任問題

なんですけども、このことについては道路の支

障がないよう、あるような箇所については、対

策箇所を道路より上のほうに変えるなどの対策

を行っております。また再点検を行い、交通事

故等ないよう、対策を行ってまいりたいと思い

ます。 

 以上でございます。 

○篠原 則議員  よろしくお願いをいたします。 

 それでは、次の人口減少対策の２回目の質問

をさせていただきます。 

 先ほど、垂水の現状と人口減少対策への考え

方について伺いましたが、私は将来を担う生産

年齢人口の流出を抑制するためには、雇用の場

をいかに確保して、若年層の方々に１人でも多

く定住していただくことが重要ではなかろうか

と思っております。皆様もそのように認識して

おられると思います。 

 これまでも企業誘致等に取り組まれているこ

ととは思いますけれども、現在のコロナ禍、ウ

クライナ侵攻など社会情勢が悪化する状況では、

新たな企業進出を望むことは、大変困難なこと

が予想されます。そこで、一旦視点を変えて取

り組めないかと思っているところであります。 

 本市は、第一次産業が基幹産業でありますこ

とから、それらに関連します国・県の公共機関

の誘致を考えてみてはどうでしょうか。本市の

事例としましては、柊原にカンパチ、ブリの稚

魚等を成育・生産する施設があります。豊かな

海づくり協会が設置されており、水産業の振興

に取り組まれております。 

 今、申し上げましたことは関連がありません

が、近隣の事例としましては、大崎町の高校跡

地にアスリート施設が開設されております。

国・県の出先機関があることで、関連する企業

の進出も期待でき、雇用の創出につながるので

はないかと思ったりしているところでございま

す。 

 すぐには実現できるとは思わないと重々理解

はしておりますけれども、今後方向性を検討す

る上で検討に値する取組ができないかと思って

おります。何かお考えがあればお聞かせいただ

きたいと思います。 

○企画政策課長（二川隆志）  それでは、まず、

企業誘致についてお答えいたします。 

 企業誘致につきましては、就業機会の確保と

いう観点から今後も検討していかなければなら

ない課題ではございますが、議員の御指摘のと

おり、社会情勢の変容等により困難な面も多い

と考えられます。一方で、新型コロナウイルス

感染症の拡大に伴い、新しい働き方の一つであ

るテレワークに対する社会的な理解が促進され

つつあるという状況もございます。地方で暮ら

していても都会と同様の仕事ができるテレワー

クは、地域とのつながりのある充実した生活の

実現や感染症のリスク回避等、地方創生におい

ても画期的な働き方とされております。 

 このような状況を踏まえ、今後はＩＣＴ（情

報通信技術）の推進等、テレワークができる環

境を整備し、従来の企業誘致だけではなく、サ

テライトオフィスといった形での誘致が検討で

きないかといった視点を持って、調査・研究を

進める必要があると考えているところでござい

ます。 

 次に、県・国の機関の誘致について検討でき

ないかにつきましてお答えいたします。 

 2020年７月、消費者庁未来創造戦略本部が徳

島県に設置され、また、2022年８月に予定され

ている文化庁の京都移転に向けた取組が進めら

れているところでございます。 

 国が示した第２期まち・ひと・しごと創生総

合戦略におきましては、中央省庁の地方移転の

取組の推進等を図るとともに、将来的な地域イ

ノベーション等の実現に向けた研究機関・研修

機関等の移転の取組を進めることが明記されて
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いることから、ただいま議員から提案をいただ

きましたとおり、県・国等の機関につきまして

も、動向を注視しつつ、誘致が検討できないか

といった視点を持って、調査・研究並びに情報

収集に努める必要があると考えているところで

ございます。 

 また、地方への若者の定着を図るために、魅

力ある学びの場の創出も効果的であることから、

研究機関の移転に関して、知的財産を有する大

学のサテライトキャンパスの誘致等についても、

調査・研究並びに情報収集に努める必要がある

と考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○篠原 則議員  ありがとうございます。国・

県などの公共機関施設を誘致することは自治体

間の競争もあり、大変難しいと思っております

が、市長が常日頃から言われております国・県

などにおいて培われた人脈を駆使して実現に向

けたリーダーシップを発揮して取り組んでいた

だきたいと思いますが、市長の思いとか考えが

あれば教えていただきたいと思います。 

○市長（尾脇雅弥）  総括的に少しお話をさせ

てください。2040年までに鹿児島県下でも30万

人の人が減っていくという予想がございます。

国全体ももっと減っていきますので、国内は人

口減少社会ということでございます。特に大隅

の場合はそれが顕著でございまして、垂水市に

おきましては地の利のよさがあだとなっている

部分もありまして、鹿児島市、霧島市、鹿屋市

に通いやすいというところでそういう問題もご

ざいます。 

 やはり働く場所が必要だというのは、もうそ

のとおりだというふうに思いますけれども、昔

は働く場所がないということが主流だったんで

すけども、いろんな企業の皆さんとお話をさせ

ていただく中で、人がいないということが一つ

大きな問題でもあろうかというふうに思います。 

 そういった中で、今、担当課長が申し上げた

ようなことに加えまして、つい先週、１例申し

上げますと、県外の5,000人規模の会社の社長

さんとお話をさせていただきました。その中で、

いわゆるワーケーションみたいなところで、い

ろんな形で新しく垂水というのを一つポイント

にしながら、そこへ何らかの形で交流しながら、

働く場を見つけていったりということも、これ

から進めていきたいというお話もいただきまし

た。 

 また、地方創生の中で、我々は戦略的に、市

としては南の拠点整備ということで、道の駅は

まびらを創設することによって、正確な数字は

分かりませんけれども、関連で働いていらっし

ゃる方が三、四十名ぐらいはいらっしゃると。

そういうこともやりながら、一方で篠原議員が

おっしゃったような、いわゆる民間ではなくて

そういう公的なもの、豊かな海づくり協会もあ

ります。そういったものがどうなのかというこ

とも、大事な視点だというふうに思います。 

 議員おっしゃったように、地域間競争で既存

のものを移すというのはなかなか難しい部分も

ありますけれども、これからの時代を見据えた

形で、今御提言いただいたような形で、各省庁

あるいは地元の代議士の先生なんかとも相談を

しながら、やっぱり働く場、そこが将来につな

がっていきますので、しっかり御意見いただい

たことを胸に進めてまいりたいというふうに思

っております。 

○篠原 則議員  鹿児島県で30万人、人口が減

っているということでございますけれども、大

変な数字でございます。 

 私、この民間企業の誘致が難しいようであれ

ば、公的機関はどうかと質問をさせていただい

たところでございますけれども、公的な機関が

102か所、交番などを入れて大隅半島に点在す

るようでございます。先ほど申し上げました大

崎町のジャパンアスリートトレーニングセン

ター、鹿屋市の県民健康プラザ、今回また曽於
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市に畜産試験場などができるということでござ

います。 

 垂水市においても、以前自衛隊の誘致とか、

それから水産関係の学校の誘致とか、刑務所の

誘致も、進出かな、あったと思います。それか

ら、鹿渡船の機構の計画も一応あったと思って

おります。 

 現在、私が知る限りでは、垂水では大隅河川

国道事務所、それから警察署、先ほどの豊かな

海づくり協会、柊原のです。森林組合も入りま

すかね。そういう数えてみても３つか４つ、５

つぐらいでございます。大隅半島に102か所も

公共施設が点在するわけですけれども、何で大

隅の玄関と言いながら、玄関を通り過ぎて奥の

ほうに作るのかと言いたいわけでございます。 

 そういう中で、市長は常日頃、市長のパイプ

を市政運営に生かしていきたいとおっしゃって

おりますが、先ほども申し上げられました。交

流人口の増加に対する取組も重要でございます

が、市の根幹を成す人口減の取組に対し、市長

の持つ国や県とのパイプを生かし、企業誘致、

公的な機関の誘致ができないかとお聞きしたわ

けですけれども、市長の国や県のパイプを、垂

水市内に人脈、パイプ、多くあるかないか、パ

イプがあるのかないのかも私は知りませんけれ

ども、もしあれば、これは市の職員やできれば

我々市議会議員とも共有して、人口減対策とか

いろんな事業に生かしていただきたいと思って

おります。 

 そして、人脈は大変貴重な財産でありますか

ら、多くの職員の方々に引き継いでいただきた

いと。そういうことによって、将来すばらしい

職員の中から市長の後継者が生まれるかも分か

りません。期待したいと思っております。ぜひ

そういうパイプを引き継いでいただき、人材の

育成に取り組んでいただきたいと考えておりま

す。もう答弁はいりません。 

 これで私の質問を終わります。ありがとうご

ざいました。 

○議長（川越信男）  次に、９番、持留良一議

員の質問を許可します。 

   ［持留良一議員登壇］ 

○持留良一議員  それでは、よろしくお願いし

たいと思います。 

 まず冒頭に、歴史的な一歩が始まりました。

いわゆる核兵器禁止条約締結国での会議が、１

回目がスタートしたということであります。こ

の中で、日本に対しては失望したという意見や

世界が疑問を持っているという報道がされまし

た。確かにそうだというふうに思います。この

歴史的な一歩に早く参加できるように、私たち

も取り組んでいきたいと思います。 

 ２点目は、平和の問題であります。今、私た

ちを取り巻く環境の中では、軍備一辺倒で平和

は守れない、これが今多数の声ではないでしょ

うか。９条を生かした外交こそ、私たちは日本

が、また世界が平和をつくれる、そういう取組

だと思います。そのことを訴えて質問に入りた

いと思います。 

 最初の質問は、コロナ禍における原油価格、

物価高騰等による暮らし、営業への影響、そし

て市民生活を守る上で、市がその役割、責任を

果たしているのか、このことを問う問題であり

ます。その中で、特に大きな影響を受けている

人たちに視点を当てて、対策の必要性について

質問いたします。 

 物価高騰で市民生活全般に影響が広がってき

ています。総務省の家計調査を基に物価高騰の

影響を見ると、食料品、光熱水費など生活費を

中心にあらゆる品目にわたります。 

 特に顕著な影響を受けているのが、所得の低

い層が大きな打撃を受けているということです。

その実態として、年収200万円以下の層では、

物価上昇による家計の負担が年収比で4.3％増

えています。政府の緊急経済対策の中に生活困

窮対策は盛り込まれましたが、これまでも繰り
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返してきた各種支援措置の延長の対処療法がほ

とんどで、危機の深刻化に対応できる規模と内

容とは到底言えません。そのことはアンケート

でも新聞で報道がされています。74％の方が評

価をしない、こういう意見であります。そこで、

市の役割と責任が求められています。３つの角

度から質問いたします。 

 １点目は、独り親家庭への支援で、学用品、

生活必需品の提供を行う取組が、物価高騰等に

よる影響で、生活実態からも対策の必要性があ

るのではないかと考え伺います。 

 ２点目は、学校給食費等の負担軽減への取組

について伺います。補正予算で保護者の負担に

ならないよう予算が提案されました。この取組

は評価できるものです。問題は、地方創生臨時

交付金は１年限りで、物価高騰が続けば影響が

来年にも及ぶということであります。栄養バラ

ンスや量を保った学校給食が求められています。

教育行政の目的は、安心して学べる環境づくり

です。この目的を達成していくためにも支援が

必要と考えますが、今後の考え方についても伺

います。 

 ３点目は、物価高騰の中でも年金削減、高齢

者支援の検討はなかったかという問題です。物

価は上がったのに年金が減らされた声が多数寄

せられています。私たちの、また議員の皆さん

にもあるのではないでしょうか。 

 そもそも物価が上がったら年金も上がるとい

うのがルールでした。賃金水準が下がったため、

その分年金を減らすという不当なルールが適用

されました。この６月から年金が0.4％削減さ

れ、国民年金で年3,108円減、厚生年金で年１

万863円の減になります。この10年間で実質

6.8％、物価上昇分を差し引いた関係からいく

とこれだけ減少になっています。そこで、高齢

者、低所得者の支援の検討はなかったのか伺い

ます。 

 ４点目は、農業を守っていくためには、今こ

そ支援が必要です。畜産農家及び農家等の支援

について問います。先ほど篠原議員もこの点に

ついては言及をされました。市民生活と同様に

畜産農家及び農家にも物価高騰の影響が及んで

います。そして、市内の農家等でも全国でも対

策を求める声が広がってきています。 

 先ほど示されたとおり、ＪＡ全農は６月から

尿素94％、塩化カリウム80％、化学肥料は53％

などの値上げを発表いたしました。飼料費は肥

育で30％、酪農で40％、肥育の豚で60％、養鶏

で56％の値上げであります。例えばこの声に対

して、費用価格の高騰分を農家に直接費用とし、

それは飼料メーカーの販売価格に上乗せされ、

農家が負担しなければならないからの問題であ

ります。また、配合飼料も高騰していますが、

価格高騰分を農家へ直接補痾してほしいという

声です。 

 さらに、あら収入が標準的経費を下回った場

合、差額を補痾する肉用牛肥育経営安定交付金、

肉豚経営安定交付金は農家負担をなくし、国の

全額負担で自主的な生産費用全てを補痾する制

度にするよう、こういう声も広がってきていま

す。そこで、飼料高騰等で経営の困難に直面し

ている畜産農家及び農家等への支援は問題ない

のか、国等への支援について要望はないのか、

どのように取り組むのか伺います。 

 ５点目は、コロナ支援金と収入認定について

問います。安心して住み続けるためにも入居者

の立場に立った判断が求められています。公営

住宅家賃の収入認定で、コロナ支援の給付金、

協力金などが収入と認定されれば、家賃が上が

り、住み続けられなくなるかもしれません。そ

ういう不安の声もあります。 

 政府の考えでは、昭和36年の建設省の通知で、

収入認定の立場がコロナの協力金や給付金の場

合でも有効であると見解が示され、自治体の判

断で給付金等が除外可能にすることができると

なっています。市長には入居者が安心して住み
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続けるためにも、家賃決定の算定外となる一時

的な収入にして取り扱うことを強く求めたいと

思いますが、見解を伺います。 

 次は、子育て世代にやさしいまちづくり目指

して、この関係で質問をいたします。この質問

は、これまで３回確か行ってきたというふうに

思います。国保の子供の均等割の改善を強く改

めて求めたいと思います。 

 この問題については、政府に改善を求める意

見を上げたり、議会でも子供の均等割の軽減を

求める請願が採択されてきました。市民や国民

が安心して子育てができる、安心して生活がで

きることを望んでいる表れではないでしょうか。 

 また、制度の矛盾への批判でもあります。御

存じのとおり、国保の子供の均等割の負担は、

低所得者世帯にとっても特に大きな負担になっ

ています。今日のコロナ禍における原油価格・

物価高騰等による暮らしへの影響からも、改善

対策が強く求められています。そこで、下記の

点について質問いたします。 

 １点目は、国保に加入する全ての家族に定額

の負担がかかる。子供の均等割は、子供の貧困

対策にも子育て支援にも逆行するという認識は

あるのか。このことをまずお聞きし、対象者の

数は、そしてまた、市長会との要望等の関係で

はどうなっているのかをお聞きをいたします。 

 ２点目は、それぞれのケースでどのくらいの

負担になるのかお示しください。１点目は、本

年度から実施となった枠で、それを高校卒業ま

で広げた場合はどうなるか。２点目は、第２子

から減免した場合はどうなるか。３点目は、第

３子から減免した場合はどうなるか。これらに

ついてお示しいただきたいと思います。 

 国も本年度から国民や地方団体、そして国民

の声に押されて子供の均等割の負担軽減を始め

ましたが、小学校入学前に限定されました。し

かし、改善に向けた大きな一歩になると考えま

す。子育て世代にやさしいまちづくりを目指す

市長としては、政治姿勢が問われる問題ではな

いでしょうか。改めて子供の均等割の減免をす

る考えはないのか問います。 

 ３点目は、公金管理問題について、会計処理

の適正化・防止について質問をいたします。私

が公金等管理問題について注目したのが、平成

22年度の公金横領事件後、再発防止に向けた垂

水市公金管理適正化基本方針を定められたこと

です。これに基づき公金管理マニュアルが策定

され、さらに預り金等についても準公金として

の取扱いに位置づけられ、管理等について適正

な処理に向けて動き出すという方向が示されて

います。 

 しかし、方針や対策等の役割や目的を達成し

ていくためには、中身が機能していかなければ

ならない問題があります。特に職員の意識改革

や倫理の確立の問題、そして機能させるために

は適正化委員会の、仮称ですけれども設置、具

体的に推進していくには検討部会の設置等です。

内部チェック、牽制強化ができたのではないで

しょうか。完全ではなくても再発防止への機能

を果たす、私は考えるからであります。 

 そこで、役割・機能を果たしていたのか、目

的との関係でどうだったのか、課題をどのよう

に見ているのか、対策の必要性はなかったのか、

行政監査はされたのか問います。 

 ２点目は、準公金の取扱いについてどのよう

な感じになっているのか、準公金の取扱いにつ

いての要綱はあるのか、なければ作成の必要性

はないか、行政監査は実施されていないか問い

ます。 

 以上で質問を終わりますけれども、不十分な

点については再質問をやらせていただきたいと

思います。 

○財政課長（園田 保）  それでは、通告のあ

った質問のうち、地方単独事業分の22年度繰越

分と、物価高騰対応分の交付限度額についてお

答えいたします。 
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 地方創生臨時交付金につきましては、繰越分

として国の令和３年度第１次補正に係る交付限

度額が約１億6,068万円、令和４年度にコロナ

禍における原油価格・物価高騰対応分が創設さ

れ、新たに9,916万円の交付限度額が示されま

したので、交付限度額の合計は約２億6,000万

円となります。 

 以上でございます。 

○福祉課長（森永公洋）  独り親家庭等の子ど

もの食事支援事業の強化、学用品・生活必需品

の提供なども行うとなっている。生活実態から

も対策の必要性があるのではないかにつきまし

てお答えいたします。 

 新型コロナウイルス感染症による影響が長期

化する中で、子育て世帯の雇用動向が悪化して

おり、失業や収入減少の中で子育ての負担も担

わなければならない低所得の独り親世帯は、心

身等に特に大きな困難を抱えています。 

 新型コロナウイルスの影響による失業や収入

減少の中で、食費等の物価高騰等の影響を受け、

低所得の独り親の家計は悪化しています。 

 このように新型コロナウイルス感染症の影響

を受けて、損害を受けた低所得の独り親世帯を

見舞う観点から、国では子育て世帯生活支援特

別給付金給付事業を実施しております。 

 本市におきましては、児童１人当たり５万円

の支給に係る予算を専決処分させていただき、

今月16日から支給を開始いたしました。 

 これまで独り親家庭への支援といたしまして

は、ひとり親家庭医療助成事業では、独り親家

庭の母または父、その児童に対して医療費の助

成を行っております。 

 また、父または母と生計を同じくしていない

児童を養育している家庭の安定と自立促進を図

るため、児童扶養手当の支給を行っております。 

 母子父子寡婦福祉資金においては、配偶者の

ない者で、厳に二十歳未満の児童を扶養してい

る者、またはその扶養している児童等、寡婦及

び40歳以上の配偶者のない女子に対し、経済的

自立の助長と生活意欲の助長を図り、併せてそ

の扶養している児童の福祉を増進するために必

要な資金の貸付けを行っております。 

 また、独り親家庭の親の就業能力を高めてい

く取組といたしましては、ひとり親家庭高等職

業訓練給付金等事業を行っております。 

 現在、子ども食堂は全国各地で開設されてお

り、その活動の在り方は、困難を抱えている子

供たちへの支援を中心に活動するもの、地域の

様々な子供たちを対象とした交流拠点を設けよ

うとするもの、地域食堂等の名称により子供た

ちに限らず、その他の地域住民を含めて対象と

し、交流拠点を設けようとするものなど多岐に

わたります。 

 いずれの活動も、困難を抱える子供たちを含

め、様々な子供たちに対し、食育や貴重な団ら

ん、地域における居場所確保の機会を提供して

いるという意義を有しているものと認められて

おります。この子ども食堂につきましては、本

市におきましても現在２つの団体において開設

されているところです。 

 独り親家庭の生活は、物価高騰等の煽りを受

け、大変厳しい生活をされているとお察しいた

します。今後とも国、県の制度等の活用を図り

ながら、独り親家庭の皆様の生活の負担の軽減

を図り、経済的自立を促進してまいります。 

 以上でございます。 

○教育総務課長（野村宏治）  学校給食費等の

負担軽減等について、地方創生臨時交付金は１

年限り、栄養バランスや量を保った学校給食が

求められている中、この目的を達成していくた

めの今後の考え方につきましてお答えいたしま

す。 

 学校給食法によりますと、学校給食は食事に

ついての正しい理解と望ましい習慣を養い、学

校生活を豊かにし、明るい社交性を養い、食生

活の合理化、栄養の改善及び健康の増進を図り、
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食料の生産、配分及び消費について正しい理解

に導くことを目標にし、その達成に努めなけれ

ばならないと規定されています。 

 この学校給食法に規定されている学校給食の

目標や内容を踏まえ、垂水市学校給食センター

では、学校教育と連携した学校給食の充実を重

点施策として掲げ、地場産物の活用を推進し、

栄養バランスを考慮した調和の取れた献立の作

成に努め、安全、安心でおいしい給食を提供す

るため、日々取り組んでいるところでございま

す。 

 コロナ禍における急激な物価高騰を受け、給

食の原材料費も値上がりしている状況でござい

ます。 

 本年度は、本議会で御承認頂いた後には、地

方創生臨時交付金で学校給食費の値上げを行わ

ないために要する経費を支援することができま

す。 

 このまま物価高騰が続くようであれば、例年

３月上旬に開催している垂水市学校給食セン

ター運営審議会を年内に開催し、学校や保護者

の学校給食に関する様々な意見を伺いたいと考

えております。 

 物価高騰の継続時における学校給食の今後の

方向性につきましては、本市における子育て世

帯の経済状況等も勘案しながら、今後検討すべ

きものであると考えております。 

 以上でございます。 

○福祉課長（森永公洋）  物価高騰の中でも、

年金削減。高齢者支援の検討はなかったのかに

つきましてお答えいたします。 

 高齢者を対象にした支援については、令和３

年11月19日に閣議決定されたコロナ克服・新時

代開拓のための経済対策の一環として、様々な

困難に直面した方々が、速やかに生活、暮らし

の支援を受けられるように、令和３年度住民税

非課税世帯等に対する臨時特別給付金において、

１世帯当たり10万円の現金給付をプッシュ型で

実施しているところです。 

 当市においては、本年１月以降より事業に取

り組み、令和４年６月10日時点で、対象世帯

2,829世帯中、2,693世帯が支給済みであり、そ

の他家計急変世帯として７世帯に支給を行って

いるところです。 

 今般においては、コロナ禍における原油価

格・物価高騰等総合緊急対策に伴う追加の支援

措置として、令和４年度課税情報を活用し、住

民税非課税世帯等臨時特別給付金をプッシュ型

で行うよう、運用改善がなされているところで、

当市においても現在その事業実施に向けて準備

作業を行っているところでございます。 

 この令和４年度住民税非課税世帯等臨時特別

給付金は、令和４年度分の市町村民税均等割が

非課税の世帯で、令和３年度の本給付金の支給

を受けていない世帯に対して、プッシュ型で給

付の確認書をお送りすることで、お困りの方々

に確実に給付をお届けするものとなっておりま

す。 

 また、対象世帯以外につきましては、令和３

年度同様、家計急変世帯として申請ができるよ

うになっておりますことより、今後広報等によ

り住民の皆様へ周知を図っていきたいと考えて

おります。 

 以上の国の施策を確実に実施するとともに、

持留議員が以前質問された市独自の支援策につ

いては、引き続き国や県の動向、近隣市町村の

状況を注視していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○農林課長（森 秀和）  農家等への支援は問

題がないのかについてお答えいたします。 

 営農に必要な肥料や飼料など、農業資材が高

騰して農業経営を圧迫している現状があること

は認識しているところでございます。 

 農家の皆様からは、農業資材価格の高止まり

が長引くと、農業を続けていけないのではとの

声も上がっております。さらに、今年５月から
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の肝属家畜市場子牛取引価格は、前年平均価格

と比較し10万円以上下落しており、飼料価格の

高騰と併せて大変厳しい経営環境となっている

と言えます。 

 農林水産省の農業物価統計調査によると、本

年５月現在で基準年の平成27年度と比較して肥

料は約１割、配合飼料、重油は約３割上昇して

います。 

 加えて海外における紛争の長期化、自国の食

糧確保を優先する動きなどもあり、農業を取り

巻く環境はますます厳しくなる状況にあり、予

断を許さない状況にございます。 

 このようなことから、農林業者の厳しい状況

を支援するため、国の地方創生臨時交付金を活

用し、農業資材等購入費の一部を支援する農林

業物価等高騰対策事業を実施することを、今議

会に補正予算を計上させていただいているとこ

ろでございます。 

 今後も国の燃油や飼料の価格高騰対策として

実施される補痾制度の利活用促進や、自給飼料

の活用拡大を図るなど、営農への影響が最小限

となるよう取り組んでいく必要があると考えて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○土木課長（東 弘幸）  コロナ支援金と収入

認定につきましてお答えいたします。 

 コロナ支援の給付金や協力金を収入として認

定し、家賃を上げるのではなく、一時的な収入

として、収入認定から除外すべきとの御質問で

ございますが、議員がお話しされますとおり、

昭和36年３月６日付の建設省住宅局長通達では、

一時的な収入、おおむね１年以内の期間ごとに、

継続的に得る収入ではないものは除くこととさ

れております。 

 支援金や協力金を収入と見なし、家賃が上が

った入居者は現在のところ１件もないようでご

ざいますが、一律10万円の給付金につきまして

は、税務課に問い合わせましたところ、収入と

しては見なさないとのことでございますが、事

業者に支援されます協力金につきましては、収

入と見なすこととなるとのことでございました。 

 今後、新規入居の相談があった場合や、家賃

を見直す際については、コロナ対策の支援金や

協力金などの一時的な収入の確認を行うことと

しており、家賃設定につきましては、国からの

通達も考慮した上で、適切な対応を行うことに

なると考えております。 

 以上でございます。 

○市民課長（松尾智信）  国民健康保険の子供

の均等割、減免の取組についての質問にお答え

いたします。 

 平成30年度の制度改正により、市町村が単独

で国保を運営する仕組みから、都道府県と市町

村が共同で国保を運営する仕組みに変わり、鹿

児島県の統一的な方針として、鹿児島県国民健

康保険運営方針が策定され、現在、県と県内の

各市町村が一体となって国保の運営を行ってお

ります。 

 国民健康保険は、制度創設以来、我が国の国

民皆保険制度の基礎として大きな役割を果たし

てまいりました。 

 しかしながら、国民健康保険は他の医療保険

等に加入している人を除いた住民を被保険者と

していることから、低所得の加入者が多いため、

所得に占める保険料の負担割合が高いといった

構造的な課題を抱えております。 

 また、均等割につきましても、御指摘のとお

り社会保険等の保険料負担にはないもので、保

険料額に差が生じている要因の一つになってお

りますことは認識しております。 

 そうした中、全世代対応型の社会保障制度を

構築するための健康保険法の一部を改正する法

律が公付され、国民健康保険税の改正部分につ

いては、令和４年４月１日から施行されること

になりました。 

 主な改正内容は、国民健康保険税について、
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未就学児に係る被保険者均等割額に10分の５を

乗じて得た額を減額するといった内容となって

おります。 

 本市におきましても、今回の法令改正を受け、

令和４年第１回定例会において一部改正条例の

議決を頂いたところでございます。 

 議員御質問の本市の対象者数についてですが、

高校生以下のいる世帯の条件で回答させていた

だきます。 

 令和４年度は賦課の確定前ですので、令和３

年度本算時点での情報となりますが、国保世帯

2,538世帯のうち、高校生以下の子供がいる世

帯は112世帯でございます。 

 この112世帯のうち、均等割、平等割に対し

７割・５割・２割の軽減を受けている世帯は72

世帯となっており、約64％の世帯が税の軽減措

置を受けております。 

 また、今回の法改正に伴う影響につきまして

は、40世帯55人、影響額は改正後の均等割額で

の試算結果となりますが、約60万円と見込まれ

ております。 

 高校生以下まで広げた場合、112世帯、198人、

その影響額は約220万円程度と見込まれ、仮に

高校生以下の全額減免制度を導入した場合の影

響額については、約441万円、第２子以降を全

額減免した場合は180万円、第３子以降全額減

免した場合は60万円の影響と見込まれます。 

 また、子供に係る均等割の負担軽減について

ですが、全国では18歳以下の子供の減免を実施

している保険者もあることは承知をしておりま

すが、しかしながら、法に基づかない市独自の

減免は、国県支出金の算定外となりますので、

減免した分は全て保険者の負担となり、他の世

帯の負担増につながることになります。 

 また、国保税の算定に係るシステム改修費に

ついても、市単独経費となりますことから、財

源確保等の検討も必要でございます。 

 冒頭で説明をさせていただきましたが、県内

統一的な方針として、鹿児島県国民健康保険運

営方針が策定され、その中で本市はこれまで法

定外繰入れにより赤字補痾をしている保険者で

あることから、令和６年までの赤字解消を目標

とする国保財政健全化計画の策定団体でもござ

います。 

 仮に子供に係る均等割の軽減を市が負担する

となりますと、法に基づかないことから、一般

会計からの法定外繰入れとなり、目標達成がさ

らに困難になる可能性がありますことから、慎

重な対応が必要と思われます。 

 以上でございます。 

○会計課長（岡山洋恵）  垂水市公金管理適正

化基本方針について、役割、機能は果たしてい

るのか、目的との関係ではどうだったのかにつ

きましてお答えいたします。 

 議員から説明がありましたとおり、平成22年

度に公金着服事件が発生したことを契機に、公

金管理の状況について全庁的に調査をし、改善

を要する事項が判明したため、早急に適切な改

善方策を講じることが必要であると判断し、翌

年の平成23年度に垂水市公金管理適正化基本方

針を策定したところでございます。 

 この基本方針に基づき、実効性を確保するた

め、各所属において、個別業務ごとの所属別公

金管理マニュアルを作成し、各課においては、

これに基づき、適正な公金管理に努めているも

のと考えております。 

 また、公金の適正管理を徹底するためには、

職員の意識によるところが大きく、全職員が基

本方針の内容を理解し、着実に実行していかな

ければならないことから、新規採用職員を対象

とした職員研修の研修資料として、この公金管

理適正化基本方針を使用し、意識啓発を行って

いるところです。 

 このようなことから、公金管理適正化基本方

針につきましては、一定の役割、機能を有して

いるものと考えております。 
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 以上でございます。 

○総務課長（濵 久志）  職員を対象とした倫

理規定の策定についてでございますが、県内の

状況を確認しますと、５市が倫理規定等を策定

しているようでございます。他市の倫理規定で

は、職員の職務に係る倫理の保持に必要な事項

を定め、市民の疑念や不信を招くような行為の

防止を図り、もって公務に対する市民の信頼を

確保することを目的とするものでございますが、

本市における倫理規定の制定については、今後

の課題と考えており、特別委員会の議論を踏ま

え検討してまいりたいと考えているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○会計課長（岡山洋恵）  課題をどのように見

ているか、対策の必要はあるかにつきましてお

答えいたします。 

 垂水市公金管理適正化基本方針の課題、対策

等についてでございますが、策定後10年が経過

しておりますので、公金の現状に応じた見直し

などを行う必要があると考えております。 

 例えば、近年、電子マネーが普及しておりま

すので、そのような管理についても、追記して

いく必要があると考えております。 

 以上でございます。 

○監査事務局長（榎園雅司）  行政監査はどの

ようにされているかにつきましてお答えいたし

ます。 

 持留議員も、以前、監査委員をされておりま

したので御存じと思いますが、行政監査とは、

地方自治法第199条第２項の規定に基づき、定

期監査などの財務以外の行政事務全般について、

監査を行うものでございます。 

 監査委員が必要と認めるときに行う監査であ

り、法的に実施をしなければならないというも

のではないため、実施につきましては、監査委

員の裁量に任されているところがございます。 

 本市では、過去に特段のテーマを決めて行政

監査を実施したという実績はございません。定

期監査の中に、行政監査を含めて行うスタイル

等もあり、全国の自治体によって手法は様々と

いうのが実態です。 

 公金の管理につきましては、監査委員が地方

自治法第235条の２第１項の規定に基づき、例

月出納検査を実施し、保管状況の検査を行って

いるところで、結果報告は議員の皆様に配付さ

れているところでございます。 

 以上です。 

○会計課長（岡山洋恵）  準公金等の取扱いに

ついての要綱はあるのか。なければ作成の必要

はないかにつきましてお答えいたします。 

 準公金については、垂水市公金管理適正化基

本方針の公金管理マニュアルの中で、準公金等

についての項目を設け、管理について定めてい

るところでございます。 

 その内容につきましては、補助団体等の現金

及び通帳は、当該団体等で管理すべきものであ

り、職員が管理することのないようにすること。

やむを得ず職員が管理する場合には、通帳と印

鑑は別人が管理するとともに、支出命令書等を

作成し、団体役員や所属長の決裁を受けること

となっているところでございます。 

 以上でございます。 

○監査事務局長（榎園雅司）  行政監査は実施

をしているのかにつきましてお答えいたします。 

 準公金は、各種団体事務局取扱い現金等のこ

とを示されているとして回答いたします。 

 外郭団体の協議会などの各種団体においては、

自ら会計事務を担うべきではありますが、市職

員がやむを得ず当該事務に携わる団体があるこ

とは承知をしているところで、この団体の監査

につきましては、当該団体の監事が監査を行う

べきものと考えております。 

 しかし、団体に市が補助金や交付金などの財

政援助をしている場合は、地方自治法第199条

第７項の財政援助団体等監査ということで、毎
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年数件の団体を抽出し、監査を実施しておりま

す。 

 また、職員が会計事務を行う団体に属する現

金等につきましては、定期監査時に通帳写し等

の提出を求め、監査委員による確認を行ってお

ります。 

 以上のことから、地方自治法第199条第２項

による行政監査を特段実施する対応は行ってい

ないところでございます。 

 以上でございます。 

○持留良一議員  再質問をさせていただきたい

と思います。 

 一問一答でお願いしたいと思います。 

 まず、この生活を守ると、支援するという点

でお聞きしたいと思うんですが、私の質問に全

然答えていらっしゃらないんですよね。課長は

あのことに対しては、もう要らないですよと言

って、私は５月11日、市民の暮らし、営業を守

る対策強化を求める申入れということで、独り

親家庭に学用品、生活支援を検討するというこ

とを言ったはずであります。 

 そこでちょっとお聞きしますが、そういう

方々の生活実態を把握されているんでしょうか。 

○福祉課長（森永公洋）  実際その家庭に行き

まして、お話を聞いたりとか、そういうことは

今のところやったことはありません。 

 そして、ただ数字自体はこちらのほうも把握

しておりますので、そういうところで予算等へ

の反映はしているところです。 

○持留良一議員  今回、特に重要な問題、物価

高による影響なんですよね。通常のいわゆる生

活困窮というところとちょっと質が違うと。だ

から、そのために国も支援策を取ったというこ

となんです。そうすると、どうしても高齢者と

か、そういう子育て支援の独り親の方も含めて、

どういう実態なのかと調査もしくは意見、様々

な形で聞くことができたはずなんですよ。 

 そういう形で国の支援もあるけども、今度県

のほうも補正予算で給食費の、保育園の給食費

を補助するということが出てきています。 

 そういうことを考えると、その対策の必要性

というのは現場にあるわけなんですよ。現場の

声からやっぱり政策というのは立案していくわ

けなんですよね。 

 今回のは、国がこういうなりましたよという

ことでやりますということだと、本当にそれが

市の支援なのかどうなのかというのは、疑問な

んですよ。 

 そこでちょっと市長にお聞きしますけれども、

今３つの角度から問題点をただしましたけれど

も、市長は物価高騰で市民生活全般に影響が広

がっているという認識はあるでしょうか。 

○市長（尾脇雅弥）  長期化するコロナの問題

に加えて、ウクライナ等々によりまして、いろ

んな意味で物価が高騰をしておりますので、当

然のこととして、その影響はあらゆる方面にあ

るというふうに認識をしております。 

○持留良一議員  今市長が全般にわたっている

ということで、前回のだから給付金等々を含め

たら質は違うんだと。コロナプラス物価高騰等

の影響が出てきているんだと。その中で、では

実態はどうなっているんだと。声を聞いて、そ

して対策を取っていく、私たちはそういう立場

で見ているわけなんですよ。 

 ただ、国がこういう支援しますよ、県がこう

いう支援しますよ、確かに取り入れることは重

要なんですよね、皆さんのことを考えた場合に。

では、その根底にあるのは、そういう生活実態

でしょうと、声でしょうと。 

 特に独り暮らし、年金暮らしの高齢者の方々。

では聞きますけども、高齢者の垂水の平均の年

金額はどのくらいと認識されているでしょうか、

課長。 

○福祉課長（森永公洋）  年金の平均額につい

ては、私はちょっと知りません。 

○持留良一議員  このことも話合いの中でね、
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厚生の場ではいろいろ話を話題という形で提案

させていただいたんですけども、私が調べたと

ころ、約平均６万8,000円です。国民年金から

厚生年金、障害年金、全ての年金の中でね。 

 それだけの生活をされて、さっき言ったみた

いに削減されると、0.4％。この10年間でも実

質6.8％下げられているんですよね。その中で、

本当に皆さんがその役割を果たすというのは、

行政なんですよね。市民の生活を支えていくと

いうのは。 

 そういうことなんですけれども、今回の先ほ

ど高齢者の対策を言われましたけれども、これ

はでも繰り返しして各支援の延長、そういうも

のがありましたよね。 

 先ほど給付されなかった人ということですか

ら、そうすると直接的にはそういう対象者には

該当しないわけなんですよ。給付しなかった、

手続しなかった人に直接やるということになり

ますので、対策になるのかなと。焼き直しにな

るんじゃないかということで、私たちは批判し

ているんですよ。 

 そこで、最後市長にお聞きをしたいと思うん

ですけれども、この臨時交付金の施策に加えて、

県もこれから明らかになると思いますけれども、

全世帯を視野に入れた即効性のある対策を今後、

先ほど財源等も示されましたけれども、する必

要性があると私は認識をしているんですが、市

長はそういう即効性のある市民の生活、高齢者、

低所得者、まだまだほかにも今回取り入れる予

定でしたけども、まだまだ課題があると思うん

ですが、そういう即効性のある対策を取るとい

う考えはないのか、お聞かせを頂きたいと思い

ます。 

○市長（尾脇雅弥）  認識は先ほど申し上げた

とおりで、垂水市に関しても少子高齢化、人口

減少社会の背景の中で、そういうことと相まっ

ていろいろ課題があるというふうに思います。 

 そういう個別のいろんな問題を解決したいと

いう思いの中で、これまでも政策を講じてまい

りましたし、100人100様の御要望がありますか

ら、基本的には国や県の政策の方向に寄り添い

ながらも独自のものを、先ほど給食の問題にし

てもそうですけれども、いろいろ光が届かない

ところにしっかりと手当てをしたいというふう

に思っておりますので、先ほどいろんな生活実

態、独り親世帯の皆さんの生活実態の声を御紹

介頂きましたので、再度その辺のところやら把

握しながら、今後またさらに何ができるのかと

いうのは、当然議論してそこに光を当てていき

たいというふうに考えております。 

○持留良一議員  そういうことですね。全世帯

を視野に入れた、そしてなおかつ即効性のある

対策を求めていきたいというふうに思います。 

 次に、農家の件については、先ほど布石もあ

りましたので、篠原議員からも要望も出されて

います。ぜひこれは全市的な、全議会も含めて

そういう声がある。当然農家もあるんだという

ことを含めて、今後引き続き国に対して支援策

を求めていっていただきたいというふうに思っ

ています。 

○市長（尾脇雅弥）  要望の必要性ということ

であります。令和３年１月以降における配合飼

料価格の高騰が継続している中、燃油等物資材

等の高騰のあおりで、畜産経営体においては厳

しい経営を強いられており、また長引くコロナ

禍や不安定な国際情勢によりまして、長期化が

懸念され、改善の見通しが立たない情勢でござ

います。 

 このような状況が継続すると、畜産農家の離

農、廃業に拍車がかかり、産地維持に影響を及

ぼしかねませんというのは、共通認識でござい

ます。 

 家畜飼料の大部分を輸入に頼っている畜産農

家は、経営の継続の危機に直面をしており、こ

の状況が続けば、畜産業が衰退し、消費者の食

生活にも重大な影響を与えることになろうかと
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思います。 

 畜産物の販売価格は、畜産物の需要関係によ

り決定するため、飼料価格の高騰により上昇し

た生産費を販売価格に転嫁することは、非常に

困難な状況でございます。 

 このようなことを踏まえまして、４市５町で

構成する大隅総合開発期成会では、私をはじめ

各市町の首長が７月25日から上京し、国への要

望を行うこととしております。 

 要望事項につきましては、１点目、子牛価格

や枝肉価格回復に向け、繁殖・肥育農家に対す

る緊急対策として、経営体質強化や生産の安定

化を図るための取組等を実施する農家を対象に

支援を行うこと、２番目に、畜産農家の経営安

定に資するため、配合飼料価格安定制度の十分

な財源を確保するとともに、配合飼料の高止ま

り時に対する制度拡充を行うこととなっており

ます。 

 また、この要望とは別に、６月上旬、東京で

行われました全国約3,000団体が加盟する中央

畜産会の中で、会長であります地元の森山瓠先

生からも課題の認識と対策を検討中である報告

が示されました。 

 私も全国理事の一人として出席をしておりま

したので、その後、個別に垂水市における現状

や効果的な対策について御相談を申し上げたと

ころでございます。 

 それらを踏まえて対応が検討されていくこと

と認識をしております。 

 以上でございます。 

○持留良一議員  行政と議会と一体となってこ

の問題は取り組んでいく必要があるということ、

改めて認識をしたところであります。私たちも

頑張っていきたいと思います。 

 それと、学校給食の負担の問題なんですけど

も、全国では506自治体、完全無償化している

のは76自治体ということがあるんですけれども、

先ほど言われたとおり、確認しますけれども、

検討すべきものということは、値上げを視野に

入れた検討すべきものでしょうか。 

○教育総務課長（野村宏治）  値上げを視野に

入れるかどうかにつきましても、この審議会で

保護者や先生方の意見を伺いたいと考えており

ます。 

○持留良一議員  そうなると、そこにやっぱり

行政としての考え方を示さなければなりません

よね。ただ単に保護者って、保護者は当然上げ

てほしくないと、物価高騰で大変だと、生活も

ということになったとき、そこの部分について

はどんな形で示されるんですか。 

○教育総務課長（野村宏治）  すいません、も

う一回お願いします。 

○持留良一議員  どういう視点で、行政の視点

を示されるおつもりですか。物価が高いから、

値上げせざるを得ないですよと、そういうこと

も含めて。 

○教育総務課長（野村宏治）  基本的には、こ

のままでいきますと値上げをするか、こういっ

た形で支援をするか、もしくはこれはあっては

ならないんですが、質や量を落とすか。そうい

った３つぐらいしか方法がないと思うんですが、

そういったことを他市の動向にも注視しながら、

今言いましたようなことしか考えられないと思

うんですが、そういったことを一つ一つ検討し

ながら進めてまいりたいと思っております。 

○市長（尾脇雅弥）  今、担当課長の立場で現

状についてお話がありましたけれども、基本的

に共通して御理解頂いているのは、子育て支援

の充実というのは本当に必要なことで、垂水の

未来を明るくするためには、ここはしっかりと

投資をしていくことだと。 

 社会情勢が厳しい状況でありますから、現状

そういう財政の問題もあるわけですけれども、

このことは議会の皆さんの御理解をいただいて、

できるだけ子供たち、あるいは、親世代に負担

がないような形で、できる限り継続をしていき
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たいと思っております。 

○持留良一議員  この問題は、基本的には国の

対策だと思うんですね。なぜかというと、憲法

26条には、義務教育の無償化というのを提案し

ているわけで、では無償化の範囲はどこまでだ

ということで、これはたしか昭和何年でしたか、

1951年か、国会で答弁がされていて、現在は授

業料だけど、そのほかに教科書、学用品、学校

給食、できれば交通費も無料にしたいというふ

うに考えて、だんだん進んできているんですけ

れども。今そういう中でぜひこの無償化の問題

は、財政的にも大変厳しい状況ですので、国に

対して要請をしていくということをぜひ教育長、

取り組んでいただきたいというふうに、これは

お願いしておきたいと思います。 

 それと、次にいきたいと思います。住宅の問

題なんですけれども、先ほど言われたのは、そ

の給付金は入れませんよ、協力金は入れますよ

ということでしたけれども、その私たちが出し

た質問趣意書、国の質問趣意書には、家賃の決

定の基礎となる所得金額は、給付金や協力金を

除くことは可能かということであって、それは

一時金的な収入として取り扱うということは示

されています。 

 しかし、このことは最終的に先ほど言われた

税務課は駄目ですよと、給付金は駄目ですよと、

収入として認めますよということを言われまし

た。そうなってきたときに、私は最大のここの

判断は、事業主の判断、いわゆる市長の判断だ

と思うんですよ。市長の判断どうするかと、事

業主の判断で決定をすると。家賃の収入認定の

問題ですね。 

 改めて生活を守る観点から、家賃の値上げを

抑えるためにも、協力金、給付金等も入れて判

断するということで市長の判断をお願いします。 

○市長（尾脇雅弥）  先ほど担当課長が答弁し

たことがベースになりますけれども、その中で

国のいろんな状況も見ながら、何が最良なのか

ということを検討しながら対応してまいりたい

と思います。 

○持留良一議員  早急な課題ですので、早急に

判断していただいて、なるべく私たち入居者の

生活を守るという観点から、これは除外してい

くという方針を出していただきたいと思います。 

 次に、国保の問題に移りますけれども、公費

からの財政支援は実質的に赤字と先ほど言われ

ましたけれども、しかし、この国保財政そのも

のが構造的な問題を持っていますよね。国庫補

助の削減、全被保険者の低所得者が多いという

こと、それから脆弱な財政基盤があると。 

 だからこそ、全国市議会、市長会も六団体を

含めて、公的な投資を求めるということで、約

１兆円を求めてきましたけれども、結果として

は3,500万円しか入っていません。 

 この先ほど一般会計からの繰入れということ

を言われましたけれども、これは実質的な赤字

なんでしょうか、それとも今言ったみたいに、

構造的な問題から来る国の責任として、ここは

対策を取るべきだと全国市長会、知事会は言っ

ているんですが、そうするとあとここはちょっ

と食い違ってくるんですけれども、実質的な赤

字なんでしょうか。市長、お答えください。 

○市民課長（松尾智信）  持留議員が言われる

国からの補助ということも、もちろん承知をし

ておりますけれども、単年度で国保会計決算い

たしますので、やはり法定外繰入れを入れてい

るということで、実質赤字だと考えております。 

○持留良一議員  そうなってくると、構造的な

問題、また全国六団体が要望している中身から

見たら、違うんじゃないかと。財政支援という

のは、実質的な赤字ということ、いや、市と国

と含めた財政からの支援ということじゃないじ

ゃないかと。実質赤字を埋めるための対策だと

いうことなのか、お聞かせください。 

○市民課長（松尾智信）  そう捉えられてもし

ょうがないということだと考えております。 
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 以上です。 

○持留良一議員  そういうことで、またこれは

議論が続くと思いますので、そっちのほうに任

せたいというふうに思います。 

 最後、公金管理の問題等についていきたいと

思います。 

 本当にこの基本方針というのは確かにまとめ

られています。そして、何よりも全職員の周知

を徹底して改善事項が判明して、そして全職員

に周知徹底して市を挙げて公金管理に努めるこ

とにより、市民に信頼される市政運営を行って

いくということが明確になっています、ここの

部分ではですね。 

 そうしてあと、市長のリーダーシップ、いわ

ゆる役割と責任があると思うんですが、市長、

お認めになりますか。 

○市長（尾脇雅弥）  ちょっと意味が分かりま

せん。 

○持留良一議員  全職員に周知徹底し、市を挙

げて公金の適正管理に努めることにより、市民

に信頼される市政運営を図っていくということ

がこの中でうたわれているんです。そのことに

対して市長の役割、責任、これはあるんじゃな

いですかということです。 

○市長（尾脇雅弥）  私は行政のトップであり

ますから、結果的にそういうことで認識をして

おります。 

○持留良一議員  そうなりますよね。それで、

この公金管理適正化方策というのが４ページに

書かれています。徹底するために職員の意識に

よるところが大きいということ、先ほど出され

ました。私は、これに対しては研修も含めて、

職員の倫理条例をつくることが客観的な、それ

を推進していくために重要だということです。 

 機能の強化というのも書かれています。改善

方策の徹底、管理、会計課等による審査及び点

検、会計課内部調査、定期的、また随時、そし

て監査による定期監査というのを検査というの

も書かれています。 

 それから職員の意識改革、そして実効性の確

保ということで所属別公金マニュアルの作成と

いうことが書かれています。そして、この最後

にどういうことがまとめとして書かれているか

というと、各所属において基本方針を踏まえて

公金の適正管理に努めるとともに、今後とも、

この取組を緩めることなく、また風化すること

のないように継続していく必要があるというこ

となんですよね。では、これを今回のある意味

事件とか問題というか、なった結果になるんで

すけども、その間にまたこれを先ほど当初言い

ましたとおり、機能、役割を果たしていくため

に何が必要かということで、私が着目したのは、

これは同じような形で清水町というところが出

している中身があります。委員会の設置と推進

に対して、いわゆる部会の設置があるんです。

いわゆる機能させて役割を果たしていくために

は、やはりそういうのをつくっていかないとな

かなかこういう形で、先ほど言われたとおり、

つくったはいいけどもなかなかそれが動かない、

機能しないという問題がある。では、それを機

能させるために何が必要かということで、適正

化委員の設置、推進体制ということで部会の設

置というのが書かれているんです。本市はそれ

が全くないんです。それぞれ、もう課に任せっ

きりになっているんですよ。そして、あと問題

意識なり対策なりという日常的な内部牽制、全

体としての牽制も働かない、機能しないという

ことになっていくんじゃないかなというふうに

思いますが、今後、先ほど私が提案したのは職

員の倫理条例だとか、あと適正化委員会の設置、

部会の検討、これらを、この問題を含めて今後

の防止策をしていくためには必要と考えますが、

市長の考えを聞かせてください。 

○市長（尾脇雅弥）  今、ありましたように過

去の反省から再発防止の仕組みというのはつく

ってありまして、もちろん持留議員御指摘のと
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おり非常にいい形ができているけれども、実態

が伴わないではないかということだと思います。

制度的にはそのようなことで、また監査体制の

中でも監査の結果として問題もなかったという

ようなこともございます。ただ、やっぱり人が

やることでありますから、今回、このような課

題がありますので、原因究明はもちろんなんで

すけれども、今後の再発防止に向けては何らか

のそういう体制づくりというのは必要だという

ふうに考えております。 

○副市長（益山純徳）  私のほうからも答弁さ

せていただきます。 

 おおむねは市長が言った答弁のとおりなんで

すが、今回、議会において特別委員会が設置さ

れております。この特別委員会で様々な議論が、

今、持留議員が言われたことも含め行なわれる

と思っておりますので、その議論も踏まえて検

討させていただきたいと考えております。 

 以上です。 

○持留良一議員  私が言っているのは以前の問

題として、こういう点について、ある意味欠陥、

それを機能、役割を果たしていくためには課題

があるんじゃないかと言っている。だからこそ、

今からでも、そういう方向で、だから検査委員

会の結果を待ってではないんですよ。今、実働

的にそれを動かしていく役割をどこに持たせる

のかということです。それぞれの課に任せてそ

のままいくのかということです。それでさっき

言いましたとおり、風化する、緩める、そうい

うことにつながっていくぞということで自らの

問題点を訴えているわけなんですよ。警鐘を鳴

らしているわけなんですよ。では、そのとき、

私たちは様々なこの中にも「様々なところを研

究しました」と書いてあります。大事なのは、

この委員会、もしくは書いたことを、きっちり

と役割を目的を持って果たせるためにはどうす

るのかと、今の状況だと課に任せっきりじゃな

いですか。誰が点検するんですか、誰が対策を

取るんです、誰がそれを声を上げるんですか。

そういう仕組みにはなっていないでしょう。だ

からこそ私はそのこととは切り離して、今、こ

ういう現状の中で、10年前のそういうのが綿々

と続いてきた、その中で様々な問題が出てきて

しまった、であるならば、そこの限定的な問題

というのは何なのかということで、私は他市も

紹介しながら言って、ここの分だと、この本市

の適正化方針を機能させていく役割があるんだ

ということを私は認識したわけです。だから、

今回そういうことを２つの点で提案をさせてい

ただいたということであります。だからこそ検

査委員会の議論を待つという問題ではなく、も

し、その検査委員会というのはあくまでも実務

的な点です。このことを私たちはしっかりと受

け止めて、今後の対策の在り方というのはここ

にあるんだ、再発防止の一つの仕組みとしてこ

こがあるんだということを私は主張して終わり

ます。 

○議長（川越信男）  ここで、暫時休憩いたし

ます。 

 次は、11時20分から再開します。 

     午前11時７分休憩 

 

     午前11時20分開議 

○議長（川越信男）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 次に、８番、感王寺耕造議員の質問を許可し

ます。 

   ［感王寺耕造議員登壇］ 

○感王寺耕造議員  それでは、早速、議長の許

可をいただきましたので、１回目の質問に入り

ます。 

 歳入歳出外現金、雑部金の不明金について市

長に伺います。 

 １点目、事件なのか、事務上のミス、事故な

のか。また、発覚後、なぜ速やかに公表し、警

察に届けなかったのか見解を伺います。 
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 ２点目、何が原因で今回の事件が発生したと

考えられるか。また、今後の対応策について答

弁ください。 

 先ほどの持留議員との最後のやり取りで、市

長は「行政のトップは私だ」と申されました。

通告後の打合せで、総務課長にも会計課長にも、

今回の質問は市長に答弁を求めると通告してあ

りますので、正々堂々と答弁ください。 

 また、議長におかれましては、私の指名した

方に限って発言を認めていただきたいと思って

おります。 

 次に、空き家を活用した定住促進政策、小中

学校の維持対策について伺います。 

 本市の定住促進政策については、様々な補助

金制度ができており、制度自体は全国の中でも

充実したものであると認識しております。制度

自体はできたと考えますが、行政、小中学校、

教育委員会、地域住民、市内の不動産業者、ま

た金融業者等組織をつくり、人口増を図るべき

だと考えていますが、市民課長、企画生活課長

の見解を伺います。 

 次に、合葬墓について生活環境課長に伺いま

す。 

 少子核家族化を背景に、墓の継承者がいない、

また経済的理由で、墓が持てない人が全国的に

増えてきております。近年の相談の中でも、墓

じまい、近親者が全くおらず、自分が死んだ場

合、御骨はどうすればいいのかとの相談が多数

寄せられております。 

 １点目に、改葬許可の法的根拠は何なのか。

罰則規定はあるのか。また、近年の改葬件数に

ついて答弁ください。 

 最後に、老人会について伺います。 

 現在、市内に15のクラブがあり、それぞれ県

補助金３万8,000円、１年間３万8,000円を補助

金として出しておられます。県の出資分が３分

の２、市が３分の１を補痾して３万8,000円で

あります。 

 しかし、県の要綱には30人以上のクラブ員が

いないと補助金を頂けないということでありま

す。高齢化が進み各地域、旧新城村また旧牛根

村におきましては、どこの老人クラブも今後30

人を切ることが考えらえますが、県の要綱に合

わない部分について、市単独で３分の３、満額

３万8,000円を支払う考えはないのか見解を伺

います。 

 以上で、１回目の質問を終わります。 

○市長（尾脇雅弥）  感王寺議員の御質問にお

答えをいたします。 

 事件なのか事故なのか、発覚後なぜ速やかに

公表しなかったのかについて、まずお答えいた

します。 

 昨日、基本的には答弁をしたとおりなんです

けれども、事務処理のいずれかの段階で、何ら

かの事故が起こったのではないかとの観点で調

査を行いますとともに、事件性の可能性もあり、

警察に相談をしている状況でございます。 

 また、現在も警察の捜査中でありますので、

事件なのか事故なのか、原因は明確に特定はさ

れていない段階でございますので、そのことに

ついては申し上げられない状況でございます。 

 また、事案発覚後の公表につきましては、警

察の捜査への支障が危惧されましたために、ま

た、関係職員の人権侵害や名誉棄損、家族への

誹謗中傷も懸念をされましたために、公表を差

し控えたところでございます。 

 次に、何が原因で今回の事案が発生したと考

えられるか。また、今後の対策につきましてお

答えをいたします。 

 現在、この事案は警察の捜査中でありますの

で、原因が明らかになっていないところでござ

いますが、預かり金が不明となっていること自

体は事実でございますので、事案発覚後に堀内

議員の質問に総務課長が答弁をいたしましたと

おり、再発防止策を行ったところでございます。

今回の事案は、契約保証金を会計課の窓口で、
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現金にて受領していたことが一つの原因である

と考えておりますので、この再発防止対策の中

で、金融機関の窓口で納入するように見直しを

行ったところでございます。 

 この事案は、現在、警察の捜査中であります

が、議会におかれましては、今回の事案に関し

て、事務検査における特別委員会が設置された

ところであり、今後この特別委員会による議論

も踏まえ、また、市独自で再発防止策について

検討したいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○企画政策課長（二川隆志）  空き家を活用し

た定住促進政策についてお答えさせていただき

ます。 

 本市の移住・定住促進事業につきましては、

第５次総合計画の重点プログラムにおきまして

積極的な移住定住対策を推進することと位置づ

けられ、様々な事業が各所管課におきまして実

施されているところでございます。 

 特に空き家を活用した定住促進政策としまし

ては、企画政策課における空き家バンク事業を

軸に、移住促進事業と転出抑制事業を両輪とし

た、７つの移住・定住促進事業を実施しており

ます。 

 この事業を活用された方々においては、高い

割合で市内に定住していただいている傾向がご

ざいますことから、一定の成果を上げているも

のと考えているところでございます。 

 税務課固定資産税係が令和元年度から２年度

にかけて実施いたしました、市内全家屋の全棟

調査の調査結果から、外観からの目視で活用可

能と思われる空き家が347棟あることが報告さ

れております。これら活用可能と思われる空き

家の中から１棟でも多く空き家バンクに登録し

ていただけるように、関係課や不動産事業者の

方々と連携、協力して取り組んでいく必要があ

ると考えております。 

 また、現地調査等の際には、地域の皆様方に

も御協力いただいて、様々な情報収集や情報共

有を行いまして、空き家バンクへの登録件数の

増加につなげていかなければならないと思いま

す。 

 現在、外部の有識者等で構成される垂水市空

き家等対策協議会において、全棟調査結果に基

づく方向性や取組などが協議されております。

所管する市民課と情報共有を図り、空き家の活

用をさらに進めることで、本市への定住促進に

つなげてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○市民課長（松尾智信）  空き家を活用した定

住促進政策についての質問にお答えいたします。 

 空き家を生かした定住促進政策に関しまして

は、現在、税務課固定資産税係が実施いたしま

した家屋全棟調査の調査結果の空き家情報を基

に、空き家ワーキンググループにおきましては、

活用可能と思われる空き家を有効に活用する施

策を検討しているところでございます。 

 今後、空き家ワーキンググループで検討され

ます事業につきましては、空家等対策の推進に

対する特別措置法に基づきまして、平成29年度

に策定しています家屋等対策計画における空き

家等対策の推進体制として、副市長及び関係課

長から構成され、庁内に組織されています垂水

市空家等対策委員会や市長及び地域住民並びに

各方面の学識経験者から構成されます垂水市家

屋等対策協議会におきまして、協議をしていた

だくこととなっております。 

 空家等対策計画におきましては、地域住民や

不動産業者等の関係機関と連携して空き家等対

策を推進することとなっていることから、空き

家ワーキンググループにおける事業の検討段階

から、地域住民や不動産業者等の学識経験者か

らの御意見を伺い、連携しながら定住促進につ

ながる空き家を有効に活用した事業を検討いた

します。 

 以上でございます。 
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○生活環境課長（紺屋昭男）  改葬許可の法的

根拠につきましてお答えいたします。 

 改葬とは、墓地等に埋葬した遺骨等を別の場

所に移すことをいい、改装を行う場合は、墓

地・埋葬等に関する法律第５条により、埋葬、

火葬または改装を行う者は、市町村長の許可を

受けなければならないと規定されております。 

 そのことから、埋葬した遺骨を遺族の方など

が許可なく別の場所に移すことは禁止されてお

り、違反した場合には、同法第21条により２万

円以下の罰金または拘留もしくは科料に処する

ことが明記されております。 

 また、刑法第189条には、墳墓を発掘した者

は２年以下の懲役に処すると明記されているこ

とから、改葬行為等は法に基づき行う必要があ

ります。 

 本市の改葬件数の状況といたしましては、平

成29年度から令和３年度までの５年間に市内へ

の改葬102件、県内58件、県外94件の合計254件

の改葬許可を出しているところでございます。 

 以上でございます。 

○福祉課長（森永公洋）  県補助金年３万

8,000円は、１団体30人以上会員がいないと交

付されない。市単独補助金増額の考えはないの

かにつきましてお答えいたします。 

 老人クラブ助成事業は、老人クラブにおける

高齢者自らの生きがいを高め、健康づくりを進

める活動やボランティア活動のほか、世代間交

流や伝承活動などの地域を豊かにする各種活動

を補助対象として、１単位老人クラブ会員数が

30人以上のクラブに対して、年額３万8,000円

を交付するものでございます。 

 県の補助率は３分の２でございます。現在15

単位老人クラブが活用しております。 

 活動内容としましては、グラウンドゴルフ等

の健康づくり、錦江湾クリーンアップ作戦への

参加、あじさいロード清掃作業等のボランティ

ア活動、小学生との触れ合い活動などで、それ

ぞれの単位老人クラブごとに年間を通じて実施

されております。 

 老人クラブ会員数が減り補助対象にならない

クラブや、クラブ役員の引き受け手がいなく、

解散せざるを得ないクラブがあることは承知し

ています。県においては、国の実施要綱がおお

むね30人以上となっているために、県も30人以

上を補助対象としていると聞いております。30

人以下のクラブへの補助については、単位老人

クラブへの活性化等を進めるための方策の一つ

だと考えられますが、一方で、国・県の助成が

受けられなくなることもあり、今後、引き続き

検討すべき課題であると考えております。 

 以上でございます。 

○感王寺耕造議員  市長が答弁していただいて

よかったんですが。市長の答弁の中で、事務処

理上の問題なのかとか、それと、事件なのか事

故なのかという部分、明確な答弁はありません

でした。 

 もう事件が発生してから３年間もほったらか

しなんです。はっきり言って。発覚したのが令

和元年５月22日ですから、また令和元年11月15

日に６か月後も警察に被害届出しているんです。

何で６か月ですか。準公金の285万円がなくな

ったんですよ。一般の家庭で285万円、現金が

なくなってみなさい。もう離婚問題ですよ、こ

んなもの。それでまた、我々への報告も令和４

年４月28日、全員協議会で議員へ報告がありま

した。 

 いつも、市長、副市長、ちゃんと質問の通告

してください、打合せしてくださいとか、あな

たたちにいつもお願いしているじゃないですか。

私たちそういう努力をしていますよ、議員みん

な。詳細にやっていますよ。 

 それなのに、何で議員に、選挙で選ばれた議

員に、３年間も隠し通したんですか。何で市民

への説明責任を果たさなかったんですか。議員

の前に。そこも市長、ちゃんと答弁してくださ
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い。もう一回。 

○市長（尾脇雅弥）  その分に関しては、認識

違うと思いますけれども、昨日もお話しました

ように、今回の件、まず明確でありません。可

能性としては、事件なのかっていう可能性はあ

ると思いますけれども。要するに全員協議会の

場でも説明したように、我々も内部調査も行い

ました。その中で明確にならなかった。専門家

である警察の皆さんにもお願いをして、専門的

にやっていただいて、現在までその原因が明ら

かにされていないわけです。 

 いろんな御意見ある中で、昨年の11月ぐらい

から、本格的に再度調査を始める中で、関係す

る、何らかの原因はあるっていうのは分かりま

すけれども。例えば、誰なのか、何なのかって

いうことは、明確でないのが現状でありますか

ら。その辺のところを調査していく段階で、直

接関係ない人たちとか、あるいはいろいろ、昨

日も申し上げたような誹謗中傷あるいはそうい

った問題もありましたので。 

 しかしながら、そういう形で本格的に動き出

す中で、先ほど感王寺さんがおっしゃった、二

元代表制の一翼を担う議員の皆様には、前回、

あの段階においての分かることとして、お話を

させていただいたわけでございます。現在も警

察に対しても、もうできる限りの協力、問題発

生していいなんて思っていないわけです。これ

をどう究明していくのか。先ほどもありました、

以前そういう問題があって、その後に再発防止

策っていう形でマニュアル作って。いろいろ制

度上の問題、100点とは言いませんけれども、

制度上ではなかなか見つからなかったわけです。 

 しかしながら、今回、そういう現実的に285

万円がないという現状がありますから。このこ

とは、問題の究明、議員の皆様方も今回、特別

委員会を立ち上げていただいておりますし、

我々自身もまたさらに内部調査、警察と連携を

しながら原因究明をやりながら、再発防止とい

う観点もありますから、この両方をしっかりや

っていくことが大事だというふうに思っている

ところでございます。 

○感王寺耕造議員  危機管理の問題です。リス

クヘッジの問題だと思うんですよ、市長。私、

一般質問する前に、昨日、マスコミ報道があり

ました。これは、三重県の地方の職員、病院職

員が１億5,000万円、長期間にわたって横領し

ていた。着服したということで。即日、分かっ

た時点で、マスコミに流しているんですよ。こ

この町長さんは。謝罪していますよ。原因を徹

底的に究明すると。信頼を損ねる事案で大変申

し訳ない。町民や病院利用者に心からおわびす

ると陳謝したとあるんです。 

 市長の行動どうですか。市長、あともう一件。

一番駄目な例です。座間味村元職員、4,000万

円横領です。これは、2022年６月19日です。発

表されています。村営定期船の売上を横領した

として、70代の男が逮捕されたと。ここの部分

も議会で住民監査請求も出されたんですけど、

村監査委員がこれを却下したと。村長も、まだ

訴状が届いていないので、悪いと。危機管理の

いい見本です。 

 市長、名誉棄損とか職員の人権問題とか、そ

れと準公金の横領の問題とか全く別でしょ。何

でそう考えられないんですか。こういう問題に

ついては、速やかにマスコミに公表し、市民に

陳謝し、議員に説明し、真っ先に、285万円が

紛失したのか何なのか分かりませんけど、とに

かくなくなりましたと。昨日の総務課長の答弁

で、ちゃんと答弁したよね。ねえ。領収証の原

本がなくなっているって。日計集計もしていな

いって、そんなでたらめな話がありますか。す

ぐ公表するべきだと思うんですよ。もう一回、

市長。 

○市長（尾脇雅弥）  今、２つの例を挙げられ

ましたけれども、そこは逮捕されたということ

で明確なんですよね。だから、昨日から繰り返
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していますけれども、その中身が明確になった

段階で、私自身も含めての責任の取り方、いろ

いろなものは考えますと。しかしながら、今、

捜査中であって明確でないと。まずはそのこと

の原因究明をやっていくということが大事だと

いうふうに思っておりますので、そのような考

え方でございます。 

○感王寺耕造議員  では、質問変えましょうね。

私が一番残念なのは、全員協議会で、３年間も

黙っていたということなんですよ。市民にも何

も公表していなかった。ちょっと理由にならな

いと思うんですよ。それで、私は全員協議会で

質問しましたね、あなたたちに。公金の取扱い

について、以前にも問題がありましたね。給食

費。また、税務課の職員がありました。危機管

理、内部チェック、職員の倫理等、再発防止策

はきちっと検討されたのか、今までという部分

で。「十分ではなかった」という答弁なんです。

だから、十分でなかったから、こういうことが

起こったわけですよね、はっきり言って。 

 それで、あと一番、昨日気にかかった部分が、

いろんな議員が質問されたのがありましたけれ

ども、堀内議員の質問に対して、285万円どう

したのという話があったと思うんですが、「雑

部金に残高があるので問題はない」ですね。お

っしゃっているんですよね、総務課長。何で問

題がないんですか。何で、問題がないんですか。

実際上、穴が空いているわけです。雑部金に。

雑部金、歳入歳出外現金の勘定科目です。15目

あります。災害見舞金、共済掛金から始まって、

共済組合徴収金と社会保険料所得税、市県民税、

市県民税会計年度任用職員部分、学校共済金、

社会保険料、所得税、市県民税、市税徴収金、

学校共済給付金等、また市税滞納強制徴収金、

その他の部分があります。この部分が契約保証

金の部分ですね。ほかの分でもう金が入ってい

るんですね。お金が入っているんですよ。 

 それで、今回の問題については、雑部金の部

分の１つの通帳しかないわけです。１つの通帳

しかない。明細つけて出すわけです。そこで監

査委員が監査するわけです。 

 そうなった場合、１つの通帳の部分でまとめ

て上げたから、今回の場合も分からなかったわ

けですよ。あなたがまさしく言ったように、雑

部金の部分はお金がありますから、それで払え

ますよって話だったけど。それは違うでしょう。

一つ一つそれぞれ目的があって、お金をそこの

中へ入れているわけです。 

 一度、いろいろ対策を打ったと言われました。

昨日の部分で。令和元年６月、職員がいないと

ころに鍵を設置する。当たり前のことじゃない

ですか。会計課から納入していた分を金融機関

で納入するっていう部分、これも当たり前の話

だったんですよ。 

 雑部金の部分について、では質問しますけれ

ども。ほかの県内の市町村で、雑部金を一括し

て１つの通帳にまとめて管理している例がある

んですか。 

○総務課長（濵 久志）  今、議員の質問の、

雑部金をほかの市町村では、一緒にまとめてい

るかということですが。そこにつきましては、

調べておりませんので、今、回答はできません。 

 以上です。 

○感王寺耕造議員  総務課長、あなたはナンバ

スリーなんですよ。幾ら当時、当事者じゃなく

ても、そういう答弁が通ると思っているか。ね

え。 

 問題が起こったのは、令和元年５月22日です

よ。いろいろ対策を取らないといけないわけで

しょう。対策も何も取っていないじゃないです

か。雑部金の部分、調べていない。それで通じ

るんですか。ねえ。おかしいでしょうが。そう

いう部分が甘いから、一つ一つ、県外の会計事

情とか。あと、監査事務局がまた別部局ですけ

れども、監査事務局のほうでもきちっと、県外、

全国の部分を例を調べて、どういう取扱いをし
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ているのか、公金の。ここも調べるのが当たり

前だと思うんですけど。市長、そういう指示は

出されていないんですか。 

○市長（尾脇雅弥）  今後、御指摘のことも含

めて、当然のこととして検討していく必要があ

ると思います。昨日、総務課長のほうでもお話

をしました。発覚できなかった理由ではないん

ですけれども、雑部金でいっぱい入っていて、

結局その285万円が不足しても、結果として赤

字、赤が立たなかったということで。 

 以前の南日本新聞さんの記事の中にも、監査

も異議なしというようなことが書いてあったと

いうようなことがございましたけれども。 

 過去において、令和２年４月の監査報告の際

に、そのときの資料に、約170万の赤が発生を

しておりますから、この時は、ある意味、どう

したのかなと気づくチャンスがあったというふ

うに思います。 

 先ほどの持留さんの話もありましたけれども、

制度としては以前の案件を基に、いろんなもの

を改善、見直しをして、監査機能もあるので、

制度としては問題ない前提なんですけれども、

今回、人がやることとして、このような中身は

まだ分かりませんけれども、状況が起こってい

ると。ただ、制度上の問題は、やっぱりそうい

う形で、そういう仕組みがありますから。より

その辺のところを約170万の赤が立ったときに、

少しこれはどういうことだということが見つけ

られるというか疑義になるチャンスであったん

だろうとは思いますが。 

 いずれにしても、先ほどお話がありましたよ

うな、十何か所の部分で一つには雑部金という

ことでありますので、今回のことも踏まえて、

このままでいいかどうかというのは、違う問題

があると思いますから。しっかりとどういう方

法があるのかというのは検討していかなければ

いけないと思っております。 

○感王寺耕造議員  きちっと問題点を整理して

やってほしいと思います。市民怒っていますよ。

市民の納税意欲ないですよ、はっきり言って。

285万も赤を出して、どうしたのという話です

よ。 

 じゃあ、いいでしょう。また。次に移ります

けれども、当時の市長、副市長、関係課長の部

分です。この部分が責任を取っているのかとい

うこと。今、市長は原因が何か分からないとか

ね。横領なのか盗難なのか、それとも事務処理

の問題なのか、紛失なのか分からないというこ

とをおっしゃいますけれども、実際上、お金が

なくなったわけですよね。 

 それで、会計課長だけじゃないですけれども、

総務課長も。あと私の聞くところによると、財

政課の管財係の部分は契約、入札の部分に関係

していきますんで。それで、入札の部分に関し

て、やっぱり終わった後に、業者さんと一緒に

行ってお金を会計課の窓口で払わされたという

例もあるんです。会計課の職員だけではなくて、

財政課の職員のミスなのか何なのかという部分

も問題点としては出てくるんですけど。 

 ただ、地方公務員法第29条の部分を受けて、

垂水市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例

とあります。これが戒告、減給、停職です。ま

たは、懲戒処分としての免職です。 

 それからまた、地方公務員法にのっとらない

部分で、軽い部分の案件について、訓告という

部分の規定もあります。本市に対して。 

 何でここ、課長、285万円なくなったんだか

ら。関係課長、何が原因か分からないとしても、

ある程度の処分は、きちんと法令にのっとって

やらなきゃいけないと思っているんです。 

 それでまた、当時の市長、副市長もそれなり

の責任を取らなきゃいけないと思うんですけれ

ども、その点について見解をお伺います。 

○市長（尾脇雅弥）  昨日もお話をしましたけ

れども、いろんな裁判、責任の取り方というの

は、結果が出て、どうなんだということがある
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わけです。申し上げましたけれども、しっかり

とそこは対応すると。まず、今回、こういう形

で、議員の皆様も特別委員会を設置して、いろ

んなことが再度動き始めておりますので、しっ

かりとその状況を見守りながら、まずは原因究

明をして、問題解決を図り、再発防止併せて、

当然、関係する皆さんの責任の取り方というの

は、あると思いますので、それは当然、そうい

う状況に応じて対応させていただきたいと考え

ているところでございます。 

○感王寺耕造議員  市長、これで最後にします

から。事件が起こってから、総務課においては

４人目の課長です。会計課においては、事件が

起こってから３人目かな、多分。３人目だと思

うんです。その間、警察に届けて以降、総務課

長とか会計課長をきちっと定期的に県警のほう

に、どういう状況ですかとか、そういう状況を

把握したりとか、お願いしたりとかという部分

は、一体何回やったんですか。 

○市長（尾脇雅弥）  回数まで覚えておりませ

んけれども、その問題があるということは分か

っておりますので、適宜そういう形で、その後

状況はどうなんだという形で指導しているとこ

ろでございます。 

○感王寺耕造議員  最後にこれ、要望にしてお

きますけれども、検査特別委員会も地方自治法

第98号によりできましたんで、あらゆる情報と

いう部分が包み隠さず委員の皆さんに提示して

いただくように、委員長としてお願いしておき

ます。 

 次に、空き家を活用した定住促進政策と小中

学校の維持対策。これまでも再三再四、空き家

の問題、空き家の利活用と特定空家の問題とい

うことで、多数、一般質問に立ってまいりまし

た。 

 その中で、市長、私、褒める部分は褒めます

から。もう本当、さっき言ったように、県内と

いう県外も含めて立派な部分、市長の発案もあ

るし、私議員の要望というかそういう部分を酌

み上げていただいて、市民の要望も酌み上げて

いただいて、立派なものができたと思っていま

す。 

 ただ、制度ができてから、例を挙げますと、

空き家リフォーム促進事業補助金ということで、

平成27年に４件、28年12件、29年３件、30年４

件、31年が９件、令和２年が９件、令和３年が

６件と。年々先細りということですね。これ、

リフォームの費用の促進事業で補助金でした。

ごめんなさい。 

 それであと、家財道具の処理の部分、この部

分についても、平成25年２件、平成26年12件で

す。27年が４件、28年が13件だったんですけれ

ども、令和２年が９件、令和３年が３件と先細

りであります。 

 何を言わんかとすると、今、企画政策課長は、

空き家等対策協議会っていう部分をつくって、

また職員のプロジェクトチームもきちっとやっ

ていらっしゃる。私もその中身を見ましたから、

分かっているんですが。ただ、これが対策協議

会を立てたとしても、結局、つながっていない

んですよ。結果に。私はそれを危惧します。 

 何を言わんかとすると、長島町、ここが公民

連携と制度改正による空き家等の活用促進とい

うことをなさっています。まず、私ども、実は

所管事項調査に、ここへ参りました。ここ、長

島町内に不動産業者さんが１軒もなかったんで

す。それで、長島町も高齢化が進んで人口減と。 

 また、農業が盛んなところなんですけれども、

働き手がいないという悩みを持っておられて。

川商ハウスさんと、最初に連携を結ばれました。

その後、また実績も積み重ねていかれるんです

けれども。鹿児島県外から来られるお客さんは、

鹿児島空港で降りて、丸１日かけて、物件を見

ると。やっと見れる。飛行機であれば、翌日と

いうということで。物すごく悩んでおられたと。

ここはＫＤＤＩとも連携しましてＶＲを活用し
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て、県外、大都市圏にいても、ＶＲを活用して

見れると。雨の日に行って、なかなか景色が見

えないという部分も晴れの日を撮ってあります

から、ビデオは。だから、そういうような実績

も重ねておられます。 

 また、鹿児島相互信用金庫さんと連携を組み

まして、中古物件とか新築物件、その辺のロー

ンの問題だと思うんです。そういう有機的な結

びつきをもっているから、実績が上がっている

んですよ。 

 数字を言いますと、平成29年から30年度で、

70件以上の空き家バンク登録、40件以上の新貸

借及び売却の成約実績ということです。町外か

ら50人です。２年間で。これは、住宅局長賞も

受賞されているところであります。 

 やっぱりそういう先をならって、きちっと地

域住民を巻き込んで、小学校も巻き込んで、き

ちっと私はやるべきだと思うんですよ。 

 その点について、市長の見解を求めます。 

○市長（尾脇雅弥）  空き家の問題に関しまし

ては、ざっくり約10年前に就任させていただい

たときに1,000件あるという中で、まずは空き

家の古いものを解体したりとか、いろいろな制

度、御提案もいただきながら形にしてきて。そ

のことは一定の結果にはつながっていると思い

ます。 

 しかしながら、同時に人口減少、少子高齢化

の中で、背景がやっぱりこういう衰退の状況の

中ですから、今、御提案があったように、この

まま延長してもなかなか難しいということは、

よく認識をしております。 

 また、長島町が民間企業様と連携をしながら、

川商さんですね。やっているということも、よ

く分かっておりますし。同様のケースはできな

いかということも含めて、地元の企業さんなん

かとも意見交換はしているところでございます。 

 やっぱり市役所の中でのやりようとしては、

基本的にできることを一生懸命やったと思うん

ですけれども、民間の場合は、成果が収入に影

響してきますから、我が事として、変な言い方

ですが、頑張り方が違うんです。契約をすれば、

自分の利益につながっていくという民間の活力

をうまく使っていかないと、企画政策の担当の

係、もう四、五人ぐらいしかいませんから。い

ろんな分野を担っておりますので。例えば空き

家政策ということに関しては、民間の皆様とあ

とは地元の建設業者なんかと合体したような絵

を描いていくと、必然的にそういうことが推進

していく可能性はあると思います。 

 また一方で、先ほどどなたかの質問にも答弁

いたしましたとおり、このコロナ禍の中に合っ

て、ワーケーションとかなかなか、移り住むと

いうことではなくても、空き家を活用した中で、

そこに１年間ぐらいずつ住みたいというような

お話も、今、させていただいているところなの

で。 

 これまで、10年前はよかった政策にかげりが

見えて、今、御提案いただいたような民間との

活用、長島町がやっているようなことを加えて、

この時代のコロナ禍で背景をうまく利用したよ

うなものも複合的にミックスしてやっていくと

いうことが大事だというふうに思いますので。

また、さらに参考にさせていただきたいと思い

ます。 

○感王寺耕造議員  了解しましたけれども。マ

ニア向けな部分で頑張っていただきたいと思っ

ています。 

 それで、私が言わんとするのは、実行部隊が

少ないんじゃないのということです。実際、動

く部隊が。地域住民を含めて。だから、そうい

うものをつくっていただきたいということなん

です。 

 なぜこういう質問をするかというと、教育長、

学校教育課長。現状に基づく部分をいただいた

わけですけど、手元に。平成28年度612人いた

部分が398人なんですよ。なると予測される。
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住基ですから、大体当たっていますよね。 

 地域から学校が消えるということがどういう

ことなのかということです。地域が衰退してい

く。文化の火が消えるということです。 

 そういった中で、現在、令和４年度。新城小

学校を例に挙げてみますと、20人となっていま

すけれども、残念ながら、この間、二、三日前、

１人、福岡に行ってしまいました。今、19人で

す。19人なんですけど、実を言えば、19人のう

ち５人は、私と私の後輩たちが運動して入れた

ところです。 

 そうすると、５人いるんですよ。実数は４人

しかいない。その後、去年も双子が１組生まれ

ましたし、赤ちゃんが２人生まれています。ま

だ小学校は行かせていない家庭ですけれども。

そういう部分で何とかもっていくんですけれど

も。 

 １つ、答弁いただきたい部分が、教育委員会

として、小中学校の児童生徒数を増やす対策を、

これまで果たされてきたのかということです。

具体例を言えば、森議員の地元である境小です。

私は、この部分が前教育長の部分からずっと言

っていました。特任校は市内の部分ですよね。

特任校をやったって意味ないですよと。留学制

度を考えなさいよと。地域、うちの新城の地域

にはそういう子供たちを受け入れる力はあると、

私は考えています。自負しています。だから、

そういったことで、市外から入れないと、なか

なか難しいです。そういった意味で。 

 それで、境小については、特に私が、森議員

が一般質問した後で、もう休校になるのが分か

っているのに、特任校やったでしょう。看板を

出しましたよね。遅ればせながらみたいにね。

だから、そういうことじゃ、いかんと思うので

すよ。これまで責任を果たされてこられたのか。

これからどういう対策を取っていかれるのか。

学校教育課長。 

○学校教育課長（今井 誠）  教育委員会とし

て、小中学校の児童生徒数を増やす対策は果た

されているのかにつきましてお答えいたします。 

本市には、教育を大事にする伝統や精神、風土

があり、豊かな自然、歴史、鎌ん手踊り、おろ

ごめをはじめ、地域に根差した個性あふれる文

化、全国に誇れる農水産業等の産業、様々な分

野で活躍している人材など、垂水ならではの教

育的資源も豊富であり、また、ふるさと先生な

ど地域全体で子供を育てるという伝統的な教育

力が残っております。 

 これらを有効活用しながら、各小中学校が特

色ある教育活動を展開し、信頼される学校、地

域と共にある学校づくりを推進していくことこ

そが学校、教育委員会に求められている対策で

あると考えております。 

 現在、本市にも学校が取り組んでいる特色あ

る教育活動の一つが、令和２年度末に整備を完

了し、令和３年度から本格稼働となりましたＧ

ＩＧＡスクール構想への取組でございます。県

内でもいち早くタブレット端末の利活用が保護

者の理解を得ながら進み、県内ではＧＩＧＡス

クールの先進地として認知され、他の自治体や

学校からの視察も受け入れるなど、順調に取組

を進めているところでございます。 

 また、地域創生の観点から、次世代の学校と

して、学校と地域が相互に関わり合い、学校を

核として地域を活性化していくことが不可欠で

あるとの考えから、地域と共にある学校づくり

が求められております。 

 信頼される学校づくりの推進に当たり、社会

に開かれた教育課程の実現のために、これまで

の学校評議員制度に代わるものとして、今年度

から学校運営協議会（コミュニティースクー

ル）を新たに設置し、教職員の資質向上や教育

環境の整備・充実など、地域と共に安全、安心

な環境づくりにも取り組んでいるところでござ

います。 

 学校は、児童生徒の一人一人の個性に応じて、
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基礎的・基本的な知識・技能を学ぶ意欲をしっ

かりと身につけさせるとともに、情操を豊かに

する教育や健やかな身体を育む教育を行い、児

童生徒の能力を最大限に伸ばし、可能性を広げ

ていくという役割がございます。これまでの成

果を踏まえつつ、学校、家庭、地域それぞれが

本市教育における役割を再度見直し、おのおの

の役割を確実に果たすとともに、積極的に他に

働きかけて成果を増幅させるなど、それぞれの

連携や協働を図りながら、教育活動を推進して

まいります。そして、これらの魅力ある取組を

様々な情報媒体を活用しながら、広く情報発信

することで、「自分の子供を垂水の学校で学ば

せたい」と一人でも多くの方々に思っていただ

けるようになりたいと考えているところでござ

います。 

 なお、児童生徒数を増やす対策としましては、

議員御指摘の山村留学制度がございます。この

制度には、里親の下で生活する里親留学、祖父

母や親戚の下で生活する親戚留学、親子で移住

して生活する家族留学がございます。令和４年

度に県内でこの制度を取り入れているのは17市

町村、60校あり、そのうち53校は離島の学校で

ございます。制度があっても受け入れる里親が

いないため、現在募集を停止している学校が１

市１村２校ございます。本市でこの制度を導入

するかどうかにつきましては、先進地の現状把

握を含め、関係各課や関係機関と連携を図りな

がら調査・研究してまいります。 

 以上でございます。 

○感王寺耕造議員  学校教育課長が特徴の一つ

として持っておられる魅力ある学校づくりとい

うことですね。まあ、そういうことで努力して

いらっしゃる部分は分かりますしね。それで、

私も新城小学校ちょくちょく顔を出しています

から、相談にも乗って、それで行ってみますと、

一生懸命やっていらっしゃるんですよ。それで

150周年記念事業がありました。コロナ禍でし

たけども。まあ、人数を限ってね、教育機関に

も相談乗っていただいてね、校長と話し合って

いただいて開いたと。その中でもうちの地元は

360万円が集まりました。予想以上にですね。

まあ、盛大にやれなかったことは残念ですけど、

私が言いたいのは、ちょっと横道それました、

小学校残したいということです。そのためには

魅力ある学校づくりですよね。地域の部分も、

地域住民も公民館も協力してくれています。そ

れで、私が六、七年前になりますか、今、鹿屋

体育大学のなぎなた部の名誉顧問をしています。

この部も以前は形とか模擬試合、演武、そうい

うものやろうとしたんですけども、その矢先に

コロナで現状やれていないんですよ。ただ教頭

先生ともう一人の若い先生と顔通しして、コロ

ナが収まったらやろうじゃないかと地域住民も

巻き込んで、そういう魅力ある地域づくりを目

指しています。そういった中で何度も言います

けども、企画政策課もそうだし、さっき言った

金融機関、市民課もそうだし、教育委員会もそ

うですし、学校もそうだし、地域住民も、不動

産業者もみんな含めてやりましょうよ、新城小

学校ですね。それで、私は市長、鹿屋体育大学

との連携というものも市長がやられているのは

分かりますけども、スポーツの分野でも輝かし

い実績と子供向けの公開講座も多数あります。

これは魅力の一つなんですよ、はっきり言って。

魅力の一つなんですよ。近くですから新城小学

校は。そこの部分と連携、御協力いただきなが

ら、私は可能性があると思っておりますので、

皆さんで話し合って新城から始めてください。

これ要望といたします。 

 あと合葬墓の問題です。冒頭申しましたよう

に、いろいろ相談があります。墓じまいの問題

です。女兄弟だけで墓を守る人がいなくなった

とか、経済的な問題とかいろいろ相談に乗って

いるんですが、あと昨年でしたか、災害があっ

て６件、７件改葬のお願いを出しましたね、生



－128－ 

活環境課長ね。そのときもやっぱり墓を継承す

る人がいないという問題がありました。統計で

も出ているように平成29年度から令和３年度を

見ても改葬先で市内という方が102件なんです

よ。県内、県外合わせて152件なんですよね。

わざわざ県外から来られて改葬願出してやって

いる状況です。でも行く先がないと、お骨を持

っていく先がないという相談がこれ甚だ困るん

ですよね。今、現状、鹿児島市に民間の霊場が、

樹木葬を中心としたところですけどね、そこが

３件ぐらいあります。あと１件、去年姶良に民

間の施設ができました。樹木葬の施設ですね、

そこがあります。あと今、鹿児島市さんが、こ

れ南日本新聞の記事によりますと、合葬墓を23

年度開設するということですね。合葬墓を整備

するということで、新年度予算の当初予算で

371万円、実施設計に出されています。そうい

った部分の考えはないのかということです。姶

良の分なんですけど、こういう感じなんですよ

ね、こういう感じ。公園みたいな感じですよね。

さっき言ったような理由でなかなか墓じまいが

できない方々がいらっしゃるんですが、特に県

内、県外、市外の方が多いということで、市長、

旧新城村ですよ、旧牛根村の、旧垂水町の方々

も眠っていらっしゃるんですよね、眠っていら

っしゃる。この部分も鑑みて、生きておられる

ときは旧行政区に対して多大な貢献をなされた

先輩方です。行き先がない部分、高価なものを

つくれとは言えませんけども、合葬墓を市内で

用意する考えはないのか、その辺だけ、１点だ

け。 

○市長（尾脇雅弥）  何年か前の災害のときに、

新城のお墓のところも大変な災害にあって、ま

あ、復旧はしたんだけれども、その後の問題が

出てきていると。今後、ますますそういう課題

は出てくるだろうというふうに予測はされます。

その中で宗教の問題もありますから、軽々に申

し上げられませんけれども、現状、課題がある

ということは認識をいたしましたので、どんな

方法があるのかというのは、今後協議してまい

りたいと思います。 

○感王寺耕造議員  亡き先輩方に敬意を表する

とともに、生活環境課長が冒頭言ったように罰

則規定が厳しいんですよね、すごいね、この部

分ね。その辺の部分もありますから、よく、予

算の問題もあるでしょうけど、その点について

検討いただきたいと思います。 

 老人会について、最後です。市長、県の要綱

の部分でそう決まっているということで、実際

15のクラブあるんですけども、全て30人以上な

んですね、現在。ただ、年々少なくなっていく

んですが、県の３分の２の補助が下りなければ

市は３分の１ということですけども、その辺を

市単独で、これからますます人口減で各地区も

老人は少なくなっているという現状があります

から、そうすると、老人クラブでも出て活動す

れば、認知症予防にもなったり、健康づくりに

もなったりすると思うんですけども、そういう

ような考えはないんですかということで。 

○市長（尾脇雅弥）  今は高齢者の皆さんの問

題として、やっぱり元気で長生きという中で、

健康長寿プロジェクトを中心に、課題としてや

っております。垂水市は御承知のとおり37キロ

の国道を有して、９校区があって、さらにそれ

ぞれの振興会、コミュニティがあるんだと思い

ます。総数の人口が減っているということは、

これまで30人で老人クラブ維持できていたもの

が、できにくくなる環境にあるというのは、そ

のとおりだというふうに思いますので、単純に

その30人つくってくださいということが可能な

らば、この制度に当てはまるんですけども、そ

れぞれの事情がある中で、じゃあ、29人、８人

は手当てをしないのかというのはおっしゃると

おりだと思いますので、方法論は、これから検

討するとして、そのことでマイナス要因が出な

いようにしながら、その数以内の方々が充実し
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た老人クラブ活動ができるような方法というの

を、検討していきたいというふうに思います。 

○感王寺耕造議員  もうこれで質問終わります

けども、最後に幹部職員、課長たちにお願いが

あります。皆さんが市長から辞令をもらわれる

とき、職員としてですよ、新入職員としてね、

宣誓書を読まされているはずなんですよ。皆さ

んね、読んだでしょ、みんな。「市民のため

に」って読んだはずですよ、「尽くします」と、

「頑張ります」と宣誓したはずです。市長の指

示には従わなきゃいけないかもしれないけど、

自分の職責をもうちょっと厳しい意味で見てく

ださい。当時、担当課長じゃなかったから答え

られませんとか、そういう答弁は受け付けませ

んから。理屈は通りませんから。そこの分は注

意していただきたいと思います。 

 最後になりますが、この準公金ですね、この

問題が速やかに解決することと、また、今年も

災害が少ない年でありますように祈念いたしま

して、私の今議会の質問を終わります。 

○議長（川越信男）  ここで、暫時休憩いたし

ます。 

 次は、13時30分から再開いたします。 

     午後０時17分休憩 

 

     午後１時30分開議 

○議長（川越信男）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 次に、11番、池山節夫議員の質問を許可しま

す。 

   ［池山節夫議員登壇］ 

○池山節夫議員  それでは、議長に発言の許可

を頂きましたので、さきの通告順に従って質問

をさせていただきます。市長、副市長、教育長

並びに関係課長の御答弁をよろしくお願いいた

します。 

 市政について。 

 ６月７日、尾脇市長が４期目出馬表明をされ

ました。そこで、セカンドステージとして挑み

たいと言われる６次産業化の推進についてと、

交流人口のさらなる増加策について伺います。 

 次に、新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金について。 

 まず、本庁・地区公民館Ｗｉ癩Ｆｉ整備につ

いて。 

 ２番目に、商工業者支援金給付事業について。 

 ３番目に、学校給食食材費臨時交付金につい

て。 

 以上、３点について、事業と予算の中身につ

いて詳しく教えてください。 

 出生数と対策について。 

 新型コロナウイルスが長引く中で、生活環境

が変化し、結婚や妊娠を控える風潮が見られま

す。2021年の出生数は81万1,604人で、統計開

始以来、最少であります。未婚者の増加や晩婚

化の進行も少子化の進行に拍車をかけていて、

2022年は70万人台になると予想されます。 

 垂水市でも、出生数の低下に歯止めをかける

に至っておりません。若い世代が子供を産み、

育てる環境をつくり、将来に展望を持てる垂水

市とするための対策について伺います。 

 孤独死について。 

 誰にもみとられずに亡くなる孤独死が、鹿児

島県内でも増加をしております。 

 孤独死は高齢者の問題と思われてまいりまし

たが、新型コロナウイルスの影響で、人とのつ

ながりが薄れ、家族が集まる機会が減ってしま

い、そういう現役世代にも増えているようであ

ります。スマートフォンのアプリを活用した孤

独死防止サービスへの登録も増えていると聞き

ますが、孤独死対策について伺います。 

 学校教育について。 

 子供の鬱病、鬱症状については割愛をいたし

ます。 

 持続可能な部活動について。 

 長い間、学校が担ってきた中学校の部活動が、
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変革期を迎えているようであります。スポーツ

庁の有識者会議は、2025年度末を目標に、休日

の部活動を地域のスポーツクラブや民間のジム

などに委ねる地域移行を実現すべきとする提言

を了承したとあります。 

 しかしながら、指導者確保や費用負担の問題、

何か問題が起きたときの責任の所在など、簡単

ではないようです。 

 持続可能な部活への移行には、保護者や地域

住民、行政など全体の協力が不可欠となります

が、教員の長時間労働解消のためには、どうし

ても必要であります。既に地域移行を先取りし

ている自治体もあるようですが、これからの取

組について伺います。 

 以上で、１回目の質問を終わります。 

○市長（尾脇雅弥）  ４期目の出馬表明におい

て掲げました取組への私の思いということで答

えさせていただきます。 

 私は平成23年１月に市長に就任をして以来、

垂水市の発展と垂水市民の皆様の幸福の実現と

いうことを政治理念に掲げ、日々、元気な垂水

市をつくるという強い信念の下に、市政運営に

取り組んでまいりました。 

 そして、元気な垂水づくりと市民の皆様の幸

福実現のために、私は「未来・安心・経済」の

３つの挑戦を軸に、事業を展開してまいりまし

た。 

 未来への挑戦につきましては、「次世代の担

い手を育成・支援するまち」として、垂水の、

そして、日本の未来を担う子供たち、そして、

それを支える生産年齢層の皆様に対する支援を

中心に事業を実施してまいりました。 

 安心への挑戦につきましては、「安心してい

きいきと暮らせるまち」「豊かな自然の恵みを

次世代へ受け継ぐまち」として、幸せの基盤で

ある安心のため、防災対策や医療・福祉などの

生活基盤の充実のための事業を実施してまいり

ました。 

 次に、経済への挑戦につきましては、「地域

資源を活かした賑わいのあるまち」として、商

工業、農林水産業、畜産業などの各産業の活性

化のために、様々な事業を展開してまいりまし

た。 

 去る６月７日、新聞記事にも取り上げていた

だいたとおり、４期目の出馬について表明させ

ていただいたところでございます。 

 これより、議員がお尋ねになりました今後の

６次産業化の推進について、私の考えをお話を

させていただきます。 

 私は、本市の経済の活性化のためには、稼ぐ

仕組み、もうかる仕組みを構築することが喫緊

の課題だと考えているところでございます。 

 ６次産業化の取組として重要なポイントは、

生産・加工・流通・販売の工程の段階で価格差

が生じますが、いかにして生産者側が多くの収

益を得られるように取り組んでいくかというこ

とであり、その仕組みがしっかり定着させられ

ると、先々、経営の安定や雇用の創出並びに事

業の継承につながっていくものと考えておりま

す。 

 次に、交流人口に対する私の考えをお話をさ

せていただきます。 

 国勢調査の結果でも明らかなように、全国の

自治体において、人口減少の傾向は顕著に表れ

ており、定住人口を増加するのは厳しい状況に

あると認識しておりますことから、交流人口に

加え、地域に継続的に多様な形で関わる関係人

口の創出、拡大に取り組むことが喫緊の課題で

あると考えているところでございます。 

 本市の３つの拠点であります、道の駅たるみ

ず湯っ足り館、猿ヶ城渓谷森の駅たるみず、道

の駅たるみずはまびらたるたるぱあくの周遊性

を生かした観光メニューの開発や、プロモーシ

ョンを通して観光資源などの本市の魅力をホー

ムページ、ＳＮＳなどを活用し、情報発信を行

うことで、関係人口の増加に努めてまいりたい
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と考えているところでございます。 

 これらの取組によりまして、市内への資金の

循環が図られ、経済の活性化による、さらなる

発展を目指してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○総務課長（濵 久志）  本庁・地区公民館Ｗ

ｉ癩Ｆｉ整備につきましてお答えいたします。 

 まず、Ｗｉ癩Ｆｉ機器の設置場所でございま

すが、市役所本庁及び各地区公民館に設置する

計画でございます。 

 市役所本庁は、１階の玄関ロビーと市民課窓

口前の待合室に設置する計画でございます。ま

た、市内９地区公民館にも設置することとして

おり、地区公民館につきましては、１階のロ

ビー等に、また市民館につきましては、１階と

２階の待合室の２か所に設置する計画としてお

ります。 

 Ｗｉ癩Ｆｉの届く範囲でございますが、障害

物がない場合は、機器から直線距離で50から

100メートル程度となりますが、機器の設置場

所や壁の位置等、建物の構造等によって、その

範囲が変わってくるものと思われます。 

 次に、Ｗｉ癩Ｆｉ利用方法でございますが、

パソコンやタブレット、スマートフォンからＷ

ｉ癩Ｆｉ機器に無線で接続し、メールアドレス

やＳＮＳアカウントにより認証を行うことで、

インターネット等の利用が可能となるものでご

ざいます。 

 利用につきましては、特定の方が長時間にわ

たり接続することがないよう、Ｗｉ癩Ｆｉ接続

の時間や回数の利用制限を設ける予定でござい

ます。 

 以上でございます。 

○水産商工観光課長（大山 昭）  商工業者支

援金給付事業につきましてお答えいたします。 

 現在、原油価格高騰並びに物価高騰により、

機械の稼働、原材料及び商品仕入れなど、商工

業者には大きな影響となっているところです。 

 市内商工業につきましては、多様な業種で影

響も異なり、例えばガソリン代や原材料仕入額

の値上がりなど、画一的な基準で見ることは困

難であります。 

 このようなことから、業種、規模にかかわら

ず、申請日において市内で３か月以上継続して

営業されていること、総収入の２分の１以上が

営業収入であること、今回の農林水産業者への

補助金と重複受給はできないことを要件といた

しまして、商工会員、非商工会員、全ての事業

者を対象に支援するものでございます。 

 なお、市商工会を申請窓口とし、給付要件を

確認の上、市商工会長が認めた事業者へ、前回

実施いたしました持続化給付金と同額の５万円

を速やかに給付することで、影響を緩和したい

と考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○教育総務課長（野村宏治）  新型コロナウイ

ルス感染症地方創生臨時交付金における学校給

食食材費臨時支援金の概要につきましてお答え

いたします。 

 コロナ禍の物価高騰への対応や、栄養価の高

い地場産物の活用を図ることで、これまでの学

校給食の質や量の低下を防ぎ、栄養バランスを

保ち、食育の推進、安全安心の学校給食を維持

することを目的に、学校給食で使用する食材購

入に要する経費を支援するものでございます。 

 給食の原材料費も、コロナ禍における物価高

騰を受け、昨年と比較し、値上がりしている状

況でございます。今回の補正予算要求時に、給

食の原材料29品目の値上げ率を調査した結果、

平均で昨年比10％上昇しておりました。 

 そこで、令和３年度学校給食用食材購入費実

績額の10％を物価高騰分として、471万8,000円、

学校給食用地場産業活用の食材費として、ブ

リ・カンパチの購入費177万6,000円、合計で

649万4,000円を地方創生臨時交付金を活用し、

支援しようとするものでございます。 
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 次に、今後さらに値上げが続いた場合の対応

についてでございますが、垂水市学校給食セン

ターでは、学校給食法で規定されている学校給

食の目標や内容を踏まえ、学校教育と連携した

学校給食の充実を重点施策として掲げ、地場産

物の活用を推進し、栄養バランスを考慮した調

和の取れた献立の作成に努め、安全安心でおい

しい給食を提供するため、日々取り組んでいる

ところでございます。 

 今回、給食の原材料費の値上げ率を昨年比

10％と想定し、地方創生臨時交付金を活用し、

学校給食で使用する食材購入に要する経費を支

援しようとしておりますが、今後さらに物価高

騰が続くようであれば、平均10％の物価上昇で

は対応できなくなるおそれがあり、安全安心で

おいしい給食の提供が厳しくなることも予想さ

れます。 

 給食センターとしましては、給食の栄養価や

質を落とさないよう献立を工夫しながら、でき

るだけの努力をしていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○企画政策課長（二川隆志）  出生数と対策に

ついてお答えいたします。 

 本市の出生数につきましては、近年、減少し

続けており、また、10代後半から30代前半にか

けての女性の転出者数が顕著であるという分析

結果が出ていますことから、人口動態としては、

今後ますます自然減の傾向は顕著になることが

予想されます。 

 人口減少は、それ自体が深刻な問題であるこ

とに加え、地方においては都市部への一極集中、

特に若年層の人口流出により、生産年齢人口減

少による担い手不足、消費市場縮小による地域

経済の縮小、都市機能の維持困難といった様々

な危機が想定されるところでございます。 

 本市におきましては、妊娠期から子育て期ま

で切れ目のない支援として、子ども医療費助成

事業を段階的に拡充し、18歳まで無償化とした

ほか、子育て世代包括支援センターの開設、子

育て支援センターの運営支援、垂水中央運動公

園・垂水鉄道記念公園への児童遊具施設の整備

や、妊娠期・子育て期におけるサポート事業、

新婚の若年夫婦世帯や子育て世帯を対象とした

賃貸住宅の家賃助成や、住宅取得費への助成制

度の創設といった様々な取組を行うことで、安

心して子供を産み、育てられる環境の整備を進

めてまいりました。 

 今後も、子育て支援政策を横断的に展開する

ことで、結婚、出産、子育ての希望をかなえ、

持続可能な垂水市の実現を目指すとともに、人

口減少に適応した地域づくりに取り組んでまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○福祉課長（森永公洋）  孤独死防止の対策に

つきましてお答えいたします。 

 本市においては、高齢化率も５月末現在で

44.8％と高く、また、前回の国勢調査によりま

すと、高齢単身世帯についても21.7％と、多く

の高齢者がお一人で生活されていることになり

ます。 

 孤独死防止対策としましては、民生委員によ

る見守り活動、訪問給食サービス事業による配

送時の安否確認、独り暮らしの高齢者が急病な

どの緊急時に警備会社へ緊急通報できるような

装置の貸与を実施しているところでございます。 

 以上でございます。 

○学校教育課長（今井 誠）  持続可能な部活

動につきましてお答えいたします。 

 公立中学校の運動部活動改革を検討するス

ポーツ庁の有識者会議は、５月31日、令和７年

度末を目標に、休日の部活動指導を地域のス

ポーツクラブや民間のジムなどに委ねる地域移

行を実現するべきだとする提言を了承しました。 

 また、近年、中学校の部活動は生徒数の減少

が加速化するなど、深刻な少子化の進展に加え、

教師の長時間労働の解消、働き方改革が喫緊の
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課題であり、学校単位での運営は困難になると

判断し、地域の持続可能で多様なスポーツ環境

を一体的に整備するとともに、生徒たちに多様

な体験機会を確保することの必要性を提唱しま

した。 

 部活動は、教科学習とは異なる集団での活動

を通じた人間形成の機会であり、多様な生徒が

活躍できる場である一方、これまで教師による

献身的な勤務の下で成り立ってきており、休日

を含め長時間勤務の要因であることや、競技経

験のない教師が、その競技の顧問として指導せ

ざるを得ないことは、教師にとって多大な負担

であるとともに、生徒にとっては望ましい指導

を受けられない場合が生じております。 

 そのため、学校の働き方改革を踏まえた部活

動改革の方向性として、部活動は必ずしも教師

が担う必要のない業務であることを踏まえ、部

活動改革の第一歩として、休日に教科指導を行

わないことと同様に、休日に教師が部活動の指

導に携わる必要がない環境を構築すること。部

活動の指導を希望する教師は、引き続き休日に

指導を行うことができる仕組みを構築すること。

生徒の活動機会を確保するため、休日における

地域のスポーツ・文化活動を実施できる環境を

整備することが求められております。 

 しかしながら、部活動改革を進めるに当たっ

て、今後解決していかなくてはならない課題も

多くございます。 

 専門性や資質を有する指導者の量を確保する

必要があること。スポーツ団体等が学校体育施

設を利用する場合、施設管理を学校が行うと、

負担が増大するおそれがあること。大会の参加

資格が学校単位に限定され、地域のスポーツ団

体等の参加は認められていないものがあること。

大会運営の多くを教師が担っている実態がある

こと。地域スポーツに支払う会費が、保護者に

とって大きな負担となると、生徒を加入させる

ことにちゅうちょするおそれがあること。地域

移行後も安心して地域でスポーツ活動に参加で

きるよう、生徒や指導者がけが等をしても、十

分な補償を受けられるようにする必要があるこ

と。学校で部活動が運営され、教師が顧問とな

って指導を担うことが前提となっている関係諸

制度について、地域でスポーツ活動に参加する

生徒が増えていく状況にふさわしいものに見直

していく必要があることなどが考えられるとこ

ろでございます。 

 この改革の流れを受け、県は部活動適正化検

討委員会を設置し、令和５年度の本県における

中学校部活動の方向性を市町村に示すために、

現在検討を進めております。 

 今年度、垂水中央中学校では、運動系・文科

系含めて183人、全体の66.1％の生徒たちが学

校の部活動に参加し、また、野球、サッカー、

水泳をスポーツクラブに加入して、精力的に活

動している生徒もおります。 

 市教委としましても、県の動向を注視しなが

ら、関係各課や関係機関、中学校、地域のス

ポーツ団体等と密に連携を図り、生徒やそれを

支える保護者・教師に不利益が生じないよう、

本市の部活動の適切な在り方を検討してまいり

ます。 

 以上でございます。 

○池山節夫議員  順番に一問一答でお願いしま

す。 

 まず、６次産業と交流人口、別に、まず６次

産業から聞きたいんですけど。 

 最後に德留議員が全体的なことは聞かれると

思いますんで、まず６次産業化、これが市長が

記者会見でも言われたように、入り口と出口で

大分違うと。今言われたように、生産者に利益

が残るシステムをつくらないと、垂水の１次産

業は潤わないということですね。 

 この前、新聞ちょっと読んでましたら、６月

９日付の南日本新聞なんですけど、スターゼン

って阿久根にあるんですよ。私、議長のときに
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議長会で行って、向こうで阿久根の議会が調査

に連れていってくれたんですよ。それが本当に

流れ作業で、すごいんですよ、量が。 

 そのスターゼンが、本社、東京かどっかなん

でしょうけど、工場が阿久根にあって、それ見

たんですけど。そこは、今度、新聞に載ってい

たのは、スキンパック包装というのを開発した

と。今までの包装とすると、三、四倍鮮度が長

持ちすると。 

 これからのお肉、お肉なんですけど、これか

らは、今の肉自体はブロックで塊で輸出はして

いるんだと、和牛を。だけど、やはり外国へ輸

出していくには、ブロックだけでは限界がある

と。そのままで、ぽんと送るのに。 

 こっちでステーキ肉なり、しゃぶしゃぶ肉み

たいな薄い肉にも加工した上で、それをぱっと

パックして、そのまま送ると、例えばフランス

でもどこでも、開いたらすぐ和牛のしゃぶしゃ

ぶが食べられると。そういうふうにして輸出を

増大していくんだと。そういうことが載ってい

たんですよ。 

 私、これを見て、垂水も畜産あります。それ

で、カンパチ、ブリありますよね。今、どんな

ふうになっているんだろうと思うと、やっぱり

フィレの形で、半身ずつで真空包装されて輸出

されているんだろうと思いますけど、これから

は魚にしても、垂水にある豚のお肉にしても、

輸出したら、すぐその場で、外国でヨーロッパ

ですぐ食べられる形にして輸出を目指していか

ないと、輸出の量は増えていかないんじゃない

かなと思って、この質問をしているんですけど。 

 スターゼンが言うスキンパック包装というの

は、特許があるのかどうか分かりませんけど、

こういう技術をやっぱり垂水も何らかの方法で

導入するなり、それは行政で何とかやってもら

って、例えば漁協さん、畜産のそういう加工の

ところに、そういうのを何とか、そういう国の

補助みたいなのを使って、そういう施設を造っ

て、輸出に力を入れていく。それが市長の言わ

れる、生産者に利益が残る仕組みづくりになる

んじゃないかなと思っているんですけど、その

辺について、ちょっとだけ聞いていいですか。 

○市長（尾脇雅弥）  全くおっしゃるとおりの

考え方でございまして、今、和牛の話がありま

したけれど、よく私が例えますのは水産業、ブ

リ・カンパチで、国内のカンパチ・ブリの２割

をここで生産をしております。生産高で約150

億円。 

 ただ、それを６次化して、末端のそういう商

品にしたときに、500億円という市場がありま

すので、500から150を引くと350億円ですから、

それを出口じゃなくて入り口、つまり生産者に

近づけるというのが、稼ぐ仕組みということな

んですね。 

 それは、１匹そのまま売るよりも、フィレで

加工して、さらには商品化することによって、

そのことが可能になっていくので、そういうこ

とを実現をしていこうと。 

 一例申し上げますと、牛根のグローバル・

オーシャン・ワークスさんという会社がありま

す。約10年前に立地をしていただきまして、今、

海外も含めて300億企業だと言われております。 

 そこが、そういう特殊な仕組みをつくって、

現実的にそのことを実践をされておられますの

で、まずはそういうことの事例をまねながら、

ブリに関しましては、ある程度、海外輸出とい

うことが確立をされておりますけれども、カン

パチで言いますと、なかなか国内中心でござい

ましたので、そのことを踏まえて、特にブリに

比べますと、少しあっさりめの味ということで、

アジアの市場というのが、非常に可能性がある

んだろうと考えております。 

 現に、アジアの辺りにトップセールスで行っ

たときのリアクション、大変ようございまして、

そこの延長線上にＪＡＬ日本グループさんと連

携をしながら、タイのトンロー市場とか、そう
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いったところに出店をしているわけですね。 

 １キロ大体、こちらの浜値で1,000円。３キ

ロだと、１匹3,000円ということなわけですけ

れども、それが１切れ、２切れ、３切れぐらい

で1,000円ぐらいの市場がありますから、3,000

円の国内のものが、海外に行くと３万円相当ぐ

らいで出ていけるということになりますので、

国家戦略の中でも安倍総理の当時、海外輸出１

兆円という話がありました。当時、約6,000億

円実績があったわけですけど、伸び代は養殖の

魚だとおっしゃっておりました。 

 菅総理になりまして、５兆円ということで、

５倍ということなんですが、単純に５倍生産が

できるかというと、それは無理でありますので、

私の考えるその部分は、今申し上げたような、

魚の数ももちろん増やすんですけれども、同じ

個体であっても、そこはもうかるようにやって

いくということが６次化でありますから、何よ

りもうちは生産の部分で宝を持っているという

ことでありますから、そこの部分を加工販売、

６次化、もうかる仕組みをしっかりとやってい

くということが重要でございまして、さらには、

具体的に一例申し上げますと、カンパチなんで

すけれども、さっきＪＡＬというお話をいたし

ましたけれども、もう一つは、全国展開のすし

チェーンへのすしネタとして、切り身を真空加

工した商品の販売というのを計画をしておりま

して、せんだって、そこの幹部の皆さんが来ら

れまして、垂水市漁協さんを中心として、そう

いったことを展開していきたいというような御

相談もございますので、今、魚の例を申し上げ

ましたけれども、ほかにも鳥、牛、豚、あらゆ

る農水産物がありますので、お水も含めて、そ

の食の宝をしっかりと生産者が汗水流して頑張

った部分が、もうかるということにつながって

いくことによって、例えば給与単価において、

今の1.5倍、２倍ということを実現することに

よって、後継者の問題も含めて解消していくん

だというふうに思いますので、また、いろいろ

御指導いただきながら、そのような方向で進め

てまいりたいと考えているところでございます。 

○池山節夫議員  今、何かすしの話言われまし

たけど、これから魚も豚も牛も、とにかく１頭

丸ごと買ってもらうということはなかなか難し

いんで、ブロックで売って輸出していたんだけ

ど、魚にしてもフィレでやってんだけど、もっ

と細分化して輸出できるようにしないと、輸出

の量は伸びないから加工をしようという話です

よね。 

 今言われたすしネタなんかで、これあれだけ

ど、そういう、市長は１期目かな、トップセー

ルスで外国にも行かれたりしたんですけど、も

し４期目があったら、またトップセールスで、

そういうものを売っていく、売り込みに行く、

そういう気持ちはおありですか。 

○市長（尾脇雅弥）  これまでということに関

しては、まず、海外を中心にトップセールスは

していただきました。その中で、アメリカにも

行かせていただきましたし、アジア圏も行かせ

ていただいて、そこの可能性というのは実感を

しております。 

 しかし、いろんなものは時間がかかってまい

りますから、種まいて、いろいろ果実を摘み取

るという今段階だったんですけれども、コロナ

の関係もありまして、なかなか少し止まってお

りますけれども、これまでのそういう人脈、あ

るいは、そういういろんなネットワーク等も含

めて、やり方、戦略は見えておりますので、そ

のことをしっかりと、もし次、当選させていた

だくということになれば、しっかりと形にでき

るというふうに考えております。 

○池山節夫議員  昨日かな、川畑三郎議員がカ

ンパチの種苗のところを言われて、これからど

ういうふうにカンパチの量を増やしていくんだ。

それには、カンパチの種苗が生育の、何という

のかな、歩留りのいい、そういうのを作っても
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らわないとというような質問をされて、質問に

されなくて、それだけ話をされてやめられたん

ですよ。そのカンパチの種苗について何かお持

ちで、見解があったら、ちょっと教えてくださ

い。 

○市長（尾脇雅弥）  私、今、豊かな海づくり

協会の理事もさせていただいておりますので、

現場のことも、ある程度理解をしているつもり

でございます。 

 これまでは、ざっくり海南島という辺りから、

１匹500円ぐらいで稚魚を購入をしてやってい

たわけですけれども、時代の流れの中で、国内

が１億2,000万人ぐらいいたときは、そこの市

場というのが一つあったわけですけれども、し

かし、国内は人口減少社会、しかし、世界は今

77億人、その中で、アジア人が38％と言われて

おります。 

 将来、90億を超えたときに、アジア人の割合

が56％と言われますので、アジアが成長してい

く。 

 つまり、アジアの食をどうつかむか。誰に何

を売るかというキーワードの中で、そういう市

場を展開する必要があるということで、先ほど

のＪＡＬも含めて展開をしているわけですけれ

ども、ただ、海外輸出をする場合には、トレー

サビリティーの問題がありまして、天然物はほ

とんど難しいんですね。 

 なので、そこは人工種苗ということになりま

す。１匹500円で購入をしたカンパチの稚魚が、

大体150円ぐらいで生産ができるという計算上

の問題はあるんですけれども、ただ、質の問題

において、やっぱりいきなりいいものはできま

せんので、150円の単価で作ったんですけれど

も、なかなか生存率というのが悪かったという

のが初期の頃であります。 

 民間は、近大を中心に、Ｆ２とかＦ３とかと

いう種苗の技術の向上がありまして、そうなる

と、質のいいものが安定的に残っていけるとい

う現状がありますから、そのことをしっかりと

導入をしながら、コスト的には、それでできれ

ば間違いなく、500から150を引くだけでも350

億円の利益が出るということでありますので、

そういったこともしっかり加味しながら、国家

戦略的によく申し上げているのは、水産庁のい

ろんな会の中でも、そこを確立していかないと、

逆に言うと、そこが確立できれば、海外の市場

というのはあるわけですから、その技術革新の

際の、いろんな支援は国がやるべきだというふ

うに思っていまして、これまではどちらかとい

うと、浜の皆さんの負担だったんで、なかなか

そこに人工種苗が必要だと分かっていても、挑

戦ができなかったんですね。 

 そのことを担保していくということが、将来

につながっていくというふうに思いますので、

そのような形で進めていきたいと考えておりま

す。 

○池山節夫議員  今、豊かな海づくりの理事と

言われましたかね。その話もあったんですけど。 

 私は、市長が選挙４期目を目指して立候補表

明されて、この質問をしているわけです。 

 今、豊かな海づくりの理事にもなっていると

いう話もあって、私は一番、やっぱり市長、首

長がころころ替わる。それと、３期、４期、５

期続く。それが垂水市民、町の地域の民にとっ

て、どちらがいいのかということを訴えたいわ

けですよ、私は。 

 一番私が、やっぱり尾脇市長も３期して、や

っと鹿児島県で市長として、19市、その中でも

鹿児島の市長の中でも大分上のほうで通用する

ようになったなと思ったのが、森山先生が中央

畜産会の会長になっておられますけど、その後、

今年かな去年かな、尾脇市長が畜産の理事にな

られましたね。 

 これがやっぱり市長が、鹿児島県内の市長の

中でも評価されてきたあかしだと思っているん

ですよ。だからこそ、これから先、やはり市長
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は垂水市民のためにも、連続したほうがいいと

いう思いがあるんですね。 

 なぜ畜産の理事が自分に回ってきたか。それ、

分かりますか。 

○市長（尾脇雅弥）  なかなか詳細まで分かり

ませんけれども、私の前任は、日置の市長さん

でございました。町長時代も含めて、たしか８

期連続当選をされて、そのポストに就任をされ

ておられます。 

 先ほど申し上げました3,000団体の中の、い

ろいろ和牛の会長さんが森山先生で、その理事

として、全国中央畜産会の理事にも御就任をい

ただいていると。 

 全国の理事会に行きますと、私の隣は養豚の

会長であったり、ＪＲＡの会長さんであったり、

何で私がここにいるんだろうと思うこともあり

ますけれども、各県そういう中で、全国的にそ

ういう形で、前任の市長さんからの御推薦もあ

って、市長会から御推薦をいただいて、今のポ

ジションがあると。 

 おかげさまで、今３期させていただいて、就

任のときは一番若くてという状況だったんです

けども、最近いろいろ若返っておりますので、

今のところ、県の19市の中でも副会長をさせて

いただいておりますと、いろんなお役職とか、

いろんな情報が入ってまいります。 

 いろんな選挙に対してのお考えはそれぞれあ

ると思いますので、それぞれの基準で御判断を

されればいいと思いますけれども、私自身はお

かげさまで43歳のときに初当選をさせていただ

いて、今55歳でありますので、まだ全国青年市

長会の役の一つでもありますから、そういう意

味では、これからいろんな、これまで培ってき

たことをベースに御恩返しができると思ってお

りますので、そのことを一生懸命訴えていって

ということで考えているところでございます。 

○池山節夫議員  急に、その畜産の理事の話を

振ったもんですから、ちょっと驚かれたと思い

ますけど、そういうことなんですよね。やっぱ

りなぜ自分に回ってくるか。それは力がついた

からということで、私は相当評価しているんで

すよ、この畜産の理事になられたということは。 

 これからも、４期目目指して頑張ってくださ

い。私も応援しますから。 

 それでは、交流人口のほうに入りますけど、

垂水、人口は１万三、四千なんですよ。それで、

確かに、どこの市町村も人口は減る。うちの娘

が今、姶良市にいますけど、お父さん、姶良は

いいよって。灰は降らないし、人はいっぱいい

るしって。子育ての環境もいいしって。こっち

来ればとか、ぬかしやがるんですけどね。まあ、

行けないですけど。 

 そのぐらい姶良だけ、姶良と、あとどこだっ

たかな、徳之島か。ちょっと人口が増えてるの。

ほかのところは、鹿児島市も減っているわけで

すよね。 

 こういう中で、では、どうするかというと、

やはり交流人口となるわけですよ。私は、矢野

市長のときに、道の駅牛根のプランが出てきて、

水迫市長のときに完成して、それで交流人口増

えてきて、そして尾脇市長になって、道の駅た

るみずはまびらができて、森の駅と３つの循環

をと、さっき言われましたけど。それで、200

万人を目指すということになって、ある程度そ

う近づいていますね。 

 私は、ＡＺホテルができて、あそこに道の駅

ができて、垂水は、ほかの町とすると、やっぱ

りにぎわっていると思っているんですよ。人の

通りは、やっぱり多いですから。それで、道の

駅はまびらは、やっぱり結構、車止まっていま

すしね。あれができたか、できないかで、相当

違っていると思うんですよ。 

 だから、これからも交流人口に対して、やっ

ぱり力を入れていただきたいと。それが公約で

もありますから、伺いますけど。 

 今度、この前テレビ見てたら、古江港に高速
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船が何か就航するというんで、何か試運転みた

いにして、ニュースに出たんですよね。あそこ

に鹿児島から古江港に高速船が走ってくる。そ

れ何を目的にして走らすのか、よく分からんで

すけど、私は。 

 垂水の道の駅はまびらからは、古江はそんな

に遠くないですからね。今度、来年の６月には、

マリオットホテルも完成して営業すると。そう

いうのを含んで、あそこに就航するのかなと思

うんですけど。 

 交流人口の増加を目指して、市長が考えるマ

リオットホテルと古江港への高速船、そういう

ものをどういうふうに利用しようと思っている

か、そこの点について伺いたい。 

○市長（尾脇雅弥）  交流人口なんですけども、

最終的には定住人口目指したいということでご

ざいますけれども、全体が人口減少社会の中で、

先ほど例がありました、姶良市は鹿児島市の隣

接という、非常に地理的な優位性がございます

ので、そこは大きいんだろうというふうに思い

ます。 

 垂水も、ある意味、隣なんですけれども、海

を隔てるというところにハンディがあるわけで

すね。これは薩摩半島、大隅半島と言ってもい

いと思いますけれども、そういう意味では、大

きなところでは高速ネットワーク体系をしっか

りと将来ビジョンにわたってつなげていく。錦

江湾横断道路でありますとか、そういうことを

進めながらも、足元の政策として３つの拠点を

つくって、交流人口200万人を目指して、その

ことで、にぎわい、経済的なもののプラスを生

んでいこうということでございまして、道の駅

はまびらのお話をしていただきましたけれども、

御案内のとおり、これまでは何もなかったわけ

であります、荒地ぼうぼうでありましたので。 

 そこに、そういう建設の計画を打ち立てて、

議会の皆様方の御理解をいただいて、そのこと

をやって、ＡＺホテルが隣接をすると。ＡＺホ

テルも、当初４階建てでありましたけれども、

出来上がったのは、施設ができるということで、

６階建ての県内最多の133室。当然、民間資金

でできたということでございまして、道の駅は

まびらも、外よりも広い土地ができまして、か

なりのキャパがございます。 

 そこで、コロナ禍ではありますけれども、非

常にそういった中でも、潜在力を感じさせるよ

うな取組で、人が多く集まっております。 

 隣接にはマリン施設ということで、県内でも、

そうない施設が完成をして、さらには、今、マ

リオットホテル。県内７か所の選定からスター

トいたしましたけれども、最終的に３つに絞ら

れて、最終的には垂水のはまびらが勝ち取った

という状況がございますので、これまた６階建

ての95室でありますから、外国人の方々も含め

て、マリオットホテルは国内最大のお客様を持

っております。１億人を超えるということであ

りますから、ある程度、今度は単価の高い外国

人の方々も含めて、そこにお越し頂くというこ

とになれば、必然的に雇用であったりとか、経

済とかが潤っていく、関連する施設が増えてい

くんだと思います。 

 その中で、今お尋ねの、なんきゅうフェリー

さんが、恐らく鹿屋市を中心とした、以南の皆

様方が、どうやってお客様を取り入れていこう

かという考えの中で、これまで南大隅の線があ

ったわけですけれども、やはり鹿屋市としても、

マリンポートに着くお客様を、鹿屋の漁港に受

け入れてというような戦略なんだと思います。 

 我々は我々で、例えばそこであれば、垂水の

単独の浮き桟橋を持っておりますので、そのこ

とを実は先般、なんきゅうフェリーの社長、会

長さんに御相談に行きました。 

 行って、その結果として、不定期航路線とい

うことで申請をしていただいて、その許可がお

りましたので、例えば千本イチョウの季節であ

れば、そこから千本イチョウに向かう。あるい
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は、いろんな国内、海外のお客様が来たときに

南の拠点へ向かう、あるいは猿ヶ城へ向かう、

カンパチを食べに行くとかというような形で新

たな取組もできますので、コロナ前の196万人

という交流人口にプラスアルファというのは、

十分コロナが落ち着いて、いろんな、今、申し

上げたような状況が増えてくれば、地の利を生

かした形で観光の部分というのもにぎわってい

くというふうに思いますので、人口減少社会の

何が問題かというと、パイの縮小なんだと思う

んですよね、経済が小さくなったり。そういっ

たものに対して、大きくは冒頭申し上げたよう

な高速ネットワーク体系を含めた問題を解決し

ていく長期的な視点と、足元の課題というのは、

今申し上げたようなことで、一つ一つ積み重ね

てやっていく必要があるというふうに思ってお

ります。 

○池山節夫議員  今、大体市長が、次にもし４

期目があったらどうしていこうかというような

のは大体見えてきましたので、そのような感じ

で頑張っていただきたいと思います。 

 一つ提案あるんですよ。今、今こそ鹿児島事

業というのを鹿児島でやってますよね。で、宮

崎はジモ・ミヤ・タビとかいってやっています。

宮崎県が5,000円補助する。これですごいのが、

都城市。私は時々、都城の池田市長のことを言

うと、市長はちょっと遠い親戚に当たると言わ

れたんですけど、何て言うんですかね、霧島酒

造があるからやれるのかなとも思うけど、都城

のミートツーリズムというのが一緒に乗っかっ

ているんですよ、そのジモ・ミヤ・タビに。で、

新聞にもよく広告出てますよ。私、５月に女房

と行ってきましたけど、２万ちょっと出して１

万円ぐらいのフルコースを霧島酒造が経営して

いるレストランの霧の蔵というところで食べて、

ビール、白、黒、赤の焼酎出て、ノンアルコー

ルのビールも頼めば出てくるんですよ、無料で

すよ。それで、コーラなんかも飲んでもいい。

そういうふうにして、１泊泊まって２万ちょっ

とで、あと5,000円、宮崎県が引いてくれます、

都城市は１万円引くんですよ。そうすると、も

う１万5,000円ですよね。それで、平日だと

4,000円クーポンが来るんですよ。女房と２人

だと、8,000円来ますよ。それで、ベッセルホ

テルかな、12時にチェックインできるんですよ。

だから、早めに行こうと、12時にもうチェック

インするように行って、即、クーポンもらって、

あそこの寿司虎あるから２人で寿司虎で豪勢に

食っちゃえと言って、それで食って、8,000円

あるから大概食えますよ。それで、夜はそのフ

ルコースですよ。で、１泊泊まって、せっかく

だから都城にちょっとお金を落としましょうと

いうので、ゆぽっぽというのかな、420円だ、

温泉。２人で840円落としてきましたけどね。 

 市長も、もうあと任期、１月か、ですから、

これからすぐには間に合わないでしょうけど、

もし４期目あったら、やっぱり垂水のそのカン

パチを食べさせる、豚肉を食べさせる、和牛を

食べさせる、それでホテルはありますから、Ａ

Ｚでも、リブマックスでも、財宝さんの、どこ

でもいい、そういうところを、宿泊施設はここ、

ここ、ここ。ここに泊まった人はこういう料理

ありますよと、プランいっぱいあるわけですか

ら。そういうふうにして、１万円は無理とはし

ても5,000円ぐらいとか、そのような予算を組

んで、垂水のその特産品物を食べてもらって、

来てもらって、泊まってもらって、帰ってもら

う。そういうことを、ぜひ考えていただきたい。

そういうことをお願いしますけど、どうですか。 

○市長（尾脇雅弥）  一連の御質問、当然、打

合せ何もしておりませんけれども、都城とは大

変御縁があります。前市長の長峯さんと非常に

懇意にしてまして、今、参議院議員になってお

られますけれども、その後池田市長さんが就任

をされて、もともとのルーツは宮脇なんですね。

うちの祖母同士が兄弟というルーツがありまし
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て、非常に懇意にお付き合いをさせていただい

て、今あったようないろんな、コロナ前ですけ

れども、そういったツアーにも御招待をいただ

いて一緒に会食しながら意見交換をして、その

中で、言葉悪いですけれども、なかなかその単

独市で企画すると大手旅行会社との関係ですか

ら相当額が必要です。そこは大きな市でありま

すから、そこに便乗という形で実はコロナ前に

やっているんです。都城に入って、垂水の道の

駅に来てカンパチを食べていただいたりとか、

そういうことはやっております。 

 さらに、今でも当然懇意にさせていただいて

おりますから、アフターコロナの戦略の中で垂

水にもいろんな宿泊施設もできてまいりますか

ら、飛行機あるいはフェリーを使って都城に入

っていただいて、その和牛を中心に肉を食べて

いただいて、その流れの中で垂水にも道の駅で

あるとか桜勘食堂とかいろんなものがあります

から、大きな予算は使わずに、オプションの一

つとして垂水にお越しいただいて楽しんでいた

だければ相乗効果ということになりますので、

その辺は当然のこととして進めて行きたいと思

います。 

○池山節夫議員  こんなに長くするつもりじゃ

なかったんだけど、ではこのことはそういうこ

とで頑張っていただきましょう。ぜひ、４期目、

頑張ってください。 

 質問ができる範囲でやりますけど、総務課長、

そのＷｉ癩Ｆｉの件、私はこのＷｉ癩Ｆｉは当

然庁舎全部に飛ぶと思ったんですよ。それで、

打合せのところで「いいえ、違いますよ」とい

う話でね。庁舎全体に飛ぶんだったら、堀内議

員がずっと前から言っている議会のタブレット

化も近いなと思って質問入れたら、違いますと

いう話なんですけど、これ、今度のこのコロナ

の創生の資金で一部なんだけど、やっぱり新庁

舎ができなくて、今のこの古い庁舎のままでは、

せめてこの庁舎内だけでもＷｉ癩Ｆｉが全部飛

ぶ。そして、誰でも使えるという予算確保は難

しいかな、打合せしてないけど。 

○総務課長（濵 久志）  ただいまの御質問で

すが、ここの本庁舎につきましては、今後、耐

震補強を計画しております。ということで、柱

の状況が変わったり壁の状況が変わる可能性が

ございます。そのような関係で、今回は庁舎に

はＷｉ癩Ｆｉ設置はしないということにしてお

ります。 

 今後、耐震補強が終わった段階で、検討して

いくということを考えております。 

 以上です。 

○池山節夫議員  よろしくお願いします。 

 あと一つだけ、学校給食、教育長、持留議員

も質問されたんですよ。 

 私は、今のこの日本の円安で今回補正を組ん

でいただいただけで、来年の３月までもつかと

いう話です。私は、もたないと思ってるんです

よ。 

 加谷さんて経済評論家がテレビよく出てます

けど、私この人のを聞いてて、この人が一番分

かりやすいし、いいなと思ってるんですけど、

この方は円安は150円までいくと思いますと言

ったんですよ、１週間か２週間前。私、信じる

ほうで、この人が言うんだから、下手すると

150円行っちゃうかなと思ってたら、もう136円

行ったですよ。そうなったときに、今回、さっ

き教育総務課長が言われたような10％の補正予

算を組んでいただいて、そうしたら市長も教育

長も頑張っていただいて予算取っていただいた

んですけど、私は３月まで無理だと思うんです

よ。そのときに、持留議員は今年いっぱいだけ

ど来年はどうするんだというような質問だった

と私は理解しているんですけど、今年、思った

以上に円安で物価高に入っていったときに、ど

うしますか、教育長と市長、お二人に。教育長

からで。 

○教育長（坂元裕人）  御心配いただいて、あ
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りがとうございます。 

 子供たちに尋ねると、やっぱり学校給食の時

間が楽しみという声、結構聞くんですね。その

期待をまず裏切らないということは大前提だろ

うと思いますし、本市がずっとこれまでもやっ

てきております、安全・安心でおいしい給食の

提供、これもうミッションだと思っております。

そうしたときに、池山議員がおっしゃる、まだ

これからだろうと、物価高騰は。その懸念、御

心配、よく分かります。 

 ただ、給食センターはすごく努力しているん

です、見えないところでの努力。というのが、

例えば、もちろん安全・安心というところ担保

しつつ、地元食材も全然パーセンテージ変わっ

ておりません。そしてまた、例えば味噌汁を作

るにしても、百笑倶楽部のおいしいおいしい野

菜も、非常に安価で入れてもらってるんですね。

こういう御協力もいただきながら努力をしてお

りますし、パンが２食、御飯が３食というのが

これはパターンなんですけれども、これも組替

えを少ししまして、子供たちどちらかというと

御飯のほうを好んでおりますので、パンを時に

は減らすとか、調整ですねいわゆる、調整。子

供たちの要望等も組み入れながら、聞き取りな

がら、そういうところで調整したりとか。いろ

んなところで、見えないところでセンターも努

力しておりますので、何とかかんとかやりたい

んです、本音は。 

 ただし、議員御心配のとおり、もし、万が一、

そういうことになった場合は、関係各課ともま

た相談の上、必要であれば補正を組まなければ

いけないでしょうし、最終的に市長の判断を仰

ぎながらというところで考えております。 

 以上でございます。 

○市長（尾脇雅弥）  基本的には、今、教育長

がお話をしたとおりだというふうに思いますけ

れども、やはりその社会の動向によって子供た

ちが安心・安全で、そういった給食が食べられ

にくい環境になるということは、我々がしっか

りとサポートしなきゃいけないと思いますので、

よっぽど２倍、３倍になるとか、そういうこと

がない限りは基本的にはそのことを守るための

議会の皆さんに御提案をしながら、そこは力強

く支援をしてまいりたいと考えております。 

○池山節夫議員  今の市長の言葉で、大分安心

しました。 

 もし、そういうふうになったら、教育長、補

正ももう一回来るでしょう。 

 そういうことで、私の質問は終わります。 

○議長（川越信男）  ここで、暫時休憩いたし

ます。 

 次は14時40分から再開いたします。 

     午後２時28分休憩 

 

     午後２時40分開議 

○議長（川越信男）  休憩前に引き続き開議を

開きます。 

 次に、４番、池田みすず議員の質問を許可し

ます。 

   ［池田みすず議員登壇］ 

○池田みすず議員  こんにちは。 

 それでは、議長の許可をいただきましたので、

さきに通告しておりました質問事項に基づき質

問いたしますので、明快な答弁をお願いいたし

ます。 

 まず、１問目は成人式についてであります。 

 法改正により、令和４年４月１日から新たに

成人の年齢が引き下げられ、18歳となりました。

本市はこれまで二十歳になった方へのお祝いと

して、成人式を開催してきましたが、今年度以

降の成人式は18歳を対象にするのか、これまで

どおり二十歳を対象とするのか質問します。ま

た、式の名称や開催日の予定はどのように考え

ているのか、併せて質問します。 

 ２問目は、特別国民体育大会についてであり

ます。 
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 令和５年に開催される特別国民体育大会、燃

ゆる感動かごしま国体に向け、４月から組織の

充実が図られるなど準備に努められていますが、

本番に向け、令和４年度に取り組まれるイベン

トや大会がありましたらお聞かせください。 

 ３問目に、販路拡大支援事業についてであり

ます。 

 販路拡大支援事業は、連携協定を締結された

日本航空株式会社と連携し、取り組んでいかれ

ると聞いておりますが、その取組について質問

をします。 

 本市とＪＡＬが相互連携を強化しながら、そ

れぞれが持つ物的、人的、知的資源を有効に活

用し、地域全体の活性化を図ることを目的とし

て、昨年７月に行われた連携協定式におきまし

て、市長は本市の水産物並びに様々な特産品の

販路拡大、本市の観光資源を活用した観光振興、

人口減少社会を迎え、様々な課題に直面してい

る現状において、ＳＤＧｓの概念を取り入れた

人材育成、客室乗務員によるマナーレッスンな

ど、ＪＡＬと連携した事業展開をしていきたい

と言われましたが、これまでどのような取組を

行われたのか質問します。 

 ４問目に、鹿児島県総合防災訓練についてで

あります。 

 令和４年11月４日及び５日に南海トラフ巨大

地震を想定した訓練が志布志市を訓練会場とし

て行われます。先月31日に第１回目の打合せが

行われましたが、今回の訓練は、県、市、消防、

陸海空自衛隊、海上保安庁、県医師会、県防災

航空センターなど、約80機関の参加予定とのこ

とですが、今回の訓練に対する垂水市の参加対

応など、関わりについて質問をします。 

 最後に、子育て支援の充実についてでありま

す。 

 先月10日元気な垂水づくりとして、子育て支

援する町の実現に寄与することを目的に、公益

財団法人慈愛会と本市が包括連携協定したこと

が、今月１日発行の広報誌たるみず６月号に特

集として大きく掲載されておりました。 

 子育て支援については、本年３月議会におい

ても質問させていただきました。そこで尾脇市

長は元気な垂水づくりの実現のため、３つの安

心、経済、未来への挑戦のうち、未来への挑戦

はこれまでの10年間でかなり加速度的に様々な

事業を展開してきたが、さらに抜きん出て未来

をつくるため、令和４年度は特化した形でまち

づくりを進め、垂水でしっかり子育てをしたい

と思えるような環境整備をつくりたいと述べら

れました。今回の包括連携協定はその一つの形

ではなかったかと思っているところです。 

 そこで、今回の包括連携協定の連携事項など

の内容について質問します。 

 以上で、１回目の質問を終わります。 

○社会教育課長（港 耕作）  成人式につきま

して、お答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、平成30年６月13日に成

年年齢が20歳から18歳となること等を内容とす

る民法の改正がなされ、令和４年４月１日から

施行されております。 

 本市では昨年度までその年度内に20歳になる

者を対象として、１月初旬に成人式を開催して

まいりました。今回、民法の改正により成年年

齢は18歳となりましたが、これまでの成人式を

二十歳のつどいと名称変更して開催いたします。 

 なお、今年度の二十歳のつどいは１月５日木

曜日を予定しております。これまでと同様に実

行委員会を立ち上げ、柔軟な発想や工夫を凝ら

した若者による思い出に残る内容で開催したい

と思っております。 

 以上でございます。 

○国体推進課長（米田昭嗣）  国体の令和４年

度の取組につきましてお答えいたします。 

 議員の質問の内容にもございましたとおり、

国体推進課は４月１日から令和５年度の本番に

向け、職員の増員や会計年度任用職員の配置な
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どの充実が図られたところでございます。 

 今後は、本番に向け、競技団体や鹿児島県実

行委員会との協議や調整などの事務が本格化い

たします。また、新型コロナウイルス感染症防

止対策など、新たな業務の増加が予想されます

が、令和４年開催の栃木国体を参考としながら、

各競技が安全で安心できる大会になるよう準備

等を進めてまいりたいと考えております。 

 次に、本年度に開催を予定しているイベント

や大会等につきましては、11月に鹿児島綱引連

盟の御協力をいただき、綱引フェスタを開催す

る予定でございます。また、12月16日から18日

の期間で、第74回全日本フェンシング選手権大

会団体戦を開催いたします。この２つのイベン

ト、大会を開催し、成功させることが、来年の

特別国民体育大会への機運の醸成等につながる

ものと考えております。 

 引き続き、開催協議の普及啓発に努めるとと

もに、競技団体や鹿児島県実行委員会、垂水市

実行委員会、相互の連携を図り、市民の皆様の

御理解と御協力をいただきながら、特別国民体

育大会、燃ゆる感動かごしま国体の成功に向け

まして、準備を進めてまいります。 

 以上でございます。 

○水産商工観光課長（大山 昭）  ＪＡＬとの

連携協定における取組につきましてお答えいた

します。 

 本市基幹産業であるカンパチ、ブリの海外市

場の販路開拓につきましては、鮮度が重要であ

り、ＪＡＬと連携した取組は必要なものでござ

います。 

 令和２年１月末には、垂水市漁協で朝水揚げ

されたカンパチをＪＡＬと連携し、鹿児島空港

から福岡空港、羽田空港を経由して翌日朝に連

結子会社であるＪＡＬＵＸが運営しております

タイのトンロー市場の店頭に並べ、鮮度のよい

状態でカンパチのフェアを開催しております。 

 また、福岡空港内のＪＡＬＵＸの店舗におき

ましては、ふるさとアンバサダーの協力をいた

だき、空港で初めてとなる魚の販売とＰＲを実

施したところであり、大変好評を得たところで

ございます。 

 また、秋にはふるさとアンバサダーのモニ

ターツアーを実施し、カンパチの餌やり、マリ

ンスポーツ、キャニオニングなどの体験をして

いただき、女性目線による体験型のプログラム

並びに情報発信などに取り組んでいるところで

ございます。 

 さらには、鹿児島県内でＪＡＬと連携協定を

結んでいる本市と出水市、ＪＡＬの職員が出向

している霧島市、南さつま市、西之表市の５市

によるトップセールスを含めたマルシェが、Ｊ

ＡＬ本社で１月末に開催される予定でありまし

たが、コロナ感染拡大の影響により延期となり、

本年度開催予定となっております。 

 なお、令和３年度のふるさと納税におきまし

て、10月からＪＡＬのネットワークを活用して

おり、これにより1,134万6,000円の増額となっ

たところであり、ＪＡＬとの連携による様々な

効果が見えてきているものと思われます。 

 以上でございます。 

○総務課長（濵 久志）  鹿児島県総合防災訓

練での垂水市の関わりにつきましてお答えいた

します。 

 本訓練は、南海トラフ巨大地震で鹿児島県東

部が被害を受けた想定で、11月４日及び５日に

志布志市を中心に行われる予定でございます。 

 大隅地域から自治体として参加する市町につ

きましては、訓練会場の志布志市、大崎町、東

串良町の３市町の予定でございますが、近傍で

計画されている県の訓練でございますので、今

後決定される訓練内容の詳細などにつきまして、

情報収集を行うとともに、訓練当日にはその状

況の視察を行う予定でございます。 

 以上でございます。 

○消防長（後迫浩一郎）  鹿児島県総合防災訓
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練につきまして、消防本部の関わりにつきまし

てお答えいたします。 

 今回の鹿児島県総合防災訓練は、南海トラフ

巨大地震を想定した訓練で、11月４日、５日の

２日間、志布志市を中心に様々な訓練が予定さ

れております。現在訓練に向けて関係機関と協

議・調整中でございます。 

 また、通常の鹿児島県総合防災訓練につきま

しては、訓練開催市町村に隣接する消防本部が

隣接消防相互応援協定に基づき、訓練に参加し

ておりました。 

 今回の訓練につきましては、大規模災害を想

定し、広域的な応援が必要とされることから、

鹿児島県内消防相互応援協定に基づき、離島を

除く県内16消防本部、消防車両47台、職員述べ

149名が参加する予定であり、当消防本部につ

きましても、救助隊及び救急隊の参加を予定し

ているところでございます。 

 今後、訓練に向けて詳細な調整が行われてい

きますので、引き続き会議等に参加し、万全な

体制で訓練に参加していきます。 

 以上でございます。 

○保健課長（草野浩一）  公益財団法人慈愛会

との包括連携協定の内容につきましてお答えい

たします。 

 本協定は、議員がお話しされましたとおり、

公益財団法人慈愛会様と相互に連携及び協力し、

垂水市民の皆様において妊娠期から子育て期に

わたり切れ目のない支援を行い、安心して子育

てができるための環境の充実を図り、元気な垂

水づくり、子育てを支援するまちの実現に寄与

することを目的に、先月５月10日締結したもの

でございます。 

 連携内容でございますが、７つございます。 

 初めに、産前、産後ケアに関することでござ

います。 

 慈愛会様が運営している今村総合病院の産科

には、３名の常勤産科医と12名の助産師が在籍

されており、日頃から産婦健診や産後ケア事業

による母子支援体制の強化に取り組んでおられ

ることから、まずは産科医や助産師が本市に赴

き、出産、子育てへの不安を少しでも解消でき

るよう講演や相談会を実施してまいります。 

 将来的には、産科に関する診察やケアの実現

ができるよう、現在協議を重ねているところで

ございます。 

 次に、新生児訪問に関することでございます。 

 新生児訪問は、これまでも第１子やハイリス

クのある子、希望者に対し、本市保健師を中心

に訪問し保健指導を行っておりましたが、訪問

の際に乳房ケアや産後ケアなど、より専門的な

保健指導の要望が数多くありましたことから、

今村総合病院の専門スタッフを派遣していただ

き、それらの要望に応えることで育児不安の軽

減につなげるものでございます。 

 次に、子ども・子育て支援に関することでご

ざいます。 

 これまで本市の保健師や管理栄養士などが、

子育て支援センターに来られる親子に対し、講

話や運動指導などを行ったり、乳幼児健診等に

おいて、言語に関する課題があった乳幼児に対

し言語相談などを行っておりましたが、今村総

合病院の産科医や助産師、言語聴覚士など、専

門スタッフにより悩みに寄り添った講話や骨盤

体操、相談会を開催し、専門的な知識や的確な

アドバイスなど、助言をいただこうとするもの

でございます。 

 次に、医療、健康に関することでございます。 

 先ほども申し上げましたが、まずは本市にお

いて提供体制のない産婦人科に関し、出産、子

育て、更年期など、幅広い女性の悩みに寄り添

った形で講演会や相談会の実施を考えておりま

す。 

 また、今村総合病院には全部で32の診療科が

あることから、小児科医など専門医による出前

講座なども検討し、子育て支援の総合的な支援
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だけでなく、医療、健康に関して総合的に支援

を考えているところでございます。 

 次に、思春期保健に関することでございます。 

 思春期保健は、これまで県助産師会を通じて、

垂水中央中や垂水高校の生徒に対し、命の出前

講座として性教育を実施してきておりますが、

学校側の日程の要望に合わせるとなかなか日程

が合わないなど、日程調整に課題がございまし

た。そのため、助産師が多く在籍しておられる

今村総合病院にお願いすることで、その課題が

解消できないか協議を重ねているところでござ

います。 

 また、今後は性教育だけでなく、アルコール

依存や薬物中毒に関する教育まで広げて、慈愛

会様にできないかお願いしているところでござ

います。 

 次に、垂水市における産科医療導入に関する

検討に関することでございます。 

 御承知のとおり、本市における産科医療の提

供は大きな課題でございますが、全国的な医師

不足が叫ばれている中、その提供体制を整える

ことは現実的に難しいものがございます。 

 そのため、今回、慈愛会様と包括連携協定を

締結したことで、先ほど産前、産後ケア、新生

児訪問、子ども・子育て支援でも申し上げまし

たが、まずは今村総合病院の産科医や助産師が

本市に赴き、講演会や相談会を実施し、専門的

な知識や様々なノウハウを生かし的確なアドバ

イスをしていただき、子育てに関する知識を深

めていくことからはじめ、将来的に垂水市内に

産科医療の提供サービスができないか、どのよ

うな形が提供できるか検討を行うものでござい

ます。 

 最後に、その他両社が協議して、必要と認め

るものでございます。 

 以上、７つの事項について、連携及び協力す

る内容でございます。 

 以上でございます。 

○池田みすず議員  それぞれ御答弁をいただき、

ありがとうございました。 

 それでは、ここから一問一答方式で２回目の

質問をいたします。 

 成人式についてでありますが、式の名称が新

たに二十歳のつどいとなり、また日程について

も例年通りの１月５日に開催されるとのことで

すが、市民の方からお正月休みである１月３日

に開催してほしいとの声もありますが、教育長

のお考えをいただいてよろしいですか。 

○教育長（坂元裕人）  今年度につきましては、

もう１月５日ということを計画しておりまして、

実行委員会の方々にもその予定で、今、実行委

員を募っているところでございます。 

 併せて、今、そういう声もある一方で、１月

５日に例えばもう髪を結うとか、あるいは着物

の着付けだとか、そういう予約も入れていると

いう方もいらっしゃいますね。つまり１月５日

が本市の市民の方々にとっては、成人の日とい

うのが、名称は変わりますけども、二十歳のつ

どいというふうに変えますけれども、通年上、

やっぱり広く行き渡っているんじゃないかなと

思います。ですので、もし来年度以降そういう

声がまた大きくなるようであれば、再度また検

討させてもらえればと思っております。 

 以上でございます。 

○池田みすず議員  ありがとうございます。 

 参加される方々は一生に一度の式典ですので、

よい思い出になるように準備等大変かと思いま

すが、よろしくお願いいたします。 

 次に、特別国民体育大会についてであります

が、11月に綱引フェスタ、12月に全日本フェン

シング選手権大会団体戦が行われるということ

で、準備なども大変になると思いますが、来年

度の本大会を成功させるためにも大事な大会で

あると思います。 

 新型コロナウイルスの感染状況もありますが、

多くの市民の方々がイベントや大会を楽しめる
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ような取組や広報の工夫をしていただくことを

要望して、質問を終わります。 

 次に、販路拡大支援事業についてであります。 

 課長の答弁の中で、朝水揚げしたカンパチが

冷蔵で翌日の朝、海外の店舗で販売できるとの

ことですが、それはＪＡＬとの連携による効果

であると思われます。水産物は鮮度が一番と言

われておりますことから、今後の海外販路につ

いても期待ができるもので、継続して取り組ん

でいただきたいと思います。 

 また、ふるさとアンバサダー（ＣＡ）の皆さ

んは、国内外の観光地並びに様々な特産品など

を見て食されるなど経験豊富な人材であり、女

性目線に着目されることは重要な視点で、今後

の情報発信につながるものだと思います。 

 現在、コロナ感染拡大の影響により、イベン

トなど様々な制限の中、特にマルシェなどは思

うような取組ができなかったと思われますが、

令和４年度の事業展開について、まず市長の諸

般報告にありましたＪＡＬＵＸとのＳＤＧｓの

取組について質問します。 

○水産商工観光課長（大山 昭）  ＪＡＬＵＸ

とのＳＤＧｓの取組につきましてお答えいたし

ます。 

 ＪＡＬＵＸにおかれましては、ＳＤＧｓの取

組の一環として、本年４月よりカネカ生分解性

バイオポリマー、ＧｒｅｅｎＰｌａｎｅｔ製の

ショッピングバッグの導入に取り組まれており

ます。 

 本取組につきましては、ＪＡＬＵＸが運営さ

れております空港店舗ブルースカイ全国25空港、

73店舗において一斉導入されたものであり、Ｇ

ｒｅｅｎＰｌａｎｅｔは100％植物由来のポリ

マーで、土の中や海水の中など幅広い環境下で

優れた生分解性を有し、最終的には全て分解さ

れ、脱炭素社会や海洋汚染低減に貢献する素材

となっております。 

 本市におきましても、基幹産業である水産業

において、海洋汚染低減、脱プラは重要な課題

であり、両漁協と連携しこの課題に取り組んで

おりますことから、本事業に全国の自治体に先

駆けて協賛したところでございます。 

 本ショッピングバッグの片面には、本市の特

産品が掲載されており、４月14日から16日の３

日間、羽田空港で開催した垂水市フェアにおい

て、このショッピングバッグを市特産品の販売

の際に使用するとともに、併せて観光ＰＲを行

ったところでございます。 

 現在、鹿児島空港のブルースカイの店舗で、

お土産を購入された方々にこのショッピングバ

ッグを配布しており、環境に配慮した取組を通

じて市特産品のＰＲにつなげていきたいと考え

ております。 

 今後も継続して持続可能な社会の実現に向け、

ＪＡＬ、ＪＡＬＵＸと連携して取り組んでいき

たいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○池田みすず議員  ありがとうございました。 

 本市の基幹産業である水産業において、海洋

汚染対策は重要な課題であると思います。2050

年の海は魚よりごみの量が多くなると言われて

おりますことから、この取組はすばらしいもの

だと思います。 

 通常、ビニール素材のショッピングバッグが

主流であり、海洋汚染の原因の一つでもありま

すが、土中や海水中など、幅広い環境下で優れ

た生分解性を有する100％植物由来の素材に変

更することにより、最終的には全て分解されな

くなることを聞いて、驚くとともに感動いたし

ました。 

 この取組については、本市だけではなく他自

治体を含め、各種企業などが協賛することによ

り、海洋汚染低減、脱プラが幅広く広がるもの

であり、継続して取り組んでいただきたいと思

います。 

 最後に、令和４年度はどのような計画をされ
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ているのか質問します。 

○水産商工観光課長（大山 昭）  令和４年度

の計画につきましてお答えいたします。 

 まずは、これまで取り組んでおりますカンパ

チ、ブリの海外市場への販路開拓事業並びに本

市特産品のＰＲは継続して取り組んでいきたい

と考えております。 

 まず、ＪＡＬとは様々な資源や手法の活用、

ネットワークを通じた本市特産品の販路拡大、

ふるさとアンバサダーの活用、空輸の一元化に

よる効率的な時間短縮に伴う安定した鮮度の商

品提供、ふるさと納税を活用した本市特産品の

ＰＲなどについて取り組んでいきたいと考えて

おります。 

 また、ＪＡＬグループにおいて物流に特化し

た運営企業でありますＪＡＬＵＸとは、本市特

産品をはじめ、ふるさと納税、新たにＳＤＧｓ

を取り入れての事業展開において、連携して取

り組むことが必要であると思われます。 

 垂水市、ＪＡＬ、ＪＡＬＵＸの３者が連携す

ることにより、本市の魅力並びに市特産品の特

色を最大限にＰＲすることが販路拡大につなが

り、さらに本市の活性化にもつながるものであ

ると考えられますことから、引き続き特産品事

業者、地域の企業、団体等と連携しながら、

様々な取組を進めてまいりたいと考えていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○池田みすず議員  ありがとうございます。 

 水産商工観光課におかれましては、本市特産

品の販路拡大並びに観光振興については一番に

取り組まなければならないことであり、コロナ

感染拡大により落ち込んでいた事業者に対し、

事業者の声を聞いて様々な支援対策、経済対策

を講じていただきたいと思います。 

 また、市長の政策に上げられております観光

振興と６次産業課を中心として、交流人口増加

につながるようＪＡＬ、ＪＡＬＵＸとの連携を

深め、新たな事業にも取り組んでいただき、商

工業者の収益増加に努めていただきたいと思い

ます。 

 最後に、販路拡大支援事業は重要な事業であ

りますことから、令和４年度に向けて本市の活

性化につながる事業展開を期待しまして、質問

を終わります。 

 次に、鹿児島県総合防災訓練についてであり

ます。 

 答弁を聞きますと、鹿児島県内消防総合応援

協定に基づき、救助隊や救急隊の参加が予定さ

れているとのこと。垂水市民の安心安全のため、

少ない人員で頑張っておられる上での積極的な

訓練参加に敬意を表します。ありがとうござい

ます。 

 具体的な参加規模や訓練内容などについては、

今後の調整によるとのことですが、一般報道に

よると南海トラフ沿いの大規模地震は、今後30

年以内に発生する確率が70から80％であり、切

迫性が高い状態です。貴重な訓練機会を有効に

使われることを希望します。 

 また、本市は南海トラフ地震防災対策推進地

域に指定されております。本市の南海トラフ地

震に係る地震防災対策は、令和２年６月30日に

策定された垂水市南海トラフ防災対策推進計画

に基づき実施されると思いますが、市ホーム

ページに掲載されているものを確認しますと、

避難指示に関する記述が昨年５月20日に更新さ

れた新たな避難情報等とマッチングしていない

などと不具合が発見されます。 

 事が起きてから困る前に、本計画を含めほか

の計画などももう一度目を通され、機会を捉え

て内容の更新をお願いしたいと考えます。お忙

しいと思いますが、よろしくお願いいたします。 

 次に、子育て支援の充実についてであります。 

 子育て支援の充実で、包括連携協定の内容に

ついて７項目あるという答弁をいただきました。

７項目という多くの連携内容ですが、この連携
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でもたらす対策について伺います。 

○保健課長（草野浩一）  包括連携がもたらす

垂水市への効果につきましてお答えいたします。 

 初めに、包括連携がもたらす効果について申

し上げる前に、慈愛会様と包括連携協定に至っ

た経緯について、お話させていただきます。 

 令和元年度に実施した市民満足度調査では、

子育て支援の環境整備及び支援や母子保健の推

進については、全体の４番目に高いニーズがあ

る一方で、満足度の視点では28の政策中17番目

と、市民のニーズに対し十分に対応できていな

い現状がございました。 

 そのため子育て支援については、これまで仕

事と子育ての両立、子育て世代の経済的な負担

軽減とサービスの充実を重点において取り組ん

できているところでございます。 

 その一方で、垂水で子供を安心して産み育て

ていけるよう、市内に産科をつくってほしいと

いう声があるように、本市においては産科医療

機関がないため、市内の妊産婦の皆様は鹿屋市

や鹿児島市、霧島市の医療機関に通っている現

状があり、垂水市内において子供を産み育てる

環境や、大隅地域においても産科や婦人科の医

療提供体制が十分でないことから、妊産婦や乳

幼児世帯に対する産前産後ケア、妊娠期から子

育て期までの切れ目のない支援を行うための環

境や体制づくりが、本市の喫緊の課題となって

いるところでございます。 

 そのような中、これまで市長から慈愛会の今

村理事長に対し、本市の課題について相談をし

ていた中で、今回慈愛会様から本市の課題に少

しでも貢献できればとのお話があり、協議を重

ね本協定の締結に至ったところでございます。 

 そこで、御質問の包括連携がもたらす垂水市

への効果でございますが、慈愛会様は今村総合

病院など多くの病院等を運営されておられます

ことから、医師、看護師、助産師など、豊富な

人材資源と専門的な知識を有しており、その

様々なノウハウを活用させていただくことで、

本市の妊産婦や乳幼児世帯に対し、子育てに関

する専門的知識が提供され、このことにより子

育ての不安等の解消が図られていくものと考え

ております。 

 以上でございます。 

○池田みすず議員  ありがとうございます。 

 今の答弁を聞きますと、今回の協定によりこ

れまでの経済的な負担軽減やサービスの充実に

加え、市民の産前産後、妊娠期から子育て期に

当たり切れ目のない支援を行うというソフト面

が充実することは、本市において安心して子育

てができる環境がさらに整っていくのではない

かと感じたところです。 

 子育て支援について、ハード面、ソフト面の

両方から手厚い支援ができることは、鹿児島市

内の都市部ではなかなかできないことから、県

内在住者が垂水市に住みたいと考える大きな理

由になるのではないかと考えます。 

 そこで今回の協定を踏まえて、今後について

市長の思い、考えをお伺いします。 

○市長（尾脇雅弥）  大きな考え方の中で、子

育て支援、教育の充実というのは、特に力を入

れていかなければいけないということでお話を

させていただいております。 

 大分これまで遅れておりましたけれども、教

育の充実に関しては、教育長を中心にＧＩＧＡ

スクール構想を、県内でも先進的な取組という

ことになっております。 

 子育て支援の環境整備の中で、制度的なもの

は我々でできているわけですけれども、お医者

さんの部分となると、なかなか難しい現状がご

ざいました。 

 今回、公益財団法人慈愛会様との包括連携協

定の締結及び効果ということも含めてお話をさ

せていただきますと、去る５月10日鹿児島市に

おきまして、包括連携協定を締結をいたしまし

た。今回の協定締結の事情といいますか、これ
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まで、確か８年ぐらい前だったと思いますけれ

ども、私のほうから当時の今村部長さん、現理

事長さんに、垂水市の産科医、子育て支援にお

力添えをいただけませんでしょうかということ

からスタートをいたしました。 

 本市の妊娠期から子育て期までの切れ目のな

い支援という課題に、少しでも貢献できればと

いうことで、今回そのような形の締結につなが

ったところでございます。 

 鹿児島県の産婦人科の第一人者であります、

産科医療の中心を担っておられる鹿児島大学病

院の副病院長の小林教授と、また、本市のスー

パーバイザーである鹿児島大学病院の大石教授

に御助言をいただきながら、締結式の際も立会

人として御出席をいただいたということでござ

います。 

 今回の締結を協定を踏まえまして、私の考え

ということでございますけれども、人口減少、

少子高齢化という問題は、垂水市に限らず、今

後日本が直面する大きな問題でございます。昨

年、令和２年に実施した国勢調査の集計結果に

よりますと、垂水市の高齢化率は44.4％、大変

高齢化が進んでおり、一方で年少人口率が

9.0％ということでございます。 

 本年３月議会でも申し上げましたけれども、

令和４年度も引き続き子育て支援、健康長寿を

重点プロジェクトとして位置づけて取組を進め

ているところでございます。 

 市といたしましては、様々な環境や制度等の

整備はできますけれども、一方で医療の分野に

おいてはなかなか手の届かないところでありま

す。ある意味、専門家の先生方にお願いする分

野でございます。 

 そのため、慈愛会の今村理事長様と本市の産

科の課題について、先ほど申しました経緯でお

話をしていく中で、今村理事長様のほうから地

方で医療機関の数が減少していく中で、医療が

提供できない地域には安心して住むことができ

なくなるということから、人口もますます減っ

ていく恐れがあると。そう考えると、医療機関

は病気になられた方に医療提供するだけではな

く、地域を守る、地域を支える、さらには地域

を育んでいく役割が必要であるという発言もご

ざいました。慈愛会様がその役割を担い、社会

貢献活動として垂水市の課題に少しでも貢献で

きればと、大変ありがたいお話をいただきまし

たことがきっかけとなりました。 

 また、包括連携協定を締結するに当たりまし

ては、鹿児島県の産科、婦人科の第一人者であ

ります、今、申し上げました小林先生、大石先

生にも様々な分野において御助言をいただいた

ところでございます。 

 締結後、早速今月16日に、今村総合病院の産

科医師の部長さんがお越しいただいて、子育て

支援センターで、出産、子育て、更年期をテー

マに幅広い女性の悩みに寄り添った講話や相談

会を行っていただいたところでございます。 

 今後、この協定に基づきまして、相談支援や

医療に関する様々な連携を行いますほか、妊婦

健診や産後の診療、婦人病の検査など、市外の

総合病院の協力の下、本市にいながら産婦人科

に関する診療が受けられるような、県内でも例

を見ない新しい地域医療の仕組みづくりを目指

してまいりたいというふうに考えております。 

 今回の慈愛会様との連携協定によりまして、

産前産後、また妊娠期から子育て期にわたり切

れ目のない支援を行うということで、安心して

子育てができるための環境の充実が今後図られ

ていくものと期待をしているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○池田みすず議員  ありがとうございます。 

 県内でも例を見ない画期的な取組とのことで

す。ぜひ、新しい地域医療の仕組みづくりを実

現していただき、垂水市の未来への種をまき、

垂水で産み育てやすい環境をつくっていただく
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ことを期待しまして、私の質問を終わります。 

○議長（川越信男）  次に、12番、德留邦治議

員の質問を許可します。 

   ［德留邦治議員登壇］ 

○德留邦治議員  皆さん、お疲れさまです。 

 最後になりましたが、議長の許可を得ました

ので質問をさせていただきます。 

 これからの垂水市について、市長にお聞きし

たいと思います。 

 ６月８日の南日本新聞に、尾脇市長が次の市

長選挙に立候補し、４期目を目指すことを表明

されたとの記事がございました。突然のことで

驚いたところではございましたが、この記事を

拝見したときに、来年の１月は市長選挙なんだ

と認識をさせられたところでもございました。 

 月日が流れるのは早く、光陰矢のごとしとい

うことわざもありますように、改めて４年間の

ときの早さを感じたところでございます。 

 私はこれまでに、こんなに早く尾脇市長が出

馬表明をされたのは記憶になく、初めてのこと

ではないかと思っておりますが、それだけ次の

市長選挙に臨む意気込みが相当に強いものだと

考えたところです。 

 新聞のコメントの中には、３期目はコロナ対

策に取り組んだ守りの３年間と総括されており

ましたが、私は決して守りだけではなかったと

感じております。 

 これまでの市長の実績については、財政問題

を理由に市町村合併がほごになったことで、就

任以来、財政改革に取り組んでこられ、その結

果借金を減らし、貯金を殖やして市の財政を改

善されてこられました。 

 また、子育て支援や台風などによる災害復旧

や新型コロナ対策における予防接種の迅速な実

施、鹿児島大学との連携による健康プロジェク

トなどの医療対策への取組、慈愛会、今村総合

病院との連携による産み育てやすい環境づくり

への取組、コロナ禍における地元商工業に対す

る経済対策としての支援や消費拡大のためのプ

レミアム商品券の発行、また観光振興や水産及

び農業振興など、そのほかにも様々な事業を攻

めの形で取り組んでこられたと思っております。 

 そこで、４期目に向けての思いを私どもはま

だ直接伺っておりませんので、これからの垂水

市について、その思いをお聞かせいただければ

と思います。時間はたっぷりとございますので、

具体的にお願いします。 

 これで、私の１回目の質問を終わります。 

○市長（尾脇雅弥）  非常に貴重な機会をいた

だきまして、ありがとうございます。 

 これまでの実績とこれからの取組につきまし

て、お答えさせていただきたいと思います。 

 私は平成23年１月に、市長に就任をさせてい

ただいて以来、垂水市の発展と市民の皆様の幸

福の実現ということで政治理念に掲げまして、

日々、元気な垂水市をつくるんだという強い思

いで、市民の皆様の声に耳を傾け、対話を重視

していく姿勢、さらには、市民の皆様と行政と

の情報共有のための積極的な情報発信と説明責

任を果たしていく姿勢、さらには国、県、及び

近隣市町との連携、協力関係を最大限活用した

市政運営に取り組む姿勢を示し、これまでに培

った国や県とのパイプを生かしながら、市政運

営に命がけで取り組んでまいりました。 

 本市は、平成16年に財政難を理由に、市町村

合併からの離脱を余儀なくされて以降、行財政

改革に取り組んでまいった経緯がございます。

市民の皆様、職員の皆様には、本当に御苦労を

かけたと思います。 

 私も就任以来、先人の方々が必死に努力され

ました行財政改革を引き続き推し進め、その結

果、平成16年当時からいたしますと、市の財政

状況は大きく改善されたのではないかと考えて

おります。具体的には、広報たるみず４月号に

も掲載をしましたとおり、平成16年と令和３年

を比較いたしますと、臨時財政対策債を除く市
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債、いわゆる借金が約114億円から約65.7億円

まで削減をいたしました。 

 また、貯金に当たる各基金の合計が約8.7億

円から約45.8億円まで大きく増額できていると

ころでございます。 

 借金と貯金の差額でございますけれども、平

成16年に105.3億円あったものが令和３年には

19.9億円となっておりまして、約85.4億円の改

善を実現することができました。これもひとえ

に議員の皆様や市民の皆様の御理解の成果であ

るというふうに十分承知しているところでござ

います。 

 また、平成20年度より事業を開始したふるさ

と納税につきましては、初年度の平成20年度は

1,470万円でありましたけれども、令和元年度

からの３年間は、担当職員の努力もあって、約

12億円を超える寄附額を達成しており、貴重な

財源となっているところでございます。 

 支出におきましても、財政改革プログラムに

よる事業見直し等を行いまして、削減に努め、

改善を図ったところでございます。今後も将来

に負担を残さない持続可能な財政基盤の確立を

図ってまいりたいと考えているところでござい

ます。 

 このように行財政改革を進めつつ、元気な垂

水づくりと市民の皆様の幸福の実現のために、

私は未来・安心・経済、３つの挑戦を軸に事業

を展開してまいりました。 

 具体的に、未来への挑戦につきましては、垂

水の、そして日本の未来を担う子供たち、そし

てそれを支える生産年齢層の皆様に対する市政

を中心に、事業を実施してまいりました。仕事

と子育ての両立と子育て世代の経済的な負担軽

減とサービスの充実を重点施策として、妊娠期

から子育て期まで、切れ目のない支援の実現を

目指して子育て世代包括支援センターの開設、

あるいは子育て支援センターの運営支援、さら

には垂水中央運動公園、垂水鉄道記念公園への

児童遊具施設の整備、妊娠期や子育て期におけ

るサポート事業、新婚の若年夫婦世帯や子育て

世代を対象とした賃貸住宅の家賃補助や住宅取

得費への助成制度の創設といったような様々な

取組を行ってまいりました。 

 また、子供たちや教職員の皆さんの力を最大

限に引き出すＧＩＧＡスクール構想関連事業に

つきましては、これからの垂水市を担う子供た

ちの教育環境の整備として１人１台、タブレッ

ト端末や高速大容量の通信ネットワークの整備

といった教育ＩＣＴ環境を実現するなど、先進

的な取組を行っているところでございます。 

 今後も垂水の子供たちのさらなる教育環境の

充実に向けて、教育長はじめ、職員の皆さんと

連携して取り組んでまいります。 

 次に、安心安全への挑戦につきましては、幸

せの基盤であります安心のために、医療福祉や

防災対策などの生活基盤の充実のための事業を

実施してまいりました。 

 まず、子ども医療費助成事業につきましては、

子供の疾病の早期発見及び早期治療を促進をし、

子供の健康の保持、増進を図るために就任当時、

中学校卒業時までは、3,000円を超える分の医

療費につきまして助成を行っていたものを平成

26年度には、中学校卒業時までの医療費を無償

化し、また令和２年度には18歳まで対象を拡大

するなど、段階的に拡充をしてまいりました。

市民の皆様の健康維持と健康長寿を目的に、平

成29年度から取り組んでおります鹿児島大学の

大石教授や関係団体と連携したたるみず元気プ

ロジェクト健康チェックにつきましても、コロ

ナ禍におきましても入念な準備と感染防止対策

を講じた上で実施をし、参加された市民の皆様

から感謝の言葉を多くいただいたところでござ

います。 

 このことは、そう簡単ではございません。何

度も足を運んで、思いを伝えて、御理解をいた

だいて、実施に、かたちになったというところ
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でございます。大変ありがたかったと思います。 

 去る５月10日には、鹿児島市におきまして、

先ほど申し上げました公益財団法人慈愛会様と

包括連携協定を締結いたしました。８年かかり

ましたけれども、そのことをよく御理解いただ

いて今回の締結ができたことは大変よかったな

あと思います。 

 本市におきましては、産科科婦人科の医療体

制が十分でないとの課題がありましたけれども、

この協定によりまして、慈愛会様の医師、看護

師、助産師等の人的資源を専門的な知見を活用

することで、妊産期や乳幼児世帯が子育てに関

する知識を深めて、子育てへの不安や課題を解

消することができるものと考えているところで

ございます。 

 このほかにも、高齢者の積極的な社会参加と

健康保持、増進、移動支援として実施した、た

るたるおでかけチケット交付事業など、医療福

祉のおける安心の実現のために様々な事業に取

り組んでいるところでございます。 

 また、防災対策といたしまして、大隅河川国

道事務所、九州地方整備局、国土交通省本省等

の関係機関の御理解や地元の森山衆議院議員を

はじめとする国会議員の先生方の御理解力と御

尽力によりまして、国道220号線牛根境防災事

業をはじめとする各種防災事業の実現に取り組

んでまいりました。特に、このことは德留議員

も長い間、取り組んでおられてかたちにできた

ことは大変よかったなあというふうに思ってお

ります。 

 また、度々、自然災害による被害を受けてお

り、桜島の大噴火等も想定されている本市にお

きましては、防災拠点としての役割を担う施設

として、道の駅たるみずはまびらが鹿児島県に

おける唯一の防災道の駅に選定をされたところ

でございます。 

 次に、経済への挑戦につきましては、商工業、

農林水産業、畜産業などの各産業の活性化のた

めに、様々な事業展開をしてまいりました。 

 コロナ禍においては、商工業、水産業、農業

など、全ての産業が大きな影響を被りました。

本市におきましては、そのたびにプレミアム付

商品券の発行、収益が減少した商工業、水産業

の方々への市独自の持続化給付金による支援、

農業者の方々への営農継続緊急支援給付金によ

る支援など経済対策等を行ってまいりました。 

 現在、アフターコロナを見据え、各種事業を

推進しているところでございますが、特に、海

外販路拡大につきましては、タイ王国のトン

ロー日本市場など、国外におきましても私自ら

トップセールスを行いまして、また、先ほどか

らありますとおり、日本航空株式会社と包括連

携協定を締結するなど、販路拡大、支援に向け

て全力で取り組んでいるところでございます。 

 また、令和３年２月に桜島錦江湾ジオパーク

が垂水市と姶良市を加えた拡大エリアとして日

本ジオパークに認定されたのを受け、ジオの魅

力、特性を生かした観光の推進に取り組んでき

ているところでございます。今後、世界を目指

しながら進めてまいりたいと思っているところ

でございます。 

 今後も他構成市と連携をして、観光振興によ

る経済効果の牽引という視点をもって、事業を

実施したいと考えているところでございます。 

 以上、市長就任以降の私の取組の主なものに

ついてお話をさせていただきました。 

 いろいろ申し上げましたけれども、全てこの

施策に関しては、市議会の皆さんの御理解、市

民の皆さんの御協力があったからこそだという

ふうに思っているところでございます。重ねて

感謝を申し上げたいと思います。 

 また、企画立案に懸命に努力してくださった

関係者の皆様、垂水市役所職員、本当に頑張っ

ていただきました。この場をお借りして深く感

謝を申し上げたいと思います。 

 さて、新聞記事にも取り上げられておりまし
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た去る６月の７日に４期目の出馬について表明

をさせていただいたところでございます。これ

より議員がお尋ねになりましたこれからの垂水

市ということについて、もう少しお話をさせて

いただきたいと思います。 

 私はこれまで同様、元気な垂水づくりと市民

の皆様の幸福実現のため、未来・安心・経済の

３つの挑戦を軸に事業を展開してまいる所存で

ございます。特に以下の３点につきましては、

重点的に取り組んでまいりたいと考えていると

ころでございます。 

 まず、儲かる仕組の確立でございます。 

 令和２年３月に見直しを行いました第２期垂

水市まち・ひと・しごと創生総合戦略において、

稼ぐ地域をつくるとともに安心して働けるよう

にするという基本目標が掲げられており、稼ぐ

仕組み、儲かる仕組みの構築は、喫緊の課題だ

と考えているところでございます。地域の特性

に応じた生産性が高く、稼ぐ地域の実現のため

に、農地集積等による担い手農家の生産性向上

の推進、あるいは６次産業化の、そのための環

境整備等の支援、さらには鳥獣被害対策のほか、

水産業における６次産業化への支援や販路拡大

における支援、観光物産販路拡大支援の事業を

積極的に推進してまいりたいと考えております。 

 また、安心して働ける環境の実現のために、

新規就農者支援や水産振興資金の貸付、商工振

興資金への利子の一部補助、垂水市商工会等々

と連携をしました地域産業の担い手の確保・育

成を図ってまいりたいと考えております。 

 また、企業等の立地を促進し、就業機会の確

保についても努力してまいりたいと思います。 

 次に、交流人口、関係人口の増加についてで

ございます。 

 国勢調査の結果でも明らかなように、全国の

自治体において人口減少の傾向が顕著に現れて

おりまして、定住人口を増加するのは、現状に

おいては厳しい状況にあると認識をしておりま

す。 

 しかしながら、先ほど申し上げました鹿児島

県の特性を生かした高速ネットワーク体系への

確立、長期的な視点に立って努力を重ねまいり

たいと思いますし、交流人口に加えて地域に継

続的に多様なかたちで関わる関係人口の喪失、

拡大に取り組むことが喫緊の課題であると考え

ているところでございます。 

 本市においては、平成17年にオープンした道

の駅たるみず湯っ足り館、平成22年にオープン

した猿ヶ城渓谷森の駅たるみず、平成30年に

オープンした道の駅たるみずはまびらたるたる

ぱあくの３つの施設を拠点として、観光振興事

業を展開しているところでございます。中でも、

道の駅たるみずはまびらにつきましては、令和

元年にマリンスポーツが体験できるマリンパー

クたるみず、地元産の豚肉やブリ、カンパチの

加工品などを取り扱う民間施設などが併設され

たことによりまして、より一層の交流人口の増

加に貢献をしているものと考えているところで

ございます。 

 また、同敷地内において、来年夏頃、フェア

フィールド・バイ・マリオット鹿児島たるみず

がオープンする予定となっており、このホテル

の開業により海外から観光客を含む交流人口が

さらに増加するものと考えているところでござ

います。 

 これに加え、教育旅行における民泊体験、ス

ポーツ合宿誘致、本市の魅力ある特産品を返礼

品としたふるさと納税、観光資源などの本市の

魅力についてホームページに加えて、ＬＩＮＥ

などのＳＮＳ、ユーチューブなどで情報発信を

行い、関係人口のさらなる増加に努めてまいり

たいというふうに思います。 

 併せて、移住定住の関係機関と連携をいたし

ましたワーケーションへの取組等により、若者

の就業等の機会創出を推進し、第２期垂水市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略に上げられてい
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る基本目標である垂水市への新しい人の流れの

創出に努めてまいりたいと思います。 

 次に、安心して暮らすことができるまちづく

りの実現でございます。 

 本市においては、６月から８月にかけての降

水量が多く、九州の南部に位置していることか

ら、台風が勢力の強い段階で接近すること、シ

ラス台地が流水により浸食を受けやすいことな

どから斜面の崩壊、地すべり、土石流など大規

模な土砂災害が生じる傾向がございます。 

 このため、国が平成25年に制定した強くしな

やかな国民生活の実現を図るための防災減災等

に資する国土強靭化基本法に基づく国土強靭化

地域計画として、令和２年に垂水市強靭化地域

計画を策定し、国の交付金や補助金事業を公共

施設の耐震化や市道並びに橋りょうの長寿命化

を図ってまいりたいというふうに思います。 

 今後、雨量の増加に伴う中央地区の排水対策

も含めて検討を進めてまいりたいと考えており

ます。 

 また、国道、県道の改良工事、砂防事業や急

傾斜地域崩壊対策事業、港湾施設、漁港施設の

整備など、国・県が行う事業につきましても、

これまで関係機関に整備促進を働きかけてまい

りました。しかしながら、本市において安全安

心なまちづくりを進めるために必要な農林土木

施設は、未だ十分ではなく、そのため、国土強

靭化に関する予算をさらに活用して本市におけ

る道路の防災工事や砂防の施設、港湾漁港施設

などの整備をさらに進めて災害に強いまちづく

りに努めてまいりたいと考えております。 

 また、高齢化はますます加速していくことが

予想されますことから、たるみず元気プロジェ

クトのさらなる拡充に努めてまいります。本市

と地方創生の取組に関する協定を締結しており

ます鹿児島国際大学におきまして、令和５年度

に看護学部が設置される予定でございます。今

後、保健業務に携わる人材がますます求められ

ることが予想されますので、本市におきまして

は、学生等の実践的な就職体験の機会を与える

こと等を目的に鹿児島国際大学の学生さんをは

じめ、大学、短期大学等からインターシップ実

習生を受け入れて保健業務を体験していただく

制度の構築についても検討しているところでご

ざいます。 

 また、本市におきましては市民の皆様の健康

維持や健康増進を目的とした大塚製薬株式会社

や第一生命保険株式会社等との包括連携協定も

締結させていただいております。今後、このよ

うな企業と協力をしながら、鹿児島大学のお力

をお借りして、職と健康をテーマとした新たな

商品等の開発なども目指してまいりたいと考え

ております。 

 議員の御質問にありましたとおり、３期目は、

新型コロナウイルス感染症対策を中心とした社

会的な状況もありまして、守りの３年間という

側面もございました。 

 2019年12月に第１例目のコロナウイス感染者

が報告されて以降、国内外において大変な猛威

を振るった新型コロナウイルス感染症への対策

として、医療機関と連携した発症者への適切な

対応やワクチン接種を円滑に行うための体制整

備と速やかなワクチン接種を保健課を中心とし

て推進できたところでございます。 

 最後になりますけれども、もし、市民の皆様

の御理解がいただけるのであれば、この３期11

年で培いました経験や人脈を生かして、市民の

皆様がほんとに健康で住んでよかったと思える

垂水のまちづくりのために、ほんとにこの身を

かけて粉骨砕身、全身全霊で取り組んでまいり

たいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○德留邦治議員  ありがとうございました。市

長の熱い思いを聞かせていただきました。来年

１月の市長選挙まで６か月ほどございますが、

先ほど申し上げましたが、時間はすぐに過ぎて
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しまいます。選挙の準備は市長の仕事で、大変

忙しくはなりますが、ぜひ体調面に気を付けて

いただいて、次の垂水市のかじ取り役をしても

らいたいと思います。期待をしておりますので

頑張ってください。 

 これで私の質問を終わります。どうもありが

とうございました。 

○議長（川越信男）  以上で、一般質問を終わ

ります。 

 本日の日程は、以上で全部終了いたしました。 

   △日程報告 

○議長（川越信男）  明日22日から30日までは、

議事の都合により休会とします。 

 次の本会議は７月１日、午前10時から開きま

す。 

   △散  会 

○議長（川越信男）  本日は、これにて散会し

ます。 

     午後３時47分散会 
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令和４年７月１日午前10時開議 

 

 

   △開  議 

○議長（川越信男）  おはようございます。定

刻、定足数に達しておりますので、ただいまか

ら休会明けの本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付いたしたと

おりであります。 

   △議案第28号・議案第30号～議案第33号、

請願第８号、陳情第14号～陳情第18号

一括上程 

○議長（川越信男）  日程第１、議案第28号及

び日程第２、議案第30号から日程第５、議案第

33号までの議案５件、日程第６、請願第８号の

請願１件並びに日程第７、陳情第14号から日程

第11、陳情第18号までの陳情５件を一括議題と

いたします。 

 件名の朗読を省略いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

議案第28号 垂水市総合開発審議会条例の一部

を改正する条例 案 

議案第30号 消防本部災害対応特殊水槽付消防

ポンプ自動車の購入契約について 

議案第31号 令和４年度垂水市一般会計補正予

算（第２号） 案 

議案第32号 令和４年度垂水市病院事業会計補

正予算（第１号） 案 

議案第33号 令和４年度垂水市簡易水道事業特

別会計補正予算（第１号） 案 

請願第８号 パートナーシップ制度の導入を求

める請願 

陳情第14号 女性トイレの維持及びその安心安

全の確保について 

陳情第15号 国民の祝日「海の日」を７月20日

に固定化する意見書の提出を求める陳情 

陳情第16号 沖縄を「捨て石」にしない安全保

障政策を求める意見書の提出を求める陳

情 

陳情第17号 義務教育費国庫負担制度負担率の

引き上げをはかるための、2023年度政府

予算に係る意見書採択の陳情について 

陳情第18号 ゆたかな学びの実現・教職員定数

改善をはかるための、2023年度政府予算

に係る意見書採択の陳情について 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（川越信男）  ここで、各委員長の審査

報告を求めます。 

 最初に、産業厚生委員長、梅木勇議員。 

   ［産業厚生委員長梅木 勇議員登壇］ 

○産業厚生委員長（梅木 勇）  おはようござ

います。去る６月10日の本会議において、産業

厚生常任委員会付託となりました各案件につい

て、６月23日に委員会を開き、審査いたしまし

たので、その結果を報告いたします。 

 当日は付託案件の審査に先立ち、災害関連緊

急治山事業、浜平２地区急傾斜地崩壊対策事業、

体育館防災備蓄倉庫、第１下市木橋橋梁補修工

事の現地視察を実施しました。災害関連緊急治

山事業、新城内田地区では、事業費１億6,092

万円、保全対象、経緯についての説明がありま

した。 

 浜平２地区急傾斜地崩壊対策事業については、

今年度事業費1,650万円、保全対象及び対象区

域に関する説明がありました。 

 防災備蓄倉庫については、事業費499万4,000

円、59.32平方メートルで、平成29年度に設置

したとのことでした。 

 また、防災備蓄品の種類についての説明があ

り、委員から現在の食料の備蓄数についての質

問に、5,780食分を備蓄しているとの回答があ

りました。 

 最後に、第１下市木橋橋梁補修工事について

は、工事費1,487万7,000円と橋の概要及びメン

テナンスの内容について説明がありました。 

 現地視察終了後、委員会を開き、付託案件の
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審査に入りました。最初に、議案第31号令和４

年度垂水市一般会計補正予算（第２号）案中の

福祉課の所管費目について説明があり、市単独

の給付金についての財源についての質疑に対し、

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金、コロナ禍における原油価格・物価高騰対

応分を充てているとの回答がありました。 

 また、物価高がこれからも続き、令和４年度

中に新たな補正を組むとなったときに、この新

型コロナウイルス対応地方創生臨時交付金は使

用できるのかとの質疑に対し、国からの書面で

使用できると明記されているとの回答がありま

した。 

 次に、保健課、生活環境課及び農業委員会の

所管費目については、特段質疑はありませんで

した。 

 次に、農林課の所管費目については、物価高

騰により困っている農家が多いが、今回の農林

業物価等対策事業補助金を早急に支給できる準

備はできているのかとの質疑があり、７月１日

の議決以降、広報活動を行い、受付開始後に申

請があれば審査を行い、早急に支給できるよう

にするとの答弁がありました。 

 また、対象農家が多いと考えられるが、漏れ

が出る可能性はないのかとの質疑があり、農林

技術協会だより及び農業委員会、農林課で開催

する会議並びに農家の訪問時等に広報を行うな

ど、あらゆる手段を使った広報活動を行い、漏

れが出ないようにするとの回答がありました。 

 次に、水産商工観光課の所管費目について説

明があり、特段質疑はありませんでした。 

 次に、土木課の所管費目については、今回購

入するドローンの性能等に関する質疑が交わさ

れ、企画政策課が所有するドローンとの比較や、

購入後のメンテナンス方法の説明がありました。 

 また、ドローンの飛行撮影範囲についての質

疑があり、カタログ数値で最大８キロメートル

通信ができるとの回答がありました。 

 審査の後、本案の採決を行ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 次に、議案第32号令和４年度垂水市病院事業

会計補正予算（第１号）案について説明があり、

特段質疑はありませんでした。 

 審査の後、本案の採決を行ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 次に、議案第33号令和４年度垂水市簡易水道

事業特別会計補正予算（第１号）案について説

明があり、特段質疑はありませんでした。 

 審査の後、本案の採決を行ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 以上で、報告を終わります。 

○議長（川越信男）  次に、総務文教委員長、

池山節夫議員。 

   ［総務文教委員長池山節夫議員登壇］ 

○総務文教委員長（池山節夫）  おはようござ

います。 

 去る６月10日の本会議において、総務文教常

任委員会付託となりました各案件について、６

月24日に委員会を開き、審査いたしましたので、

その結果を報告いたします。 

 当日は付託案件の審査に先立ち、垂水市立図

書館空調設備等改修工事、垂水中央運動公園体

育館横の防災備蓄倉庫及び新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金事業で実施した

垂水中央運動公園体育館空調設備改修工事、新

城地区公民館の防水改修工事の現地視察を実施

いたしました。 

 垂水市立図書館では、築30年以上が経過し、

老朽化していた空調機器の改修工事や照明のＬ

ＥＤ化が行われ、利用者に対する環境改善が図

られていました。併せて高圧受電から低圧受電

への切替え工事を行った効果の質問に対して、

年間の実績が出ておらず、結果はこれからだが、

ランニングコストがよくなるとの回答がありま

した。 

 垂水中央運動公園体育館及び防災備蓄倉庫の
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視察では、体育館における新型コロナ対策とし

て、特定の避難所に住民が集中することを防ぐ

ため、分散避難を推進する観点から、空調設備

の改修工事が行われていました。今回の整備に

より、避難所機能の向上に加え、国体関係も含

めた各種競技の環境改善にもつながると思われ

ます。 

 最後に、視察しました新城地区公民館につい

ては、屋上と２階ベランダの防水工事が行われ

ており、利用者等の安全確保や執務の環境改善

が図られていました。現地視察終了後、委員会

を開き、付託案件の審査に入りました。 

 最初に、議案第28号垂水市総合開発審議会条

例の一部を改正する条例案について申し上げま

す。 

 審査の過程において、委員数の妥当性や公募

枠について質疑があったほか、女性の登用数に

ついて質問があり、総合計画において、庁内の

各審議会等の構成員における女性の登用率を３

割以上との目標値を定めており、これをクリア

できるように選定していきたいとの回答があり

ました。 

 審査の後、本案の採決を行ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 次に、議案第30号消防本部災害対応特殊水槽

付消防ポンプ自動車の購入契約について申し上

げます。 

 審査の過程において、補助金の額や落札率等

について質疑があったほか、車両の強化点につ

いて質問があり、緊急消防援助隊活動へ５名で

参加することから、座席や荷物を積載できるス

ペースを多く設けたとの回答がありました。 

 審査の後、本案の採択を行ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 議案第31号令和４年度垂水市一般会計補正予

算（第２号）案中の企画政策課の所管費目では、

総務省事業について質疑があったほか、ユーチ

ューブでの配信内容はとの質問に対し、たるみ

ず元気プロジェクトや子育て支援など、市の重

要案件や政策を丁寧に広く周知したいとの回答

がありました。 

 次に、財政課の所管費目については、アル

コール検知器の購入数や配置場所について質疑

が交わされました。 

 次に、総務課の所管費目については、公衆系

ネットワーク回線の増設と、公衆無線ＬＡＮ整

備の運用について質問があり、ウェブ会議等の

利用による３密回避、ＧＩＧＡスクール端末の

本庁や公民館での利用、災害時における避難情

報の収集、分散勤務やテレワーク推進拠点とし

ての活用などにより、市民の利便性の向上を図

るものであるとの回答がありました。 

 次に、消防本部の所管費目については、特段

質疑はありませんでした。 

 次に、教育総務課の所管費目については、学

校給食における地元産の魚、肉の食材提供や協

和小トイレ改修の内容について質疑が交わされ

ました。 

 次に、学校教育課の所管費目については、Ｉ

ＣＴ支援員の体制について質疑が交わされ、全

ての先生が参加する自主研修チームからの要望

もあり、地方創生臨時交付金を活用して、ＩＣ

Ｔ支援員を１名配置し、支援していく体制を強

化したいとの回答がありました。 

 次に、社会教育課の所管費目については、委

託料の内容について質問があり、大野地区の分

収林の樹木伐採に当たり、事前調査を行うもの

であるとの回答がありました。 

 次に、地方債・歳入全款の審査に入り、財政

課の所管費目では、県議会の補正予算可決に伴

う制度設計の質疑があり、制度設計が分かり次

第、県から事業の詳細について周知があるもの

と思われるため十分注視し、適切な対応を取り

たいとの回答がありました。 

 全ての所管費目について審査を終え、本案の

採決を行ったところ、原案のとおり可決されま
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した。 

 次に、請願第８号パートナーシップ制度の導

入を求める請願について申し上げます。 

 審査の過程において、紹介議員からの補足説

明も交えた質疑が交わされました。審査後、本

請願の取扱いについては、採択とすることに決

定されました。 

 次に、請願第14号女性トイレの維持及びその

安心安全の確保については、審査後、採択とす

ることが決定されました。 

 次に、陳情第15号国民の祝日「海の日」を７

月20日に固定化する意見書の提出を求める陳情

については、審査後の採決の結果、採択とし、

関係機関へ意見書を提出することが決定されま

した。 

 次に、陳情第16号沖縄を「捨て石」にしない

安全保障政策を求める意見書の提出を求める陳

情については、審査後の採決の結果、賛成少数

により不採択となりました。 

 最後に、陳情第17号義務教育費国庫負担制度

負担率の引き上げをはかるための、2023年度政

府予算に係る意見書採択の陳情及び陳情第18号

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかる

ための、2023年度政府予算に係る意見書採択の

陳情について申し上げます。 

 審査後の過程において、それぞれの陳情に対

する異議等はなく、両陳情の取扱いについては

採択とし、関係機関へ意見書を提出することが

決定されました。 

 以上で、報告を終わります。 

○議長（川越信男）  これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告がありますので、発言を許可いた

します。 

   ［持留良一議員登壇］ 

○持留良一議員  おはようございます。 

 私は陳情、国民の祝日「海の日」を７月20日

に固定化する意見書の提出を求める陳情につい

て、反対の立場で討論をします。 

 海の日は1995年に国民の祝日に関する法律で、

海の恩恵に感謝するとともに海洋国日本の繁栄

を願う日として祝日として制定され、1996年７

月20日から実施されました。その後、2001年の

祝日法改正で、７月20日から７月の第３月曜日

に改められました。 

 私は海の環境や資源について考えたり、海に

親しむ契機にするための国民の祝日としての海

の日を設けること自体は賛成です。しかし、７

月20日することは、固定化することは反対であ

ります。 

 ７月20日を海の日とすることに反対する理由

は、この日が戦前の海の記念日に由来している

ためです。戦前、海の記念日を設けたのは、真

珠湾攻撃で、対米英、戦争を開始した1941年、

昭和16年で、徹底的なる戦時体制を必要とし、

何よりも国力を充実すべき海の記念日は、かよ

うに堅実なる国力の充実を図るための契機たら

んとする。逓信省管船局長の発言、海運のため

でした。戦争の遂行上、海上輸送で船員や船舶

の徴用と調達のため、海運関係者だけでなく、

国民こぞって支援の雰囲気をつくる狙いでした。 

 そのため、逓信省艦船局は軍艦ではなく、汽

船明治丸で1876年、明治９年７月16日に青森・

北海道方面に巡行し、20日に横浜に帰った明治

天皇の行動に着目し、20日を海の記念日に決め

たのです。明治天皇のこの巡行の目的は、明治

新政府の地租金納制や徴兵制に対する不満が強

かった東北の民衆の感情を抑えるためだったと

言われています。 

 こうした日を戦後に引き継いで、国民の祝日

とするのにはふさわしくありません。７月の第

３月曜日は、連休。三連休の増加は働く人たち
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にとって強い要求であること、レジャー等の関

係団体の合意も得られているという、こういう

事実があります。 

 故に国民の祝日、海の日を７月20日に固定化

する意見書の提出を求める陳情には反対をいた

します。 

 以上。 

○議長（川越信男）  ほかに討論はありません

か。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 最初に、議案からお諮りいたします。 

 議案第28号及び議案第30号から議案第33号ま

での議案５件については、各委員長の報告のと

おり決することに御異議はありませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。 

 よって、各議案は各委員長の報告のとおり決

定いたしました。 

 次に、請願第８号をお諮りします。 

 請願第８号を委員長の報告のとおり決するこ

とに御異議はありませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。 

 よって、請願第８号は採択とすることに決定

いたしました。 

 次に、陳情についてお諮りいたします。 

 御異議がありますので、陳情第15号の陳情１

件を除き、各陳情を各委員長の報告のとおり決

することに御異議はありませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。 

 よって、請願第15号を除き、各陳情は各委員

長の報告のとおり採択とすることに決定いたし

ました。 

 御異議がありますので、陳情第15号は起立に

より採決いたします。なお、起立されない方は

否とみなします。 

 委員長の報告は採択であります。それでは、

委員長の報告のとおり決することに賛成の方は

起立願います。 

   ［賛成者起立］ 

○議長（川越信男）  起立多数です。 

 よって、陳情第15号は委員長の報告のとおり

決することが決定いたしました。 

   △意見書案第18号～意見書案第21号一括

上程 

○議長（川越信男）  次に、日程第12、意見書

案第18号から、日程第15、意見書案第21号まで

の意見書案４件を一括議題といたします。 

 案文は配付いたしておりますので、朗読を省

略いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

意見書案第18号 国民の祝日「海の日」を７月

20日に固定化する意見書 案 

意見書案第19号 義務教育費国庫負担制度負担

率の引き上げをはかるための、2023年度

政府予算に係る意見書 案 

意見書案第20号 ゆたかな学びの実現・教職員

定数改善をはかるための、2023年度政府

予算に係る意見書 案 

意見書案第21号 国民健康保険税の引き下げへ

の国の対応を求める意見書について 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（川越信男）  お諮りいたします。 

 ただいまの意見書案については、提出者の説

明を省略いたしたいと思いますが、これに御異

議はありませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定いたしました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  質疑なしと認めます。 
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 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 意見書案第18号から意見書案第21号までの意

見書案４件を原案のとおり決することに御異議

はありませんか。 

   ［「異議あり」の声あり］ 

○議長（川越信男）  御異議がありますので、

意見書案第18号と第21号は起立により採決いた

します。なお、起立されない方は否とみなしま

す。本意見書案について、原案のとおり決する

ことに賛成の方は起立願います。（発言する者

あり） 

 御異議がありますので、意見書案第18号は起

立により採決いたします。なお、起立されない

方は否とみなします。本意見書案について、原

案のとおり決することに賛成の方は起立願いま

す。 

   ［賛成者起立］ 

○議長（川越信男）  起立多数です。 

 よって、意見書案第18号は原案のとおり可決

されました。 

 次に、意見書案第21号は起立により採決いた

します。なお、起立されない方は否とみなしま

す。本意見書案について、原案のとおり決する

ことに賛成の方は起立願います。 

   ［賛成者起立］ 

○議長（川越信男）  起立少数です。 

 よって、意見書案第21号は否決されました。 

 次に、陳情第16号をお諮りします。 

 本件に対する委員会の採決結果は不採択であ

ります。したがって、原案について採決します。 

 陳情第16号について採決の方は起立願います。

（発言する者あり） 

 順番は変わりましたが、陳情第16号の採決を

お願いいたします。（発言する者あり） 

 改めて陳情第16号をお諮りいたしたいと思い

ます。 

 本件に対する委員会の採決結果は不採択であ

ります。したがって、原案について採決いたし

ます。 

 陳情第16号について採択の方は起立願います。 

   ［賛成者起立］ 

○議長（川越信男）  起立少数です。 

 したがって、陳情第16号は不採択とすること

に決定いたしました。 

 ただいま意見書案３件が議決されましたが、

その提出手続及び字句、数字、その他の整理を

要するものにつきましては、その整理を議長に

委任されたいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。 

 よって、その提出手続及び字句、数字、その

他の整理は議長に委任することに決定いたしま

した。 

   △議案第34号・議案第35号一括上程 

○議長（川越信男）  日程第16、議案第34号及

び日程第17、議案第35号の議案２件を一括議題

といたします。 

 件名の朗読を省略いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

議案第34号 令和３年度垂水市水道事業会計剰

余金の処分及び決算の認定について 

議案第35号 令和３年度垂水市病院事業会計決

算の認定について 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（川越信男）  両決算については、６人

の委員をもって構成する公営企業決算特別委員

会を設置し、これに付託の上、閉会中の継続審

査とすることにしたいと思います。これに御異

議ありませんか。 
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   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。 

 よって、両決算については６人の委員をもっ

て構成する公営企業決算特別委員会を設置し、

これに付託の上、閉会中の継続審査とすること

に決定しました。 

 お諮りします。 

 ただいま設置されました公営企業決算特別委

員会委員の選任については、委員会条例第８条

議員、持留良一議員、感王寺耕造議員、梅木勇

議員、池田みすず議員、以上６人を指名したい

と思います。これに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名いたしました６人を公

営企業決算特別委員会委員に選任することに決

定いたしました。 

   △議会運営委員会の閉会中の所掌事務調

査の件について 

○議長（川越信男）  次に、日程第18、議会運

営委員会の閉会中の所掌事務調査の件について

を議題とします。 

 議会運営委員長から、会議規則第103条の規

定により、お手元に配付した申出書のとおり、

閉会中の継続調査の申出があります。 

 お諮りします。 

 委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調

査とすることに御異議はありませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。 

 よって、委員長からの申出のとおり、閉会中

の継続調査とすることに決定しました。 

   △各常任委員会の閉会中の所管事務調査

の件について 

○議長（川越信男）  次に、日程第19、各常任

委員会の閉会中の所管事務調査の件についてを

議題といたします。 

 各常任委員長からの所管事務のうち、会議規

則第103条の規定により、お手元に配付した申

出書のとおり、閉会中の継続調査の申出があり

ます。 

 お諮りします。 

 各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続

調査とすることに御異議はありませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。 

 よって、各委員長からの申出のとおり、閉会

中の継続調査とすることに決定しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

   △市長挨拶 

○議長（川越信男）  ここで、市長より発言の

申出がありますことから、これを許可します。 

○市長（尾脇雅弥）  今議会に提案いたしまし

た全ての案件につきまして、熱心に御審議を賜

り、いずれも原案どおり可決していただきまし

たことに対しまして、心から厚く御礼を申し上

げます。 

 本会議並びに各委員会の審議を通じていただ

きました貴重な御意見、御要望等につきまして

は、十分留意をいたしまして、今後の市政運営

に取り組んでまいりたいと考えております。 

 庁舎整備につきまして、去る６月28日に、庁

舎等のあり方検討委員会が開催をされ、翌29日

に、鯵坂徹委員長より、現庁舎の耐震補強工法

の方向性についての意見書が提出されました。 

 意見書には、市民の皆様や職員の安全確保の

観点から、早急に耐震補強を行うべきとの本委

員会や議会からの意見・要望を基に、コスト、

施工性、利便性、意匠性について検討を行った

結果、ＲＣ壁による開口閉塞と鉄骨ブレースを

挿入する内付主体の工法を基本に進めることが

望ましいとされており、またこれまでの意見の

繰り返しになりますが、庁舎を利用する市民の

皆様、働く職員の安全確保の観点から、早急に

耐震補強を行うよう要望すると締めくくられて
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おりました。 

 この後開催されます庁舎整備検討特別委員会

におきましても、現庁舎の耐震補強工法の方向

性を御審議いただくとお聞きしており、これら

を踏まえまして、議会としての御意見を御検討

していただければと考えております。 

 終わりに、議会に提案いたしました全ての案

件につきまして、原案どおり可決していただき

ましたことに対しまして、改めて心から感謝申

し上げますとともに、委員の皆様方のますます

の御健勝と御活躍をお祈り申し上げまして、閉

会の御挨拶とさせていただきます。本日は誠に

ありがとうございました。 

○議長（川越信男）  これで、本定例会に付議

されました案件は全部議了いたしました。 

   △閉  会 

○議長（川越信男）  これをもちまして、令和

４年第２回垂水市議会定例会を閉会いたします。 

      午前10時36分閉会 
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